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世界宗教者
平和の祈りの集い

日時：２０１７年８月３日（木）・４日（金）
場所：国立京都国際会館・比叡山延暦寺・将軍塚青龍殿
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開会の辞を述べる宍野史生
日本宗教代表者会議事務次長

開会挨拶を述べる杜多道雄日本宗教代表者会議事務総長

開会式典での海外代表者たち

名誉議長、名誉顧問をはじめとする日本宗教代表者会議の役員

歓迎挨拶を述べる芳村正徳日本宗教代表者会議議長

来賓祝辞を述べる小峰一允日本宗教代表者会議名誉顧問

満場の京都国際会館
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フランシスコ　ローマ教皇メッセージ
「年に一度のこの宗教サミットは、対話と友情の精神を築くことに大きく貢
献しています。このような精神が、人類という家族の平和への新たな道を
開くために、世界の諸宗教の信者による協力を可能にしているのです。」

ローマ教皇のメッセージを披露する
ジョン・トン・ホン枢機卿

パン・ワナメティ世界仏教徒連盟（WFB）会長メッセージ
「世界の平和は、まず一人ひとりが自らの中に平和を見出さなければ実現さ
れることはありません。自分の心のなかに平和を生み出し、他の人も平和
を見出せるように手助けすることによってのみ、世界に平和が訪れるので
す。」

世界仏教徒連盟会長のメッセージを披
露するパロップ・タイアリー事務局長

イスラームからのメッセージはムハン
マド・ビン・アブドルカリーム・アル
イーサー世界イスラーム連盟事務総長

「私たちイスラームの国民は、すべての
人々が幸福になることを願っておりま
す。イスラームはその名称において語
義的にも、そして宗教的にも、その高
尚なる根本教義と価値観において、人
間の尊厳、人類の平等、善と正義と徳
への愛情、弱者への慈悲、公正さの支
持、不正と侵害の撲滅、全人類の平和
といった教えに立脚しております。」

「アッシジから比叡山へのメッセージは何であるか。
宗教は平和という課題に対処することができます。長年に
わたって、諸宗教対話は、宗教を信じる人とそうでない人
が協力していく本物の『共生の文化』をつくりあげてきま
した。
宗教は、私たちの社会における『共存と平和の学校』であ
り人々の心と精神を変化させます。心と精神を変化させる
ことによってのみ、私たちは最も抵抗力の強い政治構造さ
えも変えることができるのです。」

「アッシジから比叡山へ・東西の祈り30年を振
り返って」と題して特別講演を行うアルベルト・
クワトルッチ聖エジディオ共同体事務局長

閉会の挨拶を述べる宮本惠司日本宗教代表者会議
常任委員

アッシジ

琵琶湖から眺める比叡山
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人類は互いに国籍が違っても人間として基本的な権利において平等であ
り、人命の価値と尊さに関して共通の態度をとるべきではないかという
ことです。世界には多くの宗教が存在しますが、偉大な宗教はそれぞれ
の文化の基盤を構成するものである以上、それを重んじることは互いの
平和と共存を保証することにつながるといって過言ではありません。

共通の幸福は寛容を認めると同時に、さらに深い美徳の達成も要求しま
す。宗教は私たちに「連帯」を求めます。それは非常に深い連帯です。
ですからあなたの「幸福」は、私の幸福でもあり、同時に私の「幸福」
はあなたの幸福でもあるのです。

 

 「分裂と憎悪をどうしたら乗り越えられるか」「暴力的過激主義に宗教者はどう立ち向かうか」

「分裂と憎悪をどうしたら乗り越えられるか」について基調講演を行う明石康元国際連合事
務次長

「暴力的過激主義に宗教者はどう立ち向かうか」について基調講演を行うウィリアム・ベン
ドレイ WCRP 国際事務総長
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コーディネーターは杉谷義純日本宗教代表者
会議事務局顧問が務めた

参加したパネリストたち

白熱した議論に熱心に耳を傾ける参加者

テーマ

テロと宗教
─暴力的過激主義に宗教者は
　どう立ち向かうか─

緊急メッセージを聞く参加者

「私は献身的な人々にお願いしたいと思います。価値観を守
るために立ち上がり、あらゆる場所のあらゆる人間を、その存
在を脅かすような迫りくる危険から守ってください。
私は祈りを捧げます。私たちのこの会合が、善の力を集結させ、
その力に活気を与えて目標達成への道を歩ませるための一歩と
なりますように。」

緊急提案として実現したシリアのファローク・アクビック氏による「シリアからの訴え」
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龍
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天台声
しょうみょう

明

グレゴリオ聖歌

コーラン朗
ろうしょう

誦

鎮魂の祈りの意義について語る
植松誠日本宗教代表者会議議長

参加者による黙祷

鎮魂の灯がともされた
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比
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暦
寺

分科会１
「核廃絶と原子力問題を考える」

分科会２
「貧困の追放と教育の普及」

1213

総合司会は山田歌日本宗教代表者会議事務局
儀典部長が務めた

開会挨拶を行う保積秀胤日本宗教代表者会議
議長

来賓挨拶は深田充啓日本宗教代表者会議
名誉顧問

宗教代表者から天台青少年へひまわりの花が渡されオブジェに飾られた

祈
り
と
絆
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天台青少年による平和の鐘の鐘打

森川宏映日本宗教代表者会議名誉議長
による主催者代表挨拶

諸宗教代表者並びに参加者による「平和の祈り」

　
「私たちは、地球上のすべて人々が、あらゆる恐怖や差別、貧困から免

れるよう、そして世界平和が実現されるように共に手を携えて参りましょう。
今回の『平和の祈り』では世界を覆いつつある『排除と孤立』ではなく『相
互理解と連帯』こそが人類に平和と繁栄をもたらすものであることを世界に
示したいと存じます。」

「平和への努力を誓う固い絆を！」との森川名誉議長のお言葉で平和の交歓が行われた

閉会挨拶を行う山田匡男
日本宗教代表者会議運営委員長

式典後に交流を深める宗教代表者

「比叡山メッセージ2017」を発表する庭野
日鑛日本宗教代表者会議名誉顧問

1415



比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

　　　

世
界
平
和
祈
り
の
式
典
　

   2 017 8.4

天台青少年による平和の鐘の鐘打

森川宏映日本宗教代表者会議名誉議長
による主催者代表挨拶

諸宗教代表者並びに参加者による「平和の祈り」

　
「私たちは、地球上のすべて人々が、あらゆる恐怖や差別、貧困から免

れるよう、そして世界平和が実現されるように共に手を携えて参りましょう。
今回の『平和の祈り』では世界を覆いつつある『排除と孤立』ではなく『相
互理解と連帯』こそが人類に平和と繁栄をもたらすものであることを世界に
示したいと存じます。」

「平和への努力を誓う固い絆を！」との森川名誉議長のお言葉で平和の交歓が行われた

閉会挨拶を行う山田匡男
日本宗教代表者会議運営委員長

式典後に交流を深める宗教代表者

「比叡山メッセージ2017」を発表する庭野
日鑛日本宗教代表者会議名誉顧問

1415



比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

　　　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
　

   2 017 8.4

主催者挨拶は田中恆清日本宗教代表者会議議長

開式の辞は和多善秀日本宗教代表者会
議運営副委員長

レセプションの模様

閉会挨拶は徳増公明日本宗
教代表者会議常任委員

来賓祝辞は文部科学大臣
御代理中岡司文化庁次長

乾杯のご発声は石上智康日本宗
教代表者会議議長
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発
刊
に
あ
た
っ
て

　
　
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
の
主
催
に
よ
り
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
三
十
周
年
記
念
『
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
』

が
、
神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
各
位
の
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
り
、
世
界
十
八
ヵ
国
か
ら
宗
教
指
導
者

二
十
四
名
を
お
迎
え
し
て
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
事
務
総
長
と
し
て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
三
十
周
年
の
集
い
が
多
く
の
成
果

を
収
め
、
盛
会
裡
に
終
了
で
き
ま
し
た
の
も
、
偏
に
小
串
和
夫
常
任
委
員
長
、
そ
し
て
山
田
匡
男
運
営
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
皆
様
と
、
事
務
局
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
奉
仕
に
よ
る
も
の
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
初
め
て
の
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
『
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
』」
が
開
催
さ
れ
、
最
大
規
模
の
宗
教
会
議

と
し
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
の
は
一
九
八
七
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
平
和
を
祈
る
地
道
な
努
力
は
、
世
界
各
地
へ
と
広
が
り
、
平
和
を
希
求
す
る
宗
教
者
の
願
い
は
着
実
に
実
を
結
び

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
武
力
紛
争
や
深
刻
か
つ
大
規
模
な
人
権
侵
害
は
止
む
こ
と
な
く
、
暴
力
と

憎
悪
の
連
鎖
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
現
代
世
界
が
国
家
も
個
人
も
、
神
仏
や
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
に
か
わ
っ
て
経
済
発
展
こ
そ
を
至

上
の
価
値
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
富
の
偏
在
と
差
別
の
増
長
を
生
み
、
テ
ロ

と
憎
悪
を
世
界
中
に
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
現
代
世
界
は
、
地
球
温
暖
化
、
自
然
破
壊
、
核
拡
散
、
飢
餓
、
武
力
紛
争
に
よ
る
難
民
の
増
加
な
ど
一
日
も
ゆ

る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
球
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
負
の
連
鎖
を
打
破
し
、
世
界
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
対
話
し
相
互
理
解
を
深
め
、
価
値

観
の
多
様
性
を
認
め
、
共
生
の
思
想
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
共
生
と
は
、
平
和
の
根
本
を
言
い
表
す
言
葉
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
も
す
る
の
に
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
今
こ
そ
平
和
の
た
め
に
協
調
を
～
分
裂
と
憎
悪
を
乗
り
越
え
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

宗
教
宗
派
の
異
な
る
宗
教
者
同
士
が
互
い
の
誤
解
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
話
し
合
い
、
決
意
を
新
た
に
し
協
調
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
意
義
深
い
集
会
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
宗
教
者
の
連
帯
の
絆
を
一
層
強
め
、
忍
耐
強
い
対
話
と

他
者
を
受
け
容
れ
る
努
力
こ
そ
が
世
界
平
和
と
成
熟
し
た
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
世
界
に
向
け
て
発
信

い
た
し
ま
し
た
。

　
天
台
宗
の
宗
祖
伝
教
大
師
は
「
一
身
弁
じ
難
く
、
衆
力
成
し
易
し
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
力
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
ご
参
集
の
す
べ
て
の
皆
様
の
お
力
を
結
集
し
、
さ
ら
に
は
世
界
の
宗
教
指
導
者
の
皆
様
と
も
手
を
携

え
て
、
共
々
に
叡
智
を
出
し
合
い
、
和
解
と
共
生
を
実
践
し
、
一
日
も
早
く
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
よ
う
祈
り
を
捧
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
重
ね
て
、
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
遠
路
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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の
主
催
に
よ
り
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
三
十
周
年
記
念
『
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
』

が
、
神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
各
位
の
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
り
、
世
界
十
八
ヵ
国
か
ら
宗
教
指
導
者

二
十
四
名
を
お
迎
え
し
て
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
事
務
総
長
と
し
て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
三
十
周
年
の
集
い
が
多
く
の
成
果

を
収
め
、
盛
会
裡
に
終
了
で
き
ま
し
た
の
も
、
偏
に
小
串
和
夫
常
任
委
員
長
、
そ
し
て
山
田
匡
男
運
営
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
皆
様
と
、
事
務
局
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
奉
仕
に
よ
る
も
の
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
初
め
て
の
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
『
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
』」
が
開
催
さ
れ
、
最
大
規
模
の
宗
教
会
議

と
し
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
の
は
一
九
八
七
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
平
和
を
祈
る
地
道
な
努
力
は
、
世
界
各
地
へ
と
広
が
り
、
平
和
を
希
求
す
る
宗
教
者
の
願
い
は
着
実
に
実
を
結
び

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
武
力
紛
争
や
深
刻
か
つ
大
規
模
な
人
権
侵
害
は
止
む
こ
と
な
く
、
暴
力
と

憎
悪
の
連
鎖
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
現
代
世
界
が
国
家
も
個
人
も
、
神
仏
や
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
に
か
わ
っ
て
経
済
発
展
こ
そ
を
至

上
の
価
値
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
富
の
偏
在
と
差
別
の
増
長
を
生
み
、
テ
ロ

と
憎
悪
を
世
界
中
に
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
現
代
世
界
は
、
地
球
温
暖
化
、
自
然
破
壊
、
核
拡
散
、
飢
餓
、
武
力
紛
争
に
よ
る
難
民
の
増
加
な
ど
一
日
も
ゆ

る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
球
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
負
の
連
鎖
を
打
破
し
、
世
界
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
対
話
し
相
互
理
解
を
深
め
、
価
値

観
の
多
様
性
を
認
め
、
共
生
の
思
想
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
共
生
と
は
、
平
和
の
根
本
を
言
い
表
す
言
葉
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
も
す
る
の
に
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
今
こ
そ
平
和
の
た
め
に
協
調
を
～
分
裂
と
憎
悪
を
乗
り
越
え
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

宗
教
宗
派
の
異
な
る
宗
教
者
同
士
が
互
い
の
誤
解
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
話
し
合
い
、
決
意
を
新
た
に
し
協
調
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
意
義
深
い
集
会
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
宗
教
者
の
連
帯
の
絆
を
一
層
強
め
、
忍
耐
強
い
対
話
と

他
者
を
受
け
容
れ
る
努
力
こ
そ
が
世
界
平
和
と
成
熟
し
た
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
世
界
に
向
け
て
発
信

い
た
し
ま
し
た
。

　
天
台
宗
の
宗
祖
伝
教
大
師
は
「
一
身
弁
じ
難
く
、
衆
力
成
し
易
し
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
力
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
ご
参
集
の
す
べ
て
の
皆
様
の
お
力
を
結
集
し
、
さ
ら
に
は
世
界
の
宗
教
指
導
者
の
皆
様
と
も
手
を
携

え
て
、
共
々
に
叡
智
を
出
し
合
い
、
和
解
と
共
生
を
実
践
し
、
一
日
も
早
く
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
よ
う
祈
り
を
捧
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
重
ね
て
、
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
遠
路
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
年
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
三
十
周
年
を
迎
え
た
。
一
九
八
七
年
八
月
、
世
界
の
平
和
を
祈
る
べ
く
、
我
々
は
宗
教
・
宗
派
の
垣
根
を
越
え
て

こ
の
地
、
比
叡
山
に
参
集
し
た
。
そ
れ
は
前
年
十
月
、
諸
宗
教
の
指
導
者
が
集
ま
っ
た
ア
ッ
シ
ジ
に
お
け
る
「
世
界
平
和
祈
願
の
日
」
の
、
あ
の
開
か

れ
た
精
神
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
我
々
と
思
い
を
同
じ
く
す
る
宗
教
者
に
よ
っ
て
、
世
界
各
地
で
諸
宗
教
に
よ
る
平
和
の
祈
り
が
捧
げ

ら
れ
、
宗
教
間
の
対
話
や
協
働
の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
度
の
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
参
加
し
た
我
々
は
、
真
摯
な
祈

り
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
た
い
と
思
う
。

　
今
や
世
界
は
、
排
他
的
傾
向
が
広
が
り
、
対
立
と
分
裂
へ
の
動
き
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
、
我
々
は
憂
慮
す
る
。
か
つ
て
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震

や
東
日
本
大
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
人
々
を
容
赦
な
く
襲
い
、
絶
望
の
淵
に
追
い
や
っ
た
。
そ
の
と
き
、
国
際
機
関
や
各
国
政
府
の
救
援
は
も
と
よ
り
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
宗
教
者
が
馳
せ
参
じ
、
支
援
の
手
を
差
し
延
べ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
国
境
を
越
え
た
人
々
の
献
身

や
連
帯
の
姿
に
、
一
筋
の
光
明
を
見
る
思
い
が
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
は
市
民
の
憩
い
の
場
を
狙
う
テ
ロ
が
頻
発
し
た
。
そ
の
行
動
は
、
政
府
や
公
共
機
関
に
打
撃
を
与
え
る
ば

か
り
で
な
く
、
罪
の
な
い
市
民
に
対
す
る
い
わ
れ
の
な
い
攻
撃
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
豊
か
な
消
費
を
謳
歌
す
る
一
部
の
現
代
文
明
へ
の
怨
念

を
表
す
も
の
で
も
あ
る
。
一
方
、
中
近
東
な
ど
の
地
域
で
は
長
期
に
わ
た
っ
て
戦
闘
や
空
爆
が
続
き
、
多
く
の
住
民
が
犠
牲
に
な
り
、
ま
た
難
民
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
地
球
社
会
に
は
、
テ
ロ
や
国
家
暴
力
を
抑
え
き
れ
な
い
こ
と
へ
の
絶
望
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
我
々
宗
教
者
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
尊
い
い
の
ち
を
軽
ん
ず
る
暴
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
格
差
社
会
で
排
除
さ
れ
抑
圧
さ
れ

て
い
る
人
々
の
苦
難
も
ま
た
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
差
別
や
不
公
正
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
宗
教
者
に
も
そ
の
責
任
が
あ
る
こ
と

を
胸
に
刻
み
、
我
々
は
市
民
社
会
と
強
力
な
連
帯
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

　
い
の
ち
の
尊
さ
を
考
え
る
と
き
、
環
境
問
題
の
重
要
性
も
ま
た
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
い
の
ち
を
育
む
地
球
が
、
人
間
の
欲
望
の

犠
牲
と
な
る
こ
と
を
放
置
す
れ
ば
、
温
暖
化
が
い
っ
そ
う
加
速
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と
な
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
り
、
我
々
は
警
鐘
を

鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　
人
類
を
滅
亡
に
追
い
や
る
核
兵
器
の
廃
絶
は
、
高
齢
に
な
っ
た
被
爆
者
が
存
命
し
て
い
る
今
こ
そ
、
さ
ら
に
強
く
訴
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
や
環
境
汚
染
を
何
度
も
経
験
し
て
き
た
人
類
社
会
は
、
将
来
世
代
に
き
わ
め
て
大
き
な
負
荷
を
及
ぼ
す
原
子
力
の
利
用

の
限
界
を
深
く
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
核
廃
棄
物
を
残
す
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
未
来
が
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。

　
い
の
ち
の
尊
さ
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
現
代
の
政
治
・
経
済
体
制
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
年
、
科
学
技

術
と
経
済
機
構
が
あ
い
ま
っ
て
人
間
の
欲
望
を
刺
激
し
、
そ
こ
か
ら
利
潤
を
引
き
出
す
こ
と
の
み
に
追
わ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
動

植
物
の
ゲ
ノ
ム
改
変
を
推
し
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
生
命
科
学
を
用
い
人
間
と
い
う
種
の
あ
り
方
ま
で
も
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
人
類
の
倫
理
的
自
覚
が
科
学
技
術
の
発
展
に
追
い
つ
か
ず
、
特
に
核
開
発
以
後
、
そ
れ
は
顕
著
に
な
っ
て
い
て
、
人
類
の
福
祉
の
た
め
に
科

学
技
術
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
今
、
世
界
の
諸
宗
教
が
培
っ
て
き
た
叡
智
を
も
っ
て
、
倫
理
的
な
吟
味

を
踏
ま
え
た
科
学
技
術
の
発
展
を
求
め
る
べ
き
と
き
で
あ
る
。

　
国
連
は
二
〇
一
五
年
に
持
続
可
能
な
開
発
目
標
S
D
G
s
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
次
の
十
五
年
間
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
ま
ま
の
あ
り
か
た
で
は
、
地
球
社
会
の
持
続
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
危
機
感
の
も
と
に
、
世
界
を
変
革
す
る
と
い
う
ゆ
る
ぎ

な
い
意
志
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
開
発
目
標
は
取
り
組
み
の
過
程
で
「
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
、
ま
さ
に
宗

教
者
の
立
場
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
を
強
く
支
持
し
た
い
。

　
と
く
に
S
D
G
s
で
は
公
平
で
質
の
高
い
教
育
を
め
ざ
し
て
い
る
。
我
々
も
、
教
育
は
人
格
陶
冶
の
第
一
歩
で
あ
り
、
心
に
平
和
の
砦
を
築
く
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
平
和
を
脅
か
す
倫
理
観
の
欠
如
や
正
義
の
歪
み
を
正
し
、
欲
望
を
制
御
し
、
愛
や
慈
悲
に
満

ち
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
、
教
育
は
宗
教
的
基
盤
と
と
も
に
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
こ
の
課
題
は
、
宗
教

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
も
っ
と
も
協
力
で
き
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
一
方
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
に
暴
力
や
差
別
を
動
機
づ
け
、
教

育
の
自
由
と
平
等
を
阻
害
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
れ
ば
、
我
々
は
辛
抱
強
く
説
得
す
る
責
任
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
　

　
こ
れ
ま
で
人
類
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
我
々
は
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
と
連
帯
し
、
ま
た
各
種
条
約
に
よ
る
枠
組
み
に
沿
っ
て

対
処
す
る
努
力
を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
先
進
国
の
中
で
も
経
済
構
造
の
変
動
に
よ
り
、
格
差
問
題
が
深
刻
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
的

連
帯
よ
り
自
国
中
心
主
義
が
主
張
さ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
先
進
国
の
繁
栄
は
自
国
の
努
力
の
み
な
ら
ず
、
発
展
途
上
国
に
支
え
ら
れ
て
き
た
側
面
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。平
和
を
考
え
る
と
き
一
番
重
要
な
の
は
、他
者
の
存
在
を
受
け
容
れ
、弱
者
に
対
す
る
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
三
十
年
前
、
我
々
は
「
宗
教
者
は
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
世
界
に
宣
言
し
た
。
し
か
し
そ
の
責
務
を
十
分
に
果

た
し
て
き
た
と
は
い
い
難
い
こ
と
を
、
率
直
に
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
こ
こ
に
決
意
を
新
た
に
し
、
宗
教
者
の
連
帯
の
絆
を
い
っ
そ

う
強
め
、「
忘
己
利
他
」
の
精
神
で
平
和
の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
憎
悪
と
排
除
か
ら
は
争
い
し
か
生
ま
れ
な
い
。
忍
耐
強
い
対
話
と
他
者
の
存
在
を
受
け
容
れ
る
努
力
こ
そ
、
平
和
へ
の
近
道
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴

え
る
。
そ
し
て
我
々
の
切
な
る
願
い
が
神
仏
に
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

　
　
二
〇
一
七
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
参
加
者
一
同

比
叡
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本
年
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
三
十
周
年
を
迎
え
た
。
一
九
八
七
年
八
月
、
世
界
の
平
和
を
祈
る
べ
く
、
我
々
は
宗
教
・
宗
派
の
垣
根
を
越
え
て

こ
の
地
、
比
叡
山
に
参
集
し
た
。
そ
れ
は
前
年
十
月
、
諸
宗
教
の
指
導
者
が
集
ま
っ
た
ア
ッ
シ
ジ
に
お
け
る
「
世
界
平
和
祈
願
の
日
」
の
、
あ
の
開
か

れ
た
精
神
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
我
々
と
思
い
を
同
じ
く
す
る
宗
教
者
に
よ
っ
て
、
世
界
各
地
で
諸
宗
教
に
よ
る
平
和
の
祈
り
が
捧
げ

ら
れ
、
宗
教
間
の
対
話
や
協
働
の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
度
の
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
参
加
し
た
我
々
は
、
真
摯
な
祈

り
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
た
い
と
思
う
。

　
今
や
世
界
は
、
排
他
的
傾
向
が
広
が
り
、
対
立
と
分
裂
へ
の
動
き
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
、
我
々
は
憂
慮
す
る
。
か
つ
て
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震

や
東
日
本
大
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
人
々
を
容
赦
な
く
襲
い
、
絶
望
の
淵
に
追
い
や
っ
た
。
そ
の
と
き
、
国
際
機
関
や
各
国
政
府
の
救
援
は
も
と
よ
り
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
宗
教
者
が
馳
せ
参
じ
、
支
援
の
手
を
差
し
延
べ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
国
境
を
越
え
た
人
々
の
献
身

や
連
帯
の
姿
に
、
一
筋
の
光
明
を
見
る
思
い
が
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
は
市
民
の
憩
い
の
場
を
狙
う
テ
ロ
が
頻
発
し
た
。
そ
の
行
動
は
、
政
府
や
公
共
機
関
に
打
撃
を
与
え
る
ば

か
り
で
な
く
、
罪
の
な
い
市
民
に
対
す
る
い
わ
れ
の
な
い
攻
撃
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
豊
か
な
消
費
を
謳
歌
す
る
一
部
の
現
代
文
明
へ
の
怨
念

を
表
す
も
の
で
も
あ
る
。
一
方
、
中
近
東
な
ど
の
地
域
で
は
長
期
に
わ
た
っ
て
戦
闘
や
空
爆
が
続
き
、
多
く
の
住
民
が
犠
牲
に
な
り
、
ま
た
難
民
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
地
球
社
会
に
は
、
テ
ロ
や
国
家
暴
力
を
抑
え
き
れ
な
い
こ
と
へ
の
絶
望
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
我
々
宗
教
者
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
尊
い
い
の
ち
を
軽
ん
ず
る
暴
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
格
差
社
会
で
排
除
さ
れ
抑
圧
さ
れ

て
い
る
人
々
の
苦
難
も
ま
た
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
差
別
や
不
公
正
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
宗
教
者
に
も
そ
の
責
任
が
あ
る
こ
と

を
胸
に
刻
み
、
我
々
は
市
民
社
会
と
強
力
な
連
帯
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

　
い
の
ち
の
尊
さ
を
考
え
る
と
き
、
環
境
問
題
の
重
要
性
も
ま
た
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
い
の
ち
を
育
む
地
球
が
、
人
間
の
欲
望
の

犠
牲
と
な
る
こ
と
を
放
置
す
れ
ば
、
温
暖
化
が
い
っ
そ
う
加
速
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と
な
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
り
、
我
々
は
警
鐘
を

鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　
人
類
を
滅
亡
に
追
い
や
る
核
兵
器
の
廃
絶
は
、
高
齢
に
な
っ
た
被
爆
者
が
存
命
し
て
い
る
今
こ
そ
、
さ
ら
に
強
く
訴
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
や
環
境
汚
染
を
何
度
も
経
験
し
て
き
た
人
類
社
会
は
、
将
来
世
代
に
き
わ
め
て
大
き
な
負
荷
を
及
ぼ
す
原
子
力
の
利
用

の
限
界
を
深
く
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
核
廃
棄
物
を
残
す
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
未
来
が
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。

　
い
の
ち
の
尊
さ
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
現
代
の
政
治
・
経
済
体
制
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
年
、
科
学
技

術
と
経
済
機
構
が
あ
い
ま
っ
て
人
間
の
欲
望
を
刺
激
し
、
そ
こ
か
ら
利
潤
を
引
き
出
す
こ
と
の
み
に
追
わ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
動

植
物
の
ゲ
ノ
ム
改
変
を
推
し
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
生
命
科
学
を
用
い
人
間
と
い
う
種
の
あ
り
方
ま
で
も
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
人
類
の
倫
理
的
自
覚
が
科
学
技
術
の
発
展
に
追
い
つ
か
ず
、
特
に
核
開
発
以
後
、
そ
れ
は
顕
著
に
な
っ
て
い
て
、
人
類
の
福
祉
の
た
め
に
科

学
技
術
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
今
、
世
界
の
諸
宗
教
が
培
っ
て
き
た
叡
智
を
も
っ
て
、
倫
理
的
な
吟
味

を
踏
ま
え
た
科
学
技
術
の
発
展
を
求
め
る
べ
き
と
き
で
あ
る
。

　
国
連
は
二
〇
一
五
年
に
持
続
可
能
な
開
発
目
標
S
D
G
s
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
次
の
十
五
年
間
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
ま
ま
の
あ
り
か
た
で
は
、
地
球
社
会
の
持
続
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
危
機
感
の
も
と
に
、
世
界
を
変
革
す
る
と
い
う
ゆ
る
ぎ

な
い
意
志
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
開
発
目
標
は
取
り
組
み
の
過
程
で
「
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
、
ま
さ
に
宗

教
者
の
立
場
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
を
強
く
支
持
し
た
い
。

　
と
く
に
S
D
G
s
で
は
公
平
で
質
の
高
い
教
育
を
め
ざ
し
て
い
る
。
我
々
も
、
教
育
は
人
格
陶
冶
の
第
一
歩
で
あ
り
、
心
に
平
和
の
砦
を
築
く
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
平
和
を
脅
か
す
倫
理
観
の
欠
如
や
正
義
の
歪
み
を
正
し
、
欲
望
を
制
御
し
、
愛
や
慈
悲
に
満

ち
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
、
教
育
は
宗
教
的
基
盤
と
と
も
に
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
こ
の
課
題
は
、
宗
教

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
も
っ
と
も
協
力
で
き
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
一
方
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
に
暴
力
や
差
別
を
動
機
づ
け
、
教

育
の
自
由
と
平
等
を
阻
害
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
れ
ば
、
我
々
は
辛
抱
強
く
説
得
す
る
責
任
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
　

　
こ
れ
ま
で
人
類
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
我
々
は
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
と
連
帯
し
、
ま
た
各
種
条
約
に
よ
る
枠
組
み
に
沿
っ
て

対
処
す
る
努
力
を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
先
進
国
の
中
で
も
経
済
構
造
の
変
動
に
よ
り
、
格
差
問
題
が
深
刻
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
的

連
帯
よ
り
自
国
中
心
主
義
が
主
張
さ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
先
進
国
の
繁
栄
は
自
国
の
努
力
の
み
な
ら
ず
、
発
展
途
上
国
に
支
え
ら
れ
て
き
た
側
面
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。平
和
を
考
え
る
と
き
一
番
重
要
な
の
は
、他
者
の
存
在
を
受
け
容
れ
、弱
者
に
対
す
る
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
三
十
年
前
、
我
々
は
「
宗
教
者
は
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
世
界
に
宣
言
し
た
。
し
か
し
そ
の
責
務
を
十
分
に
果

た
し
て
き
た
と
は
い
い
難
い
こ
と
を
、
率
直
に
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
こ
こ
に
決
意
を
新
た
に
し
、
宗
教
者
の
連
帯
の
絆
を
い
っ
そ

う
強
め
、「
忘
己
利
他
」
の
精
神
で
平
和
の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
憎
悪
と
排
除
か
ら
は
争
い
し
か
生
ま
れ
な
い
。
忍
耐
強
い
対
話
と
他
者
の
存
在
を
受
け
容
れ
る
努
力
こ
そ
、
平
和
へ
の
近
道
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴

え
る
。
そ
し
て
我
々
の
切
な
る
願
い
が
神
仏
に
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

　
　
二
〇
一
七
年
八
月
四
日
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多
様
性
を
認
め
共
に
生
き
る

　
一
九
八
七
年
八
月
世
界
の
宗
教
指
導
者
が
比
叡
山
上
に
集
い
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
・
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集

い
」
を
開
催
し
、共
に
世
界
平
和
の
た
め
真
摯
な
祈
り
を
神
仏
に
捧
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
「
宗

教
者
は
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」 

と
誓
い
ま
し
た
。 

　
科
学
技
術
の
発
展
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
利
便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
生
命
倫
理
を
脅
か

す
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
地
球
の
隅
々
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
お
り
、
人
間
の
飽
く

こ
と
の
な
い
欲
望
は
巨
大
な
資
本
主
義
社
会
を
生
み
、
し
ば
し
ば
公
正
な
富
の
分
配
を
拒
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
政
治
、

経
済
、
教
育
、
医
療
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
先
進
国
内

部
で
も
格
差
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
富
の
偏
在
や
差
別
の
増
長
は
怒
り
や
憎
悪
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
テ
ロ
の

温
床
と
な
り
得
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
シ
リ
ア
内
戦
を
は
じ
め
、
近
年
の
中
東
の
不
安
定
な
政
治
情
勢
の
影
響
は
、
北
ア
フ
リ
カ
ま
で
及
び
、
大
量
な
難
民

や
避
難
民
を
生
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
各
地
に
宗
教
を
標
榜
す
る
テ
ロ
集
団
が
組
織
さ
れ
、
中
東
地
域
は
も
と
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
で
も
、
テ
ロ
や
破
壊
活
動
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
宗
数
者
は
、
宗
教
の
名
に
よ
る
暴
力
は
も
と
よ
り
、
暴
力
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
過
激
主
義
が
台
頭
す
る
背
景
に
つ
い
て
は
決
し
て
鈍
感
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
宗
教
者
は
そ
れ
ら
の
実
相
に
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
連
帯
し
て
問
題
に
取
り
組
む
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
平
和
を
目
指
す
に
は
、
お
互
い
の
価
値
観
の
多
様
性
を
認
め
、
共
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
良
き
友
人
に
な
る
こ
と

が
近
道
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
宗
教
を
大
切
に
す
る
と
同
様
に
、
他
者
の
宗
教
に
敬
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
他
者
に
対
し
て
排
他
的
な
空
気
が
次
第
に
強
ま
り
、
世
界
各
国
で
も
そ
れ
を
容
認
す
る
政
治
勢
力
が
力

を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
け
れ
ど
も
、
人
間
が
一
人
で
生
き
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
国
も
一
国
だ
け
で
は
文
化
的
に
も
経
済
的
に
も
豊
か
に
発
展
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
宗
教
も
相
互
の
垣
根
を
越
え
て
対
話
し
、
共
に
時
代
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
存
在

価
値
が
問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
七
年
八
月
は
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
、
私
達
の
周
囲
に
は
か
つ
て
な

い
分
裂
や
孤
立
を
誘
発
す
る
、
目
に
見
え
な
い
力
が
働
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
力
は
世
界
が
直
面

し
て
い
る
貧
困
、
飢
餓
、
差
別
、
人
権
、
核
拡
散
な
ど
の
問
題
、
さ
ら
に
平
穏
に
生
き
る
人
々
を
震
撼
さ
せ
る
テ
ロ
な
ど
と

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
宗
教
者
は
、
自
ら
深
く
問
い
、
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
神
仏
に
祈
り
、
そ
し
て
心
を
開
い
て
相
手
の
立
場
に
立
た
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
国
際
機
関
と
協
調
し
な
が
ら
従
来
に
も
増
し
て
私
た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
に
立
ち
向
か
い
、

平
和
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
決
意
し
、こ
こ
に
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ 

ト
三
十
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

を
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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多
様
性
を
認
め
共
に
生
き
る

　
一
九
八
七
年
八
月
世
界
の
宗
教
指
導
者
が
比
叡
山
上
に
集
い
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
・
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集

い
」
を
開
催
し
、共
に
世
界
平
和
の
た
め
真
摯
な
祈
り
を
神
仏
に
捧
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
「
宗

教
者
は
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」 

と
誓
い
ま
し
た
。 

　
科
学
技
術
の
発
展
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
利
便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
生
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倫
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を
脅
か

す
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
地
球
の
隅
々
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
お
り
、
人
間
の
飽
く

こ
と
の
な
い
欲
望
は
巨
大
な
資
本
主
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社
会
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生
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、
し
ば
し
ば
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正
な
富
の
分
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拒
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
政
治
、

経
済
、
教
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、
医
療
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ど
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い
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面
で
差
別
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苦
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い
る
人
々
が
少
な
く
あ
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ん
。
ま
た
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進
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内

部
で
も
格
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進
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し
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ま
す
。
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富
の
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在
や
差
別
の
増
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は
怒
り
や
憎
悪
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
テ
ロ
の

温
床
と
な
り
得
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
シ
リ
ア
内
戦
を
は
じ
め
、
近
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の
中
東
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不
安
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な
政
治
情
勢
の
影
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は
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北
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、
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や
避
難
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す
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の
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え
、
各
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に
宗
教
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標
榜
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る
テ
ロ
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団
が
組
織
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れ
、
中
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地
域
は
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と
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
で
も
、
テ
ロ
や
破
壊
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動
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
宗
数
者
は
、
宗
教
の
名
に
よ
る
暴
力
は
も
と
よ
り
、
暴
力
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
認
め
る
こ
と
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で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
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激
主
義
が
台
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す
る
背
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て
は
決
し
て
鈍
感
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あ
っ
て
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な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
宗
教
者
は
そ
れ
ら
の
実
相
に
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
連
帯
し
て
問
題
に
取
り
組
む
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
平
和
を
目
指
す
に
は
、
お
互
い
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価
値
観
の
多
様
性
を
認
め
、
共
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
良
き
友
人
に
な
る
こ
と

が
近
道
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
宗
教
を
大
切
に
す
る
と
同
様
に
、
他
者
の
宗
教
に
敬
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
他
者
に
対
し
て
排
他
的
な
空
気
が
次
第
に
強
ま
り
、
世
界
各
国
で
も
そ
れ
を
容
認
す
る
政
治
勢
力
が
力

を
増
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つ
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あ
り
ま
す
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け
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ら
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、
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越
え
て
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し
、
共
に
時
代
の
問
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に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
存
在

価
値
が
問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
七
年
八
月
は
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
、
私
達
の
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囲
に
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つ
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な

い
分
裂
や
孤
立
を
誘
発
す
る
、
目
に
見
え
な
い
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が
働
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よ
う
な
気
が
し
て
な
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ま
せ
ん
。
そ
の
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は
世
界
が
直
面

し
て
い
る
貧
困
、
飢
餓
、
差
別
、
人
権
、
核
拡
散
な
ど
の
問
題
、
さ
ら
に
平
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に
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る
人
々
を
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撼
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せ
る
テ
ロ
な
ど
と

密
接
な
関
係
を
持
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て
い
ま
す
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私
た
ち
宗
教
者
は
、
自
ら
深
く
問
い
、
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
神
仏
に
祈
り
、
そ
し
て
心
を
開
い
て
相
手
の
立
場
に
立
た
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
国
際
機
関
と
協
調
し
な
が
ら
従
来
に
も
増
し
て
私
た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
に
立
ち
向
か
い
、

平
和
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
決
意
し
、こ
こ
に
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叡
山
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ト
三
十
周
年
記
念
「
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界
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の
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世
界
の
代
表
的
宗
教
指
導
者
が
比
叡
山
と
京
都
国
際
会
館
に
集

い
、
世
界
平
和
実
現
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
祈
る
「
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
記
念
『
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
』」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
ど
も
は
そ
の
開
催
母
体
と
し
て
、
日
本
宗
教
界
の

総
力
を
結
集
し
て
「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
を
組
織
し
、
初
回
、

１０
周
年
、
２０
周
年
と
、
そ
の
節
目
の
年
ご
と
に
集
い
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
３０
周
年
の
記
念
の
集
い
開
催
は
誠
に
感
無

量
な
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、 

通
信
や
交
通
機
関
の
高
速
化
は
、
国
境
を
超
え
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
動
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に

貧
富
の
差
を
拡
大
し
、
環
境
と
固
有
文
化
を
破
壊
す
る
原
因
と
も

な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
世
界
の
国
々
は
自
国
の
利
益
の
み
を
最
優
先
す

る
国
家
主
義
的
な
方
向
へ
と
急
速
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
極
東
地
域
は
、
核
爆
弾
の
恐
怖
に
深
く

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い
」
が
、
国
内
外
の
宗
教
代
表
の
皆
さ
ま
が
集
い
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
９
８
６
年
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
聖
下
の
呼
び
か
け
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
ア
ッ
シ
ジ
世

界
宗
教
者
平
和
祈
祷
集
会
」の
精
神
を
継
承
す
べ
く
、１
９
８
７
年
、

山
田
恵
諦
天
台
座
主
猊
下
を
は
じ
め
多
く
の
先
人
方
の
ご
努
力
に

よ
り
、
日
本
宗
教
史
上
、
画
期
的
な
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
が
実
現
し

ま
し
た
。
以
来
３０
年
、
比
叡
山
山
頂
に
お
い
て
平
和
の
祈
り
が
続

け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
尊
く
意
義
深
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ま
世
界
は
、
地
球
的
な
環
境
破
壊
や
気
候
変
動
、
大
規
模
な

自
然
災
害
、
相
次
ぐ
紛
争
と
報
復
の
連
鎖
、
飢
餓
や
貧
困
、
食
糧
・

資
源
、
核
の
脅
威
な
ど
、
人
類
の
生
命
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
人
類
の
「
わ
れ
よ
し
（
利
己

主
義
）・
つ
よ
い
も
の
勝
ち
（
弱
肉
強
食
）」
の
精
神
が
深
く
根
ざ

し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
私
た
ち
は
神
仏
の
御
声
に
謙
虚
に

平和の祈りによせて平和の祈りによせて

覆
わ
れ
、
そ
の
危
機
を
取
り
除
か
ん
と
す
る
た
め
軍
事
衝
突
の
危

機
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
類
の
叡
智
に
よ
っ
て
戦
争
が
回

避
さ
れ
ん
こ
と
を
心
よ
り
切
に
念
じ
ま
す
。

　
私
達
は
、
今
回
の
「
平
和
の
祈
り
」
を
通
じ
て
、
天
台
宗
の
宗

祖
伝
教
大
師
最
澄
様
の
「
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極

み
な
り
」
と
の
み
教
え
を
高
く
掲
げ
て
「
排
除
と
孤
立
」
で
は
な

く
「
相
互
理
解
と
連
帯
」
こ
そ
が
世
界
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
平
和
の
祈
り
に
お
い
て
信
仰
を
持
つ
者
ど
う
し
の
連
帯

と
信
頼
が
よ
り
深
く
な
り
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
、
そ
の
こ
と
が
人

類
の
未
来
と
平
和
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
今
回
の
平
和
の
祈
り
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

耳
を
傾
け
、
自
ら
を
深
く
省
み
、
人
類
が
生
み
出
し
た
こ
れ
ら
の

諸
問
題
に
真
摯
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
集
い
を
新
た
な
契
機
と
し
て
、
神
仏
の
ご
加
護
を

真
剣
に
祈
り
、
人
群
万
類
す
べ
て
の
も
の
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

平
和
な
世
の
中
が
一
日
も
早
く
実
現
い
た
し
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま

と
共
に
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
ご
参
集
の
皆
さ
ま
、
ま
た
会
議
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
ご
関
係
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
繁
栄
、
ご
多
幸
、

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　大
本
教
主     

出
口

　紅
　

 

人
群
万
類
が
安
心
し
て

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
議
長   

第
二
五
七
世
天
台
座
主  

　森
川 

宏
映
　

 

　

相
互
理
解
と
連
帯

28　　29



　
世
界
の
代
表
的
宗
教
指
導
者
が
比
叡
山
と
京
都
国
際
会
館
に
集

い
、
世
界
平
和
実
現
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
祈
る
「
比
叡
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。
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催
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催
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は
、
国
境
を
超
え
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
動
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に

貧
富
の
差
を
拡
大
し
、
環
境
と
固
有
文
化
を
破
壊
す
る
原
因
と
も

な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
世
界
の
国
々
は
自
国
の
利
益
の
み
を
最
優
先
す

る
国
家
主
義
的
な
方
向
へ
と
急
速
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
極
東
地
域
は
、
核
爆
弾
の
恐
怖
に
深
く

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い
」
が
、
国
内
外
の
宗
教
代
表
の
皆
さ
ま
が
集
い
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
９
８
６
年
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
聖
下
の
呼
び
か
け
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
ア
ッ
シ
ジ
世

界
宗
教
者
平
和
祈
祷
集
会
」の
精
神
を
継
承
す
べ
く
、１
９
８
７
年
、

山
田
恵
諦
天
台
座
主
猊
下
を
は
じ
め
多
く
の
先
人
方
の
ご
努
力
に

よ
り
、
日
本
宗
教
史
上
、
画
期
的
な
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
が
実
現
し

ま
し
た
。
以
来
３０
年
、
比
叡
山
山
頂
に
お
い
て
平
和
の
祈
り
が
続

け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
尊
く
意
義
深
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ま
世
界
は
、
地
球
的
な
環
境
破
壊
や
気
候
変
動
、
大
規
模
な

自
然
災
害
、
相
次
ぐ
紛
争
と
報
復
の
連
鎖
、
飢
餓
や
貧
困
、
食
糧
・

資
源
、
核
の
脅
威
な
ど
、
人
類
の
生
命
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
人
類
の
「
わ
れ
よ
し
（
利
己

主
義
）・
つ
よ
い
も
の
勝
ち
（
弱
肉
強
食
）」
の
精
神
が
深
く
根
ざ

し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
私
た
ち
は
神
仏
の
御
声
に
謙
虚
に

平和の祈りによせて平和の祈りによせて

覆
わ
れ
、
そ
の
危
機
を
取
り
除
か
ん
と
す
る
た
め
軍
事
衝
突
の
危

機
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
類
の
叡
智
に
よ
っ
て
戦
争
が
回

避
さ
れ
ん
こ
と
を
心
よ
り
切
に
念
じ
ま
す
。

　
私
達
は
、
今
回
の
「
平
和
の
祈
り
」
を
通
じ
て
、
天
台
宗
の
宗

祖
伝
教
大
師
最
澄
様
の
「
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極

み
な
り
」
と
の
み
教
え
を
高
く
掲
げ
て
「
排
除
と
孤
立
」
で
は
な

く
「
相
互
理
解
と
連
帯
」
こ
そ
が
世
界
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
平
和
の
祈
り
に
お
い
て
信
仰
を
持
つ
者
ど
う
し
の
連
帯

と
信
頼
が
よ
り
深
く
な
り
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
、
そ
の
こ
と
が
人

類
の
未
来
と
平
和
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
今
回
の
平
和
の
祈
り
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

耳
を
傾
け
、
自
ら
を
深
く
省
み
、
人
類
が
生
み
出
し
た
こ
れ
ら
の

諸
問
題
に
真
摯
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
集
い
を
新
た
な
契
機
と
し
て
、
神
仏
の
ご
加
護
を

真
剣
に
祈
り
、
人
群
万
類
す
べ
て
の
も
の
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

平
和
な
世
の
中
が
一
日
も
早
く
実
現
い
た
し
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま

と
共
に
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
ご
参
集
の
皆
さ
ま
、
ま
た
会
議
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
ご
関
係
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
繁
栄
、
ご
多
幸
、

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　大
本
教
主     

出
口

　紅
　

 

人
群
万
類
が
安
心
し
て

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
議
長   

第
二
五
七
世
天
台
座
主  

　森
川 

宏
映
　

 

　

相
互
理
解
と
連
帯
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比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
３０
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
世

界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
が
行
な
わ
れ
ま
す
こ
と
に
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
発
願
の
趣
旨
は
、
世
界
各
地
に
お
け
る
戦
争
、

テ
ロ
等
の
惨
状
に
鑑
み
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
貧
困
・
飢
餓
・
差
別
・

人
権
・
核
拡
散
と
い
う
社
会
の
現
状
を
解
消
し
、
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
凡
そ
宗
教
は
人
が
安
ら
か
な
る
心
を
保
持
し
、
平
和
な
生
活
を

送
る
た
め
に
あ
り
ま
す
が
、
現
状
は
そ
の
宗
教
が
互
い
に
争
い
の

原
因
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
釈
尊
は
そ
の
成
道
に
於
い
て
、
人
間
の
根
源
を
貪
・
瞋
・
痴
の

三
毒
に
あ
る
と
し
、
む
さ
ぼ
り
と
い
か
り
と
お
ろ
か
さ
の
心
を
や

め
、互
い
に
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て
生
き
よ
、と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
た
人
の
智
恵
を
働
か
せ
よ
と
も
申
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
９
８
７
年
以
来
３０
年
間
、
毎
年
8
月
、
天
台
宗
総
本
山
比
叡

山
延
暦
寺
に
お
い
て
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
宗
教
者
平

和
の
祈
り
の
集
い
」
を
開
催
し
て
こ
ら
れ
た
第
２
５
３
世
山
田
恵

諦
様
を
は
じ
め
歴
代
の
座
主
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
深
い
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
こ
の
集
い
の
き
っ
か
け
は
、
１
９
８
６
年
１０
月
２７
日
に
ア
ッ
シ

ジ
で
行
わ
れ
た
諸
宗
教
者
の
代
表
に
よ
る
世
界
平
和
の
祈
り
の
集

い
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
集
い
を
提
唱
し
た
ロ
ー
マ
教
皇

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
は
、
宗
教
者
が
共
に
平
和
の
た
め
に
祈
る

こ
と
は
、
別
の
次
元
の
平
和
が
あ
り
、
人
間
の
交
渉
と
は
別
の
「
平

和
を
推
進
す
る
方
法
」
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
人
間
の
能
力
を
超

え
た
力
を
伴
う
関
係
を
表
す
こ
と
に
な
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

宗
旨
宗
派
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
神
仏
を
信
じ
る
人
た
ち
が
一
心

に
平
和
の
た
め
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
大
変
貴
く
か
つ
有
意

義
な
行
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
言
え
、
異
な
る
宗
教
の
人
々
が
、
共
に
祈
る
だ
け
で
な
く
、

平和の祈りによせて平和の祈りによせて

　
こ
の
心
を
再
確
認
し
、
日
々
の
生
活
の
中
に
争
い
を
や
め
自
心

の
欲
望
を
抑
え
、
相
手
の
苦
し
み
を
抜
き
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

平
穏
な
る
社
会
の
建
設
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
平
和
社
会
の
実
現
の
た

め
大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
語
り
合
い
、
必
要
な
行
動
に
出
る
姿
は
、

信
者
や
多
く
の
人
た
ち
に
真
剣
に
平
和
な
社
会
を
築
こ
う
と
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
宗
教
者
は
、こ
の
地
球
が„
皆
に
と
っ
て
の
我
が
家 　

“
で
あ
る
と

認
識
し
、
人
と
人
と
の
間
、
民
族
と
民
族
と
の
間
、
国
と
国
と
の

間
に
人
間
の
尊
厳
と
そ
れ
に
由
来
す
る
諸
権
利
に
つ
い
て
い
か
な

る
差
別
も
せ
ず
、
暴
力
を
起
こ
さ
ず
起
こ
さ
せ
な
い
姿
勢
を
常
に

優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
他
の
す
べ
て
の
人
、
特
に
若
い

世
代
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
と
生
き
方
を
示
し
て
い
く
使
命
を
与

え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　全
日
本
仏
教
会
会
長
／
真
言
宗
智
山
派
管
長

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
峰 

一
允
　

 

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
大
司
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
見 

三
明
　 

尊
重
し
合
う
社
会
へ

地
球
は
「
皆
の
我
が
家
」

30　　31



　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
３０
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
世

界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
が
行
な
わ
れ
ま
す
こ
と
に
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
発
願
の
趣
旨
は
、
世
界
各
地
に
お
け
る
戦
争
、

テ
ロ
等
の
惨
状
に
鑑
み
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
貧
困
・
飢
餓
・
差
別
・

人
権
・
核
拡
散
と
い
う
社
会
の
現
状
を
解
消
し
、
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
凡
そ
宗
教
は
人
が
安
ら
か
な
る
心
を
保
持
し
、
平
和
な
生
活
を

送
る
た
め
に
あ
り
ま
す
が
、
現
状
は
そ
の
宗
教
が
互
い
に
争
い
の

原
因
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
釈
尊
は
そ
の
成
道
に
於
い
て
、
人
間
の
根
源
を
貪
・
瞋
・
痴
の

三
毒
に
あ
る
と
し
、
む
さ
ぼ
り
と
い
か
り
と
お
ろ
か
さ
の
心
を
や

め
、互
い
に
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て
生
き
よ
、と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
た
人
の
智
恵
を
働
か
せ
よ
と
も
申
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
９
８
７
年
以
来
３０
年
間
、
毎
年
8
月
、
天
台
宗
総
本
山
比
叡

山
延
暦
寺
に
お
い
て
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
宗
教
者
平

和
の
祈
り
の
集
い
」
を
開
催
し
て
こ
ら
れ
た
第
２
５
３
世
山
田
恵

諦
様
を
は
じ
め
歴
代
の
座
主
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
深
い
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
こ
の
集
い
の
き
っ
か
け
は
、
１
９
８
６
年
１０
月
２７
日
に
ア
ッ
シ

ジ
で
行
わ
れ
た
諸
宗
教
者
の
代
表
に
よ
る
世
界
平
和
の
祈
り
の
集

い
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
集
い
を
提
唱
し
た
ロ
ー
マ
教
皇

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
は
、
宗
教
者
が
共
に
平
和
の
た
め
に
祈
る

こ
と
は
、
別
の
次
元
の
平
和
が
あ
り
、
人
間
の
交
渉
と
は
別
の
「
平

和
を
推
進
す
る
方
法
」
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
人
間
の
能
力
を
超

え
た
力
を
伴
う
関
係
を
表
す
こ
と
に
な
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

宗
旨
宗
派
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
神
仏
を
信
じ
る
人
た
ち
が
一
心

に
平
和
の
た
め
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
大
変
貴
く
か
つ
有
意

義
な
行
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
言
え
、
異
な
る
宗
教
の
人
々
が
、
共
に
祈
る
だ
け
で
な
く
、

平和の祈りによせて平和の祈りによせて

　
こ
の
心
を
再
確
認
し
、
日
々
の
生
活
の
中
に
争
い
を
や
め
自
心

の
欲
望
を
抑
え
、
相
手
の
苦
し
み
を
抜
き
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

平
穏
な
る
社
会
の
建
設
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
平
和
社
会
の
実
現
の
た

め
大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
語
り
合
い
、
必
要
な
行
動
に
出
る
姿
は
、

信
者
や
多
く
の
人
た
ち
に
真
剣
に
平
和
な
社
会
を
築
こ
う
と
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
宗
教
者
は
、こ
の
地
球
が„
皆
に
と
っ
て
の
我
が
家 　

“
で
あ
る
と

認
識
し
、
人
と
人
と
の
間
、
民
族
と
民
族
と
の
間
、
国
と
国
と
の

間
に
人
間
の
尊
厳
と
そ
れ
に
由
来
す
る
諸
権
利
に
つ
い
て
い
か
な

る
差
別
も
せ
ず
、
暴
力
を
起
こ
さ
ず
起
こ
さ
せ
な
い
姿
勢
を
常
に

優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
他
の
す
べ
て
の
人
、
特
に
若
い

世
代
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
と
生
き
方
を
示
し
て
い
く
使
命
を
与

え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　全
日
本
仏
教
会
会
長
／
真
言
宗
智
山
派
管
長

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
峰 

一
允
　

 

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
大
司
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
見 

三
明
　 

尊
重
し
合
う
社
会
へ

地
球
は
「
皆
の
我
が
家
」
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例
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
宗
教
者
が
比
叡
山
に
集
い
、
世
界

平
和
の
実
現
に
向
け
て
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
そ

の
祈
り
が
３０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
世
界
各
国
よ
り

さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
参
集
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
平
和
と
い
う
目

的
を
同
じ
く
し
、
共
に
歩
ん
で
き
た
私
ど
も
宗
教
者
の
友
好
の
証

と
も
言
え
、
こ
こ
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
、
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
人
の
命
や
魂
に
軽
重
を
つ

け
る
か
の
よ
う
な
出
来
事
が
後
を
絶
た
ず
、
自
ら
の
力
で
は
窮
地

を
脱
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
人
々
が
助
け
を
求
め
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
宗
教
者
で
あ
る
私

た
ち
の
役
割
は
、
神
々
よ
り
受
け
た
命
・
魂
が
い
か
に
尊
い
も
の

で
あ
る
か
を
人
々
に
伝
え
、
手
と
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
知
識
や

知
恵
を
分
か
ち
合
い
、
悲
哀
を
過
去
の
も
の
と
し
、
喜
び
や
幸
福

に
あ
ふ
れ
た
世
を
つ
く
る
と
い
う
神
々
の
示
さ
れ
た
道
を
分
け
隔

て
な
く
広
め
る
こ
と
で
、
人
類
の
生
成
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の

集
い
」
に
、
各
国
の
宗
教
指
導
者
代
表
が
集
い
、
開
催
の
機
会
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
集
い
を
契
機
と
し
て
、
全
世
界
に
向
け
て
「
平
和
」
へ
の
祈

り
と
「
対
話
」
を
推
し
進
め
る
機
運
を
高
め
て
ゆ
き
た
く
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
を
見
渡
し
ま
す
と
、
宗
教
問
題
を
発
端
と
し
た
内

戦
や
紛
争
、
無
差
別
な
テ
ロ
等
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
、
安

心
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
な
い
人
々
が
多
く
生
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
隣
国
で
は
世
界
の
情
勢
と
逆
行
す
る
「
核
兵
器
の

開
発
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
国
民
の
一
人
と
し
て
、
大
変
憂
慮
す
る
事
態
で
あ
る
と
心
を
痛

め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
集
い
も
３０
周
年
を
迎
え
、
今
も
初
心
の
「
宗
教
者
は
常
に

弱
者
の
側
に
立
つ
」
の
誓
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
国
家
、
民
族
、

宗
教
の
違
い
を
乗
り
越
え
、「
世
界
平
和
」
を
祈
り
、
訴
え
続
け
て

平和の祈りによせて平和の祈りによせて

　
何
が
良
い
こ
と
な
の
か
、
成
す
べ
き
こ
と
な
の
か
は
神
々
が
示

さ
れ
る
道
に
明
ら
か
で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
示
さ
れ
た
道
に
よ
っ

て
様
々
な
悲
劇
や
困
難
を
回
避
し
、
遠
ざ
け
る
こ
と
が
出
来
る
は

ず
で
す
。
我
が
国
で
は
、
異
な
る
宗
教
や
宗
派
が
互
い
の
違
い
を

認
め
た
上
で
尊
重
し
あ
い
、
平
和
な
世
の
中
を
実
現
す
る
と
い
う

試
み
を
３０
年
に
亙
っ
て
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

成
果
で
あ
る
今
回
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
記
念
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
は
、
弛
み
な
い
祈
り
が
人
類
の
明

る
い
未
来
に
繋
が
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
、
強
く
信
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。
開
催
に
あ
た
り
尽
力
戴
い
た
関
係
各
位
に
深
い
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、こ
の
祈
り
が
今
後
も
永
き
に
亙
っ

て
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

い
く
こ
と
は
、
故
山
田
恵
諦
天
台
座
主
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
先

生
方
の
ご
遺
志
を
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
継
承
し
続
け
よ
う
と
す
る
思
い
と
行
動
が
、
前
に
進
む
一
歩

と
な
り
、
様
々
な
問
題
解
決
に
繋
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ま
ず
「
全
世
界
の
人
々
の
下
に
平
和
な
暮
ら
し
が
訪

れ
る
よ
う
に
」
祈
り
続
け
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
訴
え
続
け
る
。

他
の
人
様
の
痛
み
、苦
し
み
、悲
し
み
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

そ
の
解
決
策
を
考
え
、
寄
り
添
い
、
共
に
歩
み
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
力
は
微
力
で
も
、
世
界
の
人
々
が
手
を
取
り
合

い
共
に
歩
み
「
平
和
へ
の
祈
り
」
を
続
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
力
は

大
き
く
、
宇
宙
の
大
円
と
な
っ
て
多
く
の
心
と
共
に
、
世
界
に
平

和
を
も
た
ら
す
働
き
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　神
社
本
庁
統
理

　

 

北
白
川 

道
久
　

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
名
誉
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
応
教
教
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　深
田 

充
啓
　 

平
和
は
祈
り
の
広
が
り
か
ら

永
久
に
続
け
る
平
和
へ
の
祈
り
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例
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
宗
教
者
が
比
叡
山
に
集
い
、
世
界

平
和
の
実
現
に
向
け
て
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
そ

の
祈
り
が
３０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
世
界
各
国
よ
り

さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
参
集
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
平
和
と
い
う
目

的
を
同
じ
く
し
、
共
に
歩
ん
で
き
た
私
ど
も
宗
教
者
の
友
好
の
証

と
も
言
え
、
こ
こ
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
、
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
人
の
命
や
魂
に
軽
重
を
つ

け
る
か
の
よ
う
な
出
来
事
が
後
を
絶
た
ず
、
自
ら
の
力
で
は
窮
地

を
脱
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
人
々
が
助
け
を
求
め
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
宗
教
者
で
あ
る
私

た
ち
の
役
割
は
、
神
々
よ
り
受
け
た
命
・
魂
が
い
か
に
尊
い
も
の

で
あ
る
か
を
人
々
に
伝
え
、
手
と
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
知
識
や

知
恵
を
分
か
ち
合
い
、
悲
哀
を
過
去
の
も
の
と
し
、
喜
び
や
幸
福

に
あ
ふ
れ
た
世
を
つ
く
る
と
い
う
神
々
の
示
さ
れ
た
道
を
分
け
隔

て
な
く
広
め
る
こ
と
で
、
人
類
の
生
成
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の

集
い
」
に
、
各
国
の
宗
教
指
導
者
代
表
が
集
い
、
開
催
の
機
会
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
集
い
を
契
機
と
し
て
、
全
世
界
に
向
け
て
「
平
和
」
へ
の
祈

り
と
「
対
話
」
を
推
し
進
め
る
機
運
を
高
め
て
ゆ
き
た
く
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
を
見
渡
し
ま
す
と
、
宗
教
問
題
を
発
端
と
し
た
内

戦
や
紛
争
、
無
差
別
な
テ
ロ
等
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
、
安

心
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
な
い
人
々
が
多
く
生
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
隣
国
で
は
世
界
の
情
勢
と
逆
行
す
る
「
核
兵
器
の

開
発
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
国
民
の
一
人
と
し
て
、
大
変
憂
慮
す
る
事
態
で
あ
る
と
心
を
痛

め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
集
い
も
３０
周
年
を
迎
え
、
今
も
初
心
の
「
宗
教
者
は
常
に

弱
者
の
側
に
立
つ
」
の
誓
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
国
家
、
民
族
、

宗
教
の
違
い
を
乗
り
越
え
、「
世
界
平
和
」
を
祈
り
、
訴
え
続
け
て

平和の祈りによせて平和の祈りによせて

　
何
が
良
い
こ
と
な
の
か
、
成
す
べ
き
こ
と
な
の
か
は
神
々
が
示

さ
れ
る
道
に
明
ら
か
で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
示
さ
れ
た
道
に
よ
っ

て
様
々
な
悲
劇
や
困
難
を
回
避
し
、
遠
ざ
け
る
こ
と
が
出
来
る
は

ず
で
す
。
我
が
国
で
は
、
異
な
る
宗
教
や
宗
派
が
互
い
の
違
い
を

認
め
た
上
で
尊
重
し
あ
い
、
平
和
な
世
の
中
を
実
現
す
る
と
い
う

試
み
を
３０
年
に
亙
っ
て
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

成
果
で
あ
る
今
回
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３０
周
年
記
念
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
は
、
弛
み
な
い
祈
り
が
人
類
の
明

る
い
未
来
に
繋
が
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
、
強
く
信
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。
開
催
に
あ
た
り
尽
力
戴
い
た
関
係
各
位
に
深
い
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、こ
の
祈
り
が
今
後
も
永
き
に
亙
っ

て
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

い
く
こ
と
は
、
故
山
田
恵
諦
天
台
座
主
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
先

生
方
の
ご
遺
志
を
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
継
承
し
続
け
よ
う
と
す
る
思
い
と
行
動
が
、
前
に
進
む
一
歩

と
な
り
、
様
々
な
問
題
解
決
に
繋
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ま
ず
「
全
世
界
の
人
々
の
下
に
平
和
な
暮
ら
し
が
訪

れ
る
よ
う
に
」
祈
り
続
け
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
訴
え
続
け
る
。

他
の
人
様
の
痛
み
、苦
し
み
、悲
し
み
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

そ
の
解
決
策
を
考
え
、
寄
り
添
い
、
共
に
歩
み
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
力
は
微
力
で
も
、
世
界
の
人
々
が
手
を
取
り
合

い
共
に
歩
み
「
平
和
へ
の
祈
り
」
を
続
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
力
は

大
き
く
、
宇
宙
の
大
円
と
な
っ
て
多
く
の
心
と
共
に
、
世
界
に
平

和
を
も
た
ら
す
働
き
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　神
社
本
庁
統
理

　

 

北
白
川 

道
久
　

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
名
誉
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
応
教
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「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
が
３０
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
継
続

的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昨
年
私
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
で
の
「
第
３０
回
世
界
宗
教

者
平
和
の
た
め
の
祈
り
の
集
い
」（
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
主
催
）

に
参
加
致
し
ま
し
た
。「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
と
同
様
に
、

「
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
」
を
受
け
継
ぎ
、
現
代
に
活
か
そ
う
と
、
毎

年
開
か
れ
て
い
る
催
し
で
す
。
そ
の
開
会
式
で
ス
ピ
ー
チ
の
機
会

を
得
た
私
は
、
特
に
二
つ
の
点
に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
宗
教
界
が
、
政
治
、
経
済
、
国
際
機
関
、
民
間
団
体
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
開
か
れ
、
よ
り
行
動
的

な
活
動
を
目
指
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
共
通
す
る
普
遍
的
価
値
―
―
つ
ま
り
生
命
を

尊
び
、
皆
が
兄
弟
姉
妹
と
し
て
調
和
し
て
生
き
る
、
と
い
う
根
本

の
願
い
が
、
各
界
に
反
映
さ
れ
れ
ば
、
平
和
へ
の
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。
平
和
は
、
宗
教
者
だ
け
で
は
築
け
な
い
こ
と
を
再
認
識

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
真
剣
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
変

平和の祈りによせて

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
人
材
育
成
―
―
人
を
植
え
る
道
―
―
で
す
。
山

積
す
る
課
題
に
息
長
く
取
り
組
み
、
本
質
的
な
解
決
に
導
い
て
い

く
上
で
、
人
材
育
成
は
、
ま
さ
に
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
若
者
が

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
発
想
も
生
ま
れ
、

平
和
に
向
け
て
の
創
造
的
な
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
の
宗
教
界
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
比
叡
山
延
暦
寺
は
「
日
本
仏
教
の
母
山
」
で
あ
り
、
天
台
宗
は

日
本
の
宗
教
界
の
先
覚
と
も
申
せ
ま
す
。
平
和
の
実
現
に
向
け
、

今
後
も
ご
教
導
く
だ
さ
る
こ
と
を
念
願
致
し
ま
す
。

　日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　世
界
宗
教
者
平
和
会
議（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）日
本
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
立
正
佼
成
会
会
長

　

                                                      

庭
野 

日
鑛
　

 

「
連
帯
」
と
「
育
成
」

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い

日
程
・
会
場
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「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
が
３０
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
継
続

的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昨
年
私
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
で
の
「
第
３０
回
世
界
宗
教

者
平
和
の
た
め
の
祈
り
の
集
い
」（
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
主
催
）

に
参
加
致
し
ま
し
た
。「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
と
同
様
に
、

「
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
」
を
受
け
継
ぎ
、
現
代
に
活
か
そ
う
と
、
毎

年
開
か
れ
て
い
る
催
し
で
す
。
そ
の
開
会
式
で
ス
ピ
ー
チ
の
機
会

を
得
た
私
は
、
特
に
二
つ
の
点
に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
宗
教
界
が
、
政
治
、
経
済
、
国
際
機
関
、
民
間
団
体
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
開
か
れ
、
よ
り
行
動
的

な
活
動
を
目
指
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
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と
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あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
共
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す
る
普
遍
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価
値
―
―
つ
ま
り
生
命
を

尊
び
、
皆
が
兄
弟
姉
妹
と
し
て
調
和
し
て
生
き
る
、
と
い
う
根
本

の
願
い
が
、
各
界
に
反
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さ
れ
れ
ば
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平
和
へ
の
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。
平
和
は
、
宗
教
者
だ
け
で
は
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け
な
い
こ
と
を
再
認
識

し
、
ネ
ッ
ト
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ク
づ
く
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を
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剣
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
変

平和の祈りによせて
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で
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ま
す
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も
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人
材
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成
―
―
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を
植
え
る
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で
す
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積
す
る
課
題
に
息
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く
取
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組
み
、
本
質
的
な
解
決
に
導
い
て
い

く
上
で
、
人
材
育
成
は
、
ま
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に
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
若
者
が

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
発
想
も
生
ま
れ
、

平
和
に
向
け
て
の
創
造
的
な
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
の
宗
教
界
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
比
叡
山
延
暦
寺
は
「
日
本
仏
教
の
母
山
」
で
あ
り
、
天
台
宗
は

日
本
の
宗
教
界
の
先
覚
と
も
申
せ
ま
す
。
平
和
の
実
現
に
向
け
、

今
後
も
ご
教
導
く
だ
さ
る
こ
と
を
念
願
致
し
ま
す
。

　日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
顧
問

　世
界
宗
教
者
平
和
会
議（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）日
本
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
立
正
佼
成
会
会
長

　

                                                      

庭
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日
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連
帯
」
と
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育
成
」

比
叡
山
宗
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サ
ミ
ッ
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周
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記
念

世
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比叡山は標高 848メートルで、山全体に延暦寺の堂塔伽藍が点在する。伝教大師最澄上人の開
山（788 年）以来、日本仏教の母山として知られる。1995年には国連ユネスコの世界文化遺
産の一つに指定された。本堂は根本中堂で、その堂内には 1230年以上の間絶えることなく「不
滅の法燈」が光り輝き続けている。

将軍塚青龍殿　  

国立京都国際会館    

比叡山延暦寺　 会
場
案
内

ロ
ー
マ
教
皇
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下

世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
会
長
　
パ
ン
・
ワ
ナ
メ
テ
ィ
師

世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
事
務
総
長
　

　
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ル
カ
リ
ー
ム
・
ア
ル
イ
ー
サ
ー
師

メ
ッ
セ
ー
ジ

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
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比叡山は標高 848メートルで、山全体に延暦寺の堂塔伽藍が点在する。伝教大師最澄上人の開
山（788 年）以来、日本仏教の母山として知られる。1995年には国連ユネスコの世界文化遺
産の一つに指定された。本堂は根本中堂で、その堂内には 1230年以上の間絶えることなく「不
滅の法燈」が光り輝き続けている。
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国立京都国際会館    

比叡山延暦寺　 会
場
案
内

ロ
ー
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教
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フ
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ン
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コ
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下
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（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
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会
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記
念

世
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教
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平
和
の
祈
り
の
集
い
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世界仏教徒連盟メッセージ

30
周
年
を
迎
え
た
比
叡
山
宗
教
「
サ
ミ
ッ
ト
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
行
わ
れ
る
こ
の
比
叡

山
で
、
ご
参
列
の
皆
様
に
、
そ
し
て
諸
伝
統
宗
教
の
代

表
者
で
あ
る
高
名
な
皆
様
に
、
心
か
ら
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
は
大
変
な
喜
び
で
す
。
私
の
魂

は
皆
様
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
私
は
す
べ
て
の
皆
様
と

共
に
、
戦
争
に
引
き
裂
か
れ
た
世
界
の
多
く
の
地
域
で

協
調
と
調
和
が
新
た
に
開
花
す
る
よ
う
、
祈
り
を
捧
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
こ
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
、
対
話
と
友

情
の
精
神
を
築
く
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
精
神
が
、
人
類
と
い
う
家
族
の
平
和
へ
の

新
た
な
道
を
開
く
た
め
に
、
世
界
の
諸
宗
教
の
信
者
に

よ
る
協
力
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。
祈
り
は
私
た

ち
に
平
和
の
た
め
に
尽
力
す
る
意
欲
を
起
こ
さ
せ
、
こ

の
尽
力
を
持
続
さ
せ
ま
す
。
祈
り
は
、
私
た
ち
が
互
い

を
人
間
と
し
て
一
層
深
く
尊
重
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
私
た
ち
の
間
の
愛
と
い
う
絆
を
強
め
、
正
し
い
関

係
や
兄
弟
と
し
て
の
連
帯
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
確
固

た
る
努
力
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

「
現
在
の
世
界
は
、
暴
力
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て

私
た
ち
の
共
通
の
故
郷
で
あ
る
地
球
へ
の
脅
威
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世

ローマ教皇メッセージ

ローマ教皇

フランシスコ
世界仏教徒連盟（ＷＦＢ）会長

 パン・ワナメティ

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
「
世
界
宗
教

者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
世
界

仏
教
徒
連
盟
は
、
主
催
で
あ
ら
れ
る
、
教
派
神
道
連

合
会
、
全
日
本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、

神
社
本
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
を
は
じ
め
と

す
る
、
参
加
者
御
一
同
に
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
や
社
会
に
お
い
て
仲
間
が
互
い
に
傷
つ
け
あ

っ
た
り
、
人
類
お
よ
び
す
べ
て
の
生
物
の
破
滅
を
招

く
自
然
の
搾
取
と
い
う
こ
と
が
、
世
界
中
で
起
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
我
々
は
、
暴
力
が
許
さ
れ
ざ

る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
端
的
に
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仏
教
の
教
え
は
、
本
質
的
に
平

和
を
希
求
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
の
経
典
の

な
か
で
、
紛
争
解
決
の
方
法
と
し
て
暴
力
の
行
使
を

容
認
し
て
い
る
も
の
は
、
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
は
皆
、
世
界
平
和
を
望
ん
で
い
ま
す
。
世
界
の

平
和
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
な
か
に
平
和

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
心
の
な
か
に
平
和
を
生
み
出
し
、
他
の

人
も
平
和
を
見
出
せ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
、
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
、
利
己
主
義
を
律
し
、
自
己
中

心
的
な
行
い
か
ら
人
の
精
神
を
解
放
す
る
こ
と
を
目

界
で
は
、
祈
り
や
共
通
問
題
の
目
撃
者
が
、
大
切
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
善
良
な
男
性
、
女
性
に
伝
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
平
和
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
実
際

に
可
能
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
祈
り
の
中
で
神
に

頼
れ
ば
、
何
事
も
不
可
能
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
る
か

ら
で
す
（
参
照
：
ア
ッ
シ
ジ
で
の
演
説
　
２
０
１
６
年

９
月
20
日
）」。

こ
の
よ
う
な
確
信
に
満
ち
た
希
望
と
、
私
の
祈
り

と
い
う
新
た
な
約
束
に
よ
っ
て
、
こ
の
比
叡
山
に
お

集
ま
り
の
す
べ
て
の
皆
様
に
神
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
２
０
１
７
年
７
月
18
日
　
　
バ
チ
カ
ン
に
て

指
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
宗
教
は
暴
力
の

生
出
に
反
し
、
人
々
の
平
和
を
究
極
の
目
的
と
し
て
い

る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
宗
教
は
、
社
会
に
平
和
を
も

た
ら
す
主
た
る
実
行
力
な
の
で
す
。
我
々
は
、
各
信
仰

の
本
質
を
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

て
初
め
て
、
利
己
主
義
が
消
滅
し
、
う
ぬ
ぼ
れ
や
欲
求

が
存
在
し
な
く
な
る
の
で
す
。
怒
り
や
憎
し
み
か
ら
も

解
放
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
宗

教
が
、
慈
悲
、
勇
気
、
英
知
、
自
己
認
識
を
通
し
て
、

他
者
の
命
を
守
り
、世
界
に
和
平
を
も
た
ら
す
た
め
に
、

自
ら
の
信
仰
を
推
進
す
る
べ
き
時
で
す
。平
和
や
公
正
、

様
々
な
社
会
・
国
家
・
宗
教
の
保
全
を
育
生
す
る
た
め

に
、
す
べ
て
の
宗
教
は
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
仏
教
徒
連
盟
を
代
表
し
て
、
本
サ
ミ
ッ
ト
が
、

今
日
の
世
界
を
脅
か
す
暴
力
と
対
峙
す
る
有
効
な
手

段
、
お
よ
び
世
界
平
和
に
向
け
た
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
場
に
な
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
集
い
の
成
果
が
、
平
和
の
波
紋
を
地
球
の

隅
々
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
と
な
り
、
仏
の
ご
加
護
が

得
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
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世界仏教徒連盟メッセージ

30
周
年
を
迎
え
た
比
叡
山
宗
教
「
サ
ミ
ッ
ト
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
行
わ
れ
る
こ
の
比
叡

山
で
、
ご
参
列
の
皆
様
に
、
そ
し
て
諸
伝
統
宗
教
の
代

表
者
で
あ
る
高
名
な
皆
様
に
、
心
か
ら
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
は
大
変
な
喜
び
で
す
。
私
の
魂

は
皆
様
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
私
は
す
べ
て
の
皆
様
と

共
に
、
戦
争
に
引
き
裂
か
れ
た
世
界
の
多
く
の
地
域
で

協
調
と
調
和
が
新
た
に
開
花
す
る
よ
う
、
祈
り
を
捧
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
こ
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
、
対
話
と
友

情
の
精
神
を
築
く
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
精
神
が
、
人
類
と
い
う
家
族
の
平
和
へ
の

新
た
な
道
を
開
く
た
め
に
、
世
界
の
諸
宗
教
の
信
者
に

よ
る
協
力
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。
祈
り
は
私
た

ち
に
平
和
の
た
め
に
尽
力
す
る
意
欲
を
起
こ
さ
せ
、
こ

の
尽
力
を
持
続
さ
せ
ま
す
。
祈
り
は
、
私
た
ち
が
互
い

を
人
間
と
し
て
一
層
深
く
尊
重
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
私
た
ち
の
間
の
愛
と
い
う
絆
を
強
め
、
正
し
い
関

係
や
兄
弟
と
し
て
の
連
帯
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
確
固

た
る
努
力
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

「
現
在
の
世
界
は
、
暴
力
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て

私
た
ち
の
共
通
の
故
郷
で
あ
る
地
球
へ
の
脅
威
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
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比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
「
世
界
宗
教

者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
世
界

仏
教
徒
連
盟
は
、
主
催
で
あ
ら
れ
る
、
教
派
神
道
連

合
会
、
全
日
本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、

神
社
本
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
を
は
じ
め
と

す
る
、
参
加
者
御
一
同
に
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
や
社
会
に
お
い
て
仲
間
が
互
い
に
傷
つ
け
あ

っ
た
り
、
人
類
お
よ
び
す
べ
て
の
生
物
の
破
滅
を
招

く
自
然
の
搾
取
と
い
う
こ
と
が
、
世
界
中
で
起
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
我
々
は
、
暴
力
が
許
さ
れ
ざ

る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
端
的
に
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仏
教
の
教
え
は
、
本
質
的
に
平

和
を
希
求
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
の
経
典
の

な
か
で
、
紛
争
解
決
の
方
法
と
し
て
暴
力
の
行
使
を

容
認
し
て
い
る
も
の
は
、
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
は
皆
、
世
界
平
和
を
望
ん
で
い
ま
す
。
世
界
の

平
和
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
な
か
に
平
和

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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分
の
心
の
な
か
に
平
和
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生
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し
、
他
の

人
も
平
和
を
見
出
せ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
、
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
、
利
己
主
義
を
律
し
、
自
己
中

心
的
な
行
い
か
ら
人
の
精
神
を
解
放
す
る
こ
と
を
目

界
で
は
、
祈
り
や
共
通
問
題
の
目
撃
者
が
、
大
切
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
善
良
な
男
性
、
女
性
に
伝
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
平
和
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
実
際

に
可
能
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
祈
り
の
中
で
神
に

頼
れ
ば
、
何
事
も
不
可
能
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
る
か

ら
で
す
（
参
照
：
ア
ッ
シ
ジ
で
の
演
説
　
２
０
１
６
年

９
月
20
日
）」。
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よ
う
な
確
信
に
満
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、
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祈
り
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な
約
束
に
よ
っ
て
、
こ
の
比
叡
山
に
お

集
ま
り
の
す
べ
て
の
皆
様
に
神
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
２
０
１
７
年
７
月
18
日
　
　
バ
チ
カ
ン
に
て

指
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
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て
の
宗
教
は
暴
力
の

生
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反
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て
い

る
の
で
す
。
し
た
が
っ
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教
は
、
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会
に
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和
を
も

た
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主
た
る
実
行
力
な
の
で
す
。
我
々
は
、
各
信
仰

の
本
質
を
深
く
理
解
す
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必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

て
初
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て
、
利
己
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が
消
滅
し
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れ
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欲
求
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し
な
く
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す
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憎
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か
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も
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教
が
、
慈
悲
、
勇
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認
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て
、
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守
り
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に
和
平
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
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を
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進
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時
で
す
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や
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正
、

様
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社
会
・
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宗
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の
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全
を
育
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す
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た
め

に
、
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の
宗
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は
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
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ば
な
り
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ん
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世
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教
徒
連
盟
を
代
表
し
て
、
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サ
ミ
ッ
ト
が
、

今
日
の
世
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を
脅
か
す
暴
力
と
対
峙
す
る
有
効
な
手

段
、
お
よ
び
世
界
平
和
に
向
け
た
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
場
に
な
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
集
い
の
成
果
が
、
平
和
の
波
紋
を
地
球
の

隅
々
ま
で
送
り
届
け
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こ
と
と
な
り
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仏
の
ご
加
護
が

得
ら
れ
ま
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よ
う
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健
常
か
つ
誠
実
な
る
良
心
に
よ
る
世
界
平
和
の
実

現
を
目
的
と
し
た
、
こ
の
盛
大
か
つ
多
様
な
る
宗
教

的
会
合
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
存
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
、
心
よ
り
の
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
に
着
手
さ
れ
、
毎
年

８
月
３
、４
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
天
台
座

主
猊
下
に
、
多
大
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
く
存
じ

ま
す
。

私
は
、
こ
の
会
合
か
ら
、
国
家
間
の
物
質
的
闘
争

や
文
化
・
文
明
間
の
思
想
的
衝
突
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
・

宗
派
的
紛
争
と
い
っ
た
命
題
へ
の
解
決
策
が
明
示
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
異
な
る
宗
教

諸
派
、
思
想
的
指
導
者
、
文
化
・
文
明
の
中
心
と
な

る
方
々
の
あ
い
だ
で
対
話
の
窓
が
開
か
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
対
策
の
強
化
、

つ
ま
り
平
和
と
幅
広
い
共
生
へ
の
い
ざ
な
い
へ
と

私
た
ち
が
到
達
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

私
た
ち
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
民
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
幸
福
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ス
ラ

ー
ム
は
そ
の
名
称
に
お
い
て
語
義
的
に
も
、
そ
し
て

宗
教
的
に
も
、
そ
の
高
尚
な
る
根
本
教
義
と
価
値
観

に
お
い
て
、
人
間
の
尊
厳
、
人
類
の
平
等
、
善
と
正

義
と
徳
へ
の
愛
情
、弱
者
へ
の
慈
悲
、公
正
さ
の
支
持
、

証
書
、
慣
例
な
ど
に
よ
っ
て
認
知
し
て
い
る
公
正
な
る

契
約
の
実
践
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
ー
ム
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
こ
う
仰

っ
て
お
り
ま
す
。

「
私
が
遣
わ
さ
れ
た
の
は
、
優
れ
た
品
性
を
完
遂
す

る
た
め
に
他
な
ら
な
い
」

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
至
高
全
能
な
る
ア
ッ
ラ
ー

が
私
た
ち
全
員
を
、
全
人
類
に
有
益
な
こ
と
の
遂
行

へ
と
お
導
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
こ
の
会
議
が
成
功

に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
、
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

不
正
と
侵
害
の
撲
滅
、
全
人
類
の
平
和
と
い
っ
た
教
え

に
立
脚
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
そ
の
道
を
模
索
し
て
い
る
人
類
の
幸
福

は
、
私
た
ち
が
共
有
す
る
理
解
、
前
提
、
そ
し
て
人
間

と
世
界
と
人
生
に
対
す
る
信
仰
的
視
点
か
ら
こ
そ
、
そ

の
本
質
が
導
き
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
イ
ス
ラ

ー
ム
は
、
こ
の
視
点
を
、
神
の
啓
示
か
ら
戴
い
て
お
り

ま
す
。
啓
典
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
全
人
類
の
起
源
は

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
証
し
つ
つ
、
こ
う
語
っ
て
お
り

ま
す
。  

 『
人
び
と
よ
、 

わ
れ
は
一
人
の
男
と
一
人
の
女
か
ら

あ
な
た
が
た
を
創
り
、
種
族
と
部
族
に
分
け
た
。
こ
れ

は
あ
な
た
が
た
を
、
互
い
に
知
り
合
う
よ
う
に
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
の
御
許
で
最
も
貴
い
者
は
、

あ
な
た
が
た
の
中
最
も
主
を
畏
れ
る
者
で
あ
る
。 

本

当
に
ア
ッ
ラ
ー
は
、
全
知
に
し
て
凡
ゆ
る
こ
と
に
通
暁

な
さ
れ
る
』（
ク
ル
ア
ー
ン
４９
：
13
）

私
た
ち
世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
の
関
心
は
、
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
の
み
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
関
心
は

全
人
類
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ま
た
人
類
へ
と
向
け
ら
れ
た
普
遍
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
な
か
に
は
、

合
法
な
る
手
段
に
よ
っ
て
諸
権
利
と
自
由
を
守
る
努
力

を
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、国
際
的
な
憲
章
、協
約
、原
則
、

42　　43



イスラームからのメッセージ

世界イスラーム連盟事務総長

ムハンマド・ビン・アブドルカリーム・
アルイーサー

健
常
か
つ
誠
実
な
る
良
心
に
よ
る
世
界
平
和
の
実

現
を
目
的
と
し
た
、
こ
の
盛
大
か
つ
多
様
な
る
宗
教

的
会
合
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
存
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
、
心
よ
り
の
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
に
着
手
さ
れ
、
毎
年

８
月
３
、４
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
天
台
座

主
猊
下
に
、
多
大
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
く
存
じ

ま
す
。

私
は
、
こ
の
会
合
か
ら
、
国
家
間
の
物
質
的
闘
争

や
文
化
・
文
明
間
の
思
想
的
衝
突
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
・

宗
派
的
紛
争
と
い
っ
た
命
題
へ
の
解
決
策
が
明
示
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
異
な
る
宗
教

諸
派
、
思
想
的
指
導
者
、
文
化
・
文
明
の
中
心
と
な

る
方
々
の
あ
い
だ
で
対
話
の
窓
が
開
か
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
対
策
の
強
化
、

つ
ま
り
平
和
と
幅
広
い
共
生
へ
の
い
ざ
な
い
へ
と

私
た
ち
が
到
達
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

私
た
ち
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
民
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
幸
福
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ス
ラ

ー
ム
は
そ
の
名
称
に
お
い
て
語
義
的
に
も
、
そ
し
て

宗
教
的
に
も
、
そ
の
高
尚
な
る
根
本
教
義
と
価
値
観

に
お
い
て
、
人
間
の
尊
厳
、
人
類
の
平
等
、
善
と
正

義
と
徳
へ
の
愛
情
、弱
者
へ
の
慈
悲
、公
正
さ
の
支
持
、

証
書
、
慣
例
な
ど
に
よ
っ
て
認
知
し
て
い
る
公
正
な
る

契
約
の
実
践
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
ー
ム
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
こ
う
仰

っ
て
お
り
ま
す
。

「
私
が
遣
わ
さ
れ
た
の
は
、
優
れ
た
品
性
を
完
遂
す

る
た
め
に
他
な
ら
な
い
」

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
至
高
全
能
な
る
ア
ッ
ラ
ー

が
私
た
ち
全
員
を
、
全
人
類
に
有
益
な
こ
と
の
遂
行

へ
と
お
導
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
こ
の
会
議
が
成
功

に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
、
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

不
正
と
侵
害
の
撲
滅
、
全
人
類
の
平
和
と
い
っ
た
教
え

に
立
脚
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
そ
の
道
を
模
索
し
て
い
る
人
類
の
幸
福

は
、
私
た
ち
が
共
有
す
る
理
解
、
前
提
、
そ
し
て
人
間

と
世
界
と
人
生
に
対
す
る
信
仰
的
視
点
か
ら
こ
そ
、
そ

の
本
質
が
導
き
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
イ
ス
ラ

ー
ム
は
、
こ
の
視
点
を
、
神
の
啓
示
か
ら
戴
い
て
お
り

ま
す
。
啓
典
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
全
人
類
の
起
源
は

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
証
し
つ
つ
、
こ
う
語
っ
て
お
り

ま
す
。  

 『
人
び
と
よ
、 

わ
れ
は
一
人
の
男
と
一
人
の
女
か
ら

あ
な
た
が
た
を
創
り
、
種
族
と
部
族
に
分
け
た
。
こ
れ

は
あ
な
た
が
た
を
、
互
い
に
知
り
合
う
よ
う
に
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
の
御
許
で
最
も
貴
い
者
は
、

あ
な
た
が
た
の
中
最
も
主
を
畏
れ
る
者
で
あ
る
。 

本

当
に
ア
ッ
ラ
ー
は
、
全
知
に
し
て
凡
ゆ
る
こ
と
に
通
暁

な
さ
れ
る
』（
ク
ル
ア
ー
ン
４９
：
13
）

私
た
ち
世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
の
関
心
は
、
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
の
み
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
関
心
は

全
人
類
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ま
た
人
類
へ
と
向
け
ら
れ
た
普
遍
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
な
か
に
は
、

合
法
な
る
手
段
に
よ
っ
て
諸
権
利
と
自
由
を
守
る
努
力

を
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、国
際
的
な
憲
章
、協
約
、原
則
、

42　　43



ア
ッ
シ
ジ
か
ら
比
叡
山
へ

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い



ア
ッ
シ
ジ
か
ら
比
叡
山
へ

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い



世
界
の
平
和
に
向
け
た
対
話
と
祈
り
に
絶
え
ず
関
心
を
寄
せ
な
が

ら
、こ
う
し
た
８
月
の
サ
ミ
ッ
ト
を
、そ
の
目
的
に
忠
実
に
従
っ
て
、

継
続
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
本
日
は
、
私
た
ち
は
単
に
過
去
を
祝
う
こ
と
だ
け
を
望

ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
日
形
成
さ
れ
た
道
の
記
憶
は
、

私
た
ち
が
明
日
は
ど
こ
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
知
る
の

に
役
立
ち
ま
す
。
記
憶
な
し
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
と
い

う
の
は
伝
承
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
世
代

か
ら
別
の
世
代
へ
と
伝
わ
り
移
行
し
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。
そ

こ
が
、
伝
承
を
通
じ
て
方
向
性
を
示
し
現
在
の
道
標
と
し
て
役
立

つ
こ
と
の
で
き
る
、
宗
教
の
強
み
で
あ
り
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
東
洋
に
お
い
て
も
西
洋
と
同
様
に
、
今
日
の
政
治
で
は
こ
の
伝

承
意
識
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
も
の
」の
ほ
う
が
常
に「
古

い
も
の
」
よ
り
も
良
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、
記
憶
も
ル
ー
ツ
も
な

い
「
新
し
い
も
の
」
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、「
古
い
も
の
」
を
削

除
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
例

は
、
今
日
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
魅
力
的
で
は
あ
る
が
危
険

な
考
え
方
で
す
。
賢
明
な
教
え
を
持
つ
宗
教
は
、
世
界
を
統
治
す

る
人
々
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗
教
は
政
治
家
に
、
伝
統

に
触
れ
て
公
平
か
つ
平
穏
に
統
治
を
行
い
、
人
間
の
本
物
の
価
値
観

を
再
発
見
す
る
よ
う
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
１
９
８
６
年
に
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
よ
り
召

集
さ
れ
た
歴
史
的
な
日
か
ら
の
30
周
年
を
、
ア
ッ
シ
ジ
で
祝
い
ま

し
た
。
こ
の
お
祝
い
の
日
に
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖

下
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
私
た
ち
は
、
１
９
８
７

年
８
月
に
開
か
れ
た
歴
史
的
な
第
１
回
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
か

ら
の
30
周
年
記
念
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
西
洋
と
東
洋
に
お
け
る
長
い
祈
り
と
対
話

の
歴
史
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
非
常
に
数
多
く
の
個
人
的

な
思
い
出
で
飾
ら
れ
た
物
語
で
す
。
私
は
１
９
８
６
年
10
月
27
日

に
は
ア
ッ
シ
ジ
の
会
場
に
お
り
、
１
９
８
７
年
８
月
３
日
と
４
日

に
は
比
叡
山
で
の
第
１
回
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
は
私
の
個
人
的
な
出
席
に
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
が
出
席
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
始
ま
り
か
ら
一
つ
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
重
ね
て
い
く
に

　
私
た
ち
は
次
の
よ
う
に
自
問
し
ま
す
。

　
今
日
、
私
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
伝
え
ら
れ

る
、
ア
ッ
シ
ジ
か
ら
比
叡
山
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
で
あ
る
か
。

　
基
本
的
で
重
大
な
こ
と
は
以
下
の
こ
と
で
す
。

　
宗
教
は
一
丸
と
な
っ
て
、
平
和
と
い
う
課
題
に
対
処
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
諸
宗
教
対
話
は
、
宗
教
を
信

じ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
協
力
し
て
い
く
本
物
の
「
共
生
の
文

化
」
を
つ
く
り
あ
げ
、
真
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
宗
教
は
、
私
た
ち
の
社
会
に
お
け
る
「
共
存
と
平
和
の
学
校
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
男
性
と
女
性
と
の
間
の
対
話
が
促
進
さ

れ
、
そ
う
し
た
対
話
が
人
々
の
心
と
精
神
を
変
化
さ
せ
ま
す
。
心

と
精
神
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
私
た
ち
は
最
も
抵

抗
力
の
強
い
政
治
構
造
さ
え
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
逆
は
絶
対
に
あ
り
得
ま
せ
ん
。
政
治
構
造
の
転
換
に
よ
っ
て

心
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　「
宗
教
は
、
最
も
貧
し
い
人
々
、
弱
い
人
々
、
お
よ
び
苦
し
ん
で

い
る
人
々
の
た
め
に
多
く
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗

教
は
公
正
を
好
み
、
調
和
を
促
進
し
て
平
和
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
何
よ
り
も
、
宗
教
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

つ
れ
て
、
年
を
追
う
ご
と
に
私
の
言
葉
も
証
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
今
日
で
は
、
私
は
本
当
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
比
叡
山
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
、
山
田
恵
諦
天
台
座
主
猊
下

は
幸
福
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　「
宗
教
の
目
標
は
人
類
を
幸
福
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
り
、
平
和
が

な
け
れ
ば
幸
福
は
な
い
こ
と
か
ら
、
宗
教
の
最
初
の
目
標
は
世
界

の
平
和
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
私
は
昨
年
の
ア
ッ
シ
ジ

で
の
会
合
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
す
べ
て
の
宗
教
指
導
者
が
こ
の

点
に
お
い
て
同
意
見
で
あ
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
」。

　
過
去
30
年
間
に
、
西
洋
で
は
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
宗
派
に
属
す
る
多
く
の
友
人
と
一
緒
に
、
民
族
と
宗
教
国

際
会
議
を
通
じ
て
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
の
遺
産
を
謙
虚
に
集
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
東
洋
で
は
、
日
本
の
宗
教
お
よ
び
天
台
宗
の
永

続
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
り
、
最
も
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
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世
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を
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に
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し
て
い
ま
す
。

　
し
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し
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は
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ち
は
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に
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を
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こ
と
だ
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望
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の
で
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。
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の
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は
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ど
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を
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ち
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す
。
記
憶
な
し
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
と
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の
は
伝
承
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れ
る
も
の
だ
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ら
で
す
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
世
代

か
ら
別
の
世
代
へ
と
伝
わ
り
移
行
し
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。
そ

こ
が
、
伝
承
を
通
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て
方
向
性
を
示
し
現
在
の
道
標
と
し
て
役
立

つ
こ
と
の
で
き
る
、
宗
教
の
強
み
で
あ
り
財
産
で
も
あ
り
ま
す
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に
お
い
て
も
西
洋
と
同
様
に
、
今
日
の
政
治
で
は
こ
の
伝

承
意
識
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
も
の
」の
ほ
う
が
常
に「
古

い
も
の
」
よ
り
も
良
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、
記
憶
も
ル
ー
ツ
も
な

い
「
新
し
い
も
の
」
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、「
古
い
も
の
」
を
削

除
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
例

は
、
今
日
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
魅
力
的
で
は
あ
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が
危
険

な
考
え
方
で
す
。
賢
明
な
教
え
を
持
つ
宗
教
は
、
世
界
を
統
治
す

る
人
々
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗
教
は
政
治
家
に
、
伝
統

に
触
れ
て
公
平
か
つ
平
穏
に
統
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を
行
い
、
人
間
の
本
物
の
価
値
観

を
再
発
見
す
る
よ
う
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
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私
た
ち
は
、
１
９
８
６
年
に
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
よ
り
召

集
さ
れ
た
歴
史
的
な
日
か
ら
の
30
周
年
を
、
ア
ッ
シ
ジ
で
祝
い
ま

し
た
。
こ
の
お
祝
い
の
日
に
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖

下
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
私
た
ち
は
、
１
９
８
７

年
８
月
に
開
か
れ
た
歴
史
的
な
第
１
回
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
か

ら
の
30
周
年
記
念
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
西
洋
と
東
洋
に
お
け
る
長
い
祈
り
と
対
話

の
歴
史
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
非
常
に
数
多
く
の
個
人
的

な
思
い
出
で
飾
ら
れ
た
物
語
で
す
。
私
は
１
９
８
６
年
10
月
27
日

に
は
ア
ッ
シ
ジ
の
会
場
に
お
り
、
１
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８
７
年
８
月
３
日
と
４
日

に
は
比
叡
山
で
の
第
１
回
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
は
私
の
個
人
的
な
出
席
に
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
が
出
席
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
始
ま
り
か
ら
一
つ
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
重
ね
て
い
く
に

　
私
た
ち
は
次
の
よ
う
に
自
問
し
ま
す
。

　
今
日
、
私
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
伝
え
ら
れ

る
、
ア
ッ
シ
ジ
か
ら
比
叡
山
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
で
あ
る
か
。

　
基
本
的
で
重
大
な
こ
と
は
以
下
の
こ
と
で
す
。

　
宗
教
は
一
丸
と
な
っ
て
、
平
和
と
い
う
課
題
に
対
処
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
諸
宗
教
対
話
は
、
宗
教
を
信

じ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
協
力
し
て
い
く
本
物
の
「
共
生
の
文

化
」
を
つ
く
り
あ
げ
、
真
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
宗
教
は
、
私
た
ち
の
社
会
に
お
け
る
「
共
存
と
平
和
の
学
校
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
男
性
と
女
性
と
の
間
の
対
話
が
促
進
さ

れ
、
そ
う
し
た
対
話
が
人
々
の
心
と
精
神
を
変
化
さ
せ
ま
す
。
心

と
精
神
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
私
た
ち
は
最
も
抵

抗
力
の
強
い
政
治
構
造
さ
え
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
逆
は
絶
対
に
あ
り
得
ま
せ
ん
。
政
治
構
造
の
転
換
に
よ
っ
て

心
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　「
宗
教
は
、
最
も
貧
し
い
人
々
、
弱
い
人
々
、
お
よ
び
苦
し
ん
で

い
る
人
々
の
た
め
に
多
く
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗

教
は
公
正
を
好
み
、
調
和
を
促
進
し
て
平
和
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
何
よ
り
も
、
宗
教
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

つ
れ
て
、
年
を
追
う
ご
と
に
私
の
言
葉
も
証
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
今
日
で
は
、
私
は
本
当
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
比
叡
山
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
、
山
田
恵
諦
天
台
座
主
猊
下

は
幸
福
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　「
宗
教
の
目
標
は
人
類
を
幸
福
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
り
、
平
和
が

な
け
れ
ば
幸
福
は
な
い
こ
と
か
ら
、
宗
教
の
最
初
の
目
標
は
世
界

の
平
和
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
私
は
昨
年
の
ア
ッ
シ
ジ

で
の
会
合
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
す
べ
て
の
宗
教
指
導
者
が
こ
の

点
に
お
い
て
同
意
見
で
あ
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
」。

　
過
去
30
年
間
に
、
西
洋
で
は
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
宗
派
に
属
す
る
多
く
の
友
人
と
一
緒
に
、
民
族
と
宗
教
国

際
会
議
を
通
じ
て
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
の
遺
産
を
謙
虚
に
集
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
東
洋
で
は
、
日
本
の
宗
教
お
よ
び
天
台
宗
の
永

続
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
り
、
最
も
困
難
な
時
代
に
あ
っ
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も
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置
さ
れ
る
壁
が
増
え
る
ほ
ど
恐
怖
は
増
大
し
ま
す
。
壁
は
人
々
を

分
け
隔
て
、
他
者
や
異
な
る
人
た
ち
へ
の
憎
し
み
を
生
み
出
し
ま

す
。
壁
は
少
数
派
の
人
々
を
実
に
多
く
の
ゲ
ッ
ト
ー
（
決
し
て
社

会
に
溶
け
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
監
獄
）
に
閉
じ
込
め
、ゲ
ッ
ト
ー

が
暴
力
や
過
激
主
義
を
生
み
出
し
ま
す
。
過
激
主
義
は
、
何
と
し

て
も
壁
を
破
壊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
々
の
破
れ
か
ぶ
れ
の
力

で
す
。
だ
か
ら
暴
力
が
ご
く
普
通
の
日
常
茶
飯
事
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
宗
教
は
、
恐
怖
に
よ
る
締
め
付
け
を
通
じ
て
信
仰
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、
喜
び
が
持
つ
誘
引
力
を
通
じ
て
広
が
り
ま
す
。

宗
教
は
、
す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し
て
、
壁
で
は
な
く
橋
を
建
設

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
宗
教
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々
、
紛
争
地
帯
で
暮
ら
し
て
い
る

人
々
を
「
養
子
縁
組
み
」
し
て
平
和
を
作
り
出
す
賢
母
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
宗
教
は
、
国
や
人
々
を
丸
ご
と
養
子
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
貧
し
い
人
々
を
養
子
に
し
た
ら
、
豊
か
な
人
々
も
含

め
て
、
よ
り
思
い
や
り
の
あ
る
世
界
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
危
機
の
際
に
は
宗
教
は
人
類
を
再
構
築
し
、
地
球
を
共
通

の
住
居
と
す
る
た
め
に
人
類
の
統
合
を
行
い
ま
す
。

　
結
論
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
話
と
い
う
の
は
哲
学
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
話
は
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
で
は
な
く
人
々
に

い
の
は
、
絶
対
的
存
在
を
切
に
望
む
心
が
世
界
に
お
い
て
生
き
続

け
、
世
界
か
ら
消
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
生

産
や
消
費
に
よ
っ
て
人
間
の
本
質
が
表
現
さ
れ
る
と
考
え
る
よ
う

な
、
人
間
に
対
す
る
一
次
元
的
な
見
方
を
許
さ
な
い
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
宗
教
は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

　
こ
の
30
年
間
は
、
私
た
ち
に
「
対
話
の
成
熟
」
を
実
現
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
ま
す
。

　
私
に
は
一
人
の
親
愛
な
る
仏
教
徒
の
日
本
人
の
友
人
が
い
ま
す
。

彼
女
は
今
日
こ
の
場
に
来
て
い
ま
す
が
、
名
前
は
伏
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
２
年
近
く
前
に
彼
女
が
ロ
ー
マ
で
、対
話
を
「
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
す
る
」
の
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
が
来
て
い
る
と
言
い

ま
し
た
。
私
に
は
そ
れ
が
重
要
な
発
言
に
思
え
ま
し
た
。
そ
し
て

私
た
ち
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
私
た
ち
は
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
１
年
後
に
、
共

通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
間
で

友
好
協
定
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ
人
を
支
援
す
る
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
仏
教
徒
の
協
力
は
、
ロ
ー
マ
で
調
印
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
私
た
ち
は
マ
ラ
ウ
イ
で
共
同
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
親
愛
な
る
友
人
の
皆
さ
ん
、
対
話
は
「
成
熟
」
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
他
者
を
容
認
し
た
り
尊
重
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
て
平
和
を
構
築
し

よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
世
界
に
は
ア
イ
デ
ア
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
は
よ
り
多
く
の
人
々
、
実
際
の
人
々
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
、
夢
見
人
に
な
っ
た
と
き
に
本

当
の
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
夢
が
な
け

れ
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
理
想
と
す
る
展
望
が
な
け
れ
ば
、
対
話
は

不
毛
な
演
習
の
ま
ま
で
と
ど
ま
り
ま
す
。

　
私
は
こ
こ
で
、
何
人
か
の
夢
見
人
、
困
難
な
時
期
に
橋
を
築
い

た
偉
大
な
人
た
ち
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
時
間
の
関
係

で
、
二
人
の
偉
大
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
二
人
の
偉
大
な
仏
教
徒
に

だ
け
触
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
す
で
に
言
及
し
た
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
パ
ウ
ロ
６

世
（Pope Paul V

I

）
を
付
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
パ
ウ
ロ
６
世
は
、回
勅
の「
エ
ク
レ
ジ
ア
ム
・
ス
ア
ム（Ecclesiam

 

Suam

）」
の
な
か
で
、「
対
話
」
と
い
う
用
語
を
初
め
て
公
式
に
使

用
し
た
人
物
で
す
。
彼
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
宗
教
間
の
協
力
と
い
う
夢
を
築
き
ま
し
た
。

も
う
一
人
は
山
田
恵
諦
天
台
座
主
猊
下
で
す
。
私
は
、
１
９
８
９

年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
か
れ
た
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ

共
同
体
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
彼
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

彼
は
第
２
次
世
界
大
戦
で
の
沖
縄
か
ら
本
土
へ
の
渡
航
を
思
い
起

こ
し
、
祈
り
と
い
う
武
器
で
戦
争
に
打
ち
勝
ち
ま
し
た
。
彼
は
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
聖
下
の
深
い
考
え
な
の
で
す
が
、
対
話
と
い
う
の
は
平
和
を
構

築
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
例
え
ば
、
対
話
を
通
じ
て
、
米
国

と
キ
ュ
ー
バ
と
の
国
交
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
、
対
話
の
プ
ロ
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、平
和
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
け
る
情
熱
的
な
職
人
で
す
。

　
対
話
は
誰
で
も
実
践
で
き
る
技
術
で
あ
り
、
誰
も
が
「
平
和
の

職
人
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鎖
に
つ
な
が
れ
た
作
業
者
で

は
な
く
、
大
き
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
職
人
で
す
。
私
た
ち
に
必

要
な
の
は
、
人
の
組
織
を
毎
日
修
復
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
不
和

を
縫
い
合
わ
せ
る
た
め
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
友
情
の
絆
を
編
む
た

め
の
針
と
糸
な
の
で
す
。

　
以
上
か
ら
、
導
か
れ
る
問
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
不
和
や
憎
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
。
ど
う

す
れ
ば
信
仰
を
持
つ
男
女
が
暴
力
的
な
過
激
主
義
と
闘
う
こ
と
が

で
き
る
か
。

　
憎
し
み
や
暴
力
の
根
源
に
あ
る
の
は
「
恐
怖
」
で
す
。
私
た
ち

の
世
界
は
恐
怖
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。時
に
は
政
治
家
が
、「
安

全
保
障
」
を
掲
げ
て
統
治
を
行
う
た
め
に
恐
怖
を
拡
散
さ
せ
ま
す
。

彼
ら
は
壁
を
設
置
す
る
た
め
に
人
々
の
恐
怖
を
利
用
し
ま
す
。
設
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置
さ
れ
る
壁
が
増
え
る
ほ
ど
恐
怖
は
増
大
し
ま
す
。
壁
は
人
々
を

分
け
隔
て
、
他
者
や
異
な
る
人
た
ち
へ
の
憎
し
み
を
生
み
出
し
ま

す
。
壁
は
少
数
派
の
人
々
を
実
に
多
く
の
ゲ
ッ
ト
ー
（
決
し
て
社

会
に
溶
け
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
監
獄
）
に
閉
じ
込
め
、ゲ
ッ
ト
ー

が
暴
力
や
過
激
主
義
を
生
み
出
し
ま
す
。
過
激
主
義
は
、
何
と
し

て
も
壁
を
破
壊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
々
の
破
れ
か
ぶ
れ
の
力

で
す
。
だ
か
ら
暴
力
が
ご
く
普
通
の
日
常
茶
飯
事
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
宗
教
は
、
恐
怖
に
よ
る
締
め
付
け
を
通
じ
て
信
仰
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、
喜
び
が
持
つ
誘
引
力
を
通
じ
て
広
が
り
ま
す
。

宗
教
は
、
す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し
て
、
壁
で
は
な
く
橋
を
建
設

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
宗
教
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々
、
紛
争
地
帯
で
暮
ら
し
て
い
る

人
々
を
「
養
子
縁
組
み
」
し
て
平
和
を
作
り
出
す
賢
母
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
宗
教
は
、
国
や
人
々
を
丸
ご
と
養
子
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
貧
し
い
人
々
を
養
子
に
し
た
ら
、
豊
か
な
人
々
も
含

め
て
、
よ
り
思
い
や
り
の
あ
る
世
界
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
危
機
の
際
に
は
宗
教
は
人
類
を
再
構
築
し
、
地
球
を
共
通

の
住
居
と
す
る
た
め
に
人
類
の
統
合
を
行
い
ま
す
。

　
結
論
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
話
と
い
う
の
は
哲
学
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
話
は
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
で
は
な
く
人
々
に

い
の
は
、
絶
対
的
存
在
を
切
に
望
む
心
が
世
界
に
お
い
て
生
き
続

け
、
世
界
か
ら
消
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
生

産
や
消
費
に
よ
っ
て
人
間
の
本
質
が
表
現
さ
れ
る
と
考
え
る
よ
う

な
、
人
間
に
対
す
る
一
次
元
的
な
見
方
を
許
さ
な
い
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
宗
教
は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

　
こ
の
30
年
間
は
、
私
た
ち
に
「
対
話
の
成
熟
」
を
実
現
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
ま
す
。

　
私
に
は
一
人
の
親
愛
な
る
仏
教
徒
の
日
本
人
の
友
人
が
い
ま
す
。

彼
女
は
今
日
こ
の
場
に
来
て
い
ま
す
が
、
名
前
は
伏
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
２
年
近
く
前
に
彼
女
が
ロ
ー
マ
で
、対
話
を
「
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
す
る
」
の
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
が
来
て
い
る
と
言
い

ま
し
た
。
私
に
は
そ
れ
が
重
要
な
発
言
に
思
え
ま
し
た
。
そ
し
て

私
た
ち
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
私
た
ち
は
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
１
年
後
に
、
共

通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
間
で

友
好
協
定
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ
人
を
支
援
す
る
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
仏
教
徒
の
協
力
は
、
ロ
ー
マ
で
調
印
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
私
た
ち
は
マ
ラ
ウ
イ
で
共
同
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
親
愛
な
る
友
人
の
皆
さ
ん
、
対
話
は
「
成
熟
」
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
他
者
を
容
認
し
た
り
尊
重
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
て
平
和
を
構
築
し

よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
世
界
に
は
ア
イ
デ
ア
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
は
よ
り
多
く
の
人
々
、
実
際
の
人
々
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
、
夢
見
人
に
な
っ
た
と
き
に
本

当
の
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
夢
が
な
け

れ
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
理
想
と
す
る
展
望
が
な
け
れ
ば
、
対
話
は

不
毛
な
演
習
の
ま
ま
で
と
ど
ま
り
ま
す
。

　
私
は
こ
こ
で
、
何
人
か
の
夢
見
人
、
困
難
な
時
期
に
橋
を
築
い

た
偉
大
な
人
た
ち
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
時
間
の
関
係

で
、
二
人
の
偉
大
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
二
人
の
偉
大
な
仏
教
徒
に

だ
け
触
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
す
で
に
言
及
し
た
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
パ
ウ
ロ
６

世
（Pope Paul V

I

）
を
付
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
パ
ウ
ロ
６
世
は
、回
勅
の「
エ
ク
レ
ジ
ア
ム
・
ス
ア
ム（Ecclesiam

 

Suam

）」
の
な
か
で
、「
対
話
」
と
い
う
用
語
を
初
め
て
公
式
に
使

用
し
た
人
物
で
す
。
彼
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
宗
教
間
の
協
力
と
い
う
夢
を
築
き
ま
し
た
。

も
う
一
人
は
山
田
恵
諦
天
台
座
主
猊
下
で
す
。
私
は
、
１
９
８
９

年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
か
れ
た
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ

共
同
体
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
彼
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

彼
は
第
２
次
世
界
大
戦
で
の
沖
縄
か
ら
本
土
へ
の
渡
航
を
思
い
起

こ
し
、
祈
り
と
い
う
武
器
で
戦
争
に
打
ち
勝
ち
ま
し
た
。
彼
は
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
聖
下
の
深
い
考
え
な
の
で
す
が
、
対
話
と
い
う
の
は
平
和
を
構

築
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
例
え
ば
、
対
話
を
通
じ
て
、
米
国

と
キ
ュ
ー
バ
と
の
国
交
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
、
対
話
の
プ
ロ
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、平
和
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
け
る
情
熱
的
な
職
人
で
す
。

　
対
話
は
誰
で
も
実
践
で
き
る
技
術
で
あ
り
、
誰
も
が
「
平
和
の

職
人
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鎖
に
つ
な
が
れ
た
作
業
者
で

は
な
く
、
大
き
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
職
人
で
す
。
私
た
ち
に
必

要
な
の
は
、
人
の
組
織
を
毎
日
修
復
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
不
和

を
縫
い
合
わ
せ
る
た
め
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
友
情
の
絆
を
編
む
た

め
の
針
と
糸
な
の
で
す
。

　
以
上
か
ら
、
導
か
れ
る
問
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
不
和
や
憎
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
。
ど
う

す
れ
ば
信
仰
を
持
つ
男
女
が
暴
力
的
な
過
激
主
義
と
闘
う
こ
と
が

で
き
る
か
。

　
憎
し
み
や
暴
力
の
根
源
に
あ
る
の
は
「
恐
怖
」
で
す
。
私
た
ち

の
世
界
は
恐
怖
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。時
に
は
政
治
家
が
、「
安

全
保
障
」
を
掲
げ
て
統
治
を
行
う
た
め
に
恐
怖
を
拡
散
さ
せ
ま
す
。

彼
ら
は
壁
を
設
置
す
る
た
め
に
人
々
の
恐
怖
を
利
用
し
ま
す
。
設
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う
言
い
ま
し
た
。

　「
私
は
そ
の
と
き
、
今
こ
そ
す
べ
て
の
人
々
が
戦
争
放
棄
に
立
ち

上
が
る
と
き
で
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
」
と
。
さ
ら
に
、
偉
大
な

夢
見
人
で
あ
る
庭
野
日
敬
師
の
こ
と
も
忘
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

１
９
６
５
年
９
月
15
日
に
、
彼
は
バ
チ
カ
ン
宮
殿
で
パ
ウ
ロ
６
世

に
謁
見
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
人
々
は

そ
の
視
野
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
庭

野
師
が
す
べ
て
の
宗
教
を
結
び
付
け
る
懸
け
橋
に
な
る
こ
と
を
決

意
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
偉
大
な
人
々
は
、
今
も
私
た
ち
の
記
憶
の
中
に
そ
の

姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、民
族
間
や
宗
教
間
の
真
の
「
懸

け
橋
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
彼
ら
に
、
自
分
た
ち
自
身
の

な
か
に
最
初
の
橋
を
架
け
る
勇
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
ら
の

精
神
を
そ
の
心
と
結
び
付
け
た
の
が
そ
の
橋
で
す
。
心
の
な
い
精

神
は
味
気
な
く
、
ま
た
精
神
の
な
い
心
に
は
平
和
を
構
築
す
る
た

め
の
手
段
が
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
橋
、こ
の
絆
、こ
の「religare
」

（「
宗
教
（religion

）」
の
語
源
と
な
っ
た
ラ
テ
ン
語
）、
こ
れ
ら
の

な
か
に
、
平
和
の
職
人
で
あ
る
信
者
の
創
造
的
知
性
が
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
親
愛
な
る
友
人
の
皆
さ
ん
、
本
日
私
た
ち
は
、
平
和
と
正
義
は

共
に
歩
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
詩

篇
第
85
篇
（Psalm

 

85
）：「
義
と
平
和
と
は
、
互
い
に
口
づ
け
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
先
人
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
知
恵
に
あ
る
の
と
同
様
に
、
そ
れ
は
仏
教
徒
の
「
慈
悲
」
の
認

識
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
と
比
叡
山
の
精
神
は
、

平
和
と
正
義
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

西
洋
と
東
洋
に
お
け
る
、
30
年
間
の
巡
礼
と
祈
り
を
経
た
今
の
私

た
ち
全
員
の
認
識
で
す
。

　
最
後
に
、
祈
り
を
さ
さ
げ
て
私
の
講
演
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
友
情
と
祈
り
が
さ
ら
に
大
き
く
成
長
し
、
大
勢
の
平
和

の
職
人
を
通
じ
て
広
が
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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基調講演Ⅰ 

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
同
国
の
約
20
年
に
亘
り
、
２
０
０
万
人
近

い
犠
牲
者
を
出
し
た
戦
乱
収
拾
の
た
め
の
壮
大
な
多
目
的
平
和
維

持
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
わ
が
国
や
中
国
、
ド
イ
ツ

な
ど
を
含
む
44
ヵ
国
が
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
国
際
連
合
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫

定
統
治
機
構
）
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
維
持
活
動
の
前
後
に
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
や
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
い
て
も
同
種
の
活
動
が
実
施
さ
れ
、
い
ず
れ
も

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
世
界
各
地
に
お
い
て
国
と
国
と
の
紛
争
や
戦

争
は
明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
他
方
、
一
国
内

に
お
け
る
民
族
や
宗
教
の
違
い
に
根
ざ
す
血
な
ま
ぐ
さ
い
紛
争
が

次
々
と
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
内
紛
争
は
実
は
国
連
憲
章
に

明
記
さ
れ
て
い
な
い
事
態
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
持
ち
込
ま
れ
た

国
連
に
と
っ
て
は
苦
難
の
90
年
代
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
ソ

マ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
の
国
内
紛
争
の

激
し
さ
と
人
道
的
悲
劇
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
明
ら
か
に
当
時
の
国
際

社
会
の
対
応
能
力
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
に
基
づ
い
て

ガ
リ
事
務
総
長
は
95
年
に
「
平
和
へ
の
課
題
」
の
「
補
遺
」
を
発

表
し
、
国
連
自
身
が
軍
事
的
強
制
活
動
を
行
う
こ
と
は
無
理
で
あ

る
こ
と
を
告
白
し
ま
し
た
。

こ
の
種
の
活
動
に
経
験
豊
か
な
練
達
の
外
交
官
ブ
ラ
ヒ
ミ
氏
は

２
０
０
０
年
に
率
直
な
報
告
書
を
国
連
総
会
と
安
保
理
事
会
に
提

こ
の
た
び
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
を
記
念
す
る
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
お
い
て
記
念
講
演
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
日
本
の
宗
教
指
導
者
と
の
出
会
い
は
、
こ
の
国
各
地
の
宗

教
指
導
者
の
方
々
何
人
か
が
、
宗
派
の
差
別
な
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
を
訪
れ
、
敬
虔
な
仏
教
徒
で
あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
出

身
の
ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
と
会
っ
て
語
り
あ
っ
た
１
９
６
０
年

代
に
遡
り
ま
す
。
不
世
出
の
事
務
総
長
と
い
わ
れ
た
ダ
グ
・
ハ
マ

ー
シ
ョ
ル
ド
を
継
い
だ
ウ
・
タ
ン
ト
は
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
が
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
に
介
入
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
に
反
対
を
表
明
し
、

国
連
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
の
決
意
は
固
く
、
孤
独
な
祈
り
の
時
間
が

出
し
、
国
連
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
語
り
、
国
連
に
は
で
き

る
こ
と
も
あ
る
が
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ

（
国
際
連
合
平
和
維
持
軍
）
に
関
し
て
は
こ
れ
を
派
遣
す
べ
き
場
所

も
あ
る
一
方
、
派
遣
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
地
域
も
存
在
す
る
こ

と
を
認
め
、
派
遣
す
る
場
合
に
は
十
分
の
予
算
と
人
員
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
国
連
加
盟
国
に
対
し
紛
争
の
予
防
か
ら

平
和
構
築
に
至
る
ま
で
の
息
の
長
い
関
与
を
国
際
社
会
と
し
て
続

け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
力
説
し
ま
し
た
。

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
国
連
は
中
東
や
ア
フ
リ
カ
の
一
部
の

国
々
に
お
い
て
、
破
綻
国
家
に
近
い
事
態
が
生
じ
た
の
に
対
応
し

て
、
今
ま
で
の
古
典
的
な
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
は
み
出
る
、
よ
り
強
力
な
Ｐ

Ｋ
Ｏ
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
成
果
を
収
め
る
こ
と
も
幾

つ
か
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
や
ダ
ル
フ
ー
ル
、

南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
に
お
い
て
は
、
国
連
の
試
練
は
い
ま
な
お
続
い

て
い
る
状
態
で
す
。
今
年
は
日
本
が
初
参
加
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ

Ｋ
Ｏ
派
遣
の
25
周
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
今
ま
で
行
わ

れ
た
平
和
維
持
活
動
の
成
果
を
加
盟
国
共
同
の
努
力
の
結
果
と
し

て
き
ち
ん
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
、
よ

り
新
し
く
複
雑
化
す
る
平
和
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
全
世
界
の
視
点
に
立
っ
て

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
月
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
有
数
の

多
か
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
世
界
平
和
機
関
で

あ
る
国
連
と
大
国
と
の
関
係
に
は
複
雑
な
局
面
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
現
在
も
そ
の
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

米
ソ
両
国
政
府
の
賢
明
な
判
断
も
あ
っ
て
、
冷
た
い
戦
争
は

１
９
８
９
年
前
後
に
終
結
に
向
か
い
、
同
時
に
国
連
を
通
じ
る
国

際
平
和
の
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
92
年
初
頭
の
安
全

保
障
理
事
会
の
特
別
会
合
に
は
、
宮
沢
喜
一
元
総
理
は
じ
め
各
国

首
脳
が
出
席
し
て
国
連
を
中
心
と
す
る
新
し
い
可
能
性
に
つ
い
て

語
り
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
事
務
総
長
は

そ
の
年
の
半
ば
に
「
平
和
へ
の
課
題
」
と
題
す
る
国
連
の
平
和
機

能
強
化
案
を
提
出
す
る
な
ど
、
世
界
平
和
に
関
す
る
国
連
の
未
来

構
想
が
描
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
年
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月
、
安
保
理
事
会
は
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調
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基調講演Ⅰ 

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
同
国
の
約
20
年
に
亘
り
、
２
０
０
万
人
近

い
犠
牲
者
を
出
し
た
戦
乱
収
拾
の
た
め
の
壮
大
な
多
目
的
平
和
維

持
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
わ
が
国
や
中
国
、
ド
イ
ツ

な
ど
を
含
む
44
ヵ
国
が
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
国
際
連
合
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫

定
統
治
機
構
）
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
維
持
活
動
の
前
後
に
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
や
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
い
て
も
同
種
の
活
動
が
実
施
さ
れ
、
い
ず
れ
も

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
世
界
各
地
に
お
い
て
国
と
国
と
の
紛
争
や
戦

争
は
明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
他
方
、
一
国
内

に
お
け
る
民
族
や
宗
教
の
違
い
に
根
ざ
す
血
な
ま
ぐ
さ
い
紛
争
が

次
々
と
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
内
紛
争
は
実
は
国
連
憲
章
に

明
記
さ
れ
て
い
な
い
事
態
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
持
ち
込
ま
れ
た

国
連
に
と
っ
て
は
苦
難
の
90
年
代
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
ソ

マ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
の
国
内
紛
争
の

激
し
さ
と
人
道
的
悲
劇
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
明
ら
か
に
当
時
の
国
際

社
会
の
対
応
能
力
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
に
基
づ
い
て

ガ
リ
事
務
総
長
は
95
年
に
「
平
和
へ
の
課
題
」
の
「
補
遺
」
を
発

表
し
、
国
連
自
身
が
軍
事
的
強
制
活
動
を
行
う
こ
と
は
無
理
で
あ

る
こ
と
を
告
白
し
ま
し
た
。

こ
の
種
の
活
動
に
経
験
豊
か
な
練
達
の
外
交
官
ブ
ラ
ヒ
ミ
氏
は

２
０
０
０
年
に
率
直
な
報
告
書
を
国
連
総
会
と
安
保
理
事
会
に
提

こ
の
た
び
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
を
記
念
す
る
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
お
い
て
記
念
講
演
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
日
本
の
宗
教
指
導
者
と
の
出
会
い
は
、
こ
の
国
各
地
の
宗

教
指
導
者
の
方
々
何
人
か
が
、
宗
派
の
差
別
な
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
を
訪
れ
、
敬
虔
な
仏
教
徒
で
あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
出

身
の
ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
と
会
っ
て
語
り
あ
っ
た
１
９
６
０
年

代
に
遡
り
ま
す
。
不
世
出
の
事
務
総
長
と
い
わ
れ
た
ダ
グ
・
ハ
マ

ー
シ
ョ
ル
ド
を
継
い
だ
ウ
・
タ
ン
ト
は
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
が
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
に
介
入
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
に
反
対
を
表
明
し
、

国
連
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
の
決
意
は
固
く
、
孤
独
な
祈
り
の
時
間
が

出
し
、
国
連
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
語
り
、
国
連
に
は
で
き

る
こ
と
も
あ
る
が
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ

（
国
際
連
合
平
和
維
持
軍
）
に
関
し
て
は
こ
れ
を
派
遣
す
べ
き
場
所

も
あ
る
一
方
、
派
遣
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
地
域
も
存
在
す
る
こ

と
を
認
め
、
派
遣
す
る
場
合
に
は
十
分
の
予
算
と
人
員
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
国
連
加
盟
国
に
対
し
紛
争
の
予
防
か
ら

平
和
構
築
に
至
る
ま
で
の
息
の
長
い
関
与
を
国
際
社
会
と
し
て
続

け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
力
説
し
ま
し
た
。

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
国
連
は
中
東
や
ア
フ
リ
カ
の
一
部
の

国
々
に
お
い
て
、
破
綻
国
家
に
近
い
事
態
が
生
じ
た
の
に
対
応
し

て
、
今
ま
で
の
古
典
的
な
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
は
み
出
る
、
よ
り
強
力
な
Ｐ

Ｋ
Ｏ
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
成
果
を
収
め
る
こ
と
も
幾

つ
か
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
や
ダ
ル
フ
ー
ル
、

南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
に
お
い
て
は
、
国
連
の
試
練
は
い
ま
な
お
続
い

て
い
る
状
態
で
す
。
今
年
は
日
本
が
初
参
加
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ

Ｋ
Ｏ
派
遣
の
25
周
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
今
ま
で
行
わ

れ
た
平
和
維
持
活
動
の
成
果
を
加
盟
国
共
同
の
努
力
の
結
果
と
し

て
き
ち
ん
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
、
よ

り
新
し
く
複
雑
化
す
る
平
和
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
全
世
界
の
視
点
に
立
っ
て

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
月
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
有
数
の

多
か
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
世
界
平
和
機
関
で

あ
る
国
連
と
大
国
と
の
関
係
に
は
複
雑
な
局
面
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
現
在
も
そ
の
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

米
ソ
両
国
政
府
の
賢
明
な
判
断
も
あ
っ
て
、
冷
た
い
戦
争
は

１
９
８
９
年
前
後
に
終
結
に
向
か
い
、
同
時
に
国
連
を
通
じ
る
国

際
平
和
の
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
92
年
初
頭
の
安
全

保
障
理
事
会
の
特
別
会
合
に
は
、
宮
沢
喜
一
元
総
理
は
じ
め
各
国

首
脳
が
出
席
し
て
国
連
を
中
心
と
す
る
新
し
い
可
能
性
に
つ
い
て

語
り
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
事
務
総
長
は

そ
の
年
の
半
ば
に
「
平
和
へ
の
課
題
」
と
題
す
る
国
連
の
平
和
機

能
強
化
案
を
提
出
す
る
な
ど
、
世
界
平
和
に
関
す
る
国
連
の
未
来

構
想
が
描
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
年
２
月
、
安
保
理
事
会
は

基
調
講
演
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に
歴
史
を
想
起
す
る
の
は
往
々
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
構
築

す
る
上
で
厄
介
な
問
題
を
生
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

こ
北
東
ア
ジ
ア
で
も
わ
が
国
と
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
国
々
の
間
の

外
交
問
題
の
裏
に
似
た
よ
う
な
過
去
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
を
襲
っ
た
２
０
０
１
年
９
・
11

の
同
時
多
発
テ
ロ
以
来
16
年
が
経
ち
ま
し
た
。
一
時
の
興
奮
は
去

っ
た
に
し
て
も
世
界
は
そ
れ
以
来
、
政
治
的
・
社
会
的
な
不
安
定

と
不
安
を
い
ま
だ
に
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
平
和

を
保
つ
た
め
に
は
、
経
済
の
安
定
、
治
安
の
維
持
と
政
治
の
民
主

化
な
ど
が
最
低
限
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
根
本
的
に
大
事
な
こ
と

は
、
お
そ
ら
く
世
界
中
の
国
々
が
互
い
の
文
化
と
伝
統
を
き
ち
ん

と
認
め
合
い
、
相
手
に
対
し
て
尊
敬
と
謙
虚
さ
を
も
つ
こ
と
で
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
人
類
は
互
い
に
国
籍
が
違
っ
て
も

人
間
と
し
て
基
本
的
な
権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
人
命
の
価

値
と
尊
さ
に
関
し
て
共
通
の
態
度
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
世
界
に
は
多
く
の
宗
教
が
存
在
し
ま
す
が
、
偉
大

な
宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
基
盤
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
そ
れ
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
互
い
の
平
和
と
共
存
を
保
証
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
近
年
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
国
内
紛
争
に
も
日
本
政
府
代

表
と
し
て
関
係
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
国
に
お
け
る
シ
ン
ハ
ラ
、

国
々
に
よ
る
Ｇ
２０
サ
ミ
ッ
ト
（
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳

会
合
）
で
は
、参
加
国
に
よ
る
真
剣
な
討
議
が
行
わ
れ
、大
半
の
国
々

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
を
よ
り
一
層
進
め
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
率
い
る
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
自
国
中
心
の

国
々
に
よ
る
留
保
の
姿
勢
も
あ
っ
て
、
合
意
は
困
難
で
し
た
。
参

加
し
た
中
国
や
ロ
シ
ア
の
態
度
も
、
問
題
に
よ
っ
て
微
妙
で
し
た
。

交
流
が
深
ま
る
世
界
経
済
や
貿
易
、
益
々
悪
化
し
て
い
く
自
然
環

境
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
含
む
複
雑
な
安
全
保
障
問
題
な
ど
に
皆
で

ど
う
対
処
す
る
か
に
つ
い
て
意
見
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
対

立
の
狭
間
に
お
か
れ
た
国
々
の
真
剣
な
対
応
ぶ
り
も
見
逃
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
で
大
事
な
こ
と
は
、
自

国
の
立
場
や
意
見
を
や
た
ら
に
絶
叫
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
の

国
の
立
場
に
よ
く
耳
を
傾
け
合
意
の
可
能
性
を
探
る
謙
虚
な
姿
勢

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
な
ど
に
お
い
て
は
、
３
年
以
上
暴
れ
ま
わ
っ

た
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
な
ど
過
激
で
残
忍
な
勢
力
の
力
が
削
が

れ
て
き
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
影
響

力
は
遠
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
リ
ビ
ア
な
ど
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア

に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
飛
び
火
し

て
い
か
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
問
題
は
中
東
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
先
進

国
と
開
発
途
上
国
に
共
通
す
る
困
難
な
社
会
問
題
で
あ
り
政
治
問

タ
ミ
ル
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
な
ど
住
民
の
間
の
平
和
な
生
活
に
お
い

て
宗
教
と
宗
教
者
の
占
め
る
役
割
が
い
か
に
大
き
い
か
を
改
め
て

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紛
争
の
渦
中
に
お
い
て
、
ス
リ

ラ
ン
カ
北
部
や
東
部
に
お
け
る
住
民
の
対
話
に
数
多
く
参
加
し
ま

し
た
し
、
タ
ミ
ル
人
の
多
い
ジ
ャ
フ
ナ
市
で
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
W
C
R
P（

が
主
催
し
た
宗
教
間
、
民
族
間
の
対
話
で
は
参

加
者
た
ち
の
間
の
真
摯
な
雰
囲
気
に
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

対
話
に
関
係
し
た
人
々
の
眼
差
し
に
は
真
剣
か
つ
温
か
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
よ
く
知
ら
な
い
人
々
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
化
す
る
危
険
は
、
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
も
改

め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ル
カ
ン
半
島
の
ボ
ス
ニ
ア
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
、
セ
ル
ビ

ア
正
教
徒
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
人
口
の
そ
れ
ぞ
れ
44
％
、
31
％
、

17
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
を
よ
り
一
般
的
な
「
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
人
た
ち
も
一
部
お
り

ま
し
た
。
紛
争
勃
発
以
前
、
チ
ト
ー
元
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主

義
共
和
国
大
統
領
が
君
臨
し
て
い
た
頃
に
は
、
こ
れ
と
違
っ
て
宗

教
間
の
関
係
は
か
な
り
親
密
だ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す
。
関
係
が
悪

化
し
て
か
ら
、
砲
火
の
下
に
あ
っ
た
ボ
ス
ニ
ア
の
首
都
サ
ラ
エ
ボ

で
、
私
は
セ
ル
ビ
ア
系
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
、
イ
ス
ラ
ム
系
を
含
む

新
旧
市
長
が
毎
週
開
い
て
い
た
お
茶
の
会
に
招
か
れ
る
機
会
を
得

て
、
紛
争
の
さ
な
か
で
も
、
友
人
と
し
て
の
静
か
な
対
話
が
続
い

題
で
も
あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
背
後
に
は
、
各
国
に
お
け

る
多
く
の
若
者
の
失
業
や
社
会
か
ら
の
疎
外
、
希
望
の
喪
失
と
か
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
か
ら
流
入
が
続
く
大
量
の
移
民
や
難
民
と
、
そ
れ

に
脅
威
を
お
ぼ
え
る
地
元
の
住
民
と
の
緊
張
関
係
が
あ
る
の
は
指

摘
さ
れ
る
と
お
り
で
し
ょ
う
。

い
ま
や
地
球
人
口
の
五
分
の
一
を
占
め
る
に
至
っ
た
イ
ス
ラ
ー

ム
世
界
と
近
代
に
強
く
な
っ
た
西
欧
文
明
と
の
歴
史
的
な
拡
が
る

溝
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
十
字
軍
が
中
東

地
域
に
軍
事
的
な
攻
撃
を
加
え
破
壊
を
行
っ
た
こ
と
、
中
世
に
お

い
て
は
科
学
や
学
問
の
世
界
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
水
準
の
方

が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か

け
て
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
よ
る
植
民
地
支
配
が
中
東

地
域
で
多
く
の
破
壊
を
も
た
ら
し
た
こ
と
な
ど
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

私
は
１
９
９
４
年
か
ら
95
年
に
か
け
て
、
国
連
本
部
か
ら
バ
ル

カ
ン
半
島
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
平
和
維
持
活
動
の
責

任
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
ミ
ロ
セ
ビ
ッ
チ
元
セ

ル
ビ
ア
共
和
国
大
統
領
が
６
０
０
年
前
の
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
と
セ

ル
ビ
ア
王
国
と
の
激
烈
な
戦
い
と
セ
ル
ビ
ア
側
の
徹
底
的
敗
北
に

触
れ
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
よ
る
結
集
と
報
復
が
必
要
な
こ
と
を
強

調
し
、
セ
ル
ビ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
し
き
り
に
煽
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
歴
史
を
忘
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
過
度
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に
歴
史
を
想
起
す
る
の
は
往
々
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
構
築

す
る
上
で
厄
介
な
問
題
を
生
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

こ
北
東
ア
ジ
ア
で
も
わ
が
国
と
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
国
々
の
間
の

外
交
問
題
の
裏
に
似
た
よ
う
な
過
去
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
を
襲
っ
た
２
０
０
１
年
９
・
11

の
同
時
多
発
テ
ロ
以
来
16
年
が
経
ち
ま
し
た
。
一
時
の
興
奮
は
去

っ
た
に
し
て
も
世
界
は
そ
れ
以
来
、
政
治
的
・
社
会
的
な
不
安
定

と
不
安
を
い
ま
だ
に
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
平
和

を
保
つ
た
め
に
は
、
経
済
の
安
定
、
治
安
の
維
持
と
政
治
の
民
主

化
な
ど
が
最
低
限
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
根
本
的
に
大
事
な
こ
と

は
、
お
そ
ら
く
世
界
中
の
国
々
が
互
い
の
文
化
と
伝
統
を
き
ち
ん

と
認
め
合
い
、
相
手
に
対
し
て
尊
敬
と
謙
虚
さ
を
も
つ
こ
と
で
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
人
類
は
互
い
に
国
籍
が
違
っ
て
も

人
間
と
し
て
基
本
的
な
権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
人
命
の
価

値
と
尊
さ
に
関
し
て
共
通
の
態
度
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
世
界
に
は
多
く
の
宗
教
が
存
在
し
ま
す
が
、
偉
大

な
宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
基
盤
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
そ
れ
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
互
い
の
平
和
と
共
存
を
保
証
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
近
年
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
国
内
紛
争
に
も
日
本
政
府
代

表
と
し
て
関
係
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
国
に
お
け
る
シ
ン
ハ
ラ
、

国
々
に
よ
る
Ｇ
２０
サ
ミ
ッ
ト
（
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳

会
合
）
で
は
、参
加
国
に
よ
る
真
剣
な
討
議
が
行
わ
れ
、大
半
の
国
々

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
を
よ
り
一
層
進
め
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
率
い
る
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
自
国
中
心
の

国
々
に
よ
る
留
保
の
姿
勢
も
あ
っ
て
、
合
意
は
困
難
で
し
た
。
参

加
し
た
中
国
や
ロ
シ
ア
の
態
度
も
、
問
題
に
よ
っ
て
微
妙
で
し
た
。

交
流
が
深
ま
る
世
界
経
済
や
貿
易
、
益
々
悪
化
し
て
い
く
自
然
環

境
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
含
む
複
雑
な
安
全
保
障
問
題
な
ど
に
皆
で

ど
う
対
処
す
る
か
に
つ
い
て
意
見
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
対

立
の
狭
間
に
お
か
れ
た
国
々
の
真
剣
な
対
応
ぶ
り
も
見
逃
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
で
大
事
な
こ
と
は
、
自

国
の
立
場
や
意
見
を
や
た
ら
に
絶
叫
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
の

国
の
立
場
に
よ
く
耳
を
傾
け
合
意
の
可
能
性
を
探
る
謙
虚
な
姿
勢

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
な
ど
に
お
い
て
は
、
３
年
以
上
暴
れ
ま
わ
っ

た
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
な
ど
過
激
で
残
忍
な
勢
力
の
力
が
削
が

れ
て
き
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
影
響

力
は
遠
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
リ
ビ
ア
な
ど
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア

に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
飛
び
火
し

て
い
か
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
問
題
は
中
東
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
先
進

国
と
開
発
途
上
国
に
共
通
す
る
困
難
な
社
会
問
題
で
あ
り
政
治
問

タ
ミ
ル
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
な
ど
住
民
の
間
の
平
和
な
生
活
に
お
い

て
宗
教
と
宗
教
者
の
占
め
る
役
割
が
い
か
に
大
き
い
か
を
改
め
て

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紛
争
の
渦
中
に
お
い
て
、
ス
リ

ラ
ン
カ
北
部
や
東
部
に
お
け
る
住
民
の
対
話
に
数
多
く
参
加
し
ま

し
た
し
、
タ
ミ
ル
人
の
多
い
ジ
ャ
フ
ナ
市
で
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
W
C
R
P（

が
主
催
し
た
宗
教
間
、
民
族
間
の
対
話
で
は
参

加
者
た
ち
の
間
の
真
摯
な
雰
囲
気
に
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

対
話
に
関
係
し
た
人
々
の
眼
差
し
に
は
真
剣
か
つ
温
か
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
よ
く
知
ら
な
い
人
々
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
化
す
る
危
険
は
、
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
も
改

め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ル
カ
ン
半
島
の
ボ
ス
ニ
ア
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
、
セ
ル
ビ

ア
正
教
徒
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
人
口
の
そ
れ
ぞ
れ
44
％
、
31
％
、

17
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
を
よ
り
一
般
的
な
「
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
人
た
ち
も
一
部
お
り

ま
し
た
。
紛
争
勃
発
以
前
、
チ
ト
ー
元
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主

義
共
和
国
大
統
領
が
君
臨
し
て
い
た
頃
に
は
、
こ
れ
と
違
っ
て
宗

教
間
の
関
係
は
か
な
り
親
密
だ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す
。
関
係
が
悪

化
し
て
か
ら
、
砲
火
の
下
に
あ
っ
た
ボ
ス
ニ
ア
の
首
都
サ
ラ
エ
ボ

で
、
私
は
セ
ル
ビ
ア
系
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
、
イ
ス
ラ
ム
系
を
含
む

新
旧
市
長
が
毎
週
開
い
て
い
た
お
茶
の
会
に
招
か
れ
る
機
会
を
得

て
、
紛
争
の
さ
な
か
で
も
、
友
人
と
し
て
の
静
か
な
対
話
が
続
い

題
で
も
あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
背
後
に
は
、
各
国
に
お
け

る
多
く
の
若
者
の
失
業
や
社
会
か
ら
の
疎
外
、
希
望
の
喪
失
と
か
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
か
ら
流
入
が
続
く
大
量
の
移
民
や
難
民
と
、
そ
れ

に
脅
威
を
お
ぼ
え
る
地
元
の
住
民
と
の
緊
張
関
係
が
あ
る
の
は
指

摘
さ
れ
る
と
お
り
で
し
ょ
う
。

い
ま
や
地
球
人
口
の
五
分
の
一
を
占
め
る
に
至
っ
た
イ
ス
ラ
ー

ム
世
界
と
近
代
に
強
く
な
っ
た
西
欧
文
明
と
の
歴
史
的
な
拡
が
る

溝
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
十
字
軍
が
中
東

地
域
に
軍
事
的
な
攻
撃
を
加
え
破
壊
を
行
っ
た
こ
と
、
中
世
に
お

い
て
は
科
学
や
学
問
の
世
界
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
水
準
の
方

が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か

け
て
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
よ
る
植
民
地
支
配
が
中
東

地
域
で
多
く
の
破
壊
を
も
た
ら
し
た
こ
と
な
ど
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

私
は
１
９
９
４
年
か
ら
95
年
に
か
け
て
、
国
連
本
部
か
ら
バ
ル

カ
ン
半
島
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
平
和
維
持
活
動
の
責

任
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
ミ
ロ
セ
ビ
ッ
チ
元
セ

ル
ビ
ア
共
和
国
大
統
領
が
６
０
０
年
前
の
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
と
セ

ル
ビ
ア
王
国
と
の
激
烈
な
戦
い
と
セ
ル
ビ
ア
側
の
徹
底
的
敗
北
に

触
れ
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
よ
る
結
集
と
報
復
が
必
要
な
こ
と
を
強

調
し
、
セ
ル
ビ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
し
き
り
に
煽
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
歴
史
を
忘
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
過
度
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り
越
え
ら
れ
る
の
か
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
呆
然
と
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
諦
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
問
題

が
解
決
し
た
ら
、
次
の
難
し
い
問
題
の
解
決
に
突
き
進
む
蛮
勇
が

要
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
理
性
だ
け
で
な
く
感
性
も
、
知
恵
と
共
に

情
熱
も
も
っ
て
当
た
ら
な
い
と
、
最
近
私
た
ち
の
周
り
に
と
み
に

増
え
て
き
て
い
る
反
グ
ロ
ー
バ
ル
、
反
民
主
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に

対
抗
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

言
い
換
え
ま
す
と
、
お
互
い
に
自
分
の
世
界
か
ら
外
に
向
か
い

胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
う
、
対
話
の
場
を
拡
げ
る
地
味
な
努
力
し

か
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
す
る
人
の
輪
を
少

し
ず
つ
大
き
く
し
な
が
ら
究
極
的
に
大
き
な
目
的
を
達
成
す
る
そ

の
過
程
は
長
く
と
も
充
足
感
に
満
ち
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
課
題
、
た
と
え
ば
貧
困
の
撲
滅
、
病
気
の
克
服
、
育
児

や
教
育
の
問
題
な
ど
身
の
周
り
に
沢
山
あ
る
比
較
的
簡
単
な
こ
と

か
ら
始
め
て
、
よ
り
困
難
な
政
治
や
平
和
が
か
ら
ま
る
問
題
に
進

ん
で
い
く
の
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
」
の
こ
の
集
ま
り
が
、
私
た
ち
み
ん
な
の
間
の
強
い
繋
が
り
を

再
認
識
す
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
私
の
拙

い
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
い
る
の
を
確
認
し
て
ほ
っ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
問
題
は
、
中
東
に

お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
と
も
に
、
国
連
を
ゆ
る
が
し
た
難
問

中
の
難
問
で
し
た
。
し
か
し
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
大
統
領
の
偉
大
な
功
績
も
あ
っ
て
、
南
ア
フ
リ
カ
は
こ

の
問
題
を
つ
い
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
背
景
に
は
宗
教

者
に
よ
る
、
精
神
性
と
啓
示
に
充
ち
た
「
和
解
」
を
通
じ
る
プ
ロ

セ
ス
が
、
分
裂
の
世
界
に
お
け
る
一
つ
の
例
と
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
は
ユ
ニ
ー
ク
な
要
素
を
持
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
一
国
の
例
を
そ
の
ま
ま
他
の
国
に
あ
て
は
め
る
の
は

き
わ
め
て
危
険
な
こ
と
で
す
。
人
々
の
顔
が
異
な
る
よ
う
に
、
和

解
の
歴
史
は
異
な
っ
て
い
て
、宗
教
が
果
た
し
う
る
役
割
に
も
色
々

な
形
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。
ど
の
場
合
に
も
関
係
者
は
知
恵
と

経
験
を
持
ち
寄
り
、
そ
こ
で
可
能
な
解
決
策
を
見
出
す
し
か
な
い

の
で
す
。
宗
教
者
、
思
想
家
や
運
動
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

の
間
で
、
あ
る
い
は
政
府
や
国
連
な
ど
の
専
門
家
の
助
力
も
得
な

が
ら
、
課
題
解
決
へ
の
道
を
一
歩
一
歩
進
ん
で
ゆ
く
し
か
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
は
自
分
と
違
う
文
化
や
生
活
の

豊
か
さ
に
触
れ
感
銘
す
る
気
持
ち
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
を

変
え
て
い
く
可
能
性
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

我
々
の
住
ん
で
い
る
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
困

難
で
錯
綜
し
た
歴
史
が
お
互
い
の
過
去
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

平
和
な
交
流
の
時
の
方
が
衝
突
し
た
時
期
よ
り
ず
っ
と
長
か
っ
た

の
で
す
が
、
侵
略
や
武
力
行
使
、
支
配
や
残
虐
行
為
の
記
憶
を
消

す
こ
と
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
真
摯
な
謝
罪

と
反
省
に
基
づ
く
和
解
が
必
要
な
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら

も
変
わ
り
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
時
に
、
対
立
す
る
す
べ
て
の
側
に
と
り
必
要
な
こ
と
は
、
虚

心
坦
懐
な
過
去
の
反
省
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
明
る
い
共
通
の
未

来
を
信
じ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
不
退
転
に
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
、
そ

の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
北

東
ア
ジ
ア
地
域
、
特
に
現
代
の
日
本
な
ど
で
は
宗
教
へ
の
関
心
は

残
念
な
が
ら
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
た
ち

は
日
常
生
活
に
埋
没
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の

ま
ま
で
よ
い
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
と
中
国
、
日
本
と
韓
国
、

日
本
と
よ
り
広
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
改
善
の
道
は
、
政
治
家
、

教
育
者
、
宗
教
者
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
若
い
人
た
ち
の
積

極
的
参
加
な
し
に
は
、
お
そ
ら
く
達
し
え
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

私
は
若
者
の
交
流
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
強
く
感
じ
て
い
る
一
人
で
す
。

確
か
に
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
分
裂
と
あ
ま
り
に
も
大
き
な
憎

悪
の
存
在
す
る
現
代
世
界
で
す
。
ど
う
し
た
ら
我
々
は
そ
れ
を
乗
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り
越
え
ら
れ
る
の
か
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
呆
然
と
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
諦
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
問
題

が
解
決
し
た
ら
、
次
の
難
し
い
問
題
の
解
決
に
突
き
進
む
蛮
勇
が

要
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
理
性
だ
け
で
な
く
感
性
も
、
知
恵
と
共
に

情
熱
も
も
っ
て
当
た
ら
な
い
と
、
最
近
私
た
ち
の
周
り
に
と
み
に

増
え
て
き
て
い
る
反
グ
ロ
ー
バ
ル
、
反
民
主
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に

対
抗
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

言
い
換
え
ま
す
と
、
お
互
い
に
自
分
の
世
界
か
ら
外
に
向
か
い

胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
う
、
対
話
の
場
を
拡
げ
る
地
味
な
努
力
し

か
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
す
る
人
の
輪
を
少

し
ず
つ
大
き
く
し
な
が
ら
究
極
的
に
大
き
な
目
的
を
達
成
す
る
そ

の
過
程
は
長
く
と
も
充
足
感
に
満
ち
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
課
題
、
た
と
え
ば
貧
困
の
撲
滅
、
病
気
の
克
服
、
育
児

や
教
育
の
問
題
な
ど
身
の
周
り
に
沢
山
あ
る
比
較
的
簡
単
な
こ
と

か
ら
始
め
て
、
よ
り
困
難
な
政
治
や
平
和
が
か
ら
ま
る
問
題
に
進

ん
で
い
く
の
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
」
の
こ
の
集
ま
り
が
、
私
た
ち
み
ん
な
の
間
の
強
い
繋
が
り
を

再
認
識
す
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
私
の
拙

い
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
い
る
の
を
確
認
し
て
ほ
っ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
問
題
は
、
中
東
に

お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
と
も
に
、
国
連
を
ゆ
る
が
し
た
難
問

中
の
難
問
で
し
た
。
し
か
し
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
大
統
領
の
偉
大
な
功
績
も
あ
っ
て
、
南
ア
フ
リ
カ
は
こ

の
問
題
を
つ
い
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
背
景
に
は
宗
教

者
に
よ
る
、
精
神
性
と
啓
示
に
充
ち
た
「
和
解
」
を
通
じ
る
プ
ロ

セ
ス
が
、
分
裂
の
世
界
に
お
け
る
一
つ
の
例
と
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
は
ユ
ニ
ー
ク
な
要
素
を
持
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
一
国
の
例
を
そ
の
ま
ま
他
の
国
に
あ
て
は
め
る
の
は

き
わ
め
て
危
険
な
こ
と
で
す
。
人
々
の
顔
が
異
な
る
よ
う
に
、
和

解
の
歴
史
は
異
な
っ
て
い
て
、宗
教
が
果
た
し
う
る
役
割
に
も
色
々

な
形
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。
ど
の
場
合
に
も
関
係
者
は
知
恵
と

経
験
を
持
ち
寄
り
、
そ
こ
で
可
能
な
解
決
策
を
見
出
す
し
か
な
い

の
で
す
。
宗
教
者
、
思
想
家
や
運
動
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

の
間
で
、
あ
る
い
は
政
府
や
国
連
な
ど
の
専
門
家
の
助
力
も
得
な

が
ら
、
課
題
解
決
へ
の
道
を
一
歩
一
歩
進
ん
で
ゆ
く
し
か
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
は
自
分
と
違
う
文
化
や
生
活
の

豊
か
さ
に
触
れ
感
銘
す
る
気
持
ち
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
を

変
え
て
い
く
可
能
性
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

我
々
の
住
ん
で
い
る
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
困

難
で
錯
綜
し
た
歴
史
が
お
互
い
の
過
去
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

平
和
な
交
流
の
時
の
方
が
衝
突
し
た
時
期
よ
り
ず
っ
と
長
か
っ
た

の
で
す
が
、
侵
略
や
武
力
行
使
、
支
配
や
残
虐
行
為
の
記
憶
を
消

す
こ
と
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
真
摯
な
謝
罪

と
反
省
に
基
づ
く
和
解
が
必
要
な
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら

も
変
わ
り
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
時
に
、
対
立
す
る
す
べ
て
の
側
に
と
り
必
要
な
こ
と
は
、
虚

心
坦
懐
な
過
去
の
反
省
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
明
る
い
共
通
の
未

来
を
信
じ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
不
退
転
に
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
、
そ

の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
北

東
ア
ジ
ア
地
域
、
特
に
現
代
の
日
本
な
ど
で
は
宗
教
へ
の
関
心
は

残
念
な
が
ら
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
た
ち

は
日
常
生
活
に
埋
没
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の

ま
ま
で
よ
い
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
と
中
国
、
日
本
と
韓
国
、

日
本
と
よ
り
広
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
改
善
の
道
は
、
政
治
家
、

教
育
者
、
宗
教
者
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
若
い
人
た
ち
の
積

極
的
参
加
な
し
に
は
、
お
そ
ら
く
達
し
え
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

私
は
若
者
の
交
流
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
強
く
感
じ
て
い
る
一
人
で
す
。

確
か
に
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
分
裂
と
あ
ま
り
に
も
大
き
な
憎

悪
の
存
在
す
る
現
代
世
界
で
す
。
ど
う
し
た
ら
我
々
は
そ
れ
を
乗
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話
し
し
ま
す
。

博
士
は
イ
ス
ラ
ー
ム
で
、
彼
の
話
は
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て

教
訓
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
暴
力
的
宗
教
的
過
激
主
義
の
「
原
動
力
」
に
焦
点
を

合
わ
せ
ま
す
。
原
動
力
と
は
人
を
暴
力
的
過
激
主
義
に
「
押
し
や

る
」
力
、
あ
る
い
は
「
引
き
込
む
」
力
で
す
。

第
三
に
、
多
宗
教
に
よ
る
「
積
極
的
」
な
平
和
の
表
明
が
新
た

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
積
極
的
」
な
平
和
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
暴
力
的
過
激
主
義
を

支
持
す
る
宗
教
の
悪
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
真

の
繁
栄
に
至
る
た
め
の
指
針
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。

一
、
ナ
ギ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
博
士
の
話

ナ
ギ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
博
士
の
話
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
エ
ジ

プ
ト
の
ア
ン
ワ
ル
・
サ
ダ
ト
大
統
領
の
こ
と
を
思
い
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
1
9
7
9
年
に
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
平
和

条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
士
グ
ル

ー
プ
は
、
こ
の
条
約
を
ひ
ど
い
裏
切
り
と
み
な
し
、
サ
ダ
ト
打
倒

を
企
み
ま
し
た
。
１
９
８
１
年
10
月
６
日
、
第
四
次
中
東
戦
争
で

エ
ジ
プ
ト
が
ス
エ
ズ
運
河
を
渡
河
し
た
日
を
記
念
し
て
、
カ
イ
ロ

で
戦
勝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
進
行
中
に
、
エ

ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
約
２
分
間
に
わ
た
っ
て
攻
撃
を

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
限
り
の
な
い
思
い
や
り
、
真
の
平
和
、
平

和
の
促
進
に
向
け
た
多
宗
教
間
の
協
力
に
対
す
る
仏
教
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

宗
教
は
暴
力
的
過
激
主
義
に
利
用
さ
れ
悪
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
し
な
い
、
過
激
な

宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
暴
力
で
す
。
暴
力
的
過
激
主
義
に

は
、
罪
な
き
人
々
の
殺
害
を
正
当
だ
と
主
張
す
る
政
治
的
・
民
族

的
な
暴
力
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
暴
力
的
過
激
主

義
が
非
難
・
糾
弾
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
す
が
、
こ
こ
で
は
と

く
に
「
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
」
に
焦
点
を
当
て
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
は
た
ち
が
悪
く
、
広
が
り
を
見

仕
掛
け
、
サ
ダ
ト
と
そ
の
他
10
人
が
殺
害
さ
れ
た
の
で
す
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ジ
ャ
マ
ー
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
（
イ

ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
グ
ル
ー
プ
）
と
同
グ
ル
ー
プ
の
過
激
派
で
あ

る
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
機
構
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
し
た
。
博
士
は

サ
ダ
ト
大
統
領
暗
殺
計
画
と
全
国
の
警
察
署
襲
撃
に
加
わ
り
ま
し

た
。
何
百
人
も
の
民
間
人
と
警
察
官
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
要
す
る

に
、
ナ
ギ
ー
博
士
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
に
お
い
て
暴
力
を
説
き
勧

め
、
実
行
し
た
の
で
す
。
彼
は
自
分
が
神
の
業
を
な
し
て
い
る
と

信
じ
切
っ
て
お
り
、
自
分
の
信
仰
の
た
め
な
ら
死
ん
で
も
構
わ
な

い
と
本
気
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
逮
捕
さ
れ
、
テ
ロ
と
殺
人
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
転

覆
未
遂
で
有
罪
と
な
り
、
懲
役
25
年
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
獄
中
で
も
戦
闘
活
動
を
け
し
か
け
、
調
整
し
続

け
ま
し
た
。
博
士
と
仲
間
た
ち
は
、
世
界
中
で
新
た
に
出
現
し
て

い
た
若
い
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
士
の
間
で
英
雄
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
部
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
な
ど
、
ほ
か
の
場

所
で
同
様
の
暴
力
行
為
を
働
き
ま
し
た
。
こ
の
暴
力
的
な
聖
戦
士

運
動
は
、
ナ
ギ
ー
博
士
と
彼
の
同
僚
た
ち
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
た
の
で
す
。

実
際
に
、
私
の
友
人
で
、
ナ
ギ
ー
博
士
の
よ
う
な
ジ
ハ
ー
ド
過

激
派
の
起
訴
に
携
わ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
元
検
察
官
、
ア
ム
ル
・
ア

せ
て
い
ま
す
。
宗
教
関
連
の
敵
意
、
憎
悪
犯
罪
、
侮
辱
、
屈
辱
が

メ
デ
ィ
ア
で
増
幅
さ
れ
て
、
社
会
的
な
敵
意
を
あ
お
り
、
暴
力
的

な
宗
教
的
過
激
主
義
の
魅
力
を
い
や
が
う
え
に
も
強
め
る
と
い
う

「
悪
循
環
」
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主

義
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
社
会
的
な
敵
意
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
悪
循
環
は
暗
黒
の
落
と
し
穴
に
さ
ら
に
深
く
吸
い
込

ま
れ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
こ
の
暗
黒
の
落
と
し
穴
に
「
光
」
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

宗
教
が
解
決
に
貢
献
で
き
る
方
法
を
共
有
す
る
た
め
に
、
私
の

所
見
を
三
つ
に
分
け
て
述
べ
ま
す
。

ま
ず
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
ギ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
博
士
に
つ
い
て
お

基
調
講
演

　Ⅱ

暴
力
的
過
激
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話
し
し
ま
す
。

博
士
は
イ
ス
ラ
ー
ム
で
、
彼
の
話
は
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て

教
訓
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
暴
力
的
宗
教
的
過
激
主
義
の
「
原
動
力
」
に
焦
点
を

合
わ
せ
ま
す
。
原
動
力
と
は
人
を
暴
力
的
過
激
主
義
に
「
押
し
や

る
」
力
、
あ
る
い
は
「
引
き
込
む
」
力
で
す
。

第
三
に
、
多
宗
教
に
よ
る
「
積
極
的
」
な
平
和
の
表
明
が
新
た

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
積
極
的
」
な
平
和
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
暴
力
的
過
激
主
義
を

支
持
す
る
宗
教
の
悪
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
真

の
繁
栄
に
至
る
た
め
の
指
針
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。

一
、
ナ
ギ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
博
士
の
話

ナ
ギ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
博
士
の
話
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
エ
ジ

プ
ト
の
ア
ン
ワ
ル
・
サ
ダ
ト
大
統
領
の
こ
と
を
思
い
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
1
9
7
9
年
に
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
平
和

条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
士
グ
ル

ー
プ
は
、
こ
の
条
約
を
ひ
ど
い
裏
切
り
と
み
な
し
、
サ
ダ
ト
打
倒

を
企
み
ま
し
た
。
１
９
８
１
年
10
月
６
日
、
第
四
次
中
東
戦
争
で

エ
ジ
プ
ト
が
ス
エ
ズ
運
河
を
渡
河
し
た
日
を
記
念
し
て
、
カ
イ
ロ

で
戦
勝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
進
行
中
に
、
エ

ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
約
２
分
間
に
わ
た
っ
て
攻
撃
を

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
限
り
の
な
い
思
い
や
り
、
真
の
平
和
、
平

和
の
促
進
に
向
け
た
多
宗
教
間
の
協
力
に
対
す
る
仏
教
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

宗
教
は
暴
力
的
過
激
主
義
に
利
用
さ
れ
悪
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
し
な
い
、
過
激
な

宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
暴
力
で
す
。
暴
力
的
過
激
主
義
に

は
、
罪
な
き
人
々
の
殺
害
を
正
当
だ
と
主
張
す
る
政
治
的
・
民
族

的
な
暴
力
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
暴
力
的
過
激
主

義
が
非
難
・
糾
弾
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
す
が
、
こ
こ
で
は
と

く
に
「
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
」
に
焦
点
を
当
て
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
は
た
ち
が
悪
く
、
広
が
り
を
見

仕
掛
け
、
サ
ダ
ト
と
そ
の
他
10
人
が
殺
害
さ
れ
た
の
で
す
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ジ
ャ
マ
ー
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
（
イ

ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
グ
ル
ー
プ
）
と
同
グ
ル
ー
プ
の
過
激
派
で
あ

る
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
機
構
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
し
た
。
博
士
は

サ
ダ
ト
大
統
領
暗
殺
計
画
と
全
国
の
警
察
署
襲
撃
に
加
わ
り
ま
し

た
。
何
百
人
も
の
民
間
人
と
警
察
官
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
要
す
る

に
、
ナ
ギ
ー
博
士
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
に
お
い
て
暴
力
を
説
き
勧

め
、
実
行
し
た
の
で
す
。
彼
は
自
分
が
神
の
業
を
な
し
て
い
る
と

信
じ
切
っ
て
お
り
、
自
分
の
信
仰
の
た
め
な
ら
死
ん
で
も
構
わ
な

い
と
本
気
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
逮
捕
さ
れ
、
テ
ロ
と
殺
人
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
転

覆
未
遂
で
有
罪
と
な
り
、
懲
役
25
年
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
獄
中
で
も
戦
闘
活
動
を
け
し
か
け
、
調
整
し
続

け
ま
し
た
。
博
士
と
仲
間
た
ち
は
、
世
界
中
で
新
た
に
出
現
し
て

い
た
若
い
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
士
の
間
で
英
雄
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
部
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
な
ど
、
ほ
か
の
場

所
で
同
様
の
暴
力
行
為
を
働
き
ま
し
た
。
こ
の
暴
力
的
な
聖
戦
士

運
動
は
、
ナ
ギ
ー
博
士
と
彼
の
同
僚
た
ち
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
た
の
で
す
。

実
際
に
、
私
の
友
人
で
、
ナ
ギ
ー
博
士
の
よ
う
な
ジ
ハ
ー
ド
過

激
派
の
起
訴
に
携
わ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
元
検
察
官
、
ア
ム
ル
・
ア

せ
て
い
ま
す
。
宗
教
関
連
の
敵
意
、
憎
悪
犯
罪
、
侮
辱
、
屈
辱
が

メ
デ
ィ
ア
で
増
幅
さ
れ
て
、
社
会
的
な
敵
意
を
あ
お
り
、
暴
力
的

な
宗
教
的
過
激
主
義
の
魅
力
を
い
や
が
う
え
に
も
強
め
る
と
い
う

「
悪
循
環
」
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主

義
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
社
会
的
な
敵
意
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
悪
循
環
は
暗
黒
の
落
と
し
穴
に
さ
ら
に
深
く
吸
い
込

ま
れ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
こ
の
暗
黒
の
落
と
し
穴
に
「
光
」
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

宗
教
が
解
決
に
貢
献
で
き
る
方
法
を
共
有
す
る
た
め
に
、
私
の

所
見
を
三
つ
に
分
け
て
述
べ
ま
す
。

ま
ず
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
ギ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
博
士
に
つ
い
て
お

基
調
講
演
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ム
ル
・
ア
ブ
ダ
ラ
博
士
は
、
数
週
間
前
に
私
に
代
わ
っ
て
ナ
ギ
ー

博
士
に
連
絡
し
、
私
が
こ
こ
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
彼
の
話
を

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

二
、
暴
力
的
過
激
主
義
の
原
動
力

次
に
、
暴
力
的
過
激
主
義
の
「
原
動
力
」
と
呼
べ
る
要
因
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
こ
れ
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

㈠ 

　
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
原
動
力

暴
力
的
過
激
主
義
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
誤
っ
た

宗
教
解
釈
。
こ
れ
は
ナ
ギ
ー
博
士
の
話
で
例
に
挙
げ
た

「
教
義
的
」
原
動
力
で
、
正
し
く
な
い
歪
ん
だ
宗
教
的
解

説
・
解
釈
で
す
。
そ
の
実
態
を
暴
き
、
誤
っ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
、
信
頼
で
き
る
「
主
要
な
」
宗
教
的
解
説

と
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
主
要
な
」
宗
教

的
解
説
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
平
和
に
関
す
る
独

創
的
・
全
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
し
、
現
在
私
た
ち
が

人
間
の
尊
厳
の
尊
重
、
公
益
へ
の
関
心
、
暴
力
の
拒
絶

と
呼
ん
で
い
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

重
要
な
こ
と
に
は
、
ナ
ギ
ー
博
士
自
身
は
、
教
義
的 

　
　

修
正
だ
け
に
焦
点
を
当
て
て
も
効
果
が
な
く
、
暴
力
的

過
激
主
義
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
そ
の
他
の
要
因
に

ブ
ダ
ラ
博
士
は
、
投
獄
さ
れ
た
聖
戦
士
た
ち
が
自
分
た
ち
の
道
徳

的
優
越
性
を
明
ら
か
に
確
信
し
、
彼
の
よ
う
な
検
察
官
を
し
ば
し

ば
の
の
し
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
無
限
に
続
く
か
の
よ
う
な
獄
中
生
活
の
な
か

で
、
自
ら
の
信
仰
の
基
礎
を
さ
ら
に
深
く
探
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
予
期
せ
ぬ
宗
教
的
「
目
覚
め
」
を
も
た
ら
し
、

そ
の
結
果
、暴
力
に
関
し
て
驚
く
べ
き
「
転
換
」
あ
る
い
は
「
転
向
」

に
至
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
、
こ
れ
は
「
修
正
主
義
」
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
思
想
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
本
質
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
建
設
の
た
め
に
暴
力
に
訴
え
る
こ
と
は
ま
っ
た

く
も
っ
て
非
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
と
仲
間
た
ち
が
始
め
た
こ
の
修
正
は
後
年
、
よ
り

大
規
模
な
運
動
―
―
１
９
９
７
年
に
ア
ル
・
ジ
ャ
マ
ー
・
ア
ル
・

イ
ス
ラ
ミ
ヤ
、
２
０
０
７
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
機
構
―
―
に
よ

っ
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
展
開
で
す
が
、
ま
っ

た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
０
７
年
２
月
の
修
正
主
義
発
表
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦

士
の
指
揮
官
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
当
局
の
支
援
を
受
け
て
、
エ
ジ
プ

ト
の
刑
務
所
を
回
っ
て
信
奉
者
た
ち
と
会
談
し
て
い
ま
す
。
ナ
ギ

ー
博
士
は
、
自
分
と
仲
間
が
エ
ジ
プ
ト
各
地
の
刑
務
所
で
非
急
進

化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

 

㈡
　
社
会
経
済
的
原
動
力

基
本
的
人
権
の
広
範
囲
に
及
ぶ
侵
害
、
極
貧
、
上
昇

機
会
の
不
足
、
教
育
な
ど
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
政
府
の
能
力
の
欠
如
。
こ
れ
ら
の
悲
惨
な
状
況
と
暴

力
的
過
激
主
義
と
の
関
連
に
対
応
す
る
に
は
、
法
の
支

配
に
よ
っ
て
正
義
を
促
進
す
る
と
と
も
に
世
界
的
貧
困

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
々
を
暴
力
的
な
宗

教
的
過
激
主
義
に
「
押
し
や
る
」
可
能
性
の
あ
る
要
因
の

多
く
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈢
　
心
理
的
・
精
神
的
原
動
力

集
団
に
所
属
す
る
心
理
的
・
精
神
的
必
要
性
や
、
自

分
自
身
よ
り
大
き
い
も
の
の
一
部
に
な
り
た
い
と
い
う

願
望
な
ど
。
こ
の
原
動
力
は
多
く
の
場
合
、
人
々
を
暴

力
的
過
激
主
義
に
「
引
き
寄
せ
」
た
り
「
引
き
つ
け
」

た
り
し
、
暴
力
的
過
激
主
義
を
非
常
に
魅
惑
的
に
見
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
動
力
に
は
、
個
人

や
集
団
の
尊
厳
に
対
す
る
侮
辱
に
対
応
し
た
い
と
い
う

願
望
が
含
ま
れ
ま
す
。
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
の

心
理
的
魅
力
に
対
抗
す
る
に
は
、
有
意
義
な
生
活
を
築

は
約
２
万
人
の
若
い
聖
戦
士
の
暴
力
的
な
態
度
や
信
念
を
変
え
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
実
際
、
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
あ
と

再
び
暴
力
行
為
に
走
っ
た
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
過
激
派
の
み
な
ら
ず
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、イ
エ
メ
ン
、ヨ
ル
ダ
ン
、タ
ジ
ク
、マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
武
装
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
で
も
、
同
様
の
取
り
組

み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

要
す
る
に
修
正
主
義
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
に
お
い
て
暴
力

を
振
る
う
こ
と
に
熱
中
し
て
い
る
人
々
を
非
急
進
化
す
る
た
め
の

最
も
効
き
目
の
強
い
薬
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
修
正
主
義
に

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
に
お
け
る
暴
力
の
支
持
者
の
心
を
変
え
、

よ
り
多
く
の
若
い
イ
ス
ラ
ー
ム
が
暴
力
的
集
団
に
加
わ
る
こ
と
を

防
止
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
薬
の
出
所
は
イ
ス
ラ
ー
ム
自
体
の
「
薬
局
」
か
ら
直
接
処

方
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
点
を
普
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歴
史
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ど
の
宗
教
も
暴
力
的
過
激
主

義
に
冒
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
特
定
の
宗
教
の
名
に
お
い
て
暴
力

的
過
激
主
義
が
実
行
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
宗
教
の
信
者
は
自

ら
の
宗
教
の
中
で
過
激
主
義
と
い
う
病
の
解
毒
剤
を
探
す
の
が
賢

明
で
あ
る
こ
と
を
、
ナ
ギ
ー
博
士
の
話
は
示
唆
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ま
さ
に
私
た
ち
宗
教
団
体
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
友
人
で
あ
る
元
検
察
官
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ム
ル
・
ア
ブ
ダ
ラ
博
士
は
、
数
週
間
前
に
私
に
代
わ
っ
て
ナ
ギ
ー

博
士
に
連
絡
し
、
私
が
こ
こ
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
彼
の
話
を

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

二
、
暴
力
的
過
激
主
義
の
原
動
力

次
に
、
暴
力
的
過
激
主
義
の
「
原
動
力
」
と
呼
べ
る
要
因
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
こ
れ
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

㈠ 

　
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
原
動
力

暴
力
的
過
激
主
義
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
誤
っ
た

宗
教
解
釈
。
こ
れ
は
ナ
ギ
ー
博
士
の
話
で
例
に
挙
げ
た

「
教
義
的
」
原
動
力
で
、
正
し
く
な
い
歪
ん
だ
宗
教
的
解

説
・
解
釈
で
す
。
そ
の
実
態
を
暴
き
、
誤
っ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
、
信
頼
で
き
る
「
主
要
な
」
宗
教
的
解
説

と
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
主
要
な
」
宗
教

的
解
説
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
平
和
に
関
す
る
独

創
的
・
全
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
し
、
現
在
私
た
ち
が

人
間
の
尊
厳
の
尊
重
、
公
益
へ
の
関
心
、
暴
力
の
拒
絶

と
呼
ん
で
い
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

重
要
な
こ
と
に
は
、
ナ
ギ
ー
博
士
自
身
は
、
教
義
的 

　
　

修
正
だ
け
に
焦
点
を
当
て
て
も
効
果
が
な
く
、
暴
力
的

過
激
主
義
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
そ
の
他
の
要
因
に

ブ
ダ
ラ
博
士
は
、
投
獄
さ
れ
た
聖
戦
士
た
ち
が
自
分
た
ち
の
道
徳

的
優
越
性
を
明
ら
か
に
確
信
し
、
彼
の
よ
う
な
検
察
官
を
し
ば
し

ば
の
の
し
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
は
無
限
に
続
く
か
の
よ
う
な
獄
中
生
活
の
な
か

で
、
自
ら
の
信
仰
の
基
礎
を
さ
ら
に
深
く
探
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
予
期
せ
ぬ
宗
教
的
「
目
覚
め
」
を
も
た
ら
し
、

そ
の
結
果
、暴
力
に
関
し
て
驚
く
べ
き
「
転
換
」
あ
る
い
は
「
転
向
」

に
至
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
、
こ
れ
は
「
修
正
主
義
」
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
思
想
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
本
質
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
建
設
の
た
め
に
暴
力
に
訴
え
る
こ
と
は
ま
っ
た

く
も
っ
て
非
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
し
た
。

ナ
ギ
ー
博
士
と
仲
間
た
ち
が
始
め
た
こ
の
修
正
は
後
年
、
よ
り

大
規
模
な
運
動
―
―
１
９
９
７
年
に
ア
ル
・
ジ
ャ
マ
ー
・
ア
ル
・

イ
ス
ラ
ミ
ヤ
、
２
０
０
７
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
機
構
―
―
に
よ

っ
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
展
開
で
す
が
、
ま
っ

た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
０
７
年
２
月
の
修
正
主
義
発
表
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦

士
の
指
揮
官
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
当
局
の
支
援
を
受
け
て
、
エ
ジ
プ

ト
の
刑
務
所
を
回
っ
て
信
奉
者
た
ち
と
会
談
し
て
い
ま
す
。
ナ
ギ

ー
博
士
は
、
自
分
と
仲
間
が
エ
ジ
プ
ト
各
地
の
刑
務
所
で
非
急
進

化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

 

㈡
　
社
会
経
済
的
原
動
力

基
本
的
人
権
の
広
範
囲
に
及
ぶ
侵
害
、
極
貧
、
上
昇

機
会
の
不
足
、
教
育
な
ど
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
政
府
の
能
力
の
欠
如
。
こ
れ
ら
の
悲
惨
な
状
況
と
暴

力
的
過
激
主
義
と
の
関
連
に
対
応
す
る
に
は
、
法
の
支

配
に
よ
っ
て
正
義
を
促
進
す
る
と
と
も
に
世
界
的
貧
困

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
々
を
暴
力
的
な
宗

教
的
過
激
主
義
に
「
押
し
や
る
」
可
能
性
の
あ
る
要
因
の

多
く
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈢
　
心
理
的
・
精
神
的
原
動
力

集
団
に
所
属
す
る
心
理
的
・
精
神
的
必
要
性
や
、
自

分
自
身
よ
り
大
き
い
も
の
の
一
部
に
な
り
た
い
と
い
う

願
望
な
ど
。
こ
の
原
動
力
は
多
く
の
場
合
、
人
々
を
暴

力
的
過
激
主
義
に
「
引
き
寄
せ
」
た
り
「
引
き
つ
け
」

た
り
し
、
暴
力
的
過
激
主
義
を
非
常
に
魅
惑
的
に
見
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
動
力
に
は
、
個
人

や
集
団
の
尊
厳
に
対
す
る
侮
辱
に
対
応
し
た
い
と
い
う

願
望
が
含
ま
れ
ま
す
。
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
の

心
理
的
魅
力
に
対
抗
す
る
に
は
、
有
意
義
な
生
活
を
築

は
約
２
万
人
の
若
い
聖
戦
士
の
暴
力
的
な
態
度
や
信
念
を
変
え
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
実
際
、
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
あ
と

再
び
暴
力
行
為
に
走
っ
た
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
過
激
派
の
み
な
ら
ず
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、イ
エ
メ
ン
、ヨ
ル
ダ
ン
、タ
ジ
ク
、マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
武
装
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
で
も
、
同
様
の
取
り
組

み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

要
す
る
に
修
正
主
義
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
に
お
い
て
暴
力

を
振
る
う
こ
と
に
熱
中
し
て
い
る
人
々
を
非
急
進
化
す
る
た
め
の

最
も
効
き
目
の
強
い
薬
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
修
正
主
義
に

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
に
お
け
る
暴
力
の
支
持
者
の
心
を
変
え
、

よ
り
多
く
の
若
い
イ
ス
ラ
ー
ム
が
暴
力
的
集
団
に
加
わ
る
こ
と
を

防
止
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
薬
の
出
所
は
イ
ス
ラ
ー
ム
自
体
の
「
薬
局
」
か
ら
直
接
処

方
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
点
を
普
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歴
史
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ど
の
宗
教
も
暴
力
的
過
激
主

義
に
冒
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
特
定
の
宗
教
の
名
に
お
い
て
暴
力

的
過
激
主
義
が
実
行
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
宗
教
の
信
者
は
自

ら
の
宗
教
の
中
で
過
激
主
義
と
い
う
病
の
解
毒
剤
を
探
す
の
が
賢

明
で
あ
る
こ
と
を
、
ナ
ギ
ー
博
士
の
話
は
示
唆
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ま
さ
に
私
た
ち
宗
教
団
体
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
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し
て
い
る
点
で
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
お
互
い
が
、
そ
し
て

社
会
が
癒
え
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
う
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
９
９
９
年
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
共
生
」
で
す
。
こ
の
会
議

で
は
、
す
べ
て
の
社
会
で
「
利
他
」
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
に

焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
に
こ
こ
京
都
で
開
催
さ
れ
た

注
目
す
べ
き
会
議
で
は
「
共
通
の
安
全
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
あ

の
会
議
で
は
、
私
た
ち
を
他
者
の
危
険
か
ら
切
り
離
せ
る
ほ
ど
高

い
壁
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
全
員
の
「
安

全
」
は
、私
た
ち
の
中
で
最
も
危
険
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

と
同
じ
水
準
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
安
全
は
私
の
安
全

で
あ
り
、
私
の
安
全
は
あ
な
た
の
安
全
な
の
で
す
。
つ
い
最
近
の

２
０
１
３
年
会
議
で
は
―
―
過
去
の
会
議
を
足
場
に
―
―
積
極
的

平
和
を
「
共
通
の
幸
福
」
の
状
態
と
呼
び
ま
し
た
。

共
通
の
幸
福
は
、
こ
の
会
議
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
人
に
、
す
べ
て
の
側
面
―
―
文
化
、
社
会
、
経
済
、
政

治
、
感
情
、
知
性
、
美
学
、
宗
教
―
―
で
自
分
の
個
人
の
尊
厳
を

広
げ
る
よ
う
促
す
、
内
な
る
「
呼
び
か
け
」
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
間
が
所
有
や
蓄
積
に
で
は
な
く
、
存
在
や

生
成
に
意
味
を
見
い
だ
す
と
い
う
宗
教
的
な
考
え
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

同
時
に
共
通
の
幸
福
に
は
、
個
人
的
な
発
展
に
対
す
る
呼
び
か

く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
長
年
の
不
公
正
に
取
り
組
ん
だ
り
、
利

他
に
貢
献
し
た
り
す
る
真
の
方
法
を
示
す
の
で
す
。
と

く
に
、
人
々
は
意
義
と
目
的
を
求
め
て
お
り
、
自
ら
を

犠
牲
に
し
て
他
者
を
助
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深

い
自
己
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
の
い
わ
ゆ
る

「
原
動
力
」
教
義
的
、
社
会
経
済
的
お
よ
び
心
理
的
・
精
神
的
の

そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
分
析
し
、
宗
教
団
体
、
政
府
そ
の
他
の
関
連

部
門
が
投
入
す
る
能
力
や
資
源
に
よ
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

〉

多
宗
教
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
〉

政
府
と
市
民
社
会
は
、
社
会
経
済
的
原
動
力
お
よ
び
心
理
精
神

的
原
動
力
に
取
り
組
む
う
え
で
重
要
な
活
動
主
体
に
な
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
多
宗
教
的
な
対
応
が
特
に
有
用
で
す
。
多
様
な
宗

教
団
体
が
宗
教
上
の
相
違
を
尊
重
し
た
り
、
共
通
の
関
心
事
を
共

有
し
た
り
具
体
的
行
動
に
一
緒
に
取
り
組
む
意
思
が
あ
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
連
帯
を
構
築
し
、
宗
教
的
「
他
者
」
を

敵
で
は
な
く
精
神
的
な
味
方
と
認
識
で
き
る
で
し
ょ
う
。

け
は
自
然
界
の
尊
重
・
保
護
を
含
む
「
利
他
」
を
促
進
す
る
義
務

と
直
接
関
係
し
て
い
る
、
と
い
う
確
信
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
会

議
は
、
人
間
は
利
己
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
超
え
て
連
帯
を
目
指
し
、

紛
争
を
超
え
て
協
力
を
目
指
す
と
い
う
信
念
を
共
有
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
間
は
他
者
と
の
思
い
や
り
の
あ
る
関
係
を
通
し
て
本

当
の
意
味
を
見
い
だ
し
、
最
終
的
に
万
人
は
ひ
と
り
に
、
ひ
と
り

は
万
人
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
各
人
が
他
者
へ

の
貢
献
を
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
今
度
は
各
人
が
他
者
に
支
え

ら
れ
る
の
で
す
。

人
間
の
尊
厳
を
広
げ
る
と
同
時
に
利
他
へ
の
実
践
を
促
進
す

る
相
互
関
係
は
、
時
間
を
超
え
て
広
が
っ
て
お
り
、
環
境
と
調
和

し
た
生
活
へ
の
関
心
を
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人

的
な
美
徳
と
社
会
的
な
美
徳
の
両
方
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
美
徳
は
人
類
の
繁
栄
に
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

共
通
の
幸
福
は
、
文
化
、
政
治
、
経
済
お
よ
び
社
会
シ
ス
テ
ム

が
相
対
的
な
妥
当
性
を
評
価
す
る
枠
組
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
、
人
間
の
尊
厳
の
拡
大
と
利
他
行
へ
の
促

進
と
の
深
い
相
互
関
係
を
阻
む
な
ら
ば
、
改
革
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、「
共
通
の
幸
福
」
は
、
理
想
主
義
的
な
夢
、
慰
め
と

な
る
虚
構
に
す
ぎ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
宗
教
的
な
考

え
は
、
人
間
の
誤
り
を
認
め
る
こ
と
に
関
し
て
か
な
り
具
体
的
で

三
、
共
通
の
幸
福
：
平
和
に
関
す
る
新
た
な
多
宗
教
的
ビ
ジ
ョ
ン

ど
の
宗
教
も
、
平
和
と
は
個
人
や
社
会
が
繁
栄
す
る
こ
と
で
あ

り
、
単
な
る
暴
力
的
紛
争
が
な
い
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
状

態
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
厳
し
い
矛
盾
、
ひ
ど
い
個
人
的
失
敗
、
人
間
と

し
て
の
経
験
を
傷
つ
け
る
残
酷
な
社
会
的
疎
外
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
で
す
。
闇
に
照
ら
し
て
初
め
て
、
平
和
に
対
す
る
「
脅
威
」

が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

こ
こ
で
、
平
和
に
関
す
る
共
通
の
多
宗
教
的
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る

の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
答
え
は
「
イ
エ
ス
」
で
す
。

こ
れ
は
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
で
数
十
年
に
わ
た

っ
て
発
展
し
続
け
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
は
、
1
9
7
0
年
に
こ
こ
京
都
を
皮
切
り
に
５

～
７
年
ご
と
に
世
界
会
議
を
開
催
、
最
大
千
人
の
宗
教
指
導
者
が

世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
平
和
の
共
通
の
「
積
極
的
」
要
素
や
平
和

に
対
す
る
共
通
の
「
脅
威
」
を
慎
重
に
見
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

平
和
の
要
素
に
関
し
て
は
、
１
９
９
４
年
の
会
議
の
テ
ー
マ
が

「
共
通
の
癒
し
」
で
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
問
題
を
深
く
考
え
れ
ば

「
被
害
者
」
と
「
加
害
者
」
の
両
方
が
傷
つ
い
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
傷
と
い
う
の
は
実
は
常
に
「
双
方
向
的
」
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
全
員
が
癒
し
を
必
要
と
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し
て
い
る
点
で
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
お
互
い
が
、
そ
し
て

社
会
が
癒
え
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
う
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
９
９
９
年
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
共
生
」
で
す
。
こ
の
会
議

で
は
、
す
べ
て
の
社
会
で
「
利
他
」
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
に

焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
に
こ
こ
京
都
で
開
催
さ
れ
た

注
目
す
べ
き
会
議
で
は
「
共
通
の
安
全
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
あ

の
会
議
で
は
、
私
た
ち
を
他
者
の
危
険
か
ら
切
り
離
せ
る
ほ
ど
高

い
壁
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
全
員
の
「
安

全
」
は
、私
た
ち
の
中
で
最
も
危
険
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

と
同
じ
水
準
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
安
全
は
私
の
安
全

で
あ
り
、
私
の
安
全
は
あ
な
た
の
安
全
な
の
で
す
。
つ
い
最
近
の

２
０
１
３
年
会
議
で
は
―
―
過
去
の
会
議
を
足
場
に
―
―
積
極
的

平
和
を
「
共
通
の
幸
福
」
の
状
態
と
呼
び
ま
し
た
。

共
通
の
幸
福
は
、
こ
の
会
議
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
人
に
、
す
べ
て
の
側
面
―
―
文
化
、
社
会
、
経
済
、
政

治
、
感
情
、
知
性
、
美
学
、
宗
教
―
―
で
自
分
の
個
人
の
尊
厳
を

広
げ
る
よ
う
促
す
、
内
な
る
「
呼
び
か
け
」
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
間
が
所
有
や
蓄
積
に
で
は
な
く
、
存
在
や

生
成
に
意
味
を
見
い
だ
す
と
い
う
宗
教
的
な
考
え
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

同
時
に
共
通
の
幸
福
に
は
、
個
人
的
な
発
展
に
対
す
る
呼
び
か

く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
長
年
の
不
公
正
に
取
り
組
ん
だ
り
、
利

他
に
貢
献
し
た
り
す
る
真
の
方
法
を
示
す
の
で
す
。
と

く
に
、
人
々
は
意
義
と
目
的
を
求
め
て
お
り
、
自
ら
を

犠
牲
に
し
て
他
者
を
助
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深

い
自
己
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
の
い
わ
ゆ
る

「
原
動
力
」
教
義
的
、
社
会
経
済
的
お
よ
び
心
理
的
・
精
神
的
の

そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
分
析
し
、
宗
教
団
体
、
政
府
そ
の
他
の
関
連

部
門
が
投
入
す
る
能
力
や
資
源
に
よ
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

〉

多
宗
教
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
〉

政
府
と
市
民
社
会
は
、
社
会
経
済
的
原
動
力
お
よ
び
心
理
精
神

的
原
動
力
に
取
り
組
む
う
え
で
重
要
な
活
動
主
体
に
な
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
多
宗
教
的
な
対
応
が
特
に
有
用
で
す
。
多
様
な
宗

教
団
体
が
宗
教
上
の
相
違
を
尊
重
し
た
り
、
共
通
の
関
心
事
を
共

有
し
た
り
具
体
的
行
動
に
一
緒
に
取
り
組
む
意
思
が
あ
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
連
帯
を
構
築
し
、
宗
教
的
「
他
者
」
を

敵
で
は
な
く
精
神
的
な
味
方
と
認
識
で
き
る
で
し
ょ
う
。

け
は
自
然
界
の
尊
重
・
保
護
を
含
む
「
利
他
」
を
促
進
す
る
義
務

と
直
接
関
係
し
て
い
る
、
と
い
う
確
信
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
会

議
は
、
人
間
は
利
己
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
超
え
て
連
帯
を
目
指
し
、

紛
争
を
超
え
て
協
力
を
目
指
す
と
い
う
信
念
を
共
有
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
間
は
他
者
と
の
思
い
や
り
の
あ
る
関
係
を
通
し
て
本

当
の
意
味
を
見
い
だ
し
、
最
終
的
に
万
人
は
ひ
と
り
に
、
ひ
と
り

は
万
人
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
各
人
が
他
者
へ

の
貢
献
を
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
今
度
は
各
人
が
他
者
に
支
え

ら
れ
る
の
で
す
。

人
間
の
尊
厳
を
広
げ
る
と
同
時
に
利
他
へ
の
実
践
を
促
進
す

る
相
互
関
係
は
、
時
間
を
超
え
て
広
が
っ
て
お
り
、
環
境
と
調
和

し
た
生
活
へ
の
関
心
を
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人

的
な
美
徳
と
社
会
的
な
美
徳
の
両
方
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
美
徳
は
人
類
の
繁
栄
に
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

共
通
の
幸
福
は
、
文
化
、
政
治
、
経
済
お
よ
び
社
会
シ
ス
テ
ム

が
相
対
的
な
妥
当
性
を
評
価
す
る
枠
組
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
、
人
間
の
尊
厳
の
拡
大
と
利
他
行
へ
の
促

進
と
の
深
い
相
互
関
係
を
阻
む
な
ら
ば
、
改
革
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、「
共
通
の
幸
福
」
は
、
理
想
主
義
的
な
夢
、
慰
め
と

な
る
虚
構
に
す
ぎ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
宗
教
的
な
考

え
は
、
人
間
の
誤
り
を
認
め
る
こ
と
に
関
し
て
か
な
り
具
体
的
で

三
、
共
通
の
幸
福
：
平
和
に
関
す
る
新
た
な
多
宗
教
的
ビ
ジ
ョ
ン

ど
の
宗
教
も
、
平
和
と
は
個
人
や
社
会
が
繁
栄
す
る
こ
と
で
あ

り
、
単
な
る
暴
力
的
紛
争
が
な
い
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
状

態
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
厳
し
い
矛
盾
、
ひ
ど
い
個
人
的
失
敗
、
人
間
と

し
て
の
経
験
を
傷
つ
け
る
残
酷
な
社
会
的
疎
外
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
で
す
。
闇
に
照
ら
し
て
初
め
て
、
平
和
に
対
す
る
「
脅
威
」

が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

こ
こ
で
、
平
和
に
関
す
る
共
通
の
多
宗
教
的
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る

の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
答
え
は
「
イ
エ
ス
」
で
す
。

こ
れ
は
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
で
数
十
年
に
わ
た

っ
て
発
展
し
続
け
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
は
、
1
9
7
0
年
に
こ
こ
京
都
を
皮
切
り
に
５

～
７
年
ご
と
に
世
界
会
議
を
開
催
、
最
大
千
人
の
宗
教
指
導
者
が

世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
平
和
の
共
通
の
「
積
極
的
」
要
素
や
平
和

に
対
す
る
共
通
の
「
脅
威
」
を
慎
重
に
見
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

平
和
の
要
素
に
関
し
て
は
、
１
９
９
４
年
の
会
議
の
テ
ー
マ
が

「
共
通
の
癒
し
」
で
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
問
題
を
深
く
考
え
れ
ば

「
被
害
者
」
と
「
加
害
者
」
の
両
方
が
傷
つ
い
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
傷
と
い
う
の
は
実
は
常
に
「
双
方
向
的
」
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
全
員
が
癒
し
を
必
要
と
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す
。
宗
教
的
な
考
え
は
、
人
間
の
尊
厳
が
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
侵

害
さ
れ
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
が
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
な
利
己

的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
頻
繁
に
骨
抜
き
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
傷
に
対
応
し
、
宗
教
的
な
考
え
方
は
、
他
者
の
幸
福

の
た
め
に
自
己
犠
牲
を
払
い
、
平
和
の
た
め
に
無
実
の
苦
し
み
に

耐
え
、
善
を
も
っ
て
悪
に
報
い
、
許
し
を
与
え
、
普
遍
的
な
愛
情

や
思
い
や
り
を
示
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
非
常
に
貴
重

な
精
神
的
美
徳
は
、
傷
付
け
ら
れ
た
人
間
の
尊
厳
を
強
力
に
回
復

さ
せ
、
大
き
く
損
な
わ
れ
た
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
を
強
く
拒
絶
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
に
過
激
主
義
を
治
療
す
る
独
自
の
薬

局
が
あ
る
こ
と
を
示
す
、
ナ
ギ
ー
博
士
の
よ
う
な
人
々
の
身
上
話

に
心
か
ら
励
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
第
二
に
、
暴
力
的
過

激
主
義
が
ど
う
し
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
の
か
？

　
そ
の
社
会
経
済

的
原
動
力
お
よ
び
心
理
精
神
的
原
動
力
を
深
く
理
解
し
、
そ
れ
ら

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
三
に
、
今
日
の
宗
教
は
、
人

間
の
尊
厳
の
拡
大
と
利
他
行
を
結
び
つ
け
る
、
共
通
の
平
和
と
い

う
新
た
な
概
念
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
い
わ

ゆ
る
政
治
社
会
の
積
極
的
要
素
を
確
認
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
超

え
る
も
の
を
指
し
示
し
て
も
い
ま
す
。

「
現
代
」
政
治
社
会
の
主
要
な
美
徳
が
「
寛
容
」
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
共
通
の
幸
福
は
寛
容
の
価
値
を
認
め
る
と
同
時
に
、
そ
れ

を
超
え
て
さ
ら
に
深
い
組
織
力
を
持
つ
美
徳
の
達
成
も
要
求
し
ま

す
。
宗
教
は
私
た
ち
に
「
連
帯
」
を
求
め
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に

深
く
包
括
的
な
連
帯
で
す
。
あ
な
た
の
「
幸
福
」
は
私
の
幸
福
で

も
あ
り
、
同
時
に
私
の
「
幸
福
」
は
あ
な
た
の
幸
福
で
も
あ
る
の

で
す
。
各
人
は
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、
共
同
体
に
全
面
的
に
依
存

し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
深
い
思
い
や

り
に
よ
っ
て
、
狭
量
で
利
己
的
な
自
己
の
監
獄
を
「
超
え
る
」
こ

と
で
、
存
在
の
最
も
深
い
喜
び
を
味
わ
い
ま
す
。
誰
も
が
傷
つ
い

て
い
る
こ
と
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
宗
教
が
自
己
を
無

に
す
る
配
慮
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち
を
癒
し
、
回
復

さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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す
。
宗
教
的
な
考
え
は
、
人
間
の
尊
厳
が
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
侵

害
さ
れ
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
が
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
な
利
己

的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
頻
繁
に
骨
抜
き
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
傷
に
対
応
し
、
宗
教
的
な
考
え
方
は
、
他
者
の
幸
福

の
た
め
に
自
己
犠
牲
を
払
い
、
平
和
の
た
め
に
無
実
の
苦
し
み
に

耐
え
、
善
を
も
っ
て
悪
に
報
い
、
許
し
を
与
え
、
普
遍
的
な
愛
情

や
思
い
や
り
を
示
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
非
常
に
貴
重

な
精
神
的
美
徳
は
、
傷
付
け
ら
れ
た
人
間
の
尊
厳
を
強
力
に
回
復

さ
せ
、
大
き
く
損
な
わ
れ
た
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
暴
力
的
な
宗
教
的
過
激
主
義
を
強
く
拒
絶
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
に
過
激
主
義
を
治
療
す
る
独
自
の
薬

局
が
あ
る
こ
と
を
示
す
、
ナ
ギ
ー
博
士
の
よ
う
な
人
々
の
身
上
話

に
心
か
ら
励
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
第
二
に
、
暴
力
的
過

激
主
義
が
ど
う
し
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
の
か
？

　
そ
の
社
会
経
済

的
原
動
力
お
よ
び
心
理
精
神
的
原
動
力
を
深
く
理
解
し
、
そ
れ
ら

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
三
に
、
今
日
の
宗
教
は
、
人

間
の
尊
厳
の
拡
大
と
利
他
行
を
結
び
つ
け
る
、
共
通
の
平
和
と
い

う
新
た
な
概
念
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
い
わ

ゆ
る
政
治
社
会
の
積
極
的
要
素
を
確
認
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
超

え
る
も
の
を
指
し
示
し
て
も
い
ま
す
。

「
現
代
」
政
治
社
会
の
主
要
な
美
徳
が
「
寛
容
」
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
共
通
の
幸
福
は
寛
容
の
価
値
を
認
め
る
と
同
時
に
、
そ
れ

を
超
え
て
さ
ら
に
深
い
組
織
力
を
持
つ
美
徳
の
達
成
も
要
求
し
ま

す
。
宗
教
は
私
た
ち
に
「
連
帯
」
を
求
め
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に

深
く
包
括
的
な
連
帯
で
す
。
あ
な
た
の
「
幸
福
」
は
私
の
幸
福
で

も
あ
り
、
同
時
に
私
の
「
幸
福
」
は
あ
な
た
の
幸
福
で
も
あ
る
の

で
す
。
各
人
は
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、
共
同
体
に
全
面
的
に
依
存

し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
深
い
思
い
や

り
に
よ
っ
て
、
狭
量
で
利
己
的
な
自
己
の
監
獄
を
「
超
え
る
」
こ

と
で
、
存
在
の
最
も
深
い
喜
び
を
味
わ
い
ま
す
。
誰
も
が
傷
つ
い

て
い
る
こ
と
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
宗
教
が
自
己
を
無

に
す
る
配
慮
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち
を
癒
し
、
回
復

さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

基調講演Ⅱ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ロ
と
宗
教

─
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は
ど
う
立
ち
向
か
う
か
─x

平
成
29
年
８
月
３
日
（
木
）
国
立
京
都
国
際
会
館

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
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シンポジウム

宮
下
（
進
行
役
）　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め

ま
す
。

　
私
は
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事

務
次
長
の
宮
下
亮
平
と
申
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
テ
ロ
と
宗
教

～
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は

ど
う
立
ち
向
か
う
か
～
」
で
あ
り

ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事
務
局
顧
問
で

あ
り
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
理
事

長
の
杉
谷
義
純
先
生
に
お
つ
と
め
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
杉
谷
先
生
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

杉
谷
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

　
た
だ
今
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
杉
谷
義
純
で
す
。

こ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
テ
ー
マ
に
つ
い

て
は
司
会
者
の
方
か
ら
ご

紹
介
し
た
と
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
宗
教
を
並
べ
ま
す
と
、
そ
の
目
的
と
手
段
は

ま
っ
た
く
正
反
対
の
存
在
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
テ
ロ
リ

ズ
ム
、
す
な
わ
ち
暴
力
的
過
激
主
義
イ
コ
ー
ル
宗
教
的
暴
力
過
激

主
義
と
一
般
人
に
う
け
と
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ

り
、
ま
た
宗
教
者
と
し
て
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
テ
ロ
は
た
び
た
び
、
あ
ち
こ
ち
で
引
き
起
こ
さ
れ
人
々

に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
各
地
で
の
テ
ロ
を

冷
静
に
分
析
し
ま
す
と
、
そ
の
背
景
に
は
そ
う
単
純
に
決
め
き
れ

な
い
、
様
々
な
要
素
が
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　
宗
教
的
過
激
主
義
と
い
わ
れ
る
テ
ロ
に
つ
い
て
、
宗
教
者
は
ど

う
考
え
、
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
ゆ
く
の
が
よ
い

の
か
。

　
本
日
は
、
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
、
仏
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
等
の
世
界
的
な
宗
教
指
導
者
が
お
集
ま
り
で
す
。
そ
の
先
生

方
に
単
に
現
象
的
な
も
の
で
な
く
、
宗
教
教
義
的
、
哲
学
的
な
解

明
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と

る
の
が
よ
い
の
か
、
そ
う
い
う
面
ま
で
踏
み
込
ん
だ
ご
意
見
を
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
存
じ
ま
す
。
時
間
に
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
最
初
に
お
一
人
10
分
程
度
の
見
解
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
時
間
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
補
足
を
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
最
初
に
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願

進
行
役
…
…
…
…
…
…
宮
下
亮
平
師

　

              

　
　
　
　  

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事
務
次
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　杉
谷
義
純
師

　

                           

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事
務
局
顧
問

パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ア
ブ
ド
ル
・
ア
ジ
ー
ズ
・
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
師

　

    

世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
顧
問
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）

ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
ユ
ソ
・
ギ
ク
ソ
ッ
ト
師

　

    

ロ
ー
マ
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話 

評
議
会
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
次
官
（
キ
リ
ス
ト
教
）

デ
ビ
ッ
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
師  

　

 

米
国
ユ
ダ
ヤ
人
協
会 

諸
宗
教
対
話
部
長
（
ユ
ダ
ヤ
教
）

ベ
ラ
ン
ウ
ィ
ラ
・
ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
師

　

    
ス
リ
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
学
長
（
仏
教
）

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
師

　       
    

ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
フ
ラ
ン
ス
府
主
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）

ム
ス
タ
フ
ァ
―
・
ツ
ェ
リ
ッ
チ
師

　

    

前
ボ
ス
ニ
ア
イ
ス
ラ
ム
共
同
体
最
高
指
導
者
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）

フ
ァ
イ
サ
ル
・
ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ハ
マ
ン
・
ビ
ン
・
ム
ア
ン
マ
ー
ル
師

　

    

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
事
務
総
長
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
：
テ
ロ
と
宗
教
～
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は
ど
う
立
ち
向
か
う
か
～

66　67



シンポジウム

宮
下
（
進
行
役
）　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め

ま
す
。

　
私
は
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事

務
次
長
の
宮
下
亮
平
と
申
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
テ
ロ
と
宗
教

～
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は

ど
う
立
ち
向
か
う
か
～
」
で
あ
り

ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事
務
局
顧
問
で

あ
り
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
理
事

長
の
杉
谷
義
純
先
生
に
お
つ
と
め
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
杉
谷
先
生
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

杉
谷
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

　
た
だ
今
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
杉
谷
義
純
で
す
。

こ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
テ
ー
マ
に
つ
い

て
は
司
会
者
の
方
か
ら
ご

紹
介
し
た
と
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
宗
教
を
並
べ
ま
す
と
、
そ
の
目
的
と
手
段
は

ま
っ
た
く
正
反
対
の
存
在
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
テ
ロ
リ

ズ
ム
、
す
な
わ
ち
暴
力
的
過
激
主
義
イ
コ
ー
ル
宗
教
的
暴
力
過
激

主
義
と
一
般
人
に
う
け
と
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ

り
、
ま
た
宗
教
者
と
し
て
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
テ
ロ
は
た
び
た
び
、
あ
ち
こ
ち
で
引
き
起
こ
さ
れ
人
々

に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
各
地
で
の
テ
ロ
を

冷
静
に
分
析
し
ま
す
と
、
そ
の
背
景
に
は
そ
う
単
純
に
決
め
き
れ

な
い
、
様
々
な
要
素
が
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　
宗
教
的
過
激
主
義
と
い
わ
れ
る
テ
ロ
に
つ
い
て
、
宗
教
者
は
ど

う
考
え
、
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
ゆ
く
の
が
よ
い

の
か
。

　
本
日
は
、
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
、
仏
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
等
の
世
界
的
な
宗
教
指
導
者
が
お
集
ま
り
で
す
。
そ
の
先
生

方
に
単
に
現
象
的
な
も
の
で
な
く
、
宗
教
教
義
的
、
哲
学
的
な
解

明
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と

る
の
が
よ
い
の
か
、
そ
う
い
う
面
ま
で
踏
み
込
ん
だ
ご
意
見
を
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
存
じ
ま
す
。
時
間
に
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
最
初
に
お
一
人
10
分
程
度
の
見
解
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
時
間
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
補
足
を
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
最
初
に
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願

進
行
役
…
…
…
…
…
…
宮
下
亮
平
師

　

              

　
　
　
　  

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事
務
次
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　杉
谷
義
純
師

　

                           

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
事
務
局
顧
問

パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ア
ブ
ド
ル
・
ア
ジ
ー
ズ
・
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
師

　

    

世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
顧
問
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）

ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
ユ
ソ
・
ギ
ク
ソ
ッ
ト
師

　

    

ロ
ー
マ
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話 

評
議
会
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
次
官
（
キ
リ
ス
ト
教
）

デ
ビ
ッ
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
師  

　

 

米
国
ユ
ダ
ヤ
人
協
会 

諸
宗
教
対
話
部
長
（
ユ
ダ
ヤ
教
）

ベ
ラ
ン
ウ
ィ
ラ
・
ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
師

　

    

ス
リ
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
学
長
（
仏
教
）

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
師

　       
    

ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
フ
ラ
ン
ス
府
主
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）

ム
ス
タ
フ
ァ
―
・
ツ
ェ
リ
ッ
チ
師

　

    

前
ボ
ス
ニ
ア
イ
ス
ラ
ム
共
同
体
最
高
指
導
者
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）

フ
ァ
イ
サ
ル
・
ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ハ
マ
ン
・
ビ
ン
・
ム
ア
ン
マ
ー
ル
師

　

    

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
事
務
総
長
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
：
テ
ロ
と
宗
教
～
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は
ど
う
立
ち
向
か
う
か
～

66　67



意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
酒
を
飲
ま
ず
、
勉
強
し
よ
う
と
努
力
す
る
、
そ
れ
が
ジ
ハ
ー
ド

で
す
。
戦
争
と
は
関
係
な
い
、
が
ん
ば
っ
て
我
慢
し
て
正
し
い
人

間
に
な
ろ
う
と
い
う
の
が
ジ
ハ
ー
ド
で
す
。
そ
れ
を
理
解
し
て
ほ

し
い
の
で
す
。
天
台
宗
は
じ
め
他
宗
教
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
テ
ロ
は
宗
教
と
は
直
接
関

係
な
い
の
だ
、
ジ
ハ
ー
ド
と
は
お
互
い
よ
く
努
力
し
て
理
解
す
る

意
味
な
の
だ
、
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
ギ
ク
ソ
ッ
ト
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

ギ
ク
ソ
ッ
ト
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
第
30
回
比
叡
山
宗
教
サ

ミ
ッ
ト
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、
日
本
宗

教
代
表
者
会
議
の
皆
様
に

感
謝
の
意
を
表
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
ど
ん
な
地
域
や
場
所
の
人
々
も
平
和
と
対
話
の
真

の
促
進
者
に
な
り
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
テ
ロ
と
宗
教
─
─
信

い
し
ま
す
。

ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
　

　
私
は
１
９
８
０
年
に
日

本
に
留
学
し
、
早
稲
田
大

学
に
通
い
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
早
稲
田
大
学
大

学
院
で
博
士
号
を
と
り
、

い
っ
た
ん
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
に
戻
り
ま
し
た
。
私
は

も
と
も
と
平
和
関
係
の
仕
事
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

当
時
、
日
本
に
と
っ
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
ま
だ
ま
だ
石
油
の
国

で
あ
り
、
砂
漠
の
国
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
勉
強

し
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
私
は
世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
57
国
の
代
表
と
し
て
（
代

表
代
理
で
す
が
）の
立
場
で
お
話
し
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は「
テ
ロ
と
宗
教
」で
す
が
、テ
ロ
と
宗
教
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
宗
教
の
名
を
使
っ
て
こ
れ
ま

で
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
世
界
イ
ス
ー
ラ
ム
連
盟
の
考
え
方
は
、
こ
の
世
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
来
世
の
こ
と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
宗
教
は
と

て
も
大
事
だ
と
い
う
立
場
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
テ
ロ
に
対
し
て「
あ

仰
心
の
あ
る
人
々
は
、
ど
う
す
れ
ば
暴
力
的
過
激
主
義
と
の
闘
い

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
、
皆
様
に
ご
考
察
い

た
だ
く
た
め
に
い
く
つ
か
の
要
点
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
本
日
、
私
た
ち
は
ア
ッ
シ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
宗
教
者
平
和

の
祈
り
の
集
い
の
30
周
年
記
念
か
ら
ほ
ぼ
１
年
後
に
、
こ
こ
に
こ

う
し
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
１
年
前
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

ま
し
た
。

　「
私
た
ち
は
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
、
世

界
に
は
深
刻
な
平
和
へ
の
渇
望
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
国
で
、人
々

が
戦
争
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
戦
争
は
常
に
苦
し
み
や
貧
困
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

（
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集

い
、
ア
ッ
シ
ジ
、
２
０
１
６
年
９
月
20
日
）

　
ど
う
す
れ
ば
紛
争
や
戦
争
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
対
話
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
対
話
な
く
し
て
世
界
に

平
和
は
存
在
し
得
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
人
類

の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
宗
教
信
者
の
あ
い
だ
で
は
特
に
言

え
る
こ
と
で
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
、
正
義
、
平
和
、
友
愛
、
繁
栄
の
世
界
の
構

れ
は
、
わ
れ
わ
れ
と
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
も
、
そ
の
対
策
を

一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
人
口

は
15
億
7
千
万
人
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
テ
ロ
を
や
っ
て
い
る
の

は
わ
ず
か
の
人
で
す
。
だ
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
テ
ロ
と
は
関
係

な
い
、
宗
教
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
専
門
の
人
は
理
解
し
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
テ
ロ
を
イ
ス
ラ
ー
ム
と
結
び
つ
け
る
が
ゆ
え
に
、
最

近
は
我
々
の
社
会
、
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

　
我
々
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
を
尊
敬
し
共
存
共
栄

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
誤
解
を
受
け
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
誤
解
を
払
拭
す
る
た
め
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
回
、
天
台
宗
の
お
か
げ
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
点
は
、
今
後
、
何
を
ど
う
す
る
べ
き
か
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
我
々
も
参
加
で
き
ま

す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
を
名
乗
っ
て
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
と
関
係
な
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
世
界
が
知
る
た
め

に
、
我
々
も
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
来

年
、
そ
の
た
め
の
会
議
を
開
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。宗
教
と
テ
ロ
は
関
係
な
い
。テ
ロ
は
テ
ロ
で
す
。

　
ジ
ハ
ー
ド
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ハ
ー
ド
は
今
、
悪
い
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意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
酒
を
飲
ま
ず
、
勉
強
し
よ
う
と
努
力
す
る
、
そ
れ
が
ジ
ハ
ー
ド

で
す
。
戦
争
と
は
関
係
な
い
、
が
ん
ば
っ
て
我
慢
し
て
正
し
い
人

間
に
な
ろ
う
と
い
う
の
が
ジ
ハ
ー
ド
で
す
。
そ
れ
を
理
解
し
て
ほ

し
い
の
で
す
。
天
台
宗
は
じ
め
他
宗
教
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
テ
ロ
は
宗
教
と
は
直
接
関

係
な
い
の
だ
、
ジ
ハ
ー
ド
と
は
お
互
い
よ
く
努
力
し
て
理
解
す
る

意
味
な
の
だ
、
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
ギ
ク
ソ
ッ
ト
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

ギ
ク
ソ
ッ
ト
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
第
30
回
比
叡
山
宗
教
サ

ミ
ッ
ト
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、
日
本
宗

教
代
表
者
会
議
の
皆
様
に

感
謝
の
意
を
表
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
ど
ん
な
地
域
や
場
所
の
人
々
も
平
和
と
対
話
の
真

の
促
進
者
に
な
り
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
テ
ロ
と
宗
教
─
─
信

い
し
ま
す
。

ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
　

　
私
は
１
９
８
０
年
に
日

本
に
留
学
し
、
早
稲
田
大

学
に
通
い
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
早
稲
田
大
学
大

学
院
で
博
士
号
を
と
り
、

い
っ
た
ん
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
に
戻
り
ま
し
た
。
私
は

も
と
も
と
平
和
関
係
の
仕
事
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

当
時
、
日
本
に
と
っ
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
ま
だ
ま
だ
石
油
の
国

で
あ
り
、
砂
漠
の
国
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
勉
強

し
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
私
は
世
界
イ
ス
ラ
ー
ム
連
盟
57
国
の
代
表
と
し
て
（
代

表
代
理
で
す
が
）の
立
場
で
お
話
し
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は「
テ
ロ
と
宗
教
」で
す
が
、テ
ロ
と
宗
教
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
宗
教
の
名
を
使
っ
て
こ
れ
ま

で
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
世
界
イ
ス
ー
ラ
ム
連
盟
の
考
え
方
は
、
こ
の
世
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
来
世
の
こ
と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
宗
教
は
と

て
も
大
事
だ
と
い
う
立
場
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
テ
ロ
に
対
し
て「
あ

仰
心
の
あ
る
人
々
は
、
ど
う
す
れ
ば
暴
力
的
過
激
主
義
と
の
闘
い

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
、
皆
様
に
ご
考
察
い

た
だ
く
た
め
に
い
く
つ
か
の
要
点
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
本
日
、
私
た
ち
は
ア
ッ
シ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
宗
教
者
平
和

の
祈
り
の
集
い
の
30
周
年
記
念
か
ら
ほ
ぼ
１
年
後
に
、
こ
こ
に
こ

う
し
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
１
年
前
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

ま
し
た
。

　「
私
た
ち
は
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
、
世

界
に
は
深
刻
な
平
和
へ
の
渇
望
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
国
で
、人
々

が
戦
争
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
戦
争
は
常
に
苦
し
み
や
貧
困
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

（
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集

い
、
ア
ッ
シ
ジ
、
２
０
１
６
年
９
月
20
日
）

　
ど
う
す
れ
ば
紛
争
や
戦
争
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
対
話
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
対
話
な
く
し
て
世
界
に

平
和
は
存
在
し
得
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
人
類

の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
宗
教
信
者
の
あ
い
だ
で
は
特
に
言

え
る
こ
と
で
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
、
正
義
、
平
和
、
友
愛
、
繁
栄
の
世
界
の
構

れ
は
、
わ
れ
わ
れ
と
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
も
、
そ
の
対
策
を

一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
人
口

は
15
億
7
千
万
人
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
テ
ロ
を
や
っ
て
い
る
の

は
わ
ず
か
の
人
で
す
。
だ
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
テ
ロ
と
は
関
係

な
い
、
宗
教
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
専
門
の
人
は
理
解
し
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
テ
ロ
を
イ
ス
ラ
ー
ム
と
結
び
つ
け
る
が
ゆ
え
に
、
最

近
は
我
々
の
社
会
、
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

　
我
々
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
を
尊
敬
し
共
存
共
栄

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
誤
解
を
受
け
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
誤
解
を
払
拭
す
る
た
め
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
回
、
天
台
宗
の
お
か
げ
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
点
は
、
今
後
、
何
を
ど
う
す
る
べ
き
か
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
我
々
も
参
加
で
き
ま

す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
を
名
乗
っ
て
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
と
関
係
な
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
世
界
が
知
る
た
め

に
、
我
々
も
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
来

年
、
そ
の
た
め
の
会
議
を
開
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。宗
教
と
テ
ロ
は
関
係
な
い
。テ
ロ
は
テ
ロ
で
す
。

　
ジ
ハ
ー
ド
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ハ
ー
ド
は
今
、
悪
い
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信
者
に
各
自
の
心
の
な
か
に
潜
む
邪
悪
と
の
闘
い
方
を
教
え
る
た

め
、
す
べ
て
の
人
々
や
環
境
を
愛
し
て
そ
れ
ら
と
仲
良
く
暮
ら
す

た
め
、
正
義
な
く
し
て
平
和
は
な
く
、
許
し
な
く
し
て
真
の
正
義

は
な
い
こ
と
を
教
え
る
た
め
、
紛
争
の
防
止
と
破
壊
さ
れ
た
社
会

の
再
構
築
に
向
け
て
協
力
し
合
う
よ
う
に
促
す
た
め
の
、
共
同
事

業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
心
か
ら
の
希
望
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
私
た
ち
は
こ
の
暗
い
世
界
を
流
れ
る
不
適
切
な
誤
認

を
正
す
た
め
に
協
力
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
誠
実
な
対
話
を
促

進
す
る
と
い
う
私
た
ち
の
約
束
に
、
多
く
の
希
望
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　「
最
も
局
地
的
で
あ
り
ふ
れ
た
状
況
に
お
い
て
、
ま
た
国
際
秩

序
の
な
か
で
、
非
暴
力
が
私
た
ち
の
決
定
、
私
た
ち
の
関
係
、
私

た
ち
の
行
動
、
そ
し
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
政
治

生
活
の
特
質
に
な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
」（
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
、
第
50
回
世
界
平
和
の
日
の
祝
典
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
２
０
１
７
年
１
月
１
日
）

　
今
日
、
私
た
ち
は
「
傷
つ
い
た
人
間
性
」
の
な
か
で
生
活
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界
宗
教
者
対
話
の
動
機
は
、
平

和
と
正
義
に
対
す
る
相
互
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
な
か
に
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
従
っ
て
そ
れ
ら
を
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
交
流
の
基
本
原

則
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
世
界

築
に
向
け
て
貢
献
で
き
る
、
価
値
観
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
こ
と
は
、
世
界
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
価

値
観
を
一
つ
に
ま
と
め
て
す
べ
て
受
け
入
れ
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
に
お
け
る
宗
教
の
信
奉
者
に
信
じ
ら
れ
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
友
愛
と
友
情
の
精
神
で
手
を
差

し
出
す
必
要
の
あ
る
、そ
う
し
た
何
百
万
人
も
の
善
意
の
人
々

に
呼
び
か
け
て
、
共
通
の
利
益
、
よ
り
良
い
世
界
を
築
く
た

め
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
次
の
よ
う
に
確
信
し
て

い
ま
す
。

　「
も
し
私
た
ち
が
他
の
人
々
、
他
の
文
化
、
他
の
考
え
方
、
他

の
宗
教
を
探
し
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
自
分
自
身
の
殻

か
ら
抜
け
出
し
て
、『
対
話
』
と
呼
ば
れ
る
最
も
美
し
い
冒
険
を

開
始
し
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
対
話
は
、
私
た
ち
自
身
の
成
熟
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
人
、
他
の
文
化
、

さ
ら
に
は
他
の
宗
教
と
も
正
し
く
向
き
合
っ
て
い
く
な
か
で
、
私

た
ち
は
成
長
し
、
発
達
し
、
成
熟
す
る
か
ら
で
す
。
こ
の
対
話
が

平
和
を
創
り
出
す
基
に
な
り
ま
す
。
対
話
な
く
し
て
平
和
が
存
在

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
」（
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
埼

玉
県
の
西
武
学
園
文
理
中
学
校
に
向
け
て
、
バ
チ
カ
ン
市
国
、

2
0
1
3
年
8
月
21
日
）

　
出
身
地
に
関
係
な
く
、
過
激
主
義
者
の
性
向
は
、
世
界
の
平
和

宗
教
者
対
話
は
世
界
平
和
の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
私
た
ち
全
員
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
な
の
で
す
。

　
対
話
は
人
間
性
の
養
成
所
を
作
り
出
し
て
統
合
の
手
段
と
な

り
、
お
互
い
の
尊
重
と
友
情
に
基
づ
い
た
、
よ
り
良
い
社
会
を
構

築
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
状
況
の
重
要
な
性
質
を
考
え
る
と
、

私
た
ち
は
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
、
世
界
に

は
深
刻
な
平
和
へ
の
渇
望
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
国
で
、
人
々

が
戦
争
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
戦
争
は
常
に
苦
し
み
や
貧
困
の
原
因
で
あ
り
続
け
て
い

る
の
で
す
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
慈
悲
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熟

考
し
て
次
の
よ
う
に
強
調
し
ま
し
た
。

　「
至
る
と
こ
ろ
で
宗
教
信
者
た
ち
の
平
和
的
な
出
会
い
と
真
の

宗
教
の
自
由
が
促
進
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
こ
の
点
に
お
い

て
今
、
神
、
人
類
、
お
よ
び
未
来
に
誓
い
を
た
て
る
私
た
ち
の
責

任
は
重
大
で
す
。
そ
こ
で
は
、
偽
り
の
な
い
不
断
の
努
力
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
に
困
難
を
強
い
る
要
求
で
あ
り
、

す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
希
望
を
持
っ
て
共
に
歩
む
道
で
す
。
宗

教
が
生
命
の
源
と
な
り
、
傷
つ
き
困
窮
し
た
人
類
に
慈
悲
深
い
神

の
愛
を
も
た
ら
さ
ん
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
傲
慢

と
恐
怖
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
壁
を
突
き
破
る
の
に
役
立
つ

と
安
全
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
脅
威
の
一
つ
で
す
。
そ
う
し
た
過

激
派
の
動
き
は
、
妥
協
の
な
い
暴
力
的
方
針
を
押
し
つ
け
る
こ
と

で
、
根
本
的
か
つ
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
彼
ら
は
、
相

互
の
受
け
入
れ
と
理
解
が
で
き
な
い
環
境
を
作
り
出
し
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
が
、
異
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
人
種
、
お
よ
び
信
仰

を
持
つ
人
々
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
敵
意
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
か
な
る
戦
争
も
、
真
の
宗
教
倫
理
と
は
相
い
れ

な
い
と
い
う
認
識
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

真
剣
で
広
範
囲
に
及
ぶ
対
話
の
構
成
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら
の
宗
教
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
誤
っ
た
信
念
や
行
動
を
し
て
い
る
人
々
を
特
定
す
る
宗

教
指
導
者
や
世
論
形
成
者
に
よ
る
真
の
努
力
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。

　
平
和
と
い
う
の
は
普
遍
的
責
任
で
す
。
私
た
ち
に
は
、
世
界
宗

教
者
対
話
へ
の
道
に
沿
っ
て
一
緒
に
前
進
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

い
か
な
る
紛
争
も
阻
止
す
る
た
め
の
真
の
倫
理
的
価
値
観
の
促
進

者
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、

戦
争
の
歴
史
的
概
念
を
打
ち
破
り
、
自
ら
の
信
念
を
維
持
す
る
た

め
、
自
国
土
の
防
衛
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
の
地
域
社
会
を
守
る

た
め
に
、
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
に
は
、
暴
力
の
原
因
を
調
査
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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信
者
に
各
自
の
心
の
な
か
に
潜
む
邪
悪
と
の
闘
い
方
を
教
え
る
た

め
、
す
べ
て
の
人
々
や
環
境
を
愛
し
て
そ
れ
ら
と
仲
良
く
暮
ら
す

た
め
、
正
義
な
く
し
て
平
和
は
な
く
、
許
し
な
く
し
て
真
の
正
義

は
な
い
こ
と
を
教
え
る
た
め
、
紛
争
の
防
止
と
破
壊
さ
れ
た
社
会

の
再
構
築
に
向
け
て
協
力
し
合
う
よ
う
に
促
す
た
め
の
、
共
同
事

業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
心
か
ら
の
希
望
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
私
た
ち
は
こ
の
暗
い
世
界
を
流
れ
る
不
適
切
な
誤
認

を
正
す
た
め
に
協
力
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
誠
実
な
対
話
を
促

進
す
る
と
い
う
私
た
ち
の
約
束
に
、
多
く
の
希
望
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　「
最
も
局
地
的
で
あ
り
ふ
れ
た
状
況
に
お
い
て
、
ま
た
国
際
秩

序
の
な
か
で
、
非
暴
力
が
私
た
ち
の
決
定
、
私
た
ち
の
関
係
、
私

た
ち
の
行
動
、
そ
し
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
政
治

生
活
の
特
質
に
な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
」（
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
、
第
50
回
世
界
平
和
の
日
の
祝
典
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
２
０
１
７
年
１
月
１
日
）

　
今
日
、
私
た
ち
は
「
傷
つ
い
た
人
間
性
」
の
な
か
で
生
活
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界
宗
教
者
対
話
の
動
機
は
、
平

和
と
正
義
に
対
す
る
相
互
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
な
か
に
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
従
っ
て
そ
れ
ら
を
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
交
流
の
基
本
原

則
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
世
界

築
に
向
け
て
貢
献
で
き
る
、
価
値
観
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
こ
と
は
、
世
界
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
価

値
観
を
一
つ
に
ま
と
め
て
す
べ
て
受
け
入
れ
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
に
お
け
る
宗
教
の
信
奉
者
に
信
じ
ら
れ
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
友
愛
と
友
情
の
精
神
で
手
を
差

し
出
す
必
要
の
あ
る
、そ
う
し
た
何
百
万
人
も
の
善
意
の
人
々

に
呼
び
か
け
て
、
共
通
の
利
益
、
よ
り
良
い
世
界
を
築
く
た

め
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
次
の
よ
う
に
確
信
し
て

い
ま
す
。

　「
も
し
私
た
ち
が
他
の
人
々
、
他
の
文
化
、
他
の
考
え
方
、
他

の
宗
教
を
探
し
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
自
分
自
身
の
殻

か
ら
抜
け
出
し
て
、『
対
話
』
と
呼
ば
れ
る
最
も
美
し
い
冒
険
を

開
始
し
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
対
話
は
、
私
た
ち
自
身
の
成
熟
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
人
、
他
の
文
化
、

さ
ら
に
は
他
の
宗
教
と
も
正
し
く
向
き
合
っ
て
い
く
な
か
で
、
私

た
ち
は
成
長
し
、
発
達
し
、
成
熟
す
る
か
ら
で
す
。
こ
の
対
話
が

平
和
を
創
り
出
す
基
に
な
り
ま
す
。
対
話
な
く
し
て
平
和
が
存
在

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
」（
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
埼

玉
県
の
西
武
学
園
文
理
中
学
校
に
向
け
て
、
バ
チ
カ
ン
市
国
、

2
0
1
3
年
8
月
21
日
）

　
出
身
地
に
関
係
な
く
、
過
激
主
義
者
の
性
向
は
、
世
界
の
平
和

宗
教
者
対
話
は
世
界
平
和
の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
私
た
ち
全
員
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
な
の
で
す
。

　
対
話
は
人
間
性
の
養
成
所
を
作
り
出
し
て
統
合
の
手
段
と
な

り
、
お
互
い
の
尊
重
と
友
情
に
基
づ
い
た
、
よ
り
良
い
社
会
を
構

築
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
状
況
の
重
要
な
性
質
を
考
え
る
と
、

私
た
ち
は
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
、
世
界
に

は
深
刻
な
平
和
へ
の
渇
望
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
国
で
、
人
々

が
戦
争
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
戦
争
は
常
に
苦
し
み
や
貧
困
の
原
因
で
あ
り
続
け
て
い

る
の
で
す
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
慈
悲
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熟

考
し
て
次
の
よ
う
に
強
調
し
ま
し
た
。

　「
至
る
と
こ
ろ
で
宗
教
信
者
た
ち
の
平
和
的
な
出
会
い
と
真
の

宗
教
の
自
由
が
促
進
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
こ
の
点
に
お
い

て
今
、
神
、
人
類
、
お
よ
び
未
来
に
誓
い
を
た
て
る
私
た
ち
の
責

任
は
重
大
で
す
。
そ
こ
で
は
、
偽
り
の
な
い
不
断
の
努
力
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
に
困
難
を
強
い
る
要
求
で
あ
り
、

す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
希
望
を
持
っ
て
共
に
歩
む
道
で
す
。
宗

教
が
生
命
の
源
と
な
り
、
傷
つ
き
困
窮
し
た
人
類
に
慈
悲
深
い
神

の
愛
を
も
た
ら
さ
ん
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
傲
慢

と
恐
怖
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
壁
を
突
き
破
る
の
に
役
立
つ

と
安
全
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
脅
威
の
一
つ
で
す
。
そ
う
し
た
過

激
派
の
動
き
は
、
妥
協
の
な
い
暴
力
的
方
針
を
押
し
つ
け
る
こ
と

で
、
根
本
的
か
つ
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
彼
ら
は
、
相

互
の
受
け
入
れ
と
理
解
が
で
き
な
い
環
境
を
作
り
出
し
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
が
、
異
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
人
種
、
お
よ
び
信
仰

を
持
つ
人
々
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
敵
意
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
か
な
る
戦
争
も
、
真
の
宗
教
倫
理
と
は
相
い
れ

な
い
と
い
う
認
識
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

真
剣
で
広
範
囲
に
及
ぶ
対
話
の
構
成
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら
の
宗
教
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
誤
っ
た
信
念
や
行
動
を
し
て
い
る
人
々
を
特
定
す
る
宗

教
指
導
者
や
世
論
形
成
者
に
よ
る
真
の
努
力
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。

　
平
和
と
い
う
の
は
普
遍
的
責
任
で
す
。
私
た
ち
に
は
、
世
界
宗

教
者
対
話
へ
の
道
に
沿
っ
て
一
緒
に
前
進
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

い
か
な
る
紛
争
も
阻
止
す
る
た
め
の
真
の
倫
理
的
価
値
観
の
促
進

者
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、

戦
争
の
歴
史
的
概
念
を
打
ち
破
り
、
自
ら
の
信
念
を
維
持
す
る
た

め
、
自
国
土
の
防
衛
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
の
地
域
社
会
を
守
る

た
め
に
、
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
に
は
、
暴
力
の
原
因
を
調
査
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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し
て
あ
り
ま
す
。

　
宗
教
の
善
な
る
名
の
擁
護
者
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宗
教
の
名
の
も

と
の
紛
争
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
民
族
的
、
国
家
主
義
的
な
領
土
紛

争
で
あ
り
、
単
に
目
的
の
た
め
に
宗
教
を
悪
用
し
て
い
る
の
だ
と

答
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
宗
教
は
そ
の
よ
う

に
簡
単
に
悪
用
さ
れ
て
暴
力
的
な
結
果
を
生
む
の
か
と
い
う
質
問

に
は
、
ま
だ
答
え
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
は
多
く
の
理
由
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
が
、
宗
教
が
与

え
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
る
と
、
多
く
の

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
社
会
学
者
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
宗
教
を
「
三
つ
の
B
」、

つ
ま
り
「
信
仰
・
振
る
舞
い
・
所
属
」
で
表
し
て
い
ま
す
。
実
際
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ

せ
や
、
ど
れ
か
を
強
調
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
宗
教

の
悪
用
は
、
こ
の
う
ち
の
は
じ
め
の
二
つ
に
関
係
す
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

　
宗
教
の
恥
な
の
で
す
が
、
教
義
や
儀
式
に
関
す
る
議
論
で
す
ら
、

暴
力
的
な
衝
突
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
同

じ
信
仰
や
実
践
を
共
有
し
な
い
人
々
へ
の
暴
力
の
口
実
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の
世
界

で
は
と
く
に
、
宗
教
の
名
に
お
け
る
暴
力
は
、「
所
属
」
と
よ
り

希
望
の
扉
と
な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
」（
さ
ま
ざ
ま
な
異
宗

教
の
代
表
者
に
向
け
た
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
の
演

説
、
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
ホ
ー
ル
、
２
０
１
６
年
11
月
３
日
）

　
私
た
ち
は
武
器
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
祈

り
の
、
柔
和
で
謙
虚
な
強
さ
を
信
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
こ

に
い
る
目
的
は
、
１
９
８
７
年
以
来
、
毎
年
比
叡
山
で
開
催
さ
れ

て
い
る
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
に
参
加
す
る
こ
と
と
、

非
暴
力
へ
の
道
を
と
も
に
歩
み
な
が
ら
世
界
平
和
の
た
め
に
祈
る

こ
と
で
す
。

　
神
に
さ
さ
げ
る
私
た
ち
の
祈
り
が
、
す
べ
て
の
戦
争
、
テ
ロ
行

為
、
お
よ
び
暴
力
の
撲
滅
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
ア
ッ
シ
ジ
の
精

神
に
基
づ
く
平
和
に
向
け
た
世
界
宗
教
者
対
話
を
促
進
せ
ん
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

　
ご
清
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
対
話
の
重
要
性
と
対
話
が

な
い
ゆ
え
に
敵
意
が
生
ま
れ
る
危
険
性
に
つ
い
て
ご
指
摘
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
祈
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

は
る
か
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
私
達
が
誰
で
あ
る
か
確
認
し
ま
す
が
、

同
時
に
、
当
然
な
が
ら
誰
で
な
い
か
も
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
区
別
や
違
い
の
感
じ
方
を
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
見
る
か
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
見
る
か
は
、
自
分
た
ち
が
い
る
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
も
し
、
私
た
ち
の
特
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
超
え
る
よ
り

広
い
状
況
を
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
尊
重
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て

捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
状
況
が
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
取
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
実
の
目
に
見
え
る
脅
威
の
な
か
で
、

歴
史
的
に
ま
た
は
現
在
損
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
意
識
で
、
不

屈
の
精
神
や
安
心
感
の
た
め
に
自
分
達
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

強
く
注
意
を
向
け
る
と
、
大
抵
こ
れ
は
独
り
よ
が
り
や
「
他
者
」

を
軽
ん
じ
、
非
合
法
化
す
る
傾
向
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
個
人
、
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
民
と
し
て
、

誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
、
宗
教
は
意
味
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
宗
教
は
人
間
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
す
べ
て
の
要
素
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
価
値
観
や
目
的
を
私
た
ち
に
与
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
た
り
軽
視
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
り

し
た
と
き
に
と
く
に
顕
著
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
な
か
で
、

ロ
ー
ゼ
ン
（
ユ
ダ
ヤ
教
）

　30
周
年
記
念
行
事
、
比

叡
山
で
の
平
和
の
祈
り
で

お
話
で
き
る
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
。

　
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
に
、

「
そ
こ
で
何
回
も
何
か
を

繰
り
返
す
こ
と
は
、
確
認

の
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
比
叡
山
で
の

サ
ミ
ッ
ト
に
は
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
回

目
や
20
回
目
の
記
念
行
事
で
は
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
あ
な
た
方
と
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
は
、
私
が
人
々
や
宗

教
の
あ
い
だ
の
平
和
や
調
和
に
献
身
し
て
い
る
証
な
の
で
す
。
同

時
に
、今
日
こ
こ
に
米
国
ユ
ダ
ヤ
人
協
会
（
Ａ
Ｊ
Ｃ
）
の
リ
ー
ダ
ー

達
が
私
に
同
伴
し
て
い
る
の
も
、
同
じ
よ
う
に
献
身
し
て
い
る
証

な
の
で
す
。

　
お
招
き
い
た
だ
き
、
私
達
の
時
代
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ

る
、
宗
教
の
暴
力
的
乱
用
に
つ
い
て
お
話
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
宗
教
は
、
平
和
と
人
類
の
繁
栄
が
そ
の
目
標
で
あ
る

と
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、
紛
争
の
解
決
を
手
助
け
し
平
和
や
和
解

を
促
進
す
る
よ
り
も
、
紛
争
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
往
々
に
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し
て
あ
り
ま
す
。

　
宗
教
の
善
な
る
名
の
擁
護
者
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宗
教
の
名
の
も

と
の
紛
争
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
民
族
的
、
国
家
主
義
的
な
領
土
紛

争
で
あ
り
、
単
に
目
的
の
た
め
に
宗
教
を
悪
用
し
て
い
る
の
だ
と

答
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
宗
教
は
そ
の
よ
う

に
簡
単
に
悪
用
さ
れ
て
暴
力
的
な
結
果
を
生
む
の
か
と
い
う
質
問

に
は
、
ま
だ
答
え
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
は
多
く
の
理
由
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
が
、
宗
教
が
与

え
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
る
と
、
多
く
の

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
社
会
学
者
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
宗
教
を
「
三
つ
の
B
」、

つ
ま
り
「
信
仰
・
振
る
舞
い
・
所
属
」
で
表
し
て
い
ま
す
。
実
際
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ

せ
や
、
ど
れ
か
を
強
調
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
宗
教

の
悪
用
は
、
こ
の
う
ち
の
は
じ
め
の
二
つ
に
関
係
す
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

　
宗
教
の
恥
な
の
で
す
が
、
教
義
や
儀
式
に
関
す
る
議
論
で
す
ら
、

暴
力
的
な
衝
突
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
同

じ
信
仰
や
実
践
を
共
有
し
な
い
人
々
へ
の
暴
力
の
口
実
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の
世
界

で
は
と
く
に
、
宗
教
の
名
に
お
け
る
暴
力
は
、「
所
属
」
と
よ
り

希
望
の
扉
と
な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
」（
さ
ま
ざ
ま
な
異
宗

教
の
代
表
者
に
向
け
た
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
の
演

説
、
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
ホ
ー
ル
、
２
０
１
６
年
11
月
３
日
）

　
私
た
ち
は
武
器
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
祈

り
の
、
柔
和
で
謙
虚
な
強
さ
を
信
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
こ

に
い
る
目
的
は
、
１
９
８
７
年
以
来
、
毎
年
比
叡
山
で
開
催
さ
れ

て
い
る
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
に
参
加
す
る
こ
と
と
、

非
暴
力
へ
の
道
を
と
も
に
歩
み
な
が
ら
世
界
平
和
の
た
め
に
祈
る

こ
と
で
す
。

　
神
に
さ
さ
げ
る
私
た
ち
の
祈
り
が
、
す
べ
て
の
戦
争
、
テ
ロ
行

為
、
お
よ
び
暴
力
の
撲
滅
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
ア
ッ
シ
ジ
の
精

神
に
基
づ
く
平
和
に
向
け
た
世
界
宗
教
者
対
話
を
促
進
せ
ん
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

　
ご
清
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
対
話
の
重
要
性
と
対
話
が

な
い
ゆ
え
に
敵
意
が
生
ま
れ
る
危
険
性
に
つ
い
て
ご
指
摘
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
祈
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

は
る
か
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
私
達
が
誰
で
あ
る
か
確
認
し
ま
す
が
、

同
時
に
、
当
然
な
が
ら
誰
で
な
い
か
も
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
区
別
や
違
い
の
感
じ
方
を
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
見
る
か
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
見
る
か
は
、
自
分
た
ち
が
い
る
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
も
し
、
私
た
ち
の
特
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
超
え
る
よ
り

広
い
状
況
を
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
尊
重
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て

捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
状
況
が
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
取
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
実
の
目
に
見
え
る
脅
威
の
な
か
で
、

歴
史
的
に
ま
た
は
現
在
損
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
意
識
で
、
不

屈
の
精
神
や
安
心
感
の
た
め
に
自
分
達
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

強
く
注
意
を
向
け
る
と
、
大
抵
こ
れ
は
独
り
よ
が
り
や
「
他
者
」

を
軽
ん
じ
、
非
合
法
化
す
る
傾
向
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
個
人
、
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
民
と
し
て
、

誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
、
宗
教
は
意
味
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
宗
教
は
人
間
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
す
べ
て
の
要
素
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
価
値
観
や
目
的
を
私
た
ち
に
与
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
た
り
軽
視
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
り

し
た
と
き
に
と
く
に
顕
著
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
な
か
で
、

ロ
ー
ゼ
ン
（
ユ
ダ
ヤ
教
）

　30
周
年
記
念
行
事
、
比

叡
山
で
の
平
和
の
祈
り
で

お
話
で
き
る
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
。

　
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
に
、

「
そ
こ
で
何
回
も
何
か
を

繰
り
返
す
こ
と
は
、
確
認

の
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
比
叡
山
で
の

サ
ミ
ッ
ト
に
は
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
回

目
や
20
回
目
の
記
念
行
事
で
は
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
あ
な
た
方
と
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
は
、
私
が
人
々
や
宗

教
の
あ
い
だ
の
平
和
や
調
和
に
献
身
し
て
い
る
証
な
の
で
す
。
同

時
に
、今
日
こ
こ
に
米
国
ユ
ダ
ヤ
人
協
会
（
Ａ
Ｊ
Ｃ
）
の
リ
ー
ダ
ー

達
が
私
に
同
伴
し
て
い
る
の
も
、
同
じ
よ
う
に
献
身
し
て
い
る
証

な
の
で
す
。

　
お
招
き
い
た
だ
き
、
私
達
の
時
代
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ

る
、
宗
教
の
暴
力
的
乱
用
に
つ
い
て
お
話
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
宗
教
は
、
平
和
と
人
類
の
繁
栄
が
そ
の
目
標
で
あ
る

と
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、
紛
争
の
解
決
を
手
助
け
し
平
和
や
和
解

を
促
進
す
る
よ
り
も
、
紛
争
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
往
々
に
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る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
他
者
の
霊
の
中
核
と
な
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
、
こ
の
歓
待
が
行
わ

れ
た
と
き
、
非
常
に
大
き
な
影
響
や
重
要
性
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
以
上
、
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
暴
力
的
過
激
主
義
に
対
抗
す
る

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
く
に
少
数
派
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
異
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
の
比
較
的

新
し
く
加
わ
っ
た
人
々
が
、
自
分
達
は
本
当
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

尊
重
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
、
そ
し
て
自
分
達
を
広
い
社
会
の

一
部
、
諸
国
家
共
同
体
の
一
部
、
そ
し
て
宗
教
的
伝
統
の
祝
福
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ザ
イ
ク
の
一
部
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
伝
統
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
積
極
的
に
引
き

込
ん
で
、
彼
ら
を
よ
り
広
い
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
関
わ

ら
せ
る
こ
と
で
、
疎
外
、
紛
争
、
暴
力
を
防
ぐ
、
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
人
々
は
、
自
身

の
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
帰
属
意
識
を
、
社
会
全
体
の
幸

福
に
建
設
的
に
貢
献
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

杉
谷

　
や
は
り
テ
ロ
の
根
源
に
は
疎
外
が
あ
る
と
の
ご
指
摘
で
し

宗
教
が
広
く
乱
用
さ
れ
て
、
反
対
者
や
異
な
っ
た
人
々
を
非
合
法

化
す
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
独
り
よ
が
り
を
強
め
、
紛

争
を
激
化
さ
せ
、
宗
教
の
最
も
高
尚
な
普
遍
的
価
値
を
裏
切
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

　
こ
の
傾
向
は
、
自
分
の
世
界
観
を
共
有
し
な
い
者
と
の
暴
力
的

紛
争
の
な
か
で
、
選
民
の
よ
う
に
自
分
を
感
じ
る
心
理
を
起
こ
さ

せ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ

た
者
、
と
く
に
自
尊
心
や
名
声
を
求
め
る
若
者
を
強
く
引
き
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
っ
て
、
宗
教
の
名
の
も
と
に
そ
の
よ
う

な
恐
ろ
し
い
暴
力
的
過
激
派
と
闘
っ
て
い
く
に
は
、
社
会
的
疎
外

の
根
源
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
暴
力
の
脅
威
に
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
の
必
要
な
手
段
が
取
ら

れ
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
し
て
、
と
き
と
し
て
、
暴
力
を
抑
制
す

る
た
め
に
暴
力
を
使
う
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
以
外
に
道
徳
的
な

手
段
は
な
い
と
、
多
く
の
人
が
主
張
し
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
私
た
ち
の
宗
教
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
教
え
て

い
ま
す
。
昔
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
知
恵
は
「
誰
が
偉
大
な
英
雄
で
あ
ろ

う
?

　
自
分
の
敵
を
友
に
し
て
し
ま
う
者
で
あ
る
」
と
明
言
し
て

い
ま
す
。

　
暴
力
的
な
過
激
主
義
と
戦
う
た
め
に
、
私
た
ち
は
努
力
を
結
集

し
て
疎
外
の
沼
を
排
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、

紛
争
の
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
（
経
済
的
政
治
的
疎
外
等
）
が
繁
殖
し
て
い

た
。
と
く
に
若
者
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
込
ん
で
い
く
こ
と

が
危
険
な
の
だ
。
繋
が
り
の
大
切
さ
、い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
お
話
で
し
た
。

　
次
は
、
仏
教
か
ら
ベ
ラ
ン
ウ
ィ
ラ
・
ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
大
僧
正

様
、
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
（
仏
教
）　

　
全
世
界
が
ま
る
で
今
も

　

バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
そ
う
な

大
き
な
火
山
の
頂
上
に
あ

っ
て
、
火
山
灰
を
撒
き
散

ら
し
、
溶
け
た
溶
岩
流
を

噴
出
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
す
。
私
達
全
員
が
知
り
、
ま
た
見
て
い
る
よ
う
に
、
全
世

界
は
ひ
ど
い
混
乱
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
の
発
生
が
急

激
に
増
え
、
そ
の
主
な
原
因
は
自
然
へ
の
人
間
の
不
当
な
介
入
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
は
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
り
、

以
前
よ
り
も
頻
繁
に
、
ま
た
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
混
乱
し
た
状
態
は
、
新
た
な
脅
威
の
た
め
に
、
生
命
を
脅

か
す
ほ
ど
に
酷
く
な
っ
て
お
り
、
世
界
を
戦
場
に
変
え
て
い
ま
す
。

こ
の
脅
威
と
は
、
山
火
事
の
よ
う
に
広
が
る
過
激
な
宗
教
的
原
理

る
の
で
す
。
し
か
し
、
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
物

質
的
政
治
的
要
因
よ
り
も
、
現
在
、
社
会
に
脅
威
を
与
え
て
い
る

疎
外
の
根
源
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
拒
否
の

心
理
が
、
疎
外
の
す
べ
て
の
根
源
の
な
か
で
最
も
強
力
な
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
こ
の
疎
外
感
を
無
視
し
て
は
、
自
分
達

の
救
済
や
霊
感
を
宗
教
の
な
か
に
見
出
す
、
あ
る
特
定
の
過
激
な

武
装
集
団
の
な
か
に
存
在
す
る
敵
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。

　
と
く
に
若
者
が
、
物
質
的
社
会
的
に
尊
厳
を
持
っ
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
個
人
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
と
し
て
も
、
よ
り
広
い
社
会
と
積

極
的
に
繋
が
り
、
社
会
に
対
し
て
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
る

こ
と
が
、
同
様
に
重
要
で
す
。

　
こ
の
意
味
で
、
諸
宗
教
間
の
つ
な
が
り
は
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歓
待
す
る
と
い
う
価
値
観
は
、
す
べ
て

の
宗
教
的
伝
統
の
中
心
で
す
。
他
者
を
歓
迎
す
る
た
め
に
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、

彼
ら
が
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
尊
敬
さ
れ
て
い

る
と
い
う
感
覚
を
与
え
る
上
で
、
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
疎
外
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
広
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
範
囲
に
対
し
て
彼
ら
が
貢
献
す
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る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
他
者
の
霊
の
中
核
と
な
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
、
こ
の
歓
待
が
行
わ

れ
た
と
き
、
非
常
に
大
き
な
影
響
や
重
要
性
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
以
上
、
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
暴
力
的
過
激
主
義
に
対
抗
す
る

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
く
に
少
数
派
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
異
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
の
比
較
的

新
し
く
加
わ
っ
た
人
々
が
、
自
分
達
は
本
当
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

尊
重
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
、
そ
し
て
自
分
達
を
広
い
社
会
の

一
部
、
諸
国
家
共
同
体
の
一
部
、
そ
し
て
宗
教
的
伝
統
の
祝
福
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ザ
イ
ク
の
一
部
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
伝
統
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
積
極
的
に
引
き

込
ん
で
、
彼
ら
を
よ
り
広
い
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
関
わ

ら
せ
る
こ
と
で
、
疎
外
、
紛
争
、
暴
力
を
防
ぐ
、
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
人
々
は
、
自
身

の
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
帰
属
意
識
を
、
社
会
全
体
の
幸

福
に
建
設
的
に
貢
献
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
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や
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ロ
の
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源
に
は
疎
外
が
あ
る
と
の
ご
指
摘
で
し

宗
教
が
広
く
乱
用
さ
れ
て
、
反
対
者
や
異
な
っ
た
人
々
を
非
合
法

化
す
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
独
り
よ
が
り
を
強
め
、
紛

争
を
激
化
さ
せ
、
宗
教
の
最
も
高
尚
な
普
遍
的
価
値
を
裏
切
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

　
こ
の
傾
向
は
、
自
分
の
世
界
観
を
共
有
し
な
い
者
と
の
暴
力
的

紛
争
の
な
か
で
、
選
民
の
よ
う
に
自
分
を
感
じ
る
心
理
を
起
こ
さ

せ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ

た
者
、
と
く
に
自
尊
心
や
名
声
を
求
め
る
若
者
を
強
く
引
き
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
っ
て
、
宗
教
の
名
の
も
と
に
そ
の
よ
う

な
恐
ろ
し
い
暴
力
的
過
激
派
と
闘
っ
て
い
く
に
は
、
社
会
的
疎
外

の
根
源
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
暴
力
の
脅
威
に
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
の
必
要
な
手
段
が
取
ら

れ
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
し
て
、
と
き
と
し
て
、
暴
力
を
抑
制
す

る
た
め
に
暴
力
を
使
う
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
以
外
に
道
徳
的
な

手
段
は
な
い
と
、
多
く
の
人
が
主
張
し
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
私
た
ち
の
宗
教
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
教
え
て

い
ま
す
。
昔
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
知
恵
は
「
誰
が
偉
大
な
英
雄
で
あ
ろ

う
?

　
自
分
の
敵
を
友
に
し
て
し
ま
う
者
で
あ
る
」
と
明
言
し
て

い
ま
す
。

　
暴
力
的
な
過
激
主
義
と
戦
う
た
め
に
、
私
た
ち
は
努
力
を
結
集

し
て
疎
外
の
沼
を
排
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、

紛
争
の
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
（
経
済
的
政
治
的
疎
外
等
）
が
繁
殖
し
て
い

た
。
と
く
に
若
者
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
込
ん
で
い
く
こ
と

が
危
険
な
の
だ
。
繋
が
り
の
大
切
さ
、い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
お
話
で
し
た
。

　
次
は
、
仏
教
か
ら
ベ
ラ
ン
ウ
ィ
ラ
・
ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
大
僧
正

様
、
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ィ
マ
ラ
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タ
ナ
（
仏
教
）　

　
全
世
界
が
ま
る
で
今
も

　

バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
そ
う
な

大
き
な
火
山
の
頂
上
に
あ

っ
て
、
火
山
灰
を
撒
き
散

ら
し
、
溶
け
た
溶
岩
流
を

噴
出
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
す
。
私
達
全
員
が
知
り
、
ま
た
見
て
い
る
よ
う
に
、
全
世

界
は
ひ
ど
い
混
乱
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
の
発
生
が
急

激
に
増
え
、
そ
の
主
な
原
因
は
自
然
へ
の
人
間
の
不
当
な
介
入
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
は
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
り
、

以
前
よ
り
も
頻
繁
に
、
ま
た
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
混
乱
し
た
状
態
は
、
新
た
な
脅
威
の
た
め
に
、
生
命
を
脅

か
す
ほ
ど
に
酷
く
な
っ
て
お
り
、
世
界
を
戦
場
に
変
え
て
い
ま
す
。

こ
の
脅
威
と
は
、
山
火
事
の
よ
う
に
広
が
る
過
激
な
宗
教
的
原
理

る
の
で
す
。
し
か
し
、
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
物

質
的
政
治
的
要
因
よ
り
も
、
現
在
、
社
会
に
脅
威
を
与
え
て
い
る

疎
外
の
根
源
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
拒
否
の

心
理
が
、
疎
外
の
す
べ
て
の
根
源
の
な
か
で
最
も
強
力
な
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
こ
の
疎
外
感
を
無
視
し
て
は
、
自
分
達

の
救
済
や
霊
感
を
宗
教
の
な
か
に
見
出
す
、
あ
る
特
定
の
過
激
な

武
装
集
団
の
な
か
に
存
在
す
る
敵
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。

　
と
く
に
若
者
が
、
物
質
的
社
会
的
に
尊
厳
を
持
っ
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
個
人
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
と
し
て
も
、
よ
り
広
い
社
会
と
積

極
的
に
繋
が
り
、
社
会
に
対
し
て
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
る

こ
と
が
、
同
様
に
重
要
で
す
。

　
こ
の
意
味
で
、
諸
宗
教
間
の
つ
な
が
り
は
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歓
待
す
る
と
い
う
価
値
観
は
、
す
べ
て

の
宗
教
的
伝
統
の
中
心
で
す
。
他
者
を
歓
迎
す
る
た
め
に
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、

彼
ら
が
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
尊
敬
さ
れ
て
い

る
と
い
う
感
覚
を
与
え
る
上
で
、
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
疎
外
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
広
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
範
囲
に
対
し
て
彼
ら
が
貢
献
す
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目
標
で
あ
る
こ
と
に
異
存
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
世
界
の
多
く
の
人
々
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、

２
０
１
７
年
８
月
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の

国
の
人
々
に
与
え
ら
れ
た
「
大
い
な
る
恩
恵
」
と
い
え
ま
す
。
日

本
宗
教
代
表
者
会
議
の
構
成
機
関
が
こ
の
目
的
を
継
続
的
に
遂
行

し
て
い
る
こ
と
は
、
複
数
の
宗
教
が
人
類
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
よ

く
示
し
て
お
り
、
際
立
っ
た
指
導
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を

雄
弁
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
関
係
者
が
世
界
平
和
の
構
築
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
、
二
つ
の
分
野
が
非
常
に
有
力
で
際
立
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
宗
教
的
分
野
と
政
治
的
分
野
で
す
。

　
宗
教
指
導
者
と
政
治
的
権
威
が
共
同
で
貢
献
し
て
い
く
こ
と

は
、
世
界
平
和
の
構
築
に
大
き
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
二
つ
の
分
野
が
、
世
界
平
和
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
合
同
の

行
動
計
画
を
起
草
し
実
行
し
て
い
け
ば
、
そ
の
共
同
で
の
取
り
組

み
は
大
き
な
助
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
宗
教
指
導
者
の
組
織
は
、
圧
力
団
体
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
で
き
、
常
に
政
治
的
権
威
に
自
覚
を
促
し
ま
す
。

非
宗
教
的
側
面
に
注
意
を
払
う
だ
け
で
な
く
、
宗
教
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
巧
み
に
そ
れ
ら
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
取
り
組
み

を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
す
る
の
で
す
。

主
義
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
、
思
い
描
く
目
標
を
達
成
す
る
方
法
と
し
て
、
テ
ロ
と

い
う
極
め
て
恐
ろ
し
い
形
を
使
う
こ
と
で
、
ぞ
っ
と
す
る
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
行
動
に
よ
り
、
人
々

が
祖
国
を
離
れ
、
国
外
に
亡
命
を
求
め
た
り
す
る
よ
う
な
、
他
の

多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
に

社
会
的
か
つ
政
治
的
な
波
紋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
比
叡
山
で
開
催
さ
れ
る
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
こ
の
重

要
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

　「
テ
ロ
と
宗
教
～
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は
ど
う
立
ち
向

か
う
か
～
」。
確
か
に
、
こ
の
課
題
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
の
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

　
全
世
界
が
こ
の
問
題
に
気
づ
き
、
注
意
を
向
け
て
い
ま
す
。
世

界
中
の
リ
ー
ダ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
採
用
し
て
、
こ
の
問
題

に
取
り
組
む
た
め
の
効
果
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
問
題
の
複
雑
さ
や
不
安
定
な

性
質
か
ら
く
る
突
発
性
に
は
、
注
意
深
く
将
来
を
見
据
え
た
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
は
政
治
的
レ
ベ
ル
、
も
う
一
つ
は
宗
教
的
レ

ベ
ル
で
す
。
こ
の
二
方
向
は
、
互
い
に
支
援
、
信
頼
し
な
が
ら
協

　
現
代
の
世
界
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
宗
教
は
、
そ
の
宗
教
内
部

や
異
教
間
で
の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
ま
す
。
す
べ
て
の
宗
教
指

導
者
や
団
体
は
、
実
用
的
か
つ
有
益
な
道
徳
的
生
き
方
を
信
者
に

強
力
に
深
く
教
え
導
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
混
沌
と
し
た
社

会
に
秩
序
を
持
ち
込
み
、
偏
狭
な
も
の
に
寛
容
を
、
分
裂
し
た
も

の
に
統
一
を
も
た
ら
し
、
戦
争
の
あ
る
と
こ
ろ
に
平
和
を
広
げ
、

環
境
を
保
全
・
維
持
し
、
環
境
と
調
和
し
て
生
き
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
う
で
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
模

範
と
な
る
よ
う
な
生
き
方
に
つ
い
て
の
貴
重
な
教
え
は
守
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
科
学
技
術
の
規
制
の
な
い
誤
っ
た
発
展
は
、
こ
の
痛

ま
し
い
状
態
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
宗
教
指
導
者
の
基
本
的
な
責
務
は
、
宗
教
は
何
よ
り
も
平
和
と

調
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
者

に
教
え
る
こ
と
で
す
。
宗
教
は
他
の
宗
教
と
戦
う
た
め
の
武
器
で

は
な
く
、
他
の
宗
教
の
教
え
を
理
解
し
尊
重
す
る
手
段
な
の
で
す
。

ま
た
、
信
者
の
精
神
や
考
え
方
を
向
上
さ
せ
、
身
業
（
身
体
）、

口
業
（
言
葉
）、
意
業
（
心
）
の
三
つ
す
べ
て
の
振
る
舞
い
を
制

御
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
宗
教
指
導
者
は
、
い
か
な
る
宗
教
的
原
理
主
義
も
容
認
す
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
宗
教
者
が
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
徳
で
す
。
こ
の
宗
教
的
原
理
主
義
は
、
今

や
全
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

調
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
政
治
的
権
威
は
、「
目
に
は
目
を
」
の
政
策
を
取
り
な
が
ら
テ

ロ
リ
ズ
ム
に
対
抗
し
、
テ
ロ
を
破
壊
し
ま
す
。
宗
教
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
宗
教
的
レ
ベ
ル
で
テ
ロ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
暴

力
や
武
器
を
使
う
状
態
に
戻
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
宗
教
的
指
導

者
は
、
刑
罰
を
使
う
こ
と
な
く
、
武
器
を
使
わ
ず
に
問
題
を
解
決

す
る
よ
う
に
、
権
威
に
助
言
す
る
べ
き
で
あ
る
と
ブ
ッ
ダ
は
常
に

説
い
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
「
転
輪
聖
王
」
に
ま
で
、
こ
の
よ
う

な
助
言
を
与
え
た
の
で
す
。

　
刑
罰
や
武
器
を
使
う
こ
と
も
あ
る
政
治
的
権
威
に
導
か
れ
た
狂

人
的
原
理
主
義
者
た
ち
は
、
正
気
に
戻
っ
て
降
伏
を
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
効
果
的
な
宗
教
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
何
も
傷
つ
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
和
解
を
促
し
、
人
々
が
安
ら
か
に
調
和
し
て
生
き
ら

れ
る
、
よ
り
平
和
な
世
界
の
構
築
に
役
立
つ
の
で
す
。

　「
世
界
平
和
」
と
い
う
目
標
は
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
達

成
が
と
て
も
困
難
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
す
べ
て
の
人
類
に
と
っ

て
、
ま
た
人
間
だ
け
で
な
く
他
の
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
が

生
存
す
る
環
境
に
と
っ
て
も
有
益
で
す
。
世
界
平
和
は
素
晴
ら
し

い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
全
世
界
が
平
和
を
叫
び
、
唱
え
、
祈
る
理

由
で
す
。
そ
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
細
か
い
違
い
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
世
界
平
和
が
必
ず
追
求
さ
れ
確
実
に
達
成
さ
れ
る
べ
き

76　77

シンポジウム



目
標
で
あ
る
こ
と
に
異
存
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
世
界
の
多
く
の
人
々
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、

２
０
１
７
年
８
月
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の

国
の
人
々
に
与
え
ら
れ
た
「
大
い
な
る
恩
恵
」
と
い
え
ま
す
。
日

本
宗
教
代
表
者
会
議
の
構
成
機
関
が
こ
の
目
的
を
継
続
的
に
遂
行

し
て
い
る
こ
と
は
、
複
数
の
宗
教
が
人
類
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
よ

く
示
し
て
お
り
、
際
立
っ
た
指
導
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を

雄
弁
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
関
係
者
が
世
界
平
和
の
構
築
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
、
二
つ
の
分
野
が
非
常
に
有
力
で
際
立
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
宗
教
的
分
野
と
政
治
的
分
野
で
す
。

　
宗
教
指
導
者
と
政
治
的
権
威
が
共
同
で
貢
献
し
て
い
く
こ
と

は
、
世
界
平
和
の
構
築
に
大
き
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
二
つ
の
分
野
が
、
世
界
平
和
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
合
同
の

行
動
計
画
を
起
草
し
実
行
し
て
い
け
ば
、
そ
の
共
同
で
の
取
り
組

み
は
大
き
な
助
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
宗
教
指
導
者
の
組
織
は
、
圧
力
団
体
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
で
き
、
常
に
政
治
的
権
威
に
自
覚
を
促
し
ま
す
。

非
宗
教
的
側
面
に
注
意
を
払
う
だ
け
で
な
く
、
宗
教
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
巧
み
に
そ
れ
ら
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
取
り
組
み

を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
す
る
の
で
す
。

主
義
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
、
思
い
描
く
目
標
を
達
成
す
る
方
法
と
し
て
、
テ
ロ
と

い
う
極
め
て
恐
ろ
し
い
形
を
使
う
こ
と
で
、
ぞ
っ
と
す
る
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
行
動
に
よ
り
、
人
々

が
祖
国
を
離
れ
、
国
外
に
亡
命
を
求
め
た
り
す
る
よ
う
な
、
他
の

多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
に

社
会
的
か
つ
政
治
的
な
波
紋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
比
叡
山
で
開
催
さ
れ
る
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
こ
の
重

要
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

　「
テ
ロ
と
宗
教
～
暴
力
的
過
激
主
義
に
宗
教
者
は
ど
う
立
ち
向

か
う
か
～
」。
確
か
に
、
こ
の
課
題
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
の
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

　
全
世
界
が
こ
の
問
題
に
気
づ
き
、
注
意
を
向
け
て
い
ま
す
。
世

界
中
の
リ
ー
ダ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
採
用
し
て
、
こ
の
問
題

に
取
り
組
む
た
め
の
効
果
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
問
題
の
複
雑
さ
や
不
安
定
な

性
質
か
ら
く
る
突
発
性
に
は
、
注
意
深
く
将
来
を
見
据
え
た
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
は
政
治
的
レ
ベ
ル
、
も
う
一
つ
は
宗
教
的
レ

ベ
ル
で
す
。
こ
の
二
方
向
は
、
互
い
に
支
援
、
信
頼
し
な
が
ら
協

　
現
代
の
世
界
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
宗
教
は
、
そ
の
宗
教
内
部

や
異
教
間
で
の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
ま
す
。
す
べ
て
の
宗
教
指

導
者
や
団
体
は
、
実
用
的
か
つ
有
益
な
道
徳
的
生
き
方
を
信
者
に

強
力
に
深
く
教
え
導
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
混
沌
と
し
た
社

会
に
秩
序
を
持
ち
込
み
、
偏
狭
な
も
の
に
寛
容
を
、
分
裂
し
た
も

の
に
統
一
を
も
た
ら
し
、
戦
争
の
あ
る
と
こ
ろ
に
平
和
を
広
げ
、

環
境
を
保
全
・
維
持
し
、
環
境
と
調
和
し
て
生
き
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
う
で
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
模

範
と
な
る
よ
う
な
生
き
方
に
つ
い
て
の
貴
重
な
教
え
は
守
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
科
学
技
術
の
規
制
の
な
い
誤
っ
た
発
展
は
、
こ
の
痛

ま
し
い
状
態
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
宗
教
指
導
者
の
基
本
的
な
責
務
は
、
宗
教
は
何
よ
り
も
平
和
と

調
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
者

に
教
え
る
こ
と
で
す
。
宗
教
は
他
の
宗
教
と
戦
う
た
め
の
武
器
で

は
な
く
、
他
の
宗
教
の
教
え
を
理
解
し
尊
重
す
る
手
段
な
の
で
す
。

ま
た
、
信
者
の
精
神
や
考
え
方
を
向
上
さ
せ
、
身
業
（
身
体
）、

口
業
（
言
葉
）、
意
業
（
心
）
の
三
つ
す
べ
て
の
振
る
舞
い
を
制

御
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
宗
教
指
導
者
は
、
い
か
な
る
宗
教
的
原
理
主
義
も
容
認
す
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
宗
教
者
が
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
徳
で
す
。
こ
の
宗
教
的
原
理
主
義
は
、
今

や
全
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

調
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
政
治
的
権
威
は
、「
目
に
は
目
を
」
の
政
策
を
取
り
な
が
ら
テ

ロ
リ
ズ
ム
に
対
抗
し
、
テ
ロ
を
破
壊
し
ま
す
。
宗
教
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
宗
教
的
レ
ベ
ル
で
テ
ロ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
暴

力
や
武
器
を
使
う
状
態
に
戻
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
宗
教
的
指
導

者
は
、
刑
罰
を
使
う
こ
と
な
く
、
武
器
を
使
わ
ず
に
問
題
を
解
決

す
る
よ
う
に
、
権
威
に
助
言
す
る
べ
き
で
あ
る
と
ブ
ッ
ダ
は
常
に

説
い
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
「
転
輪
聖
王
」
に
ま
で
、
こ
の
よ
う

な
助
言
を
与
え
た
の
で
す
。

　
刑
罰
や
武
器
を
使
う
こ
と
も
あ
る
政
治
的
権
威
に
導
か
れ
た
狂

人
的
原
理
主
義
者
た
ち
は
、
正
気
に
戻
っ
て
降
伏
を
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
効
果
的
な
宗
教
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
何
も
傷
つ
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
和
解
を
促
し
、
人
々
が
安
ら
か
に
調
和
し
て
生
き
ら

れ
る
、
よ
り
平
和
な
世
界
の
構
築
に
役
立
つ
の
で
す
。

　「
世
界
平
和
」
と
い
う
目
標
は
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
達

成
が
と
て
も
困
難
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
す
べ
て
の
人
類
に
と
っ

て
、
ま
た
人
間
だ
け
で
な
く
他
の
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
が

生
存
す
る
環
境
に
と
っ
て
も
有
益
で
す
。
世
界
平
和
は
素
晴
ら
し

い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
全
世
界
が
平
和
を
叫
び
、
唱
え
、
祈
る
理

由
で
す
。
そ
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
細
か
い
違
い
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
世
界
平
和
が
必
ず
追
求
さ
れ
確
実
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
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高
潔
な
生
活
も
送
っ
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
本
当
に
神

を
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
宗
教
の
名
を
借
り
た
犯
罪
は
宗
教
に
反
す
る
犯
罪
な
の

で
す
。

　
２
０
１
７
年
４
月
に
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国

際
平
和
会
議
で
の
講
演
の
な
か
で
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
ス
総
主
教
聖

下
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　「
イ
ス
ラ
ム
教
と
テ
ロ
は
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ロ

は
ど
の
宗
教
と
も
無
関
係
だ
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
諸
宗
教

対
話
に
よ
っ
て
、
恐
怖
や
疑
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
れ
は
平
和
の
実
現
に
向
け
た
中
核
と
な
る
も
の
で
す
が
、

相
互
の
信
頼
と
尊
重
の
精
神
の
下
で
し
か
成
り
立
ち
ま
せ
ん
」。

た
。
そ
れ
は
、
異
教
間
の
紛
争
も
作
り
出
し
、
生
命
、
財
産
、
貴

重
な
も
の
す
べ
て
の
大
量
破
壊
に
繋
が
り
ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
も
、

そ
の
よ
う
な
原
理
主
義
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
芽
を
摘
み

取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宗
教
的
原
理
主
義
は
、
精
神
的
逸

脱
や
宗
教
の
教
え
の
間
違
っ
た
理
解
の
結
果
だ
と
し
て
、
非
難
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
宗
教
の
教
え
の
誤
っ
た
理
解
は
非
常
に
致
命
的
で
、
ま
さ
に
蛇

を
誤
っ
て
つ
か
む
よ
う
な
も
の
だ
と
、
ブ
ッ
ダ
も
は
っ
き
り
述
べ

て
い
ま
す
。
実
際
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宗
教
の

教
え
の
誤
っ
た
理
解
が
、
蛇
を
誤
っ
て
つ
か
む
よ
り
も
、
ず
っ
と

恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
明
ら
か
に
分
か
り
ま
す
。
普
通
、
前
者
（
蛇
）

は
、
誤
っ
て
つ
か
ん
だ
人
だ
け
を
傷
つ
け
ま
す
が
、
後
者
（
宗
教

の
誤
っ
た
理
解
）
は
無
辜
の
多
く
の
人
々
を
傷
つ
け
ま
す
。

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
の
よ
う
な
宗
教
的
集
い

は
、
宗
教
の
本
当
の
目
的
を
信
者
の
心
の
な
か
に
植
え
つ
け
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
真
の
目

的
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
あ
い
だ
に
調
和
、
平
和
、
統
一
を
育
み
、

分
裂
し
た
人
々
の
あ
い
だ
に
一
体
感
を
作
り
出
し
、
相
互
理
解
を

通
し
て
争
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
す
。

杉
谷

　
宗
教
の
誤
っ
た
解
釈
が
原
理
主
義
を
生
み
、
そ
の
こ
と
を

早
く
摘
み
取
る
た
め
に
、
相
互
理
解
と
一
体
感
を
持
つ
こ
と
が
大

総
主
教
の
お
言
葉
は
、
２
０
１
６
年
６
月
に
ク
レ
タ
島
で
開
催
さ

れ
た
正
教
会
聖
大
会
議
の
回
勅
で
述
べ
ら
れ
た
、
次
の
文
言
を
そ

の
ま
ま
伝
え
た
も
の
で
し
た
。

　「
正
直
な
異
教
徒
間
対
話
は
、
相
互
信
頼
の
発
展
と
、
平
和
と

和
解
の
促
進
に
貢
献
し
ま
す
。
当
教
会
は
、『
天
か
ら
の
平
和
』

を
地
上
で
も
っ
と
明
白
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
く
努
力
し
て

い
ま
す
。
真
の
平
和
と
い
う
の
は
、
武
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、『
自
ら
の
利
益
を
求
め
な
い
』
愛
を
通
じ

て
の
み
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
で
す
。
信
仰
の
油
は
、
再
び
新
た
な

憎
し
み
の
炎
を
燃
え
立
た
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
他
者
の
傷
を
和

事
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
テ
ロ
と
宗
教
と
い
う
二

つ
の
単
語
が
同
義
語
と
し

て
理
解
さ
れ
使
わ
れ
る
こ

と
が
あ
ま
り
に
多
い
今
日

に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考

察
す
る
場
に
お
招
き
い
た

だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま
す
。 

　
宗
教
的
暴
力
や
過
激
主
義
に
つ
な
が
る
そ
う
し
た
混
同
の
課
題

は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
そ
う
し
た
課
題
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
に
つ

い
て
熟
考
す
る
こ
と
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
今
日
の
世
界
に
お
け
る
宗
教
的
暴
力
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、
私

た
ち
は
宗
教
と
暴
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
続
け
る
べ
き

で
す
。
狂
信
者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
賢
明
な
教
え
や
神
の
命
令
を

嫌
悪
し
て
い
ま
す
。
本
人
た
ち
は
神
を
信
じ
て
い
る
と
主
張
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
は
賢
明
な
教
え
も
知
ら
な
け
れ
ば
、

ら
げ
て
治
す
た
め
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

　

　
宗
教
で
暴
力
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
宗
教
的
な

言
葉
を
使
っ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
人
々
に
対
す
る
攻
撃
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
宗
教
に
対
す
る
攻
撃
で
も
あ
り
ま
す
。
過
激
主

義
者
に
よ
る
宗
教
の
皮
肉
な
利
用
は
、
私
た
ち
が
証
言
す
べ
き
普

遍
的
な
愛
と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
人
為
的
な
制
限
を
設
け
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
宗
教
の
自
由
と

い
う
基
本
的
権
利
が
次
第
に
否
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
な
お
、
と
く
に
少
数
派
の
場
合
に
は
、
宗
教
の
自
由
は
人
類
の

尊
厳
に
根
差
し
て
い
る
の
で
す
。 

　
今
日
で
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
問
題
は
、
現
在
の
移
民
危

機
に
よ
っ
て
課
題
に
直
面
し
て
い
る
、
宗
教
多
元
主
義
と
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
宗
教
に
は
、
こ
こ
で
果
た
す
べ
き
主
要
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
に
よ
っ
て
社
会
的
な
包
み
こ
み
お
よ
び

正
義
が
ど
の
よ
う
に
促
進
さ
れ
得
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、
私
た
ち
が
追
求
す
べ
き
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
明
ら
か
に
な

り
ま
す
。

　
私
は
自
ら
の
さ
さ
や
か
な
経
験
に
基
づ
き
、
宗
教
活
動
の
行
為

者
お
よ
び
宗
教
的
奉
仕
活
動
団
体
の
ほ
う
が
、
よ
り
効
果
的
な
移

民
の
包
み
こ
み
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
例
を
三
つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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高
潔
な
生
活
も
送
っ
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
本
当
に
神

を
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
宗
教
の
名
を
借
り
た
犯
罪
は
宗
教
に
反
す
る
犯
罪
な
の

で
す
。

　
２
０
１
７
年
４
月
に
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国

際
平
和
会
議
で
の
講
演
の
な
か
で
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
ス
総
主
教
聖

下
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　「
イ
ス
ラ
ム
教
と
テ
ロ
は
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ロ

は
ど
の
宗
教
と
も
無
関
係
だ
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
諸
宗
教

対
話
に
よ
っ
て
、
恐
怖
や
疑
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
れ
は
平
和
の
実
現
に
向
け
た
中
核
と
な
る
も
の
で
す
が
、

相
互
の
信
頼
と
尊
重
の
精
神
の
下
で
し
か
成
り
立
ち
ま
せ
ん
」。

た
。
そ
れ
は
、
異
教
間
の
紛
争
も
作
り
出
し
、
生
命
、
財
産
、
貴

重
な
も
の
す
べ
て
の
大
量
破
壊
に
繋
が
り
ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
も
、

そ
の
よ
う
な
原
理
主
義
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
芽
を
摘
み

取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宗
教
的
原
理
主
義
は
、
精
神
的
逸

脱
や
宗
教
の
教
え
の
間
違
っ
た
理
解
の
結
果
だ
と
し
て
、
非
難
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
宗
教
の
教
え
の
誤
っ
た
理
解
は
非
常
に
致
命
的
で
、
ま
さ
に
蛇

を
誤
っ
て
つ
か
む
よ
う
な
も
の
だ
と
、
ブ
ッ
ダ
も
は
っ
き
り
述
べ

て
い
ま
す
。
実
際
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宗
教
の

教
え
の
誤
っ
た
理
解
が
、
蛇
を
誤
っ
て
つ
か
む
よ
り
も
、
ず
っ
と

恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
明
ら
か
に
分
か
り
ま
す
。
普
通
、
前
者
（
蛇
）

は
、
誤
っ
て
つ
か
ん
だ
人
だ
け
を
傷
つ
け
ま
す
が
、
後
者
（
宗
教

の
誤
っ
た
理
解
）
は
無
辜
の
多
く
の
人
々
を
傷
つ
け
ま
す
。

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年
記
念
の
よ
う
な
宗
教
的
集
い

は
、
宗
教
の
本
当
の
目
的
を
信
者
の
心
の
な
か
に
植
え
つ
け
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
真
の
目

的
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
あ
い
だ
に
調
和
、
平
和
、
統
一
を
育
み
、

分
裂
し
た
人
々
の
あ
い
だ
に
一
体
感
を
作
り
出
し
、
相
互
理
解
を

通
し
て
争
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
す
。

杉
谷

　
宗
教
の
誤
っ
た
解
釈
が
原
理
主
義
を
生
み
、
そ
の
こ
と
を

早
く
摘
み
取
る
た
め
に
、
相
互
理
解
と
一
体
感
を
持
つ
こ
と
が
大

総
主
教
の
お
言
葉
は
、
２
０
１
６
年
６
月
に
ク
レ
タ
島
で
開
催
さ

れ
た
正
教
会
聖
大
会
議
の
回
勅
で
述
べ
ら
れ
た
、
次
の
文
言
を
そ

の
ま
ま
伝
え
た
も
の
で
し
た
。

　「
正
直
な
異
教
徒
間
対
話
は
、
相
互
信
頼
の
発
展
と
、
平
和
と

和
解
の
促
進
に
貢
献
し
ま
す
。
当
教
会
は
、『
天
か
ら
の
平
和
』

を
地
上
で
も
っ
と
明
白
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
く
努
力
し
て

い
ま
す
。
真
の
平
和
と
い
う
の
は
、
武
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、『
自
ら
の
利
益
を
求
め
な
い
』
愛
を
通
じ

て
の
み
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
で
す
。
信
仰
の
油
は
、
再
び
新
た
な

憎
し
み
の
炎
を
燃
え
立
た
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
他
者
の
傷
を
和

事
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
テ
ロ
と
宗
教
と
い
う
二

つ
の
単
語
が
同
義
語
と
し

て
理
解
さ
れ
使
わ
れ
る
こ

と
が
あ
ま
り
に
多
い
今
日

に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考

察
す
る
場
に
お
招
き
い
た

だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま
す
。 

　
宗
教
的
暴
力
や
過
激
主
義
に
つ
な
が
る
そ
う
し
た
混
同
の
課
題

は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
そ
う
し
た
課
題
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
に
つ

い
て
熟
考
す
る
こ
と
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
今
日
の
世
界
に
お
け
る
宗
教
的
暴
力
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、
私

た
ち
は
宗
教
と
暴
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
続
け
る
べ
き

で
す
。
狂
信
者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
賢
明
な
教
え
や
神
の
命
令
を

嫌
悪
し
て
い
ま
す
。
本
人
た
ち
は
神
を
信
じ
て
い
る
と
主
張
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
は
賢
明
な
教
え
も
知
ら
な
け
れ
ば
、

ら
げ
て
治
す
た
め
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

　

　
宗
教
で
暴
力
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
宗
教
的
な

言
葉
を
使
っ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
人
々
に
対
す
る
攻
撃
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
宗
教
に
対
す
る
攻
撃
で
も
あ
り
ま
す
。
過
激
主

義
者
に
よ
る
宗
教
の
皮
肉
な
利
用
は
、
私
た
ち
が
証
言
す
べ
き
普

遍
的
な
愛
と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
人
為
的
な
制
限
を
設
け
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
宗
教
の
自
由
と

い
う
基
本
的
権
利
が
次
第
に
否
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
な
お
、
と
く
に
少
数
派
の
場
合
に
は
、
宗
教
の
自
由
は
人
類
の

尊
厳
に
根
差
し
て
い
る
の
で
す
。 

　
今
日
で
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
問
題
は
、
現
在
の
移
民
危

機
に
よ
っ
て
課
題
に
直
面
し
て
い
る
、
宗
教
多
元
主
義
と
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
宗
教
に
は
、
こ
こ
で
果
た
す
べ
き
主
要
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
に
よ
っ
て
社
会
的
な
包
み
こ
み
お
よ
び

正
義
が
ど
の
よ
う
に
促
進
さ
れ
得
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、
私
た
ち
が
追
求
す
べ
き
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
明
ら
か
に
な

り
ま
す
。

　
私
は
自
ら
の
さ
さ
や
か
な
経
験
に
基
づ
き
、
宗
教
活
動
の
行
為

者
お
よ
び
宗
教
的
奉
仕
活
動
団
体
の
ほ
う
が
、
よ
り
効
果
的
な
移

民
の
包
み
こ
み
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
例
を
三
つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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環
境
汚
染
の
生
態
学
的
問
題
は
、
常
に
貧
困
と
い
う
社
会
的
問

題
と
結
び
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
生
態
学
的
活
動
は
す

べ
て
、
と
り
わ
け
貧
困
者
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
人
々
に
及
ぼ
す

影
響
と
効
果
に
よ
っ
て
最
終
的
に
測
定
さ
れ
て
、
適
切
に
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
環
境
問
題
は
、
本
日
の
私
た
ち
の
ト
ピ
ッ
ク
と
密
接
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
、気
候
変
動
は
、仮
に
現
在
は
ま
だ
そ
う
な
っ

て
い
な
い
と
し
て
も
、
近
い
将
来
に
は
、
地
政
学
的
紛
争
に
関
連

す
る
移
民
の
流
れ
に
、
ま
す
ま
す
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
持
続
可
能
な
発
展
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
は

精
神
的
な
課
題
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
の
課
題
に

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
性
で
は
、
転
換
の
精
神
は
、
価
値
と
環
境

の
双
方
の
問
題
に
届
く
と
同
時
に
、
そ
れ
を
超
え
る
存
在
の
転
換

に
対
し
て
、
徹
底
的
な
変
化
を
要
求
し
ま
す
。
現
在
お
よ
び
将
来

の
隣
人
へ
の
愛
が
、
身
勝
手
さ
を
押
さ
え
こ
み
ま
す
。
宗
教
信
者

の
集
団
行
動
が
、
世
界
の
指
導
者
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
思
決
定
者

に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
節
制
が
、
過
剰
消
費

主
義
の
欲
求
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
共
有
に
よ
っ
て
不

平
等
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
最
終
的
に
、
愛
が
政
治
的
領
域
と
社
会
的
領
域
を
包
み
込
む
の

　
第
一
に
、
新
た
な
移
民
が
到
着
し
た
と
き
、
そ
の
移
民
は
必
ず

し
も
現
地
語
を
話
せ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
宗
教
的
奉
仕
活
動
団

体
な
ら
、
そ
の
移
民
が
新
た
な
状
況
に
馴
染
め
る
よ
う
に
支
援
し
、

移
民
に
言
語
講
座
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
言
語
講
座

を
提
供
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
す
。

　
第
二
に
、
宗
教
的
奉
仕
活
動
団
体
は
、
他
の
現
地
協
会
に
連
絡

す
る
の
を
手
助
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
宗
教
が

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
仲
介
の
役
割
を
強
調
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宗
教
団
体
が
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
ラ
ム
シ
が
「
有
機
的
知
識
人
」
と
呼
ぶ
も
の
を
促
進
す
る
こ
と

が
不
可
欠
な
の
で
す
。
有
機
的
知
識
人
と
は
、
自
ら
の
宗
教
団
体

と
周
辺
社
会
と
の
懸
け
橋
を
築
く
こ
と
の
で
き
る
人
々
を
意
味
し

ま
す
。

　
第
三
に
、
宗
教
的
奉
仕
活
動
団
体
は
、
移
民
の
出
身
地
の
文
化

と
受
け
入
れ
社
会
と
の
あ
い
だ
に
親
和
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
手

助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
が
、
偏
見
や
先
入
観
に
対

処
す
る
た
め
、
お
よ
び
社
会
的
な
包
み
こ
み
を
通
じ
て
平
和
を
促

進
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
私
が
諸
宗
教
対
話
に
重
要
性
を
見

出
し
て
い
る
部
分
で
す
。
そ
こ
で
は
、
出
会
い
、
話
し
、
交
流
し

よ
う
と
い
う
意
欲
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
別
の
表
現
で
言
う
と
こ
ろ
の
異
教
徒
間
対
話
は
、
他
者
の
人
間

性
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
尊
厳
と
安
全
保
障
を
促

で
す
。
祈
り
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
新
し
い

生
活
、
持
続
可
能
で
公
正
で
平
和
な
社
会
の
可
能
性
へ
と
導
か
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
も
ま
た
、
聖
大
会
議
の
回
勅
が
、
本
日
の
私
た
ち
の
考

察
に
役
立
ち
ま
す
。

　「
生
態
学
的
危
機
の
根
源
は
、
精
神
的
お
よ
び
倫
理
的
な
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
間
の
心
に
内
在
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
危

機
は
、
こ
こ
数
世
紀
の
あ
い
だ
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
強
欲
さ
、
貪
欲
さ
、
利
己
主
義
、
よ
り
多
く
を
求
め

る
飽
く
な
き
欲
望
と
い
っ
た
人
間
の
情
熱
に
よ
っ
て
、
ま
た
今
や

私
た
ち
の
共
有
の
家
で
あ
る
自
然
環
境
を
大
き
く
脅
か
し
て
い

る
、
そ
う
し
た
情
熱
が
も
た
ら
す
気
候
変
動
の
よ
う
な
地
球
へ
の

影
響
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
で
す
」。

　
誠
実
で
実
体
の
あ
る
対
話
は
、
原
理
主
義
や
宗
教
的
暴
力
を
回

避
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
す
。
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
用
い
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
実
践
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
異
な
る
宗
教
の
信
者
間
に
お
け
る
対
話
は
、
服
従
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
誠
実
な
対
話
は
、
他
者
の
意
思
や
意
見
に
服
従

す
る
こ
と
で
も
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
や
意
見
を
交
換
し
、

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
者
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
貢
献
す

る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
の
返
答
は
包
括
的
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の

で
あ
る
べ
き
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
マ
タ
イ
の
福

音
書
25
章
の
最
後
の
審
判
の
強
烈
な
寓
話
を
思
い
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
次
の
よ
う
な
明
白

な
言
葉
を
発
し
て
い
ま
す
。

　「
わ
た
し
が
飢
え
る
と
食
べ
物
を
与
え
、
わ
た
し
が
渇
く
と
飲

み
物
を
与
え
」。

　
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
共
通
の
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
な
く
、

宗
教
と
環
境
保
護
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
危
機
的

状
況
に
陥
っ
て
い
る
世
界
の
目
撃
者
と
し
て
、
私
た
ち
は
信
仰
の

意
味
を
再
発
見
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
部
の
人
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
非
難
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
現
象
の
背
後
で
、
人
類
は
相
互
に
関
係
し
合
う
人
間
と

し
て
の
、
あ
る
い
は
私
に
言
わ
せ
れ
ば
天
地
万
物
と
の
関
係
で
結

ば
れ
た
人
間
と
し
て
の
、
自
ら
の
責
任
に
直
面
す
る
は
ず
で
す
。

も
し
私
た
ち
が
、
神
の
形
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
各
個
人
を
尊
重
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
神
の
創
造
物
の
あ
ら
ゆ
る
小
片
を
尊
重

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
お
互
い
の
こ
と
も
私
た
ち
の
世
界

の
こ
と
も
気
に
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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環
境
汚
染
の
生
態
学
的
問
題
は
、
常
に
貧
困
と
い
う
社
会
的
問

題
と
結
び
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
生
態
学
的
活
動
は
す

べ
て
、
と
り
わ
け
貧
困
者
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
人
々
に
及
ぼ
す

影
響
と
効
果
に
よ
っ
て
最
終
的
に
測
定
さ
れ
て
、
適
切
に
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
環
境
問
題
は
、
本
日
の
私
た
ち
の
ト
ピ
ッ
ク
と
密
接
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
、気
候
変
動
は
、仮
に
現
在
は
ま
だ
そ
う
な
っ

て
い
な
い
と
し
て
も
、
近
い
将
来
に
は
、
地
政
学
的
紛
争
に
関
連

す
る
移
民
の
流
れ
に
、
ま
す
ま
す
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
持
続
可
能
な
発
展
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
は

精
神
的
な
課
題
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
の
課
題
に

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
性
で
は
、
転
換
の
精
神
は
、
価
値
と
環
境

の
双
方
の
問
題
に
届
く
と
同
時
に
、
そ
れ
を
超
え
る
存
在
の
転
換

に
対
し
て
、
徹
底
的
な
変
化
を
要
求
し
ま
す
。
現
在
お
よ
び
将
来

の
隣
人
へ
の
愛
が
、
身
勝
手
さ
を
押
さ
え
こ
み
ま
す
。
宗
教
信
者

の
集
団
行
動
が
、
世
界
の
指
導
者
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
思
決
定
者

に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
節
制
が
、
過
剰
消
費

主
義
の
欲
求
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
共
有
に
よ
っ
て
不

平
等
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
最
終
的
に
、
愛
が
政
治
的
領
域
と
社
会
的
領
域
を
包
み
込
む
の

　
第
一
に
、
新
た
な
移
民
が
到
着
し
た
と
き
、
そ
の
移
民
は
必
ず

し
も
現
地
語
を
話
せ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
宗
教
的
奉
仕
活
動
団

体
な
ら
、
そ
の
移
民
が
新
た
な
状
況
に
馴
染
め
る
よ
う
に
支
援
し
、

移
民
に
言
語
講
座
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
言
語
講
座

を
提
供
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
す
。

　
第
二
に
、
宗
教
的
奉
仕
活
動
団
体
は
、
他
の
現
地
協
会
に
連
絡

す
る
の
を
手
助
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
宗
教
が

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
仲
介
の
役
割
を
強
調
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宗
教
団
体
が
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
ラ
ム
シ
が
「
有
機
的
知
識
人
」
と
呼
ぶ
も
の
を
促
進
す
る
こ
と

が
不
可
欠
な
の
で
す
。
有
機
的
知
識
人
と
は
、
自
ら
の
宗
教
団
体

と
周
辺
社
会
と
の
懸
け
橋
を
築
く
こ
と
の
で
き
る
人
々
を
意
味
し

ま
す
。

　
第
三
に
、
宗
教
的
奉
仕
活
動
団
体
は
、
移
民
の
出
身
地
の
文
化

と
受
け
入
れ
社
会
と
の
あ
い
だ
に
親
和
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
手

助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
が
、
偏
見
や
先
入
観
に
対

処
す
る
た
め
、
お
よ
び
社
会
的
な
包
み
こ
み
を
通
じ
て
平
和
を
促

進
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
私
が
諸
宗
教
対
話
に
重
要
性
を
見

出
し
て
い
る
部
分
で
す
。
そ
こ
で
は
、
出
会
い
、
話
し
、
交
流
し

よ
う
と
い
う
意
欲
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
別
の
表
現
で
言
う
と
こ
ろ
の
異
教
徒
間
対
話
は
、
他
者
の
人
間

性
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
尊
厳
と
安
全
保
障
を
促

で
す
。
祈
り
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
新
し
い

生
活
、
持
続
可
能
で
公
正
で
平
和
な
社
会
の
可
能
性
へ
と
導
か
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
も
ま
た
、
聖
大
会
議
の
回
勅
が
、
本
日
の
私
た
ち
の
考

察
に
役
立
ち
ま
す
。

　「
生
態
学
的
危
機
の
根
源
は
、
精
神
的
お
よ
び
倫
理
的
な
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
間
の
心
に
内
在
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
危

機
は
、
こ
こ
数
世
紀
の
あ
い
だ
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
強
欲
さ
、
貪
欲
さ
、
利
己
主
義
、
よ
り
多
く
を
求
め

る
飽
く
な
き
欲
望
と
い
っ
た
人
間
の
情
熱
に
よ
っ
て
、
ま
た
今
や

私
た
ち
の
共
有
の
家
で
あ
る
自
然
環
境
を
大
き
く
脅
か
し
て
い

る
、
そ
う
し
た
情
熱
が
も
た
ら
す
気
候
変
動
の
よ
う
な
地
球
へ
の

影
響
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
で
す
」。

　
誠
実
で
実
体
の
あ
る
対
話
は
、
原
理
主
義
や
宗
教
的
暴
力
を
回

避
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
す
。
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
用
い
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
実
践
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
異
な
る
宗
教
の
信
者
間
に
お
け
る
対
話
は
、
服
従
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
誠
実
な
対
話
は
、
他
者
の
意
思
や
意
見
に
服
従

す
る
こ
と
で
も
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
や
意
見
を
交
換
し
、

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
者
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
貢
献
す

る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
の
返
答
は
包
括
的
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の

で
あ
る
べ
き
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
マ
タ
イ
の
福

音
書
25
章
の
最
後
の
審
判
の
強
烈
な
寓
話
を
思
い
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
次
の
よ
う
な
明
白

な
言
葉
を
発
し
て
い
ま
す
。

　「
わ
た
し
が
飢
え
る
と
食
べ
物
を
与
え
、
わ
た
し
が
渇
く
と
飲

み
物
を
与
え
」。

　
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
共
通
の
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
な
く
、

宗
教
と
環
境
保
護
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
危
機
的

状
況
に
陥
っ
て
い
る
世
界
の
目
撃
者
と
し
て
、
私
た
ち
は
信
仰
の

意
味
を
再
発
見
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
部
の
人
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
非
難
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
現
象
の
背
後
で
、
人
類
は
相
互
に
関
係
し
合
う
人
間
と

し
て
の
、
あ
る
い
は
私
に
言
わ
せ
れ
ば
天
地
万
物
と
の
関
係
で
結

ば
れ
た
人
間
と
し
て
の
、
自
ら
の
責
任
に
直
面
す
る
は
ず
で
す
。

も
し
私
た
ち
が
、
神
の
形
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
各
個
人
を
尊
重
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
神
の
創
造
物
の
あ
ら
ゆ
る
小
片
を
尊
重

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
お
互
い
の
こ
と
も
私
た
ち
の
世
界

の
こ
と
も
気
に
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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非
難
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
喜
ん
で

こ
の
求
め
に
応
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
虐
殺
の
犠
牲
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
全
能
の
神
ア

ラ
ー
の
名
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
暴
力
と
は
、
自
ら
の
信
仰

が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
宗
教
的
暴
力
を
非

難
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
本
日
こ
の
高
尚
な
善
意
の
集
ま
り

に
お
い
て
、
純
粋
信
仰
批
判
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
を
述
べ

る
決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
私
は
、
世
界
的
な
テ

ロ
と
そ
の
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討
す

る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
純
粋
信
仰
批
判
の
試
み
と
い
う
の
は
、
決
し
て
信
仰

を
否
定
す
る
行
為
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
純
粋
信
仰
批
判
は
、
観
念
的
で
内
在
的
な

顕
現
に
お
け
る
信
仰
の
力
を
測
ろ
う
と
い
う
精
神
的
で
認
知
的
な

努
力
な
の
で
す
。

　
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
が
考
え
た
よ
う
に
、
も
し
純
粋
理
性
批

判
が「
私
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
」「
私
に
何
が
で
き
る
か
」

「
私
は
何
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
よ
っ

て
導
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
純
粋
信
仰
批
判
は
「
私
は
ど
う
す
れ

ば
信
じ
ら
れ
る
か
」「
私
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
」「
私

対
策
や
解
決
策
を
も
た
ら
す
対
等
な
合
意
を
目
指
し
て
取
り
組
む

た
め
の
手
段
と
し
て
対
話
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
現
代
の
私
た
ち

の
多
文
化
社
会
に
お
け
る
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態

で
あ
る
こ
と
を
、
世
界
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
私

た
ち
は
ど
う
や
っ
て
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　
対
話
と
い
う
の
は
、
討
論
よ
り
も
公
平
で
、
礼
儀
正
し
い
会
話

よ
り
も
正
直
で
、
議
論
よ
り
も
合
意
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
、

私
た
ち
は
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
聖
ヨ
ハ
ネ

が
自
ら
の
福
音
書
に
書
い
て
い
る
と
お
り
、『
は
じ
め
に
言
葉
あ

り
き
』
と
い
う
神
の
言
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
は
、
主
張
と
質
問
の
均
等
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
い
る

人
々
同
士
の
関
係
に
お
け
る
共
通
の
理
解
を
構
築
す
る
た
め
に
、

と
も
に
思
案
し
考
察
す
る
継
続
的
な
方
法
で
す
。
そ
こ
で
は
、
す

べ
て
の
関
係
当
事
者
を
尊
重
し
、
想
定
事
項
を
保
留
し
、
観
察
者

を
観
察
し
、
自
ら
の
傾
聴
に
耳
を
傾
け
、
思
考
を
認
識
し
、
集
団

的
知
性
を
求
め
、
共
通
の
理
解
を
構
築
し
、
可
能
性
を
受
け
入
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
時
間
、
熱
心
さ
、
お
よ
び
正
直
さ
を
要
す
る
プ

ロ
セ
ス
で
す
。

　
私
た
ち
が
絶
え
ず
繰
り
返
し
て
言
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
、
宗

教
指
導
者
で
あ
る
私
た
ち
に
は
、
徹
底
的
な
相
互
協
力
を
通
じ
て
、

は
ど
う
す
れ
ば
救
わ
れ
る
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
よ
っ
て
導
か
れ

ま
す
。

　
実
際
に
は
、
純
粋
信
仰
批
判
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
明
ら
か
な
警

告
「『
信
じ
ま
す
、
信
じ
ま
す
』
と
言
い
さ
え
す
れ
ば
、
も
う
そ

れ
で
試
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
考
え
て
お
る
の
か
、
人
間

ど
も
は
」
に
追
随
し
て
い
る
の
で
す
。

　

　
私
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・

カ
ン
ト
（
１
７
２
４
～
１
８
０
４
年
）
よ
り
も
ず
っ
と
前
に
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
哲
学
者
ガ
ザ
ー
リ
ー
（
１
０
５
８
～
１
１
１
１
年
）

が
、
人
間
の
心
と
い
う
の
は
、
自
ら
に
対
し
て
高
い
モ
ラ
ル
の
責

務
を
命
じ
て
、
自
分
自
身
の
裁
判
官
と
陪
審
員
に
な
る
た
め
に
、

自
己
可
測
性
の
力
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
実
証
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
人
間
の
心
は
地
球

上
に
お
け
る
神
の
尺
度
か
も
し
れ
な
い
と
ほ
の
め
か
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
信
仰
は
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
仰
と
い
う
の
は
心

を
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
心
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
信
仰
の

尺
度
に
は
な
り
得
な
い
の
で
す
。
確
か
に
、
心
は
信
仰
さ
え
も
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
尺
度
と
な
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
心
が
決
定
的
に
信
仰
を
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
信

仰
が
そ
れ
自
身
を
測
定
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
。

純
粋
信
仰
と
い
う
の
は
、
そ
の
価
値
の
観
念
的
尺
度
に
よ
っ
て
左

私
た
ち
が
ま
さ
に
神
の
形
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
間
の
尊
厳

を
、
国
内
お
よ
び
国
際
レ
ベ
ル
で
促
進
す
る
と
と
も
に
、
神
の
保

護
の
下
で
人
類
を
一
つ
の
家
族
に
し
て
い
る
愛
の
絆
を
再
確
認
す

る
こ
と
で
、
恐
怖
に
対
抗
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
清
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
谷

　
対
話
の
重
要
性
と
同
時
に
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
共
通

の
理
解
は
、
環
境
問
題
に
も
視
野
を
広
げ
、
公
正
な
社
会
建
設
に

つ
な
が
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　
次
に
ツ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
。

ツ
ェ
リ
ッ
チ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）　

　
私
は
欧
州
か
ら
参
り
ま

し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。

正
確
に
申
し
ま
す
と
、
ボ

ス
ニ
ア
出
身
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
す
。
ボ
ス
ニ
ア
は
、

面
積
と
い
う
点
で
は
小
さ

な
国
で
す
が
、
宗
教
史
お

よ
び
文
化
史
に
お
け
る
重
要
性
と
い
う
点
で
は
大
き
な
国
で
す
。

　
実
は
私
は
、
宗
教
を
理
由
と
す
る
大
虐
殺
の
生
き
残
り
で
す
。

私
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
に
は
テ
ロ
を
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非
難
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
喜
ん
で

こ
の
求
め
に
応
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
虐
殺
の
犠
牲
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
全
能
の
神
ア

ラ
ー
の
名
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
暴
力
と
は
、
自
ら
の
信
仰

が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
宗
教
的
暴
力
を
非

難
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
本
日
こ
の
高
尚
な
善
意
の
集
ま
り

に
お
い
て
、
純
粋
信
仰
批
判
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
を
述
べ

る
決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
私
は
、
世
界
的
な
テ

ロ
と
そ
の
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討
す

る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
純
粋
信
仰
批
判
の
試
み
と
い
う
の
は
、
決
し
て
信
仰

を
否
定
す
る
行
為
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
純
粋
信
仰
批
判
は
、
観
念
的
で
内
在
的
な

顕
現
に
お
け
る
信
仰
の
力
を
測
ろ
う
と
い
う
精
神
的
で
認
知
的
な

努
力
な
の
で
す
。

　
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
が
考
え
た
よ
う
に
、
も
し
純
粋
理
性
批

判
が「
私
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
」「
私
に
何
が
で
き
る
か
」

「
私
は
何
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
よ
っ

て
導
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
純
粋
信
仰
批
判
は
「
私
は
ど
う
す
れ

ば
信
じ
ら
れ
る
か
」「
私
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
」「
私

対
策
や
解
決
策
を
も
た
ら
す
対
等
な
合
意
を
目
指
し
て
取
り
組
む

た
め
の
手
段
と
し
て
対
話
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
現
代
の
私
た
ち

の
多
文
化
社
会
に
お
け
る
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態

で
あ
る
こ
と
を
、
世
界
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
私

た
ち
は
ど
う
や
っ
て
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　
対
話
と
い
う
の
は
、
討
論
よ
り
も
公
平
で
、
礼
儀
正
し
い
会
話

よ
り
も
正
直
で
、
議
論
よ
り
も
合
意
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
、

私
た
ち
は
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
聖
ヨ
ハ
ネ

が
自
ら
の
福
音
書
に
書
い
て
い
る
と
お
り
、『
は
じ
め
に
言
葉
あ

り
き
』
と
い
う
神
の
言
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
は
、
主
張
と
質
問
の
均
等
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
い
る

人
々
同
士
の
関
係
に
お
け
る
共
通
の
理
解
を
構
築
す
る
た
め
に
、

と
も
に
思
案
し
考
察
す
る
継
続
的
な
方
法
で
す
。
そ
こ
で
は
、
す

べ
て
の
関
係
当
事
者
を
尊
重
し
、
想
定
事
項
を
保
留
し
、
観
察
者

を
観
察
し
、
自
ら
の
傾
聴
に
耳
を
傾
け
、
思
考
を
認
識
し
、
集
団

的
知
性
を
求
め
、
共
通
の
理
解
を
構
築
し
、
可
能
性
を
受
け
入
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
時
間
、
熱
心
さ
、
お
よ
び
正
直
さ
を
要
す
る
プ

ロ
セ
ス
で
す
。

　
私
た
ち
が
絶
え
ず
繰
り
返
し
て
言
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
、
宗

教
指
導
者
で
あ
る
私
た
ち
に
は
、
徹
底
的
な
相
互
協
力
を
通
じ
て
、

は
ど
う
す
れ
ば
救
わ
れ
る
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
よ
っ
て
導
か
れ

ま
す
。

　
実
際
に
は
、
純
粋
信
仰
批
判
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
明
ら
か
な
警

告
「『
信
じ
ま
す
、
信
じ
ま
す
』
と
言
い
さ
え
す
れ
ば
、
も
う
そ

れ
で
試
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
考
え
て
お
る
の
か
、
人
間

ど
も
は
」
に
追
随
し
て
い
る
の
で
す
。

　

　
私
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・

カ
ン
ト
（
１
７
２
４
～
１
８
０
４
年
）
よ
り
も
ず
っ
と
前
に
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
哲
学
者
ガ
ザ
ー
リ
ー
（
１
０
５
８
～
１
１
１
１
年
）

が
、
人
間
の
心
と
い
う
の
は
、
自
ら
に
対
し
て
高
い
モ
ラ
ル
の
責

務
を
命
じ
て
、
自
分
自
身
の
裁
判
官
と
陪
審
員
に
な
る
た
め
に
、

自
己
可
測
性
の
力
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
実
証
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
人
間
の
心
は
地
球

上
に
お
け
る
神
の
尺
度
か
も
し
れ
な
い
と
ほ
の
め
か
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
信
仰
は
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
仰
と
い
う
の
は
心

を
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
心
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
信
仰
の

尺
度
に
は
な
り
得
な
い
の
で
す
。
確
か
に
、
心
は
信
仰
さ
え
も
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
尺
度
と
な
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
心
が
決
定
的
に
信
仰
を
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
信

仰
が
そ
れ
自
身
を
測
定
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
。

純
粋
信
仰
と
い
う
の
は
、
そ
の
価
値
の
観
念
的
尺
度
に
よ
っ
て
左

私
た
ち
が
ま
さ
に
神
の
形
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
間
の
尊
厳

を
、
国
内
お
よ
び
国
際
レ
ベ
ル
で
促
進
す
る
と
と
も
に
、
神
の
保

護
の
下
で
人
類
を
一
つ
の
家
族
に
し
て
い
る
愛
の
絆
を
再
確
認
す

る
こ
と
で
、
恐
怖
に
対
抗
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
清
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
谷

　
対
話
の
重
要
性
と
同
時
に
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
共
通

の
理
解
は
、
環
境
問
題
に
も
視
野
を
広
げ
、
公
正
な
社
会
建
設
に

つ
な
が
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　
次
に
ツ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
。

ツ
ェ
リ
ッ
チ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）　

　
私
は
欧
州
か
ら
参
り
ま

し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。

正
確
に
申
し
ま
す
と
、
ボ

ス
ニ
ア
出
身
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
す
。
ボ
ス
ニ
ア
は
、

面
積
と
い
う
点
で
は
小
さ

な
国
で
す
が
、
宗
教
史
お

よ
び
文
化
史
に
お
け
る
重
要
性
と
い
う
点
で
は
大
き
な
国
で
す
。

　
実
は
私
は
、
宗
教
を
理
由
と
す
る
大
虐
殺
の
生
き
残
り
で
す
。

私
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
に
は
テ
ロ
を
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天
使
は
光
（nūr

）
で
、
悪
魔
は
炎
（nār

）
で
す
。
大
地
の
上
に

は
光
と
炎
が
あ
り
、
光
は
照
ら
さ
れ
炎
は
燃
や
さ
れ
ま
す
。
人
間

は
大
地
か
ら
生
ま
れ
、
大
地
の
上
に
い
て
大
地
の
下
に
い
ま
す
。

人
間
は
、
照
ら
さ
れ
る
天
使
の
光
と
、
燃
や
さ
れ
る
悪
魔
の
炎
の

統
合
体
な
の
で
す
。
天
使
の
光
は
人
間
の
精
神
で
、
悪
魔
の
炎
は

人
間
の
情
熱
で
す
。
人
間
は
、
光
が
照
ら
さ
れ
炎
が
燃
や
さ
れ
る

大
地
で
あ
り
、
天
使
は
自
ら
の
光
で
人
間
の
精
神
に
明
か
り
を
灯

し
、
一
方
で
悪
魔
は
自
ら
の
炎
で
人
間
の
情
熱
を
燃
え
立
た
せ
ま

す
。
人
間
は
、
天
使
の
光
と
悪
魔
の
炎
の
あ
い
だ
の
大
地
で
す
。

　
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
単
な
る
言
葉
遊
び
の
よ
う
で
す
が
、

実
は
光
と
炎
は
人
間
が
辿
る
二
つ
の
道
、
つ
ま
り
光
の
道
と
炎
の

道
な
の
で
す
。
光
の
道
で
は
、
人
間
は
前
後
を
含
め
た
自
分
の
周

囲
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
炎
の
道
で
は
、
目
の
前
の
炎
と

背
後
の
暗
闇
お
よ
び
灰
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
炎
の
ほ
う
が
光
よ
り

も
強
力
か
つ
破
壊
的
で
あ
り
、
炎
は
刺
激
的
で
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。
光
は
、
謙
虚
で
、
穏
や
か
で
、
予
測
可
能
で
、
と
き
と
し
て

退
屈
な
も
の
で
す
が
、
決
し
て
人
間
に
害
を
及
ぼ
そ
う
と
せ
ず
、

決
し
て
人
間
を
暗
闇
の
な
か
に
取
り
残
さ
ず
、
ま
た
灰
を
ま
き
散

ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
人
間
が
炎
か
ら
創
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る

の
か
、
私
に
は
決
し
て
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

も
し
人
間
が
そ
れ
を
悔
や
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
悪
魔
が
「
私
は
炎

右
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
信
仰
は
、
必
ず
し
も
「
今
」「
こ

の
場
に
」
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
よ
り
高
位
の
、
と
い
う
よ
り

は
最
高
位
の
裁
判
官
の
尺
度
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

従
っ
て
、
私
た
ち
心
あ
る
人
間
は
、
今
こ
の
場
で
お
互
い
の
信
仰

に
つ
い
て
お
互
い
に
判
断
し
合
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
ア
ッ
ラ
ー
は
審
判
の
日
に
、
あ
な
た
が
た
が
そ
れ
に
つ
い
て

相
違
し
た
こ
と
に
関
し
、
あ
な
た
が
た
を
裁
か
れ
る
」（
ク
ル
ア
ー

ン
）。
従
っ
て
、
心
の
行
為
は
信
仰
を
超
え
ま
せ
ん
。
信
仰
は
心

よ
り
も
高
位
に
あ
る
も
の
な
の
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
心
が

あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
心
は
、
自
ら
を
信
仰

の
最
終
的
尺
度
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
心
の

力
が
信
仰
の
力
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
そ
う
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

心
は
、
地
球
上
に
お
け
る
そ
の
終
わ
り
に
関
し
て
は
信
仰
の
優
位

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
信
仰
は
、
人
間
に
と
っ
て
死

後
の
世
界
に
お
け
る
唯
一
の
救
い
で
あ
り
続
け
て
い
る
か
ら

で
す
。 

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
人
間
は
、
信
仰
の
観
念
的
力
が
顕
現
化
さ

れ
る
元
に
な
る
、
心
の
力
、
精
神
の
力
、
手
の
力
と
い
う
三
つ
の

根
本
的
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
心
に
は
人
間
の
信
仰
の
力
が

あ
り
、
精
神
に
は
人
間
の
思
考
の
力
が
あ
り
、
手
に
は
人
間
の
行

動
の
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
力
が
一
緒
に
な
っ
て
、
一

つ
の
「
超
人
的
な
力
」、
す
な
わ
ち
神
の
純
粋
信
仰
と
な
り
ま
す
。

か
ら
創
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
人
間
は
粘
土
か
ら
創
ら
れ
た
の
だ

か
ら
、
私
の
ほ
う
が
人
間
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
だ
」
と
言
っ
て
、

人
種
差
別
的
発
言
で
人
間
を
怒
ら
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
私
は
、
な
ぜ
人
間
は
悪
魔
の
ま
ね
を
す
る

の
が
好
き
な
の
か
も
、
決
し
て
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
悪
魔

は
、
神
か
ら
人
間
の
前
で
は
ひ
れ
伏
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
た
め

に
、
ほ
か
の
誰
よ
り
も
人
間
を
憎
ん
で
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
私
は
な
ぜ
人
間
が
悪
魔
の
命
令
に
耳
を
傾
け
る
の
か
不
思

議
に
思
い
ま
す
。
悪
魔
は
人
間
を
火
の
な
か
に
押
し
込
み
、
ま
た

自
分
を
光
へ
と
導
い
て
く
れ
る
神
の
命
令
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し

な
い
の
に
で
す
。

　
そ
う
で
す
、
私
が
こ
こ
で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
こ
う

し
た
真
実
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
は
命
令
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
は
、
命
令
は
人
間
の
運
命

な
の
で
す
。
そ
れ
は
人
間
の
自
立
的
性
質
で
も
な
け
れ
ば
自
主
的

意
志
で
も
な
く
、
む
し
ろ
人
間
の
性
質
と
人
間
の
意
思
こ
そ
が
、

命
令
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
人
間
の
存
在
の
本
質
を
定
義
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
人
間
の
存
在
の
本
質
は
そ
の
知
識
の
力
で
す
。

そ
れ
は
遺
伝
的
な
も
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
男
性
も
女
性
も
、

最
初
は
読
み
、
学
び
、
自
分
自
身
が
持
つ
独
自
の
知
識
を
認
識
す

る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
人
間
は
一
つ
、
ま
た
は

複
数
の
命
令
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
命

人
間
の
精
神
的
、
心
理
的
、
お
よ
び
物
理
的
存
在
の
全
体
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
力
の
な
か
の
い
ず
れ
か
が
不
足
す
る
と
、
人

間
の
成
功
や
救
済
が
不
安
定
化
し
ま
す
。
純
粋
信
仰
批
判
は
、
こ

れ
ら
三
つ
の
力
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
問
い
な
の
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
精
神
と
根
本
的
な
人

間
の
魂
と
か
ら
な
る
観
念
的
な
神
性
の
調
和
さ
れ
た
顕
現
と
し
て

の
、
完
全
な
る
「
超
人
的
な
力
」
に
つ
い
て
の
問
い
で
す
。 

　
魂
と
い
う
の
は
、
神
の
御
霊
の
根
か
ら
生
じ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
人
間
の
魂
と
い
う
の
は
神
の
御
霊
が
反
映
さ
れ
た
も
の
な
の

で
す
。「
か
れ
（
人
間
）
を
均
整
に
し
、
か
れ
の
精
霊
を
吹
き
込

ま
れ
」（
ク
ル
ア
ー
ン
）。
し
か
し
、
神
の
御
霊
を
起
源
と
し
て
い

て
も
、
人
間
の
魂
は
神
の
御
霊
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ン

ゴ
の
果
実
は
リ
ン
ゴ
の
木
の
根
を
起
源
と
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ン

ゴ
の
木
の
根
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
、
リ
ン
ゴ
の
木

の
根
が
な
く
て
は
リ
ン
ゴ
の
果
実
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
、
神
の

御
霊
で
あ
る
人
間
の
魂
の
根
が
な
く
て
は
人
間
の
魂
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
純
粋
信
仰
と
い
う
の
は
、人
間
の
「
心
」、人
間
の
「
精
神
」、

人
間
の
「
手
」
に
作
用
す
る
「
神
の
御
霊
」
な
の
で
す
。
心
の
力

は
信
仰
の
力
で
あ
り
、
精
神
の
力
は
理
性
の
力
で
あ
り
、
手
の
力

は
道
徳
の
力
で
す
。
心
は
正
統
や
異
端
の
力
を
隠
し
、
精
神
は
知

識
や
無
知
の
力
を
隠
し
、手
は
正
義
や
不
正
義
の
力
を
隠
し
ま
す
。  

　
イ
ス
ラ
ム
教
の
宇
宙
論
に
よ
れ
ば
、人
間
は
大
地
（turāb

）
で
、
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天
使
は
光
（nūr

）
で
、
悪
魔
は
炎
（nār

）
で
す
。
大
地
の
上
に

は
光
と
炎
が
あ
り
、
光
は
照
ら
さ
れ
炎
は
燃
や
さ
れ
ま
す
。
人
間

は
大
地
か
ら
生
ま
れ
、
大
地
の
上
に
い
て
大
地
の
下
に
い
ま
す
。

人
間
は
、
照
ら
さ
れ
る
天
使
の
光
と
、
燃
や
さ
れ
る
悪
魔
の
炎
の

統
合
体
な
の
で
す
。
天
使
の
光
は
人
間
の
精
神
で
、
悪
魔
の
炎
は

人
間
の
情
熱
で
す
。
人
間
は
、
光
が
照
ら
さ
れ
炎
が
燃
や
さ
れ
る

大
地
で
あ
り
、
天
使
は
自
ら
の
光
で
人
間
の
精
神
に
明
か
り
を
灯

し
、
一
方
で
悪
魔
は
自
ら
の
炎
で
人
間
の
情
熱
を
燃
え
立
た
せ
ま

す
。
人
間
は
、
天
使
の
光
と
悪
魔
の
炎
の
あ
い
だ
の
大
地
で
す
。

　
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
単
な
る
言
葉
遊
び
の
よ
う
で
す
が
、

実
は
光
と
炎
は
人
間
が
辿
る
二
つ
の
道
、
つ
ま
り
光
の
道
と
炎
の

道
な
の
で
す
。
光
の
道
で
は
、
人
間
は
前
後
を
含
め
た
自
分
の
周

囲
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
炎
の
道
で
は
、
目
の
前
の
炎
と

背
後
の
暗
闇
お
よ
び
灰
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
炎
の
ほ
う
が
光
よ
り

も
強
力
か
つ
破
壊
的
で
あ
り
、
炎
は
刺
激
的
で
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。
光
は
、
謙
虚
で
、
穏
や
か
で
、
予
測
可
能
で
、
と
き
と
し
て

退
屈
な
も
の
で
す
が
、
決
し
て
人
間
に
害
を
及
ぼ
そ
う
と
せ
ず
、

決
し
て
人
間
を
暗
闇
の
な
か
に
取
り
残
さ
ず
、
ま
た
灰
を
ま
き
散

ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
人
間
が
炎
か
ら
創
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る

の
か
、
私
に
は
決
し
て
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

も
し
人
間
が
そ
れ
を
悔
や
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
悪
魔
が
「
私
は
炎

右
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
信
仰
は
、
必
ず
し
も
「
今
」「
こ

の
場
に
」
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
よ
り
高
位
の
、
と
い
う
よ
り

は
最
高
位
の
裁
判
官
の
尺
度
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

従
っ
て
、
私
た
ち
心
あ
る
人
間
は
、
今
こ
の
場
で
お
互
い
の
信
仰

に
つ
い
て
お
互
い
に
判
断
し
合
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
ア
ッ
ラ
ー
は
審
判
の
日
に
、
あ
な
た
が
た
が
そ
れ
に
つ
い
て

相
違
し
た
こ
と
に
関
し
、
あ
な
た
が
た
を
裁
か
れ
る
」（
ク
ル
ア
ー

ン
）。
従
っ
て
、
心
の
行
為
は
信
仰
を
超
え
ま
せ
ん
。
信
仰
は
心

よ
り
も
高
位
に
あ
る
も
の
な
の
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
心
が

あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
心
は
、
自
ら
を
信
仰

の
最
終
的
尺
度
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
心
の

力
が
信
仰
の
力
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
そ
う
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

心
は
、
地
球
上
に
お
け
る
そ
の
終
わ
り
に
関
し
て
は
信
仰
の
優
位

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
信
仰
は
、
人
間
に
と
っ
て
死

後
の
世
界
に
お
け
る
唯
一
の
救
い
で
あ
り
続
け
て
い
る
か
ら

で
す
。 

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
人
間
は
、
信
仰
の
観
念
的
力
が
顕
現
化
さ

れ
る
元
に
な
る
、
心
の
力
、
精
神
の
力
、
手
の
力
と
い
う
三
つ
の

根
本
的
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
心
に
は
人
間
の
信
仰
の
力
が

あ
り
、
精
神
に
は
人
間
の
思
考
の
力
が
あ
り
、
手
に
は
人
間
の
行

動
の
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
力
が
一
緒
に
な
っ
て
、
一

つ
の
「
超
人
的
な
力
」、
す
な
わ
ち
神
の
純
粋
信
仰
と
な
り
ま
す
。

か
ら
創
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
人
間
は
粘
土
か
ら
創
ら
れ
た
の
だ

か
ら
、
私
の
ほ
う
が
人
間
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
だ
」
と
言
っ
て
、

人
種
差
別
的
発
言
で
人
間
を
怒
ら
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
私
は
、
な
ぜ
人
間
は
悪
魔
の
ま
ね
を
す
る

の
が
好
き
な
の
か
も
、
決
し
て
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
悪
魔

は
、
神
か
ら
人
間
の
前
で
は
ひ
れ
伏
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
た
め

に
、
ほ
か
の
誰
よ
り
も
人
間
を
憎
ん
で
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
私
は
な
ぜ
人
間
が
悪
魔
の
命
令
に
耳
を
傾
け
る
の
か
不
思

議
に
思
い
ま
す
。
悪
魔
は
人
間
を
火
の
な
か
に
押
し
込
み
、
ま
た

自
分
を
光
へ
と
導
い
て
く
れ
る
神
の
命
令
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し

な
い
の
に
で
す
。

　
そ
う
で
す
、
私
が
こ
こ
で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
こ
う

し
た
真
実
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
は
命
令
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
は
、
命
令
は
人
間
の
運
命

な
の
で
す
。
そ
れ
は
人
間
の
自
立
的
性
質
で
も
な
け
れ
ば
自
主
的

意
志
で
も
な
く
、
む
し
ろ
人
間
の
性
質
と
人
間
の
意
思
こ
そ
が
、

命
令
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
人
間
の
存
在
の
本
質
を
定
義
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
人
間
の
存
在
の
本
質
は
そ
の
知
識
の
力
で
す
。

そ
れ
は
遺
伝
的
な
も
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
男
性
も
女
性
も
、

最
初
は
読
み
、
学
び
、
自
分
自
身
が
持
つ
独
自
の
知
識
を
認
識
す

る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
人
間
は
一
つ
、
ま
た
は

複
数
の
命
令
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
命

人
間
の
精
神
的
、
心
理
的
、
お
よ
び
物
理
的
存
在
の
全
体
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
力
の
な
か
の
い
ず
れ
か
が
不
足
す
る
と
、
人

間
の
成
功
や
救
済
が
不
安
定
化
し
ま
す
。
純
粋
信
仰
批
判
は
、
こ

れ
ら
三
つ
の
力
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
問
い
な
の
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
精
神
と
根
本
的
な
人

間
の
魂
と
か
ら
な
る
観
念
的
な
神
性
の
調
和
さ
れ
た
顕
現
と
し
て

の
、
完
全
な
る
「
超
人
的
な
力
」
に
つ
い
て
の
問
い
で
す
。 

　
魂
と
い
う
の
は
、
神
の
御
霊
の
根
か
ら
生
じ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
人
間
の
魂
と
い
う
の
は
神
の
御
霊
が
反
映
さ
れ
た
も
の
な
の

で
す
。「
か
れ
（
人
間
）
を
均
整
に
し
、
か
れ
の
精
霊
を
吹
き
込

ま
れ
」（
ク
ル
ア
ー
ン
）。
し
か
し
、
神
の
御
霊
を
起
源
と
し
て
い

て
も
、
人
間
の
魂
は
神
の
御
霊
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ン

ゴ
の
果
実
は
リ
ン
ゴ
の
木
の
根
を
起
源
と
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ン

ゴ
の
木
の
根
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
、
リ
ン
ゴ
の
木

の
根
が
な
く
て
は
リ
ン
ゴ
の
果
実
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
、
神
の

御
霊
で
あ
る
人
間
の
魂
の
根
が
な
く
て
は
人
間
の
魂
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
純
粋
信
仰
と
い
う
の
は
、人
間
の
「
心
」、人
間
の
「
精
神
」、

人
間
の
「
手
」
に
作
用
す
る
「
神
の
御
霊
」
な
の
で
す
。
心
の
力

は
信
仰
の
力
で
あ
り
、
精
神
の
力
は
理
性
の
力
で
あ
り
、
手
の
力

は
道
徳
の
力
で
す
。
心
は
正
統
や
異
端
の
力
を
隠
し
、
精
神
は
知

識
や
無
知
の
力
を
隠
し
、手
は
正
義
や
不
正
義
の
力
を
隠
し
ま
す
。  

　
イ
ス
ラ
ム
教
の
宇
宙
論
に
よ
れ
ば
、人
間
は
大
地
（turāb

）
で
、
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劇
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
希
望
を
失
う
人
々
も
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
会
合
で
私
た
ち
は
決
し
て
希
望
を
失
わ
な
い
と
い
う
約
束
を

交
わ
し
ま
す
。
私
た
ち
は
平
和
を
実
現
す
る
ま
で
、
決
し
て
休
む

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
過
激
主
義
者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
と
共
有
し
て
い
る
こ
の

世
界
は
、
今
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
倫

理
や
共
感
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
精
神
の
貧
困
が
争
い
の
増
加
と
関
係
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
つ
な
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
世
界
中
に
広
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
た
技
術
は
、
憎
し
み
を
拡
散
し
、
分

断
を
促
し
、
偏
見
を
奨
励
し
、
孤
立
を
生
む
た
め
に
も
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
電
子
的
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
感
情
的

に
、
あ
る
い
は
精
神
的
に
は
結
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
他
人
に
対
す
る
恐
怖
や
偏
見
を
克
服
す
る
た
め
に
役
立
つ
技
術

も
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
対
話
と
教
育
で
す
。
対
話
は
互
い
の
信

頼
を
築
く
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。
教
育
は
無
知
を
克
服
し
、
固
定

観
念
を
知
識
で
置
き
換
え
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。
互
い
の
こ
と

を
知
れ
ば
、
互
い
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
伝
統
を
尊
重
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
互
い
を
尊
重
し
合
う
と
き
、
互
い
を

守
り
、
争
い
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

令
な
し
で
生
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
神
の
信
仰
と
い
う
命
令
と
し
て
の
純
粋
信
仰
の
考
え
方
は
、
真

偽
混
在
と
い
う
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
最
も
困
難
な
も
の
で

す
。
純
粋
な
嘘
と
い
う
の
は
明
白
で
、
人
間
は
そ
れ
か
ら
わ
が
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
、
純
粋
な
真
実
と
い
う
の
は
純
粋
で
、
人
間

は
容
易
に
そ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
真
偽

混
在
と
い
う
の
は
曖
昧
か
つ
不
明
瞭
で
、
そ
の
た
め
人
間
が
そ
れ

か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
に
は
、

真
偽
混
在
と
の
闘
い
方
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
純
粋
信
仰
批
判
」

が
必
要
な
の
で
す
。

　
真
偽
混
在
と
い
う
の
は
、
現
在
全
世
界
で
私
た
ち
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
社
会
を
最
も
苦
し
め
て
い
る
現
象
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

学
者
は
、
そ
う
し
た
現
象
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
真
偽
混
在
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い
た
め
だ
け
で
な
く
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
学
者
自
身
が
意
図
的
も
し
く
は
無
意
識
に
、
私

利
私
欲
の
た
め
に
真
偽
混
在
の
情
報
を
生
成
し
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
で
す
。
現
在
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
学
者
は
、

真
偽
混
在
の
罠
に
陥
る
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
い
誘
惑
に
駆
ら
れ

て
い
ま
す
。
半
分
の
真
実
と
半
分
の
嘘
の
ど
ち
ら
が
悪
い
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
半
分
の
真
実
の
ほ
う
が
よ
り
有
害
で
危
険

で
す
。「
真
偽
混
在
は
殺
人
よ
り
も
悪
い
」（「al-fitnetu ašeddu 

m
in al-qatli

」）
と
、
理
由
も
な
く
神
聖
な
ク
ル
ア
ー
ン
に
書
か

　
こ
の
会
合
は
、
す
べ
て
の
人
々
に
他
者
と
の
対
話
の
価
値
を
示

し
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、
理
解
が
過
激
主

義
を
消
滅
さ
せ
る
と
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
対
話
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
世
界
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
諸
宗
教
間
の
対
話
を
推
進
す
る
国
際
団
体
、
国
際

対
話
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、

過
激
主
義
を
な
く
そ
う
と
す
る
宗
教
指
導
者
を
支
援
す
る
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
宗
教
指
導
者
、
政
策
立
案
者
、
そ
し
て
市
民
社
会
が
協
力

す
れ
ば
、
世
界
的
な
対
話
と
教
育
の
基
盤
を
構
築
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
世
界
で
は
お
よ
そ
50
億
の
人
々
が
宗
教
を
信
仰
し

て
い
ま
す
。
対
話
を
通
じ
て
他
者
に
対
す
る
理
解
や
共
感
が
目

覚
め
れ
ば
、
世
界
の
人
口
の
80
％
が
過
激
主
義
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
成
功
さ

せ
る
に
は
共
有
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
反
対
に
、
現
在
の
過
激
主
義
者
は
力
を
得

て
社
会
を
破
壊
す
る
た
め
に
テ
ロ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
社
会
の
一
体
性
と
共
通
の
市
民
性
を
守
る
た
め
に
、
一
つ
に
ま

と
ま
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
過
激
主
義
者
は
多
く
の
人
々
の
認
識
を
操
作
し
て
、
宗
教
の
教

れ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
勢
力
下
の
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
で

学
ん
だ
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
で
さ
え
、
裏
切
り
者
を
『
神
曲
』

地
獄
篇
の
第
9
層
の
悪
魔
の
す
ぐ
隣
に
配
置
し
た
の
に
対
し
て
、

殺
人
者
は
第
8
層
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
真
偽
混
在
の
と
き
に
は「
純

粋
な
信
仰
」
は
も
と
よ
り
「
清
い
心
」
も
保
持
し
て
お
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
こ
こ
京
都
で
の
本
日
の
私
の
主

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

杉
谷

　
非
常
に
哲
学
的
な
発
想
で
み
ず
み
ず
し
い
お
話
で
し
た
。

真
偽
の
混
在
が
私
の
行
く
道
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
ム
ア
ン
マ
ー
ル
さ
ん
。

ム
ア
ン
マ
ー
ル
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）　

　
こ
の
美
し
く
穏
や
か
な

聖
地
で
、
私
た
ち
は
す
べ

て
の
人
々
の
た
め
に
平
和

を
促
す
考
え
や
言
葉
、
祈

り
を
一
つ
に
し
ま
す
。

　
本
日
、
私
た
ち
は
、
暴

力
的
過
激
主
義
を
追
放
す

る
た
め
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
過
激
主
義
が
も
た
ら
す
悲
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劇
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
希
望
を
失
う
人
々
も
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
会
合
で
私
た
ち
は
決
し
て
希
望
を
失
わ
な
い
と
い
う
約
束
を

交
わ
し
ま
す
。
私
た
ち
は
平
和
を
実
現
す
る
ま
で
、
決
し
て
休
む

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
過
激
主
義
者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
と
共
有
し
て
い
る
こ
の

世
界
は
、
今
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
倫

理
や
共
感
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
精
神
の
貧
困
が
争
い
の
増
加
と
関
係
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
つ
な
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
世
界
中
に
広
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
た
技
術
は
、
憎
し
み
を
拡
散
し
、
分

断
を
促
し
、
偏
見
を
奨
励
し
、
孤
立
を
生
む
た
め
に
も
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
電
子
的
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
感
情
的

に
、
あ
る
い
は
精
神
的
に
は
結
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
他
人
に
対
す
る
恐
怖
や
偏
見
を
克
服
す
る
た
め
に
役
立
つ
技
術

も
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
対
話
と
教
育
で
す
。
対
話
は
互
い
の
信

頼
を
築
く
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。
教
育
は
無
知
を
克
服
し
、
固
定

観
念
を
知
識
で
置
き
換
え
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。
互
い
の
こ
と

を
知
れ
ば
、
互
い
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
伝
統
を
尊
重
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
互
い
を
尊
重
し
合
う
と
き
、
互
い
を

守
り
、
争
い
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

令
な
し
で
生
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
神
の
信
仰
と
い
う
命
令
と
し
て
の
純
粋
信
仰
の
考
え
方
は
、
真

偽
混
在
と
い
う
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
最
も
困
難
な
も
の
で

す
。
純
粋
な
嘘
と
い
う
の
は
明
白
で
、
人
間
は
そ
れ
か
ら
わ
が
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
、
純
粋
な
真
実
と
い
う
の
は
純
粋
で
、
人
間

は
容
易
に
そ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
真
偽

混
在
と
い
う
の
は
曖
昧
か
つ
不
明
瞭
で
、
そ
の
た
め
人
間
が
そ
れ

か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
に
は
、

真
偽
混
在
と
の
闘
い
方
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
純
粋
信
仰
批
判
」

が
必
要
な
の
で
す
。

　
真
偽
混
在
と
い
う
の
は
、
現
在
全
世
界
で
私
た
ち
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
社
会
を
最
も
苦
し
め
て
い
る
現
象
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

学
者
は
、
そ
う
し
た
現
象
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
真
偽
混
在
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い
た
め
だ
け
で
な
く
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
学
者
自
身
が
意
図
的
も
し
く
は
無
意
識
に
、
私

利
私
欲
の
た
め
に
真
偽
混
在
の
情
報
を
生
成
し
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
で
す
。
現
在
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
学
者
は
、

真
偽
混
在
の
罠
に
陥
る
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
い
誘
惑
に
駆
ら
れ

て
い
ま
す
。
半
分
の
真
実
と
半
分
の
嘘
の
ど
ち
ら
が
悪
い
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
半
分
の
真
実
の
ほ
う
が
よ
り
有
害
で
危
険

で
す
。「
真
偽
混
在
は
殺
人
よ
り
も
悪
い
」（「al-fitnetu ašeddu 

m
in al-qatli

」）
と
、
理
由
も
な
く
神
聖
な
ク
ル
ア
ー
ン
に
書
か

　
こ
の
会
合
は
、
す
べ
て
の
人
々
に
他
者
と
の
対
話
の
価
値
を
示

し
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、
理
解
が
過
激
主

義
を
消
滅
さ
せ
る
と
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
対
話
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
世
界
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
諸
宗
教
間
の
対
話
を
推
進
す
る
国
際
団
体
、
国
際

対
話
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、

過
激
主
義
を
な
く
そ
う
と
す
る
宗
教
指
導
者
を
支
援
す
る
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
宗
教
指
導
者
、
政
策
立
案
者
、
そ
し
て
市
民
社
会
が
協
力

す
れ
ば
、
世
界
的
な
対
話
と
教
育
の
基
盤
を
構
築
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
世
界
で
は
お
よ
そ
50
億
の
人
々
が
宗
教
を
信
仰
し

て
い
ま
す
。
対
話
を
通
じ
て
他
者
に
対
す
る
理
解
や
共
感
が
目

覚
め
れ
ば
、
世
界
の
人
口
の
80
％
が
過
激
主
義
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
成
功
さ

せ
る
に
は
共
有
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
反
対
に
、
現
在
の
過
激
主
義
者
は
力
を
得

て
社
会
を
破
壊
す
る
た
め
に
テ
ロ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
社
会
の
一
体
性
と
共
通
の
市
民
性
を
守
る
た
め
に
、
一
つ
に
ま

と
ま
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
過
激
主
義
者
は
多
く
の
人
々
の
認
識
を
操
作
し
て
、
宗
教
の
教

れ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
勢
力
下
の
ア
ン
ダ
ル
ス
地
域
で

学
ん
だ
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
で
さ
え
、
裏
切
り
者
を
『
神
曲
』

地
獄
篇
の
第
9
層
の
悪
魔
の
す
ぐ
隣
に
配
置
し
た
の
に
対
し
て
、

殺
人
者
は
第
8
層
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
真
偽
混
在
の
と
き
に
は「
純

粋
な
信
仰
」
は
も
と
よ
り
「
清
い
心
」
も
保
持
し
て
お
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
こ
こ
京
都
で
の
本
日
の
私
の
主

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

杉
谷

　
非
常
に
哲
学
的
な
発
想
で
み
ず
み
ず
し
い
お
話
で
し
た
。

真
偽
の
混
在
が
私
の
行
く
道
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
ム
ア
ン
マ
ー
ル
さ
ん
。

ム
ア
ン
マ
ー
ル
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）　

　
こ
の
美
し
く
穏
や
か
な

聖
地
で
、
私
た
ち
は
す
べ

て
の
人
々
の
た
め
に
平
和

を
促
す
考
え
や
言
葉
、
祈

り
を
一
つ
に
し
ま
す
。

　
本
日
、
私
た
ち
は
、
暴

力
的
過
激
主
義
を
追
放
す

る
た
め
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
過
激
主
義
が
も
た
ら
す
悲
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ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。

ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）　

　
テ
ロ
リ
ス
ト
は
宗
教
な
ん
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

人
達
は
、
我
々
が
本
当
に
戦
う
相
手
で
は
な
い
の
で
す
。
世
界
ム

ス
リ
ム
連
盟
は
、
大
い
に
努
力
し
て
，
イ
ス
ラ
ム
だ
け
で
は
な
く

人
類
す
べ
て
に
尽
く
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
達
も
ア
ッ

シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
精
神
を
引
き
継
い
で
、
仕
事
を
し
て
き

て
い
ま
す
。
バ
ネ
リ
ス
ト
の
何
人
か
も
言
及
し
て
い
ま
し
た
が
、

私
達
は
す
べ
て
の
信
者
の
面
倒
を
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
メ

デ
ィ
ア
も
協
力
し
て
平
和
を
弘
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
宗
教
の
意
味
に
お
い
て
、
平
和
を
弘
め
る
と
は
テ
ロ
を
撲
滅
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ム
ス
リ
ム
連
盟
は
、
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
こ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
反
テ
ロ
の
セ
ン
タ
ー
を
マ
レ
ー

シ
ア
に
作
り
、
サ
ウ
ジ
に
も
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

と
と
も
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ギ
ク
ソ
ッ
ト
さ
ん
ど
う
ぞ
。

ギ
ク
ソ
ッ
ト
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
私
達
の
最
大
の
敵
は
恐
怖
な
の
で
す
。
対
話
に
対
す
る
敵
は
恐

怖
で
す
。
互
い
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
、
恐
れ
が
あ
っ
て
は
な

え
が
殺
人
や
暴
力
を
正
当
化
で
き
る
と
信
じ
込
ま
せ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
過
激
主
義
者
が
嘘
を
言
っ
て
い
る
と
人
々
に
教
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
宗
教
が
、
慈
悲
、
寛
容
、
そ
し

て
他
者
に
対
す
る
愛
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
宗
教
が
、

す
べ
て
の
人
々
の
平
和
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
過
激
主
義
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
話
は
何
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

　
必
要
な
の
は
持
続
可
能
な
解
決
策
で
あ
り
、
す
べ
て
の
利
害
関

係
者
の
関
与
が
必
要
で
す
。
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
国
連
や
国
際
社

会
の
多
く
の
人
々
が
、
宗
教
指
導
者
と
政
策
立
案
者
に
は
共
通
の

理
念
が
あ
る
こ
と
を
現
在
で
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
両
者
と
も
、

平
和
的
な
共
存
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
両
者
と
も
、
過
激

主
義
者
の
憎
し
み
や
暴
力
と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
社
会
の
抵

抗
力
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
宗
教
指
導
者
と
政
策
立
案
者
は
と
も
に
過
激
主
義
に
立
ち
向
か

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
両
者
が
と
も
に
あ
れ
ば
、
対
話
と
教
育
の

基
盤
を
構
築
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
に
社
会
の
な
か
で
他
者
を
理

解
し
尊
重
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
例
と
し
て
、
私
た
ち
は
お
よ
そ
２
年
前
に
、「
宗
教
指
導
者

お
よ
び
関
係
者
が
残
虐
な
犯
罪
に
つ
な
が
り
う
る
暴
力
へ
の
扇

動
を
防
止
し
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
行
動
計
画
」
の
策
定
に
向

け
て
国
連
と
の
協
力
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
今
月
ニ
ュ
ー

り
ま
せ
ん
。
攻
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
れ
、
い
つ
で
あ
れ
、
ど

ん
な
道
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
、
テ
ロ
と
暴
力
は
宗
教
と
無

関
係
で
す
。

　
我
々
は
将
来
に
対
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
教

育
が
必
要
で
す
。
教
育
に
よ
っ
て
無
知
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
我
々
が
、
完
全
に
宗
教
的
価
値
を
生
か
し
き
れ
て
な
い
か

ら
暴
力
が
入
り
込
む
の
で
す
。
そ
れ
は
無
知
だ
か
ら
で
す
。
教
育

を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
宗
教
と
過
激
主
義
、
暴
力
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係
あ
る
よ

う
に
見
せ
か
け
て
い
る
の
は
誤
解
で
す
。
我
々
の
世
代
で
、
こ
の

こ
と
を
解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

杉
谷

　
続
い
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
先
生
。

ロ
ー
ゼ
ン
（
ユ
ダ
ヤ
教
）　

　
我
々
は
互
い
に
異
な
っ
た
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に

そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
祈
り
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。
我
々
の
あ
い
だ

に
は
友
愛
が
あ
り
、
諸
宗
教
の
あ
い
だ
に
は
連
帯
と
友
情
が
あ
り

ま
す
。
我
々
は
お
互
い
を
受
け
止
め
、
他
者
が
悪
魔
で
あ
る
か
の

よ
う
な
受
け
止
め
方
は
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
昔
、
他
宗
教
に
持
っ

ヨ
ー
ク
に
て
、
国
連
事
務
総
長
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
70
ヵ
国
以
上
の
宗
教
指
導
者
２
０
０
名
以
上
の
関
与
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
宗
教
指
導
者
や
、
彼
ら
が
必
要
と
す
る
社
会
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
一
つ
に
ま
と
め
、
暴
力
に
つ
な
が
り
う
る
過
激
主

義
に
対
抗
す
る
も
の
で
す
。
彼
ら
は
礼
拝
の
場
や
公
共
の
場
、ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
反
対
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
宗
教
の
信
者
や
多
様
性
の
尊
重
を
推
進
す
る
た
め
の

教
育
を
提
供
し
ま
す
。

杉
谷

　
科
学
技
術
の
お
か
げ
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
で
も
、
心
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
問
題
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
激
主
義
に
対
し
て
、

対
話
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。
解
決
に
は

未
来
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
谷

　
そ
れ
で
は
、
追
加
の
ご
意
見
を
承
り
ま
す
。

　
テ
ロ
の
な
か
で
も
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ロ
、
い
わ
ゆ
る
そ
の

国
で
育
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
こ
と
で
す
。
外
国
か
ら
き
て
テ
ロ
を

起
こ
す
人
が
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に

は
差
別
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
い
う
解
決
策
が
あ
る
の

か
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
。

88　89

シンポジウム



　
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
さ
ん
、
ど
う
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。
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い
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せ
ん
。
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う
な
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達
は
、
我
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が
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当
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う
相
手
で
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の
で
す
。
世
界
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連
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は
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に
努
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て
，
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ム
だ
け
で
は
な
く
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す
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に
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く
し
て
い
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う
と
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ま
す
。
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も
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ッ

シ
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の
精
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を
引
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で
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仕
事
を
し
て
き

て
い
ま
す
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バ
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の
何
人
か
も
言
及
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て
い
ま
し
た
が
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私
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は
す
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て
の
信
者
の
面
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を
み
る
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が
あ
る
の
で
す
。
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も
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し
て
平
和
を
弘
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て
い
く
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要
が
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す
。

　
宗
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の
意
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に
お
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て
、
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和
を
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る
と
は
テ
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を
撲
滅
す

る
と
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う
こ
と
で
す
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連
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は
、
あ
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る
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グ
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で
こ
の
仕
事
を
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て
い
ま
す
。
反
テ
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の
セ
ン
タ
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を
マ
レ
ー

シ
ア
に
作
り
、
サ
ウ
ジ
に
も
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

と
と
も
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ギ
ク
ソ
ッ
ト
さ
ん
ど
う
ぞ
。
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ク
ソ
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（
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達
の
最
大
の
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は
恐
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な
の
で
す
。
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に
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す
る
敵
は
恐
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で
す
。
互
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を
理
解
す
る
上
に
お
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て
、
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が
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て
は
な

え
が
殺
人
や
暴
力
を
正
当
化
で
き
る
と
信
じ
込
ま
せ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
過
激
主
義
者
が
嘘
を
言
っ
て
い
る
と
人
々
に
教
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
宗
教
が
、
慈
悲
、
寛
容
、
そ
し

て
他
者
に
対
す
る
愛
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
宗
教
が
、

す
べ
て
の
人
々
の
平
和
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
過
激
主
義
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
話
は
何
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

　
必
要
な
の
は
持
続
可
能
な
解
決
策
で
あ
り
、
す
べ
て
の
利
害
関

係
者
の
関
与
が
必
要
で
す
。
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
国
連
や
国
際
社

会
の
多
く
の
人
々
が
、
宗
教
指
導
者
と
政
策
立
案
者
に
は
共
通
の

理
念
が
あ
る
こ
と
を
現
在
で
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
両
者
と
も
、

平
和
的
な
共
存
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
両
者
と
も
、
過
激

主
義
者
の
憎
し
み
や
暴
力
と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
社
会
の
抵

抗
力
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
宗
教
指
導
者
と
政
策
立
案
者
は
と
も
に
過
激
主
義
に
立
ち
向
か

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
両
者
が
と
も
に
あ
れ
ば
、
対
話
と
教
育
の

基
盤
を
構
築
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
に
社
会
の
な
か
で
他
者
を
理

解
し
尊
重
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
例
と
し
て
、
私
た
ち
は
お
よ
そ
２
年
前
に
、「
宗
教
指
導
者

お
よ
び
関
係
者
が
残
虐
な
犯
罪
に
つ
な
が
り
う
る
暴
力
へ
の
扇

動
を
防
止
し
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
行
動
計
画
」
の
策
定
に
向

け
て
国
連
と
の
協
力
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
今
月
ニ
ュ
ー

り
ま
せ
ん
。
攻
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
れ
、
い
つ
で
あ
れ
、
ど

ん
な
道
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
、
テ
ロ
と
暴
力
は
宗
教
と
無

関
係
で
す
。

　
我
々
は
将
来
に
対
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
教

育
が
必
要
で
す
。
教
育
に
よ
っ
て
無
知
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
我
々
が
、
完
全
に
宗
教
的
価
値
を
生
か
し
き
れ
て
な
い
か

ら
暴
力
が
入
り
込
む
の
で
す
。
そ
れ
は
無
知
だ
か
ら
で
す
。
教
育

を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
宗
教
と
過
激
主
義
、
暴
力
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係
あ
る
よ

う
に
見
せ
か
け
て
い
る
の
は
誤
解
で
す
。
我
々
の
世
代
で
、
こ
の

こ
と
を
解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

杉
谷

　
続
い
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
先
生
。

ロ
ー
ゼ
ン
（
ユ
ダ
ヤ
教
）　

　
我
々
は
互
い
に
異
な
っ
た
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に

そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
祈
り
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。
我
々
の
あ
い
だ

に
は
友
愛
が
あ
り
、
諸
宗
教
の
あ
い
だ
に
は
連
帯
と
友
情
が
あ
り

ま
す
。
我
々
は
お
互
い
を
受
け
止
め
、
他
者
が
悪
魔
で
あ
る
か
の

よ
う
な
受
け
止
め
方
は
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
昔
、
他
宗
教
に
持
っ

ヨ
ー
ク
に
て
、
国
連
事
務
総
長
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
70
ヵ
国
以
上
の
宗
教
指
導
者
２
０
０
名
以
上
の
関
与
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
宗
教
指
導
者
や
、
彼
ら
が
必
要
と
す
る
社
会
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
一
つ
に
ま
と
め
、
暴
力
に
つ
な
が
り
う
る
過
激
主

義
に
対
抗
す
る
も
の
で
す
。
彼
ら
は
礼
拝
の
場
や
公
共
の
場
、ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
反
対
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
宗
教
の
信
者
や
多
様
性
の
尊
重
を
推
進
す
る
た
め
の

教
育
を
提
供
し
ま
す
。

杉
谷

　
科
学
技
術
の
お
か
げ
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
で
も
、
心
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
問
題
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
激
主
義
に
対
し
て
、

対
話
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。
解
決
に
は

未
来
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
谷

　
そ
れ
で
は
、
追
加
の
ご
意
見
を
承
り
ま
す
。

　
テ
ロ
の
な
か
で
も
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ロ
、
い
わ
ゆ
る
そ
の

国
で
育
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
こ
と
で
す
。
外
国
か
ら
き
て
テ
ロ
を

起
こ
す
人
が
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に

は
差
別
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
い
う
解
決
策
が
あ
る
の

か
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
。
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に
は
、
我
々
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
実
践
す
る
こ
と

が
何
よ
り
大
事
で
す
。
実
践
、
実
践
、
実
践
で
す
。
よ
り
よ
い
世

界
の
た
め
に
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
は
ツ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
。

ツ
ェ
リ
ッ
チ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）　

　
い
ろ
ん
な
人
が
声
を
合
わ
せ
て
力
強
く
語
ら
れ
た
こ
と
を
、
嬉

し
く
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
戦
争
と
平
和
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

体
験
を
も
う
誰
に
も
し
て
欲
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は

そ
の
体
験
か
ら
学
ん
だ
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
不
寛
容
と
暴
力
は
弱
さ
の
表
れ
で
あ
り
、
寛
容
と
平

和
と
は
力
の
表
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
寛
容
な
人
は
臆

病
で
弱
い
人
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
法
律
は
本
の
な
か
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
実
施

さ
れ
る
の
は
人
の
心
の
な
か
に
お
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
人
の
心
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
や
暴
力
は
銃

の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
使
う
人
の
頭
の
な
か
に
あ

り
ま
す
。

　
我
々
は
混
乱
し
た
社
会
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
人
と

人
と
の
信
頼
作
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
問
題
は
ど
こ

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
他
の
宗
教
は
邪
悪
な

も
の
と
し
て
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
脱
却

し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
悪
い
記
事
で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
。
し
か
し
、
我
々
は
と
も
に
認
め
合
い
、
強
く
な
っ

て
ゆ
き
ま
す
。
分
裂
は
宗
教
と
宗
教
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
宗
教
の
内
部
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
絶
縁
す
る
働

き
は
内
部
に
あ
り
ま
す
。
伝
統
宗
教
の
な
か
に
は
個
別
主
義
に

な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
新
し
い
現
実
、
新
し
い
リ
ア
リ
テ
ィ
に
目
覚
め
て
ゆ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
多
く
の
も
の
が
我
々
を
寿こ

と
ほい

で
い
ま
す
。
新
し
い
人

類
の
流
れ
が
あ
り
、
協
調
が
あ
り
対
話
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
歴

史
に
何
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
私
達
は
楽
観
し
て
い
ま
す
。
悲
観
だ

け
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
実
際
に
現
実
的
な
の
は

悲
観
主
義
者
た
ち
な
の
で
す
。
悲
観
主
義
の
底
の
底
か
ら
楽
観
主

義
が
出
て
き
ま
す
。
過
去
に
大
き
な
悲
劇
、
苦
し
み
が
あ
っ
た
に

せ
よ
、
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
祝
う
べ
き
歓
び
が
や
っ
て
く
る

の
で
す
。

杉
谷

　
ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
大
僧
正
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
相
手
を
信
用
し
て
い
る
か
で
す
。
宗
教
者
同
士
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
友
人
、
子
ど
も
、
親
と
の
関
係
に
お
い
て
で
す
。
我
々
は

信
頼
の
欠
如
と
い
う
危
機
に
あ
り
ま
す
。
同
じ
部
屋
の
な
か
で
他

人
と
共
存
で
き
な
い
人
が
多
い
。
人
よ
り
も
ペ
ッ
ト
と
と
も
に
い

た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
テ
ロ
リ
ス
ト
達
だ
っ
て
自
分
た
ち
の
成
功
を
祈
り
ま
す
。
神
は

よ
り
誠
実
な
祈
り
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
す
。
相
手
に
慈
悲
を
注
ぎ
、

誠
意
あ
る
祈
り
を
行
い
、
互
い
の
信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
信
頼
こ
そ
、
恐
れ
を
克
服
す
る
カ
ギ
な
の
で
す
。

杉
谷

　
そ
れ
で
は
最
後
に
ム
ア
ン
マ
ー
ル
さ
ん
に
。

ム
ア
ン
マ
ー
ル
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）　

　
今
、
私
達
は
宗
教
協
力
の
革
命
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。

宗
教
対
話
の
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
０
年
で
は
世
界
に
50
ほ
ど
で
し

た
。
今
は
４
７
０
あ
り
ま
す
。
ま
た
過
激
主
義
と
闘
う
セ
ン
タ
ー

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
。

　
世
界
に
は
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

を
う
ま
く
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
失
敗
し
ま
す
。
そ
れ
に
私
達

は
頭
で
っ
か
ち
と
い
う
か
、
理
想
主
義
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
実
践
主
義
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
２
日
前
に
国
連
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
宗

ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
（
仏
教
）

　

　
仏
教
の
実
践
方
法
か
ら
捉
え
ま
す
と
、
テ
ロ
や
原
理
主
義
と
呼

ば
れ
る
も
の
に
は
原
因
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
の
誤
っ
た
解
釈
だ
け

が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
で
し
ょ
う
。
テ
ロ
リ
ス
ト
や
原
理
主
義
者
を
、
政
治
指
導
者
が

自
ら
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
世

界
の
政
治
指
導
者
た
ち
は
、
本
当
の
犯
罪
者
が
誰
な
の
か
言
わ
な

い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
根
本
原
因
を
見
つ
け
た
な
ら
ば
、
そ

れ
を
取
り
除
い
て
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
仏
陀
は
「
四
諦
」
を
教
え
て
い
ま
す
。
苦
諦
、
集
諦
、
滅
諦
、

道
諦
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
い
け
ば
、
力
強
い
解
決
に
至

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
人
類
に
大
き
な
貢
献
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

杉
谷

　
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
私
達
の
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
の
な
ら
、
な
ぜ
世
界
は

良
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
我
々
の
主
張
を
、
も
っ
と
一
般

社
会
に
広
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
世
界
を
変
え
、
よ
り

よ
い
未
来
を
開
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
テ
ロ
や
過
激
主
義
に
対
抗

す
る
に
は
、
そ
う
し
た
大
き
な
広
が
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

90　91

シンポジウム



に
は
、
我
々
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
実
践
す
る
こ
と

が
何
よ
り
大
事
で
す
。
実
践
、
実
践
、
実
践
で
す
。
よ
り
よ
い
世

界
の
た
め
に
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

杉
谷

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
は
ツ
ェ
リ
ッ
チ
さ
ん
。

ツ
ェ
リ
ッ
チ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）　

　
い
ろ
ん
な
人
が
声
を
合
わ
せ
て
力
強
く
語
ら
れ
た
こ
と
を
、
嬉

し
く
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
戦
争
と
平
和
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

体
験
を
も
う
誰
に
も
し
て
欲
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は

そ
の
体
験
か
ら
学
ん
だ
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
不
寛
容
と
暴
力
は
弱
さ
の
表
れ
で
あ
り
、
寛
容
と
平

和
と
は
力
の
表
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
寛
容
な
人
は
臆

病
で
弱
い
人
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
法
律
は
本
の
な
か
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
実
施

さ
れ
る
の
は
人
の
心
の
な
か
に
お
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
人
の
心
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
や
暴
力
は
銃

の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
使
う
人
の
頭
の
な
か
に
あ

り
ま
す
。

　
我
々
は
混
乱
し
た
社
会
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
人
と

人
と
の
信
頼
作
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
問
題
は
ど
こ

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
他
の
宗
教
は
邪
悪
な

も
の
と
し
て
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
脱
却

し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
悪
い
記
事
で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
。
し
か
し
、
我
々
は
と
も
に
認
め
合
い
、
強
く
な
っ

て
ゆ
き
ま
す
。
分
裂
は
宗
教
と
宗
教
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
宗
教
の
内
部
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
絶
縁
す
る
働

き
は
内
部
に
あ
り
ま
す
。
伝
統
宗
教
の
な
か
に
は
個
別
主
義
に

な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
新
し
い
現
実
、
新
し
い
リ
ア
リ
テ
ィ
に
目
覚
め
て
ゆ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
多
く
の
も
の
が
我
々
を
寿こ

と
ほい

で
い
ま
す
。
新
し
い
人

類
の
流
れ
が
あ
り
、
協
調
が
あ
り
対
話
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
歴

史
に
何
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
私
達
は
楽
観
し
て
い
ま
す
。
悲
観
だ

け
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
実
際
に
現
実
的
な
の
は

悲
観
主
義
者
た
ち
な
の
で
す
。
悲
観
主
義
の
底
の
底
か
ら
楽
観
主

義
が
出
て
き
ま
す
。
過
去
に
大
き
な
悲
劇
、
苦
し
み
が
あ
っ
た
に

せ
よ
、
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
祝
う
べ
き
歓
び
が
や
っ
て
く
る

の
で
す
。

杉
谷

　
ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
大
僧
正
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
相
手
を
信
用
し
て
い
る
か
で
す
。
宗
教
者
同
士
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
友
人
、
子
ど
も
、
親
と
の
関
係
に
お
い
て
で
す
。
我
々
は

信
頼
の
欠
如
と
い
う
危
機
に
あ
り
ま
す
。
同
じ
部
屋
の
な
か
で
他

人
と
共
存
で
き
な
い
人
が
多
い
。
人
よ
り
も
ペ
ッ
ト
と
と
も
に
い

た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
テ
ロ
リ
ス
ト
達
だ
っ
て
自
分
た
ち
の
成
功
を
祈
り
ま
す
。
神
は

よ
り
誠
実
な
祈
り
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
す
。
相
手
に
慈
悲
を
注
ぎ
、

誠
意
あ
る
祈
り
を
行
い
、
互
い
の
信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
信
頼
こ
そ
、
恐
れ
を
克
服
す
る
カ
ギ
な
の
で
す
。

杉
谷

　
そ
れ
で
は
最
後
に
ム
ア
ン
マ
ー
ル
さ
ん
に
。

ム
ア
ン
マ
ー
ル
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）　

　
今
、
私
達
は
宗
教
協
力
の
革
命
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。

宗
教
対
話
の
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
０
年
で
は
世
界
に
50
ほ
ど
で
し

た
。
今
は
４
７
０
あ
り
ま
す
。
ま
た
過
激
主
義
と
闘
う
セ
ン
タ
ー

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
。

　
世
界
に
は
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

を
う
ま
く
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
失
敗
し
ま
す
。
そ
れ
に
私
達

は
頭
で
っ
か
ち
と
い
う
か
、
理
想
主
義
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
実
践
主
義
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
２
日
前
に
国
連
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
宗

ウ
ィ
マ
ラ
ラ
タ
ナ
（
仏
教
）

　

　
仏
教
の
実
践
方
法
か
ら
捉
え
ま
す
と
、
テ
ロ
や
原
理
主
義
と
呼

ば
れ
る
も
の
に
は
原
因
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
の
誤
っ
た
解
釈
だ
け

が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
で
し
ょ
う
。
テ
ロ
リ
ス
ト
や
原
理
主
義
者
を
、
政
治
指
導
者
が

自
ら
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
世

界
の
政
治
指
導
者
た
ち
は
、
本
当
の
犯
罪
者
が
誰
な
の
か
言
わ
な

い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
根
本
原
因
を
見
つ
け
た
な
ら
ば
、
そ

れ
を
取
り
除
い
て
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
仏
陀
は
「
四
諦
」
を
教
え
て
い
ま
す
。
苦
諦
、
集
諦
、
滅
諦
、

道
諦
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
い
け
ば
、
力
強
い
解
決
に
至

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
人
類
に
大
き
な
貢
献
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

杉
谷

　
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）　

　
私
達
の
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
の
な
ら
、
な
ぜ
世
界
は

良
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
我
々
の
主
張
を
、
も
っ
と
一
般

社
会
に
広
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
世
界
を
変
え
、
よ
り

よ
い
未
来
を
開
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
テ
ロ
や
過
激
主
義
に
対
抗

す
る
に
は
、
そ
う
し
た
大
き
な
広
が
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
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教
間
対
話
を
ヘ
イ
ト
ス
ビ
ー
チ
に
生
か
す
と
い
う
取
り
決
め
で

す
。
暴
力
過
激
主
義
に
対
し
て
宗
教
者
の
役
割
が
認
め
ら
れ
た
の

で
す
。
こ
の
部
屋
の
な
か
だ
け
で
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、
世
界

中
津
々
浦
々
ま
で
我
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
や
政
治
の
関
与
も
必
要
で
す
。
政
党
は
恐
怖
を
煽

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
が
近
づ
く
と
政
治
は
公
約
を
言
い
ま

す
が
、
そ
の
前
に
我
々
が
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

杉
谷

　
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
時
間
を
守
り
紳
士
的
に
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

　
　
　
　
　

謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
で
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
わ
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）　

　　　　　　　　　　　　　　　緊急提言
シリアからのメッセージ

ファローク・アクビック名誉教授（シリア）
　人類は過去2世紀の間に多くの分野で偉大な科学的発展を遂
げ、私たちは祖先の絶望的な苦しみから程遠い地上の楽園で生
きることが可能になりました。
　しかし同時に、人類の道徳や価値観は急激に悪化し、戦争が
起こって数千万という無辜の命が刈り取られています。貧困や
貧しい人々も大幅に増えています。麻薬、武器、ポルノの取引、
そして世界の腐敗が隆盛を極め、世界の資源の最も重要な要素
となっています。
　これらはすべて、人類が力や政治的目的、金銭的利益のために、
道徳的な価値観や行動を捨て去ったことが原因です。
　私たちは、日本やアメリカ、北極から南極に至るまでのすべ
ての人々に共通する人道的価値観に基づいた国際的組織を強く

必要としていると、固く信じています。
　価値観を広める団体の活動を促し、価値観を支えるような組織、国、人が私たちには必要
です。
　これは、人道的価値観や慈悲を支持するイスラムのメッセージの一部です。その最も重要
な柱は、このメッセージが日の目を見るようにするための、全人類による協力です。
　神が預言者ムハンマドに伝えられたコーランには、次のような一節があります。
　「我々はあなたを人類に対する慈悲としての役割を控えるために遣わしたのではない」
　他の一節には「言いなさい、『主は私を正しい道に導いてくれた。アブラハムの善き宗教に』」
とあります。
　さらに、「正しさと神への畏れの下に協力しなさい。不道徳や敵意の下に協力してはなら
ない」とあります。
　慈悲や人道的価値観を世界に広めるというイスラムのこの教えやメッセージを知れば、現
代の悪の唱道者が、悪しき愚かな人々という道具を使って、第一に価値観を否定するた
めに、第二に腐敗を拡大させるためにメディア戦争を仕掛けている理由に気づくことが
できます。
　私は献身的な人々にお願いしたいと思います。価値観を守るために立ち上がり、あらゆる
場所のあらゆる人間を、その存在を脅かすような迫りくる危険から守ってください。
　私は祈りを捧げます。私たちのこの会合が、善の力を集結させ、その力に活気を与えて目
標達成への道を歩ませるための一歩となりますように。
　私の話は、再度この言葉で締めくくりたいと思います。
　平和と神の慈悲と祝福が、すべての皆様にありますように。
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科
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：
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廃
絶
と
原
子
力
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え
る
　

分
科
会
２
：
貧
困
の
追
放
と
教
育
の
普
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京
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際
会
館

比
叡
山
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教
サ
ミ
ッ
ト
30
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年
記
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世
界
宗
教
者
平
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の
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り
の
集
い
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　分科会１

進
行
役
…
…
…
…
…
…
田
中
朋
清
師　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
会
議
部
次
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

黒
住
宗
道
師　

　
　
　
　
　
　
　
　

      

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
常
任
副
委
員
長

基
調
発
題
…
…
…
…
…
杉
野
恭
一
師　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
国
際
副
事
務
総
長

パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ン
デ
シ
ュ
・
ウ
ェ
ジ
リ
ド
師　

　

世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
幹
事
（
キ
リ
ス
ト
教
）

髙
見
三
明
師

　日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長
（
キ
リ
ス
ト
教
）

戸
松
義
晴
師

　全
日
本
仏
教
会
理
事
（
仏
教
）

ペ
ニ
エ
ル
・
ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
師　

　

世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
部
長
（
キ
リ
ス
ト
教
）

春 

光
師

　韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
上
席
副
会
長
（
仏
教
）　

分
科
会
1

田
中
（
進
行
役
）　
こ
れ
よ
り
分
科
会
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
日
、
司
会
進
行
を
つ
と
め
ま
す

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
会
議
部
次
長
・

田
中
朋
清
で
す
。

　
そ
れ
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

日
本
宗
教
代
表
者
会
議
常
任
副
委
員

長
の
黒
住
宗
道
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
住
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
本
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
「
核
廃
絶
と
原

子
力
問
題
を
考
え
る
」
で

あ
り
ま
す
。
重
要
か
つ
深

刻
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
時
間
で
簡
単
に
解

決
が
で
き
る
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宗

教
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に

発
信
で
き
る
か
を
、と
も
ど
も
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
先
月
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
２
０
ヵ
国
以
上
で
採
択
さ
れ
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
い
う
文
言
も

盛
り
込
ま
れ
、
希
望
の
光
を
見
い
だ
す
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
日

本
を
含
む
不
参
加
も
あ
り
今
を
迎
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
不
穏
な

動
き
の
あ
る
北
朝
鮮
の
問
題
に
つ
い
て
我
々
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
本
日
の
基
調
発
題
は
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
国

際
副
事
務
総
長
の
杉
野
恭
一
様
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
調
発
題
㆐
㆐
杉
野
恭
一
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

Ⅰ
原
子
力
と
核
兵
器
㆐
㆐
安
全
と
抑
止
力
と
い
う
神
話
の
　
　
　
　

　
恐
ろ
し
い
類
似
点

　
私
た
ち
が
今
結
集
し
て

い
る
国
日
本
は
、
人
類
史

上
初
め
て
核
兵
器
が
広

島
・
長
崎
で
使
用
さ
れ
、

福
島
に
お
い
て
破
滅
的
な

原
発
事
故
が
発
生
し
、
多

く
の
人
々
の
生
命
が
奪
わ

れ
、
生
活
が
破
壊
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
原
子
力
と
核
兵
器
に
は

何
の
関
係
も
な
い
と
考
え
る
人
も
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
に
は
恐

ろ
し
い
類
似
点
が
あ
る
。 

　
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
安
全
神
話
」
を
再
考
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
同
様
に
、
核
兵
器
に
関
し
て
、
国
連
軍

縮
研
究
所
は
、核
抑
止
の
「
運
が
尽
き
た
」
と
き
に
は
、「
破
局
的
」

な
結
末
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
、
偶
発
的
・
故
意
の
核
兵
器
使

用
に
よ
る
甚
大
な
リ
ス
ク
を
強
調
し
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
に
二
つ
の
出
来
事
が
相
次
い
で
起
き
た
こ
と
で
、
核
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核
廃
絶
と
原
子
力
問
題
を
考
え
る   
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Ｗ
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司
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仏
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Ｗ
Ｃ
Ｃ
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光
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仏
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分
科
会
1

田
中
（
進
行
役
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す
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司
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。
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。
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住
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コ
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デ
ィ
ネ
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問
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あ
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あ
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簡
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あ
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き
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を
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ち
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い
た
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と
思
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ま
す
。
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ま
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禁
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に
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ま
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０
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、「
ヒ
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ク
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」
と
い
う
文
言
も

盛
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込
ま
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、
希
望
の
光
を
見
い
だ
す
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
日

本
を
含
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不
参
加
も
あ
り
今
を
迎
え
て
い
ま
す
。
同
時
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不
穏
な

動
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の
あ
る
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朝
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の
問
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つ
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て
我
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は
ど
う
す
る
の
か
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
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今
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集
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て
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る
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日
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史

上
初
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て
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が
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使
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、

福
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発
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多

く
の
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の
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が
奪
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、
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活
が
破
壊
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た
場
所
で
あ
る
。
原
子
力
と
核
兵
器
に
は

何
の
関
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も
な
い
と
考
え
る
人
も
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
に
は
恐

ろ
し
い
類
似
点
が
あ
る
。 

　
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
安
全
神
話
」
を
再
考
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
同
様
に
、
核
兵
器
に
関
し
て
、
国
連
軍

縮
研
究
所
は
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抑
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の
「
運
が
尽
き
た
」
と
き
に
は
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破
局
的
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な
結
末
を
も
た
ら
す
で
あ
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う
と
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偶
発
的
・
故
意
の
核
兵
器
使
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に
よ
る
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大
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を
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調
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に
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た
こ
と
で
、
核

96　97

核
廃
絶
と
原
子
力
問
題
を
考
え
る   



分科会１

な
る
世
界
観
と
そ
れ
に
伴
う
政
策
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　〈
一
つ
の
世
界
観
：
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
国
〉

　
２
０
１
７
年
7
月
7
日
、 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
に
お
い
て
、

１
２
０
ヵ
国
以
上
が
賛
同
し
、
核
兵
器
を
禁
止
す
る
初
の
国
際
条

約
が
採
択
さ
れ
た
。
国
連
加
盟
国
の
お
よ
そ
70
％
以
上
が
条
約
交

渉
に
参
加
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
反
対
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
棄
権
が
あ

っ
た
も
の
の
、
１
２
２
ヵ
国
が
賛
成
し
、
採
択
さ
れ
た
。   

　

　
同
条
約
の
禁
止
対
象
は
、
締
約
国
の
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

製
造
、
保
有
、
使
用
や
使
用
の
威
嚇
の
禁
止
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。

ま
た
、
締
約
国
の
核
兵
器
移
譲
・
受
領
を
禁
止
す
る
。
さ
ら
に
同

条
約
で
は
、
核
保
有
国
が
核
兵
器
関
連
施
設
を
廃
棄
し
、
核
兵
器

廃
絶
の
約
束
を
履
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
規
定
し
て
い
る
。

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
市
民
団
体
、
首
長
、
議
員
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ら
の
長
年
の
粘
り
強
い
努
力
に
よ
っ
て
、
条
約
の
前
文
に
い
く

つ
か
の
重
要
な
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
①
核
兵
器
の
使
用
が
も
た
ら
す
破
局
的
な
人
道
上
の
結
末
に
憂

慮
し
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
受
け
た
「
受
け
入
れ
難
い
苦
痛
と
危
害
に

留
意
」
す
る
。

　
②
核
兵
器
の
全
廃
は
、「
核
兵
器
が
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て

も
二
度
と
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ

る
」。

兵
器
事
故
の
リ
ス
ク
が
よ
り
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
第
一
は
、

英
国
の
原
子
力
潜
水
艦
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
沖
で
商
船
と
衝
突
事
故

を
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
ト
ル
コ
で
起
き
た
ク
ー
デ

タ
ー
未
遂
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
最
大
の
核
兵
器
貯
蔵
施
設
の
あ
る
イ
ン

ジ
ル
リ
ク
空
軍
基
地
で
電
力
供
給
が
止
め
ら
れ
、
封
鎖
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。 

　
国
連
軍
縮
研
究
所
の
報
告
で
は
、
核
保
有
国
間
の
不
和
が
、
こ

う
し
た
核
兵
器
に
よ
る
偶
発
的
あ
る
い
は
故
意
の
事
故
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
一
因
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
イ
バ
ー

戦
争
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
増
加
に
よ
り
、
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
技
術

的
脆
弱
性
が
、
国
家
や
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
か
ら
狙
わ
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
核
抑
止
が
機
能
す

る
の
は
、
も
は
や
そ
れ
が
機
能
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
で
あ
ろ
う
。
リ
ス
ク
は
内
在
し
て
お
り
、
運
が
尽
き
れ
ば
壊
滅

的
な
結
果
に
な
る
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
お
よ
び
カ
シ
ミ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
係
争
中
の
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
核
抑
止
論
が
破
滅
す
る
最
大
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
や
国
際
機
関
に
よ
る

厳
し
い
制
裁
を
受
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
核
兵
器
開
発
実
験

を
継
続
し
て
い
る
。
領
土
係
争
中
の
カ
シ
ミ
ー
ル
で
は
、
パ
キ

ス
タ
ン
が
核
搭
載
可
能
な
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
潜
水
艦
か
ら
発
射

す
る
実
験
に
初
め
て
成
功
し
、
危
機
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
③
こ
の
条
約
は
、ヒ
バ
ク
シ
ャ
、政
治
家
、市
民
団
体
と
と
も
に
、

「
人
間
性
の
原
則
」
と
「
公
共
の
良
心
」
を
推
進
す
る
上
で
の
宗

教
指
導
者
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。

　
本
条
約
は
、
核
兵
器
の
保
有
お
よ
び
使
用
を
国
際
法
で
禁
ず
る

歴
史
的
な
規
範
宣
言
で
あ
る
。
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
、
地
雷
、

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
禁
止
す
る
条
約
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
容
認
さ

れ
て
い
た
兵
器
が
、
普
遍
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
現
在
で
は
幅
広

く
非
難
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
者
が

追
求
す
る
結
果
で
あ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
、

核
兵
器
が
さ
ら
に
非
合
法
化
さ
れ
、
使
用
を
禁
止
す
る
法
的
・
政

治
的
規
範
が
強
ま
る
と
一
部
専
門
家
は
予
測
す
る
。

　〈
も
う
一
つ
の
世
界
観
：
核
兵
器
禁
止
条
約
の
反
対
国
〉

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し
、
核
抑
止
論
を
支
持
す
る
国
々
は
、

ま
さ
に
核
抑
止
が
70
年
以
上
の
間
、
悲
惨
な
世
界
戦
争
を
回
避
す

る
こ
と
に
役
立
っ
て
き
た
と
主
張
す
る
。  

　
９
ヵ
国
の
核
保
有
国
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
中

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
、
イ
ス
ラ
エ
ル
）

は
、
そ
の
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
と
も
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
に
不
参
加
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
５
ヵ
国
が
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
「
核
兵
器
共
有
協
定
」
の
一
環
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器

を
自
国
に
配
備
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
を
含
め
20
ヵ
国
以
上
が
安

全
保
障
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
中
に
あ
る
と
主
張
し
て

２
０
１
４
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
編
入
以
来
、
西
欧
諸
国
と
ロ

シ
ア
間
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
十
分

な
脅
威
を
感
じ
た
際
に
は
、
ロ
シ
ア
が
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
主

張
し
て
き
た
。

　〈
核
兵
器
と
環
境
〉 

　
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
に
よ
り
行
わ
れ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
モ
デ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
明
ら
か

と
な
っ
た
の
は
、
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
紛
争
に
よ
る
核
兵
器

使
用
で
あ
っ
て
も
、
農
業
に
壊
滅
的
な
影
響
が
あ
り
、
地
球
全
体

の
食
糧
供
給
を
脅
か
し
、
結
果
と
し
て
最
大
10
億
人
が
餓
死
し
う

る
と
予
測
し
て
い
る
。

　〈
核
兵
器
と
持
続
可
能
な
開
発
〉 

　
保
健
・
社
会
保
障
費
の
予
算
緊
縮
や
大
幅
な
削
減
が
な
さ
れ
る

一
方
で
、
年
間
１
０
０
０
億
米
ド
ル
が
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
に
費
や

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
隔
年
の
国
連
通
常
予
算
は
51
億
ド
ル
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
全
世
界
で
年
間
核
兵
器
に
使
用
さ
れ
る
費
用
の

５
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
核
兵
器
維
持
に
必
要
な
支
出
は
、

国
家
や
国
際
機
関
が
対
応
す
べ
き
経
済
的
・
社
会
的
ニ
ー
ズ
と
矛

盾
し
て
い
る
。 

Ⅱ
核
兵
器
禁
止
条
約
：
二
つ
の
世
界
観
の
衝
突 

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
先
立
つ
交
渉
で
、
国
際
社
会
が
二
つ
の
異
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な
る
世
界
観
と
そ
れ
に
伴
う
政
策
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　〈
一
つ
の
世
界
観
：
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
国
〉

　
２
０
１
７
年
7
月
7
日
、 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
に
お
い
て
、

１
２
０
ヵ
国
以
上
が
賛
同
し
、
核
兵
器
を
禁
止
す
る
初
の
国
際
条

約
が
採
択
さ
れ
た
。
国
連
加
盟
国
の
お
よ
そ
70
％
以
上
が
条
約
交

渉
に
参
加
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
反
対
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
棄
権
が
あ

っ
た
も
の
の
、
１
２
２
ヵ
国
が
賛
成
し
、
採
択
さ
れ
た
。   

　

　
同
条
約
の
禁
止
対
象
は
、
締
約
国
の
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

製
造
、
保
有
、
使
用
や
使
用
の
威
嚇
の
禁
止
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。

ま
た
、
締
約
国
の
核
兵
器
移
譲
・
受
領
を
禁
止
す
る
。
さ
ら
に
同

条
約
で
は
、
核
保
有
国
が
核
兵
器
関
連
施
設
を
廃
棄
し
、
核
兵
器

廃
絶
の
約
束
を
履
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
規
定
し
て
い
る
。

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
市
民
団
体
、
首
長
、
議
員
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ら
の
長
年
の
粘
り
強
い
努
力
に
よ
っ
て
、
条
約
の
前
文
に
い
く

つ
か
の
重
要
な
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
①
核
兵
器
の
使
用
が
も
た
ら
す
破
局
的
な
人
道
上
の
結
末
に
憂

慮
し
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
受
け
た
「
受
け
入
れ
難
い
苦
痛
と
危
害
に

留
意
」
す
る
。

　
②
核
兵
器
の
全
廃
は
、「
核
兵
器
が
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て

も
二
度
と
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ

る
」。

兵
器
事
故
の
リ
ス
ク
が
よ
り
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
第
一
は
、

英
国
の
原
子
力
潜
水
艦
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
沖
で
商
船
と
衝
突
事
故

を
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
ト
ル
コ
で
起
き
た
ク
ー
デ

タ
ー
未
遂
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
最
大
の
核
兵
器
貯
蔵
施
設
の
あ
る
イ
ン

ジ
ル
リ
ク
空
軍
基
地
で
電
力
供
給
が
止
め
ら
れ
、
封
鎖
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。 

　
国
連
軍
縮
研
究
所
の
報
告
で
は
、
核
保
有
国
間
の
不
和
が
、
こ

う
し
た
核
兵
器
に
よ
る
偶
発
的
あ
る
い
は
故
意
の
事
故
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
一
因
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
イ
バ
ー

戦
争
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
増
加
に
よ
り
、
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
技
術

的
脆
弱
性
が
、
国
家
や
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
か
ら
狙
わ
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
核
抑
止
が
機
能
す

る
の
は
、
も
は
や
そ
れ
が
機
能
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
で
あ
ろ
う
。
リ
ス
ク
は
内
在
し
て
お
り
、
運
が
尽
き
れ
ば
壊
滅

的
な
結
果
に
な
る
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
お
よ
び
カ
シ
ミ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
係
争
中
の
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
核
抑
止
論
が
破
滅
す
る
最
大
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
や
国
際
機
関
に
よ
る

厳
し
い
制
裁
を
受
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
核
兵
器
開
発
実
験

を
継
続
し
て
い
る
。
領
土
係
争
中
の
カ
シ
ミ
ー
ル
で
は
、
パ
キ

ス
タ
ン
が
核
搭
載
可
能
な
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
潜
水
艦
か
ら
発
射

す
る
実
験
に
初
め
て
成
功
し
、
危
機
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
③
こ
の
条
約
は
、ヒ
バ
ク
シ
ャ
、政
治
家
、市
民
団
体
と
と
も
に
、

「
人
間
性
の
原
則
」
と
「
公
共
の
良
心
」
を
推
進
す
る
上
で
の
宗

教
指
導
者
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。

　
本
条
約
は
、
核
兵
器
の
保
有
お
よ
び
使
用
を
国
際
法
で
禁
ず
る

歴
史
的
な
規
範
宣
言
で
あ
る
。
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
、
地
雷
、

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
禁
止
す
る
条
約
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
容
認
さ

れ
て
い
た
兵
器
が
、
普
遍
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
現
在
で
は
幅
広

く
非
難
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
者
が

追
求
す
る
結
果
で
あ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
、

核
兵
器
が
さ
ら
に
非
合
法
化
さ
れ
、
使
用
を
禁
止
す
る
法
的
・
政

治
的
規
範
が
強
ま
る
と
一
部
専
門
家
は
予
測
す
る
。

　〈
も
う
一
つ
の
世
界
観
：
核
兵
器
禁
止
条
約
の
反
対
国
〉

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し
、
核
抑
止
論
を
支
持
す
る
国
々
は
、

ま
さ
に
核
抑
止
が
70
年
以
上
の
間
、
悲
惨
な
世
界
戦
争
を
回
避
す

る
こ
と
に
役
立
っ
て
き
た
と
主
張
す
る
。  

　
９
ヵ
国
の
核
保
有
国
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
中

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
、
イ
ス
ラ
エ
ル
）

は
、
そ
の
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
と
も
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
に
不
参
加
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
５
ヵ
国
が
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
「
核
兵
器
共
有
協
定
」
の
一
環
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器

を
自
国
に
配
備
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
を
含
め
20
ヵ
国
以
上
が
安

全
保
障
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
中
に
あ
る
と
主
張
し
て

２
０
１
４
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
編
入
以
来
、
西
欧
諸
国
と
ロ

シ
ア
間
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
十
分

な
脅
威
を
感
じ
た
際
に
は
、
ロ
シ
ア
が
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
主

張
し
て
き
た
。

　〈
核
兵
器
と
環
境
〉 

　
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
に
よ
り
行
わ
れ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
モ
デ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
明
ら
か

と
な
っ
た
の
は
、
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
紛
争
に
よ
る
核
兵
器

使
用
で
あ
っ
て
も
、
農
業
に
壊
滅
的
な
影
響
が
あ
り
、
地
球
全
体

の
食
糧
供
給
を
脅
か
し
、
結
果
と
し
て
最
大
10
億
人
が
餓
死
し
う

る
と
予
測
し
て
い
る
。

　〈
核
兵
器
と
持
続
可
能
な
開
発
〉 

　
保
健
・
社
会
保
障
費
の
予
算
緊
縮
や
大
幅
な
削
減
が
な
さ
れ
る

一
方
で
、
年
間
１
０
０
０
億
米
ド
ル
が
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
に
費
や

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
隔
年
の
国
連
通
常
予
算
は
51
億
ド
ル
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
全
世
界
で
年
間
核
兵
器
に
使
用
さ
れ
る
費
用
の

５
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
核
兵
器
維
持
に
必
要
な
支
出
は
、

国
家
や
国
際
機
関
が
対
応
す
べ
き
経
済
的
・
社
会
的
ニ
ー
ズ
と
矛

盾
し
て
い
る
。 

Ⅱ
核
兵
器
禁
止
条
約
：
二
つ
の
世
界
観
の
衝
突 

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
先
立
つ
交
渉
で
、
国
際
社
会
が
二
つ
の
異
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架
け
橋
に
〉

　
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
保
有
国
や
い
わ
ゆ
る
核
の
傘
下
の
国
々

と
と
も
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
不
参
加
を
決
め
た
。
こ
の

決
定
は
、ヒ
バ
ク
シ
ャ
や
日
本
の
市
民
団
体
を
深
く
失
望
さ
せ
た
。   

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
下
で
締
約
国
は
、

核
軍
縮
を
目
指
し
て
「
誠
意
を
も
っ
て
交
渉
す
る
」
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
保
有
国
が
こ
う
し
た
核

軍
縮
の
約
束
を
果
た
せ
ず
に
い
る
こ
と
へ
の
不
満
の
高
ま
り
の
表

れ
で
も
あ
っ
た
。

　
二
つ
の
異
な
る
世
界
観
と
そ
れ
に
伴
う
政
策
に
お
け
る
対
立
を

乗
り
越
え
る
に
は
、
日
本
の
よ
う
な
国
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重

要
性
は
明
確
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
核
保
有
国
、
核
の
傘
の

下
に
あ
る
と
さ
れ
る
国
々
、
そ
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し

た
国
々
の
架
け
橋
と
な
り
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
建
設
的
な
取

り
組
み
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。

   〈「
規
範
的
」「
パ
ス
ト
ラ
ル
」
な
ア
プ
ロ
ー
チ
〉 

　
宗
教
的
、
倫
理
的
議
論
は
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
展
開
す
る
。
規
範

的
レ
ベ
ル
と
、
パ
ス
ト
ラ
ル
（
信
者
や
個
別
な
事
柄
、
状
況
に
対

す
る
支
援
や
指
導
）
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
例
で
言
う

と
、『
十
戒
』
の
ひ
と
つ
に
、「
人
を
殺
す
な
か
れ
」
と
あ
る
が
、

例
外
を
認
め
て
い
な
い
。 

不
都
合
が
生
じ
た
時
や
特
定
の
状
況
を

除
い
て
殺
人
を
し
て
は
い
け
な
い
、
と
は
言
わ
ず
、
絶
対
的
に
殺

い
る
。

　
７
月
７
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
直
後
に
発
表
さ

れ
た
共
同
声
明
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

は
「
我
々
は
、
署
名
・
批
准
は
し
な
い
し
、
条
約
締
約
国
に
な
る

意
志
は
な
い
」
と
明
言
し
た
。
ま
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、「
国

際
的
な
安
全
保
障
の
環
境
を
明
ら
か
に
無
視
し
て
い
る
」
と
し
て
、

条
約
に
参
加
す
る
余
地
を
否
定
し
た
。
日
本
政
府
も
同
様
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。 

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
す
る
大
き
な
懸
念
と
し
て
、
核
保
有
国

な
ら
び
に
核
の
傘
に
あ
る
国
々
は
、
本
条
約
が
北
朝
鮮
に
よ
る
核

開
発
の
深
刻
な
脅
威
へ
の
解
決
策
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
指

摘
す
る
。
北
朝
鮮
は
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
二
回
目
の
実
験

を
２
０
１
７
年
７
月
28
日
に
行
っ
た
と
発
表
し
た
。
専
門
家
に

よ
る
と
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
攻
撃
射

程
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
北
朝
鮮
は
、

２
０
０
６
年
か
ら
５
度
の
核
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
６
度
目
の
実

験
の
準
備
中
で
あ
る
。
米
英
仏
共
同
声
明
は
、
核
兵
器
の
禁
止
は
、

核
抑
止
を
未
だ
必
要
と
す
る
安
全
保
障
上
の
課
題 

へ
の
対
応
に
資

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
核
兵
器
禁
止
条
約

は
、
核
兵
器
一
つ
を
排
除
す
る
こ
と
も
、
い
か
な
る
国
の
安
全
保

障
、国
際
的
平
和
・
安
全
の
強
化
に
も
な
ら
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。

　
核
保
有
国
お
よ
び
同
盟
国
は
、
核
兵
器
を
禁
止
し
て
北
朝
鮮
に

人
を
認
め
て
い
な
い
。  

　
し
か
し
、
多
く
の
宗
教
に
お
い
て
例
外
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

非
常
に
限
ら
れ
た
状
況
下
に
お
け
る
自
己
防
衛
の
際
に
、
殺
人
は

不
本
意
な
が
ら
も
や
む
を
得
ず
擁
護
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、道
徳
的
矛
盾
が
あ
っ
て
も
、い
わ
ば
「
許

さ
れ
て
」
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る
パ
ス
ト
ラ
ル

な
レ
ベ
ル
は
決
し
て
規
範
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
外
そ
れ
自
体
が「
善
」と
し
て
規
範
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
殺

す
な
か
れ
」
と
い
う
絶
対
的
な
規
範
は
、
す
べ
て
の
状
況
に
適
用

さ
れ
る
。
従
っ
て
、
殺
人
は
、
た
と
え
悲
劇
的
に
も
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
善
で
は
な
く
、
常
に
道
徳

的
、
倫
理
的
過
ち
で
あ
る
。    

　
一
部
の
伝
統
宗
教
に
は
、
核
保
有
国
が
積
極
的
に
核
廃
絶
に
向

け
た
取
り
組
み
を
遂
行
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
消
極
的
、
制
限
的
、

一
時
的
に
核
抑
止
を
黙
認
す
る
も
の
も
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
核

抑
止
は
そ
れ
自
体
が
善
で
は
な
い
。
規
範
に
は
な
り
え
な
い
。
そ

れ
は
客
観
的
、
道
義
的
に
秩
序
を
乱
し
て
い
る
。 

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
す
る
諸
国
に
よ
る
現
在
の
安
全
保
障

論
は
、
核
抑
止
が
実
際
に
は
道
義
的
に
極
め
て
異
常
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
事
実
上
の
規
範
と
し
て
示
し
て
い
る
。
核
軍
縮
に
対
す
る

核
兵
器
国
の
無
行
動
は
、
核
抑
止
を
事
実
上
の
規
範
に
し
て
い
る

も
同
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
倫
理
的
無
秩
序
で
あ
る
。 

よ
る
攻
撃
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
よ
り
も
、
１
９
６
８
年
に
ほ
ぼ
す

べ
て
の
国
が
署
名
し
た
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
強
化

を
求
め
て
い
る
。
こ
の
条
約
は
、
米
露
英
仏
中
５
ヵ
国
の
「
核
兵

器
国
」
以
外
の
諸
国
の
核
兵
器
開
発
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
の

代
わ
り
に
、
５
大
国
は
、
核
軍
縮
へ
踏
み
出
し
、
非
核
兵
器
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
目
的
と
し
た
核
技
術
の
利
用
を
約
束
し
て
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
国
か
ら
す
る
と
、

核
兵
器
国
は
核
軍
縮
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
条
項

に
違
反
し
て
い
る
と
非
難
す
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
核
兵
器
国
は
、
核
兵
器
を
現
代
化
、
最
新

化
さ
せ
て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
に
よ
る

と
、
核
の
威
力
を
維
持
し
、
包
括
的
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
現
代
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
今
後

30
年
で
１
兆
ド
ル
か
必
要
と
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
ま
た
、

５
４
０
億
ド
ル
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
新
た
な
原
子
力
潜
水
艦
の

建
造
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
試
み
に
対
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
支
持
国
は
、
核
兵
器
現
代
化
、
最
新
化
計
画
は
、
核
軍
縮
の

努
力
を
求
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
条
項
に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

Ⅲ
日
本
の
果
た
す
べ
き
特
別
な
役
割
と
世
界
の
宗
教
コ
ミ
　
　
　
　

　
ュ
ニ
テ
ィ
の
責
任

　〈
規
範
的
、
パ
ス
ト
ラ
ル
な
行
動
を
通
し
て 

核
兵
器
廃
絶
へ
の  
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架
け
橋
に
〉

　
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
保
有
国
や
い
わ
ゆ
る
核
の
傘
下
の
国
々

と
と
も
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
不
参
加
を
決
め
た
。
こ
の

決
定
は
、ヒ
バ
ク
シ
ャ
や
日
本
の
市
民
団
体
を
深
く
失
望
さ
せ
た
。   

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
下
で
締
約
国
は
、

核
軍
縮
を
目
指
し
て
「
誠
意
を
も
っ
て
交
渉
す
る
」
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
保
有
国
が
こ
う
し
た
核

軍
縮
の
約
束
を
果
た
せ
ず
に
い
る
こ
と
へ
の
不
満
の
高
ま
り
の
表

れ
で
も
あ
っ
た
。

　
二
つ
の
異
な
る
世
界
観
と
そ
れ
に
伴
う
政
策
に
お
け
る
対
立
を

乗
り
越
え
る
に
は
、
日
本
の
よ
う
な
国
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重

要
性
は
明
確
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
核
保
有
国
、
核
の
傘
の

下
に
あ
る
と
さ
れ
る
国
々
、
そ
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し

た
国
々
の
架
け
橋
と
な
り
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
建
設
的
な
取

り
組
み
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。

   〈「
規
範
的
」「
パ
ス
ト
ラ
ル
」
な
ア
プ
ロ
ー
チ
〉 

　
宗
教
的
、
倫
理
的
議
論
は
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
展
開
す
る
。
規
範

的
レ
ベ
ル
と
、
パ
ス
ト
ラ
ル
（
信
者
や
個
別
な
事
柄
、
状
況
に
対

す
る
支
援
や
指
導
）
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
例
で
言
う

と
、『
十
戒
』
の
ひ
と
つ
に
、「
人
を
殺
す
な
か
れ
」
と
あ
る
が
、

例
外
を
認
め
て
い
な
い
。 

不
都
合
が
生
じ
た
時
や
特
定
の
状
況
を

除
い
て
殺
人
を
し
て
は
い
け
な
い
、
と
は
言
わ
ず
、
絶
対
的
に
殺

い
る
。

　
７
月
７
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
直
後
に
発
表
さ

れ
た
共
同
声
明
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

は
「
我
々
は
、
署
名
・
批
准
は
し
な
い
し
、
条
約
締
約
国
に
な
る

意
志
は
な
い
」
と
明
言
し
た
。
ま
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、「
国

際
的
な
安
全
保
障
の
環
境
を
明
ら
か
に
無
視
し
て
い
る
」
と
し
て
、

条
約
に
参
加
す
る
余
地
を
否
定
し
た
。
日
本
政
府
も
同
様
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。 

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
す
る
大
き
な
懸
念
と
し
て
、
核
保
有
国

な
ら
び
に
核
の
傘
に
あ
る
国
々
は
、
本
条
約
が
北
朝
鮮
に
よ
る
核

開
発
の
深
刻
な
脅
威
へ
の
解
決
策
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
指

摘
す
る
。
北
朝
鮮
は
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
二
回
目
の
実
験

を
２
０
１
７
年
７
月
28
日
に
行
っ
た
と
発
表
し
た
。
専
門
家
に

よ
る
と
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
攻
撃
射

程
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
北
朝
鮮
は
、

２
０
０
６
年
か
ら
５
度
の
核
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
６
度
目
の
実

験
の
準
備
中
で
あ
る
。
米
英
仏
共
同
声
明
は
、
核
兵
器
の
禁
止
は
、

核
抑
止
を
未
だ
必
要
と
す
る
安
全
保
障
上
の
課
題 

へ
の
対
応
に
資

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
核
兵
器
禁
止
条
約

は
、
核
兵
器
一
つ
を
排
除
す
る
こ
と
も
、
い
か
な
る
国
の
安
全
保

障
、国
際
的
平
和
・
安
全
の
強
化
に
も
な
ら
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。

　
核
保
有
国
お
よ
び
同
盟
国
は
、
核
兵
器
を
禁
止
し
て
北
朝
鮮
に

人
を
認
め
て
い
な
い
。  

　
し
か
し
、
多
く
の
宗
教
に
お
い
て
例
外
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

非
常
に
限
ら
れ
た
状
況
下
に
お
け
る
自
己
防
衛
の
際
に
、
殺
人
は

不
本
意
な
が
ら
も
や
む
を
得
ず
擁
護
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、道
徳
的
矛
盾
が
あ
っ
て
も
、い
わ
ば
「
許

さ
れ
て
」
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る
パ
ス
ト
ラ
ル

な
レ
ベ
ル
は
決
し
て
規
範
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
外
そ
れ
自
体
が「
善
」と
し
て
規
範
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
殺

す
な
か
れ
」
と
い
う
絶
対
的
な
規
範
は
、
す
べ
て
の
状
況
に
適
用

さ
れ
る
。
従
っ
て
、
殺
人
は
、
た
と
え
悲
劇
的
に
も
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
善
で
は
な
く
、
常
に
道
徳

的
、
倫
理
的
過
ち
で
あ
る
。    

　
一
部
の
伝
統
宗
教
に
は
、
核
保
有
国
が
積
極
的
に
核
廃
絶
に
向

け
た
取
り
組
み
を
遂
行
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
消
極
的
、
制
限
的
、

一
時
的
に
核
抑
止
を
黙
認
す
る
も
の
も
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
核

抑
止
は
そ
れ
自
体
が
善
で
は
な
い
。
規
範
に
は
な
り
え
な
い
。
そ

れ
は
客
観
的
、
道
義
的
に
秩
序
を
乱
し
て
い
る
。 

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
す
る
諸
国
に
よ
る
現
在
の
安
全
保
障

論
は
、
核
抑
止
が
実
際
に
は
道
義
的
に
極
め
て
異
常
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
事
実
上
の
規
範
と
し
て
示
し
て
い
る
。
核
軍
縮
に
対
す
る

核
兵
器
国
の
無
行
動
は
、
核
抑
止
を
事
実
上
の
規
範
に
し
て
い
る

も
同
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
倫
理
的
無
秩
序
で
あ
る
。 

よ
る
攻
撃
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
よ
り
も
、
１
９
６
８
年
に
ほ
ぼ
す

べ
て
の
国
が
署
名
し
た
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
強
化

を
求
め
て
い
る
。
こ
の
条
約
は
、
米
露
英
仏
中
５
ヵ
国
の
「
核
兵

器
国
」
以
外
の
諸
国
の
核
兵
器
開
発
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
の

代
わ
り
に
、
５
大
国
は
、
核
軍
縮
へ
踏
み
出
し
、
非
核
兵
器
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
目
的
と
し
た
核
技
術
の
利
用
を
約
束
し
て
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
国
か
ら
す
る
と
、

核
兵
器
国
は
核
軍
縮
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
条
項

に
違
反
し
て
い
る
と
非
難
す
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
核
兵
器
国
は
、
核
兵
器
を
現
代
化
、
最
新

化
さ
せ
て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
に
よ
る

と
、
核
の
威
力
を
維
持
し
、
包
括
的
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
現
代
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
今
後

30
年
で
１
兆
ド
ル
か
必
要
と
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
ま
た
、

５
４
０
億
ド
ル
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
新
た
な
原
子
力
潜
水
艦
の

建
造
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
試
み
に
対
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
支
持
国
は
、
核
兵
器
現
代
化
、
最
新
化
計
画
は
、
核
軍
縮
の

努
力
を
求
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
条
項
に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

Ⅲ
日
本
の
果
た
す
べ
き
特
別
な
役
割
と
世
界
の
宗
教
コ
ミ
　
　
　
　

　
ュ
ニ
テ
ィ
の
責
任

　〈
規
範
的
、
パ
ス
ト
ラ
ル
な
行
動
を
通
し
て 

核
兵
器
廃
絶
へ
の  

100　101
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諸
宗
教
間
や
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
間
の
外
交
、

　
　
対
話
、
信
頼
醸
成
を
継
続
、
強
化
す
る
。
そ
の
際
に
、
レ
リ

　
　
ジ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
加
盟
の
当
該
６
ヵ
国
に
す
で

　
　
に
諸
宗
教
評
議
会
、
す
な
わ
ち
、
韓
国
宗
教
人
平
和
会
議
（
韓

　
　
国
）、
朝
鮮
宗
教
人
協
議
会
（
北
朝
鮮
）、
中
国
宗
教
和
平
委

　
　
員
会（
中
国
）、W
C
R
P
／
R
f
P
日
本
委
員
会（
日
本
）、

　
　
Ｒ
Ｆ
Ｐ
ア
メ
リ
カ
委
員
会
（
ア
メ
リ
カ
）、
ロ
シ
ア
諸
宗
教

　
　
評
議
会
（
ロ
シ
ア
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
。 

6)
　
核
兵
器
の
使
用
と
破
滅
的
な
原
子
力
発
電
の
事
故
の
ど
ち
　

　
　
ら
も
経
験
し
た
唯
一
の
国
で
あ
る
日
本
に
は
、
特
別
で
、
極
　
　

　
　
め
て
重
要
な
役
割
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
日
本
に

　
　
お
い
て
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
世
界
の
諸
宗
教
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
テ
ィ
と
連
帯
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
議

　
　
員
、
首
長
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
そ
の
他
の
市
民
団
体
と
の
戦
略

　
　
的
で
行
動
志
向
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ

　
　
せ
、
日
本
政
府
に
対
し
、
日
本
に
し
か
で
き
な
い
特
別
で
、

　
　
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
核
兵
器
の
全
廃
に
努
め
る
よ
う
促

　
　
す
。
こ
の
よ
う
な
日
本
に
し
か
果
た
せ
な
い
特
別
で
、
重
要

　
　
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
具
体
的
方
法
の
一
つ
と
し

　
　
て
、
核
兵
器
保
有
国
、
同
盟
国
、
核
兵
器
禁
止
条
約
支
持
国
　

　
　
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
２
０
１
８
年
の
核
軍
縮 

に
関
す
る

　
　
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
の
特
別
会
合
を
広
島
で
開
催
す
る
こ

　
規
範
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
核
兵
器
の
非
合
法
性
と
い
う
国

際
的
規
範
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
我
々
は
宗
教
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
さ
ら
に
参
画
さ
せ
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
市
民
団
体
、
議

員
、
首
長
、
そ
の
他
と
協
働
し
て
、
新
た
に
採
択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
、
批
准
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
と

同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
な
ど
既
存
の
法
的
枠
組
み
の
も
と
で
、
核
保
有

国
が
核
軍
縮
の
た
め
の
義
務
を
果
た
す
べ
く
働
き
か
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
我
々
の
最
終
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
パ
ス

ト
ラ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（
仏
教
で
は
「
方
便
」
と
呼
ぶ
か
も
し
れ

な
い
）
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
は
、
そ
の
重
要
な
具
体
的

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
　

　
世
界
の
諸
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

1)

２
０
１
８
年
に
開
催
さ
れ
る
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
お
い
　
　

　
　
て
、
核
兵
器
国
お
よ
び
同
盟
国
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
支
持
　

　
　
し
た
１
２
０
以
上
の
諸
国
を
戦
略
的
に
結
集
し
、
核
軍
縮
に

　
　
向
け
て
相
互
に
合
意
で
き
る
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
展
開
す
る
。

2)
抑
止
論
に
基
づ
く
現
在
の
安
全
保
障
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
挑
戦

　
　
す
る
。
第
一
に
、
レ
リ
ジ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
第
８
　

　
　
回
世
界
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「S

hared S
ecurity (

支

　
　
え
合
う
安
全
保
障)

」
の
概
念
を
促
進
す
る
。
こ
の
概
念
は

　
　
２
０
０
６
年
に
、
こ
こ
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
た

と
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
パ
ス
ト
ラ
ル
、
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
方
便
」
と
表
現
さ
れ

ま
し
た
が
、
要
は
駄
目
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
っ
て
い
け
る
宗
教
的

信
念
で
、
核
に
よ
る
抑
止
力
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
5
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
に
ご
意
見

を
頂
戴
し
ま
す
。

　
最
初
に
、
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ウ
ェ
ジ
リ
ド
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ジ
リ
ド
（
キ
リ
ス
ト
教
）

　「
不
確
か
な
安
全
に
だ

ま
さ
れ
て
い
る
」。

　
こ
れ
が
私
た
ち
が
生
き

て
い
る
状
況
で
す
。
国
も

不
確
か
な
安
全
に
だ
ま
さ

れ
て
い
る
。
個
人
も
同
じ

よ
う
に
だ
ま
さ
れ
て
い

る
。
破
壊
す
る
力
が
、
安
定
、
繁
栄
、
平
和
の
上
に
乗
っ
て
い
る
安

全
は
、
不
確
か
な
安
全
で
あ
り
、
本
当
の
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
多
く
は
歴
史
に
欺
か
れ
て
い
ま
す
。
冷
戦
は
40
年
以

　
　
同
大
会
に
お
い
て
、
８
０
０
名
以
上
の
諸
宗
教
指
導
者
に

　
　
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
第
二
に
、
国
連
設
立
お
よ
び
広
島
・

　
　
長
崎
原
爆
70
周
年
で
宗
教
指
導
者
、
議
員
、
首
長
に
よ
る
共

　
　
同
声
明
で
示
さ
れ
た
「C

om
m

on S
ecurity(

共
通
安
全

　
　
保
障)

」
の
重
要
性
を
促
進
す
る
。
元
国
際
司
法
裁
判
所
副

　
　
所
長
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ィ
ラ
マ
ン
ト
リ
ー
判
事
は
、

　
　
今
年
１
月
に
亡
く
な
る
前
の
公
の
場
に
お
け
る
最
後
の
声
明

　
　
と
な
っ
た
レ
リ
ジ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
特
別
会
合
へ

　
　
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、「
現
在
の
安
全
保
障
の
概
念
は
、
我
　
　

　
　
々
を
支
配
す
る
短
期
的
な
視
点
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
。

　
　
私
た
ち
は
、
世
界
の
宗
教
が
も
つ
智
慧
の
宝
庫
か
ら
学
ぶ
必

　
　
要
が
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。  

3)

核
兵
器
禁
止
条
約
お
よ
び
そ
の
他
の
既
存
の
法
的
規
範
を
宗

　
　
教
者
お
よ
び
一
般
の
教
育
手
段
と
し
て
活
用
す
る
。
核
軍
縮

　
　
に
む
け
て
、
特
に
国
家
、
地
域
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で

　
　
の
青
年
の
動
員
、
参
加
に
重
点
を
置
く
。 

4)
　
複
数
の
関
係
者
が
参
画
す
る
各
界
・
各
層
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
シ
ッ
プ
を
進
め
る
。
と
り
わ
け
、「
人
間
性
の
原
則
」
や
「
公

　
　
共
の
良
心
」
の
提
唱
者
と
し
て
、
国
民
を
代
表
す
る
宗
教
指

　
　
導
者
・
議
員
・
首
長
と
の
間
で
、
戦
略
的
、
行
動
志
向
の
パ

　
　
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
。

5)
　
南
北
朝
鮮
、
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
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諸
宗
教
間
や
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
間
の
外
交
、

　
　
対
話
、
信
頼
醸
成
を
継
続
、
強
化
す
る
。
そ
の
際
に
、
レ
リ

　
　
ジ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
加
盟
の
当
該
６
ヵ
国
に
す
で

　
　
に
諸
宗
教
評
議
会
、
す
な
わ
ち
、
韓
国
宗
教
人
平
和
会
議
（
韓

　
　
国
）、
朝
鮮
宗
教
人
協
議
会
（
北
朝
鮮
）、
中
国
宗
教
和
平
委

　
　
員
会（
中
国
）、W
C
R
P
／
R
f
P
日
本
委
員
会（
日
本
）、

　
　
Ｒ
Ｆ
Ｐ
ア
メ
リ
カ
委
員
会
（
ア
メ
リ
カ
）、
ロ
シ
ア
諸
宗
教

　
　
評
議
会
（
ロ
シ
ア
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
。 

6)
　
核
兵
器
の
使
用
と
破
滅
的
な
原
子
力
発
電
の
事
故
の
ど
ち
　

　
　
ら
も
経
験
し
た
唯
一
の
国
で
あ
る
日
本
に
は
、
特
別
で
、
極
　
　

　
　
め
て
重
要
な
役
割
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
日
本
に

　
　
お
い
て
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
世
界
の
諸
宗
教
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
テ
ィ
と
連
帯
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
議

　
　
員
、
首
長
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
そ
の
他
の
市
民
団
体
と
の
戦
略

　
　
的
で
行
動
志
向
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ

　
　
せ
、
日
本
政
府
に
対
し
、
日
本
に
し
か
で
き
な
い
特
別
で
、

　
　
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
核
兵
器
の
全
廃
に
努
め
る
よ
う
促

　
　
す
。
こ
の
よ
う
な
日
本
に
し
か
果
た
せ
な
い
特
別
で
、
重
要

　
　
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
具
体
的
方
法
の
一
つ
と
し

　
　
て
、
核
兵
器
保
有
国
、
同
盟
国
、
核
兵
器
禁
止
条
約
支
持
国
　

　
　
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
２
０
１
８
年
の
核
軍
縮 

に
関
す
る

　
　
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
の
特
別
会
合
を
広
島
で
開
催
す
る
こ

　
規
範
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
核
兵
器
の
非
合
法
性
と
い
う
国

際
的
規
範
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
我
々
は
宗
教
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
さ
ら
に
参
画
さ
せ
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
市
民
団
体
、
議

員
、
首
長
、
そ
の
他
と
協
働
し
て
、
新
た
に
採
択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
、
批
准
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
と

同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
な
ど
既
存
の
法
的
枠
組
み
の
も
と
で
、
核
保
有

国
が
核
軍
縮
の
た
め
の
義
務
を
果
た
す
べ
く
働
き
か
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
我
々
の
最
終
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
パ
ス

ト
ラ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（
仏
教
で
は
「
方
便
」
と
呼
ぶ
か
も
し
れ

な
い
）
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
は
、
そ
の
重
要
な
具
体
的

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
　

　
世
界
の
諸
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

1)

２
０
１
８
年
に
開
催
さ
れ
る
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
お
い
　
　

　
　
て
、
核
兵
器
国
お
よ
び
同
盟
国
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
支
持
　

　
　
し
た
１
２
０
以
上
の
諸
国
を
戦
略
的
に
結
集
し
、
核
軍
縮
に

　
　
向
け
て
相
互
に
合
意
で
き
る
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
展
開
す
る
。

2)
抑
止
論
に
基
づ
く
現
在
の
安
全
保
障
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
挑
戦

　
　
す
る
。
第
一
に
、
レ
リ
ジ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
第
８
　

　
　
回
世
界
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「S

hared S
ecurity (

支

　
　
え
合
う
安
全
保
障)

」
の
概
念
を
促
進
す
る
。
こ
の
概
念
は

　
　
２
０
０
６
年
に
、
こ
こ
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
た

と
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
パ
ス
ト
ラ
ル
、
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
方
便
」
と
表
現
さ
れ

ま
し
た
が
、
要
は
駄
目
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
っ
て
い
け
る
宗
教
的

信
念
で
、
核
に
よ
る
抑
止
力
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
5
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
に
ご
意
見

を
頂
戴
し
ま
す
。

　
最
初
に
、
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ウ
ェ
ジ
リ
ド
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ジ
リ
ド
（
キ
リ
ス
ト
教
）

　「
不
確
か
な
安
全
に
だ

ま
さ
れ
て
い
る
」。

　
こ
れ
が
私
た
ち
が
生
き

て
い
る
状
況
で
す
。
国
も

不
確
か
な
安
全
に
だ
ま
さ

れ
て
い
る
。
個
人
も
同
じ

よ
う
に
だ
ま
さ
れ
て
い

る
。
破
壊
す
る
力
が
、
安
定
、
繁
栄
、
平
和
の
上
に
乗
っ
て
い
る
安

全
は
、
不
確
か
な
安
全
で
あ
り
、
本
当
の
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
多
く
は
歴
史
に
欺
か
れ
て
い
ま
す
。
冷
戦
は
40
年
以

　
　
同
大
会
に
お
い
て
、
８
０
０
名
以
上
の
諸
宗
教
指
導
者
に

　
　
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
第
二
に
、
国
連
設
立
お
よ
び
広
島
・

　
　
長
崎
原
爆
70
周
年
で
宗
教
指
導
者
、
議
員
、
首
長
に
よ
る
共

　
　
同
声
明
で
示
さ
れ
た
「C

om
m

on S
ecurity(

共
通
安
全

　
　
保
障)

」
の
重
要
性
を
促
進
す
る
。
元
国
際
司
法
裁
判
所
副

　
　
所
長
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ィ
ラ
マ
ン
ト
リ
ー
判
事
は
、

　
　
今
年
１
月
に
亡
く
な
る
前
の
公
の
場
に
お
け
る
最
後
の
声
明

　
　
と
な
っ
た
レ
リ
ジ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
特
別
会
合
へ

　
　
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、「
現
在
の
安
全
保
障
の
概
念
は
、
我
　
　

　
　
々
を
支
配
す
る
短
期
的
な
視
点
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
。

　
　
私
た
ち
は
、
世
界
の
宗
教
が
も
つ
智
慧
の
宝
庫
か
ら
学
ぶ
必

　
　
要
が
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。  

3)

核
兵
器
禁
止
条
約
お
よ
び
そ
の
他
の
既
存
の
法
的
規
範
を
宗

　
　
教
者
お
よ
び
一
般
の
教
育
手
段
と
し
て
活
用
す
る
。
核
軍
縮

　
　
に
む
け
て
、
特
に
国
家
、
地
域
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で

　
　
の
青
年
の
動
員
、
参
加
に
重
点
を
置
く
。 

4)
　
複
数
の
関
係
者
が
参
画
す
る
各
界
・
各
層
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
シ
ッ
プ
を
進
め
る
。
と
り
わ
け
、「
人
間
性
の
原
則
」
や
「
公

　
　
共
の
良
心
」
の
提
唱
者
と
し
て
、
国
民
を
代
表
す
る
宗
教
指

　
　
導
者
・
議
員
・
首
長
と
の
間
で
、
戦
略
的
、
行
動
志
向
の
パ

　
　
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
。

5)
　
南
北
朝
鮮
、
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、

102　103



分科会１

の
安
心
を
構
築
す
る
方
法
な
の
で
す
。
敵
の
モ
カ
シ
ン
（
革
靴
）

を
は
い
て
少
な
く
と
も
１
マ
イ
ル
歩
く
こ
と
で
、
信
頼
と
友
情
が

育
つ
の
で
す
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
宗
教
的
リ
ー
ダ
ー
が
、
国
家
主
義
者
や
、
好

戦
的
な
言
葉
や
行
動
に
手
を
貸
し
て
き
た
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
時
代
の
長
続
き
す
る
国
家
と
は
、国
際
主
義
、信
頼
、

国
際
法
の
更
な
る
発
展
、
国
際
法
の
尊
重
な
の
で
す
。
ど
ち
ら
の

側
に
つ
く
と
か
誰
に
味
方
す
る
と
か
は
、
違
い
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
人
新
世
に
生
き
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
が
地
球
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
決
定
的
影
響
を
与
え
て
い
る
時
代

で
す
。
そ
の
際
た
る
も
の
が
核
兵
器
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
文

明
を
一
掃
し
得
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
途
方
も
な

い
力
を
持
ち
、
自
分
に
お
び
え
、
自
分
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
時
と
し
て
、
力
は
人
を
無
力
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
麻
痺
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
命
に
奉
仕
す
る
責
任
を
持
つ
よ
う

に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

黒
住
　
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て

髙
見
三
明
様
、
お
願
い
し
ま
す
。

上
も
続
い
て
い
た
の
で
す
。
多
く
の
国
が
核
を
保
有
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
ど
れ
も
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
抑

止
力
が
機
能
し
て
い
た
の
で
す
。
不
合
理
の
な
か
に
、
い
く
ら
か

の
合
理
性
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
核
に
よ
る
侵
略
は
、

核
に
よ
る
反
撃
が
あ
る
と
の
了
解
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
広

島
や
長
崎
の
記
憶
は
、
ま
だ
生
き
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
記
憶
は
永
遠
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
に
よ
る
日
本

国
民
や
国
家
の
大
き
な
被
害
は
、
１
９
３
９
年
か
ら
１
９
４
５
年

ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦
争
の
記
憶
と
同
じ
よ
う
に
、
次
第
に

忘
れ
去
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
広
島
や
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ

と
も
同
様
で
す
。
も
し
、
世
界
が
す
ぐ
に
行
動
し
な
け
れ
ば
、
私

た
ち
は
、
新
し
い
破
滅
的
状
態
に
陥
る
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

次
の
悲
惨
な
状
況
の
後
で
は
、
記
憶
を
留
め
て
い
ら
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
人
間
が
誰
も
い
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
国
際
的
人
道
法
や
国
際
法
を
所
有
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
解
釈
す
る
と
、
核
兵
器
の
入
る
余
地
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
核
兵
器
は
無
差
別
で
、
桁
外
れ
で
、
私
た
ち

の
存
在
そ
の
も
の
の
基
盤
を
脅
か
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
核
兵
器
は

合
法
で
す
。

　
核
兵
器
の
全
面
的
廃
止
を
目
的
と
し
て
、
核
兵
器
を
禁
止
す
る

た
め
の
法
的
拘
束
力
の
あ
る
手
段
を
協
議
す
る
た
め
に
、
国
連
の

多
く
の
メ
ン
バ
ー
国
が
行
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
勇
気
あ
る
知

髙
見
（
キ
リ
ス
ト
教
）

1 

原
子
爆
弾
の
非
人
道
性

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日

と
９
日
に
広
島
と
長
崎
に

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た
。
原
子
爆
弾
は
非
人
道

的
な
兵
器
で
あ
り
、
そ
の

兵
器
を
用
い
る
人
間
は
、

人
間
と
し
て
の
道
を
大
き

く
踏
み
外
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
都
市
全
体
ま
た
は
広
い
地

域
を
そ
の
住
民
と
と
も
に
無
差
別
に
破
壊
す
る
た
め
の
戦
争
行
為

は
す
べ
て
、
神
と
人
間
自
身
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
り
、
た
め
ら
う

こ
と
な
く
断
固
と
し
て
断
罪
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
『
現
代
世
界
憲
章
』
80
項
）
か
ら
で
あ
る
。

　
原
子
爆
弾
と
そ
の
使
用
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
に
お
い
て
非

人
道
で
あ
る
。

(1) 

大
量
虐
殺

　
広
島
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
広
島
人
口

は
約
35
万
人
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
６
日
の
原
爆
で
そ

の
年
の
12
月
末
ま
で
に
約
14
万
人
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

重
軽
傷
者
は
８
万
３
０
０
０
人
。
ま
た
同
市
原
爆
死
没
者
名
簿
登

載
者
数
は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
６
日
の
奉
納
時
点
で

恵
の
兆
し
で
す
。
２
０
１
７
年
7
月
7
日
、
メ
ン
バ
ー
国
の
か
な

り
多
数
の
支
持
を
得
て
、
協
定
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
次
は
批
准

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
予
想
通
り
、
核
を
保
有

す
る
国
は
一
つ
も
加
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
達
を
守
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
核
の
傘
に
自
分
達
は
依
存
し
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
国
の
多
く
も
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
国
々
も
、

こ
の
協
定
の
実
施
に
参
加
す
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
で
も
、
少
し
は

喜
び
ま
し
ょ
う
、

　
私
た
ち
の
伝
統
の
中
心
に
は
、
黄
金
律
（G

olden R
ule

）
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
あ
な
た
が
自
分
に
し
て
欲
し
い

と
思
う
こ
と
を
他
人
に
も
な
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
黄

金
律
や
、
そ
れ
に
類
似
し
た
ル
ー
ル
に
は
、
希
望
が
あ
り
道
徳
的

判
断
力
や
よ
き
意
思
が
あ
り
ま
す
。
黄
金
律
は
善
が
勝
つ
と
い
う

思
想
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
な
が
り
、
相
互
依
存
、
友
情
は
信
頼
の
前
提
条
件
で
す
。
と

く
に
信
頼
は
平
和
に
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
宗
教
的
伝
統
は
全
て
、

相
互
依
存
、
つ
な
が
り
、
友
情
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
信
仰
を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
信
頼
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
国
家
間
の
寛
容
と
つ
な
が
り
こ
そ
が
、
未
来
を
存
続
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
人
々
に
分
か
ら
せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
最

大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
失
敗
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
努
力
こ
そ
が
本
当
の
安
全
、
本
当
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の
安
心
を
構
築
す
る
方
法
な
の
で
す
。
敵
の
モ
カ
シ
ン
（
革
靴
）

を
は
い
て
少
な
く
と
も
１
マ
イ
ル
歩
く
こ
と
で
、
信
頼
と
友
情
が

育
つ
の
で
す
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
宗
教
的
リ
ー
ダ
ー
が
、
国
家
主
義
者
や
、
好

戦
的
な
言
葉
や
行
動
に
手
を
貸
し
て
き
た
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
時
代
の
長
続
き
す
る
国
家
と
は
、国
際
主
義
、信
頼
、

国
際
法
の
更
な
る
発
展
、
国
際
法
の
尊
重
な
の
で
す
。
ど
ち
ら
の

側
に
つ
く
と
か
誰
に
味
方
す
る
と
か
は
、
違
い
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
人
新
世
に
生
き
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
が
地
球
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
決
定
的
影
響
を
与
え
て
い
る
時
代

で
す
。
そ
の
際
た
る
も
の
が
核
兵
器
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
文

明
を
一
掃
し
得
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
途
方
も
な

い
力
を
持
ち
、
自
分
に
お
び
え
、
自
分
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
時
と
し
て
、
力
は
人
を
無
力
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
麻
痺
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
命
に
奉
仕
す
る
責
任
を
持
つ
よ
う

に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

黒
住
　
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て

髙
見
三
明
様
、
お
願
い
し
ま
す
。

上
も
続
い
て
い
た
の
で
す
。
多
く
の
国
が
核
を
保
有
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
ど
れ
も
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
抑

止
力
が
機
能
し
て
い
た
の
で
す
。
不
合
理
の
な
か
に
、
い
く
ら
か

の
合
理
性
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
核
に
よ
る
侵
略
は
、

核
に
よ
る
反
撃
が
あ
る
と
の
了
解
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
広

島
や
長
崎
の
記
憶
は
、
ま
だ
生
き
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
記
憶
は
永
遠
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
に
よ
る
日
本

国
民
や
国
家
の
大
き
な
被
害
は
、
１
９
３
９
年
か
ら
１
９
４
５
年

ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦
争
の
記
憶
と
同
じ
よ
う
に
、
次
第
に

忘
れ
去
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
広
島
や
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ

と
も
同
様
で
す
。
も
し
、
世
界
が
す
ぐ
に
行
動
し
な
け
れ
ば
、
私

た
ち
は
、
新
し
い
破
滅
的
状
態
に
陥
る
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

次
の
悲
惨
な
状
況
の
後
で
は
、
記
憶
を
留
め
て
い
ら
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
人
間
が
誰
も
い
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
国
際
的
人
道
法
や
国
際
法
を
所
有
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
解
釈
す
る
と
、
核
兵
器
の
入
る
余
地
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
核
兵
器
は
無
差
別
で
、
桁
外
れ
で
、
私
た
ち

の
存
在
そ
の
も
の
の
基
盤
を
脅
か
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
核
兵
器
は

合
法
で
す
。

　
核
兵
器
の
全
面
的
廃
止
を
目
的
と
し
て
、
核
兵
器
を
禁
止
す
る

た
め
の
法
的
拘
束
力
の
あ
る
手
段
を
協
議
す
る
た
め
に
、
国
連
の

多
く
の
メ
ン
バ
ー
国
が
行
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
勇
気
あ
る
知

髙
見
（
キ
リ
ス
ト
教
）

1 

原
子
爆
弾
の
非
人
道
性

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日

と
９
日
に
広
島
と
長
崎
に

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た
。
原
子
爆
弾
は
非
人
道

的
な
兵
器
で
あ
り
、
そ
の

兵
器
を
用
い
る
人
間
は
、

人
間
と
し
て
の
道
を
大
き

く
踏
み
外
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
都
市
全
体
ま
た
は
広
い
地

域
を
そ
の
住
民
と
と
も
に
無
差
別
に
破
壊
す
る
た
め
の
戦
争
行
為

は
す
べ
て
、
神
と
人
間
自
身
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
り
、
た
め
ら
う

こ
と
な
く
断
固
と
し
て
断
罪
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
『
現
代
世
界
憲
章
』
80
項
）
か
ら
で
あ
る
。

　
原
子
爆
弾
と
そ
の
使
用
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
に
お
い
て
非

人
道
で
あ
る
。

(1) 

大
量
虐
殺

　
広
島
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
広
島
人
口

は
約
35
万
人
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
６
日
の
原
爆
で
そ

の
年
の
12
月
末
ま
で
に
約
14
万
人
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

重
軽
傷
者
は
８
万
３
０
０
０
人
。
ま
た
同
市
原
爆
死
没
者
名
簿
登

載
者
数
は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
６
日
の
奉
納
時
点
で

恵
の
兆
し
で
す
。
２
０
１
７
年
7
月
7
日
、
メ
ン
バ
ー
国
の
か
な

り
多
数
の
支
持
を
得
て
、
協
定
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
次
は
批
准

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
予
想
通
り
、
核
を
保
有

す
る
国
は
一
つ
も
加
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
達
を
守
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
核
の
傘
に
自
分
達
は
依
存
し
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
国
の
多
く
も
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
国
々
も
、

こ
の
協
定
の
実
施
に
参
加
す
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
で
も
、
少
し
は

喜
び
ま
し
ょ
う
、

　
私
た
ち
の
伝
統
の
中
心
に
は
、
黄
金
律
（G

olden R
ule

）
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
あ
な
た
が
自
分
に
し
て
欲
し
い

と
思
う
こ
と
を
他
人
に
も
な
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
黄

金
律
や
、
そ
れ
に
類
似
し
た
ル
ー
ル
に
は
、
希
望
が
あ
り
道
徳
的

判
断
力
や
よ
き
意
思
が
あ
り
ま
す
。
黄
金
律
は
善
が
勝
つ
と
い
う

思
想
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
な
が
り
、
相
互
依
存
、
友
情
は
信
頼
の
前
提
条
件
で
す
。
と

く
に
信
頼
は
平
和
に
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
宗
教
的
伝
統
は
全
て
、

相
互
依
存
、
つ
な
が
り
、
友
情
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
信
仰
を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
信
頼
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
国
家
間
の
寛
容
と
つ
な
が
り
こ
そ
が
、
未
来
を
存
続
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
人
々
に
分
か
ら
せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
最

大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
失
敗
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
努
力
こ
そ
が
本
当
の
安
全
、
本
当
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分科会１

症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
原
爆
に
よ
る
心
身
傷
害
は
時
が
経
過
し
て
も
癒
え
る
こ
と
が
な

く
、
被
爆
者
は
ケ
ロ
イ
ド
や
伝
染
患
者
と
の
理
由
で
差
別
や
偏
見

に
苦
し
み
続
け
た
。
原
爆
は
、
人
間
の
尊
厳
を
残
虐
に
損
な
う
殺

傷
方
法
に
あ
る
。

(4) 

広
島
と
長
崎
の
異
な
る
種
類
の
原
子
爆
弾
は

    

人
体
実
験
の
た
め
で
も
あ
っ
た

　
長
崎
の
原
爆
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
を
使
用
し
た
爆
弾
で
、

イ
ン
プ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
方
式
で
起
爆
す
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
換
算
で

２
万
２
０
０
０
t
（
22
k
t
）
相
当
の
規
模
に
の
ぼ
る
。
こ
の
規

模
は
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
原
爆
（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火

薬
１
万
５
０
０
０
t
相
当
）
の
1,5
倍
の
威
力
で
あ
っ
た
。
米
軍
は

日
本
の
科
学
者
も
動
員
し
て
、
両
市
で
被
害
状
況
を
詳
細
に
調
査

分
析
し
て
、
さ
ら
な
る
兵
器
改
良
に
役
立
て
て
い
っ
た
。

2 

核
兵
器
廃
絶
を
実
現
す
る
努
力

　
上
記
の
よ
う
な
非
人
道
性
極
ま
り
な
い
核
兵
器
は
こ
の
地
球
上

か
ら
徹
底
し
て
廃
絶
す
べ
き
で
あ
る
。

(1) 

核
兵
器
禁
止
条
約

　
２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
核
兵
器
を
非
合
法
化
す
る
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
の
条
約
制
定
交
渉

会
議（N

uclear W
eapons C

onvention ［=
 

N
W
C
］）で
、

30
万
３
１
９
５
人
で
あ
る
。

　
長
崎
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
長
崎

の
人
口
は
約
24
万
人
、
８
月
９
日
の
原
爆
で
そ
の
年
の
12
月
末
ま

で
の
死
者
数
は
７
万
３
８
８
４
人
、
負
傷
者
７
万
４
９
０
９
人
。

市
内
の
戸
数
の
約
36
％
に
あ
た
る
１
万
８
４
０
９
戸
が
被
害
を
受

け
た
。
同
市
原
爆
死
没
者
名
簿
登
録
者
数
は
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
８
月
９
日
の
奉
安
時
点
で
17
万
２
２
３
０
人
で
あ
る
。
長

崎
の
原
子
爆
弾
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
は
広
島
の
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
よ
り
強

力
だ
っ
た
が
、
よ
り
少
な
い
人
口
と
、
山
で
囲
ま
れ
た
地
形
の
た

め
に
犠
牲
者
が
少
な
か
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
10
万
単
位
の
人
間
の
ほ

か
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
命
を
奪
い
、
住
ま
い
や
建
造
物
、
文
化
財
や

自
然
な
ど
を
破
壊
す
る
恐
ろ
し
い
兵
器
で
あ
る
。

(2) 

熱
線
と
爆
風
に
よ
る
被
害

　
長
崎
で
原
爆
が
炸
裂
し
た
時
、
火
球
の
中
心
温
度
は
１
０
０
万

度
、
直
径
約
２
８
０
ｍ
の
火
の
玉
が
で
き
、
表
面
の
温
度
は
太
陽

と
同
じ
く
ら
い
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
近
く
で
は
、
燃

え
る
も
の
す
べ
て
が
火
を
噴
き
、
人
々
の
皮
膚
は
焼
け
た
だ
れ
て

剥
が
れ
落
ち
、
身
体
が
炭
の
よ
う
に
黒
焦
げ
に
な
る
な
ど
、
悲
惨

だ
っ
た
。
翌
年
に
な
る
と
、
火
傷
が
治
っ
た
あ
と
が
盛
り
上
が
る
、

“

ケ
ロ
イ
ド”

症
状
が
現
れ
た
。
ま
た
、
原
爆
の
徹
底
的
な
破
壊
力

は
、
家
族
か
ら
親
兄
弟
や
親
戚
、
知
人
、
多
く
の
子
ど
も
や
女
性

20
年
越
し
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
（『
長

崎
新
聞
』
２
０
１
７
年
７
月
８
日
、
１
面
）。

　
一
、
核
兵
器
使
用
に
よ
る
被
害
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
の
苦
し
み
　

　
　
　
に
留
意
（
前
文
）

　
一
、
平
和
、
核
軍
縮
に
つ
い
て
の
教
育
を
普
及
さ
せ
る
。

　
一
、  

核
兵
器
の
開
発
や
実
験
、製
造
、保
有
（D

evelopm
ent,  

         Testing, P
roduction , S

tocking

）
を
禁
止

　
一
、
核
兵
器
の
使
用
、
使
用
す
る
と
の
威
嚇
（U

se and 

         Threat of U
se

）
を
禁
止

　
一
、
核
兵
器
の
移
譲
（Transfer

）
を
禁
止

　
一
、
被
爆
者
ら
の
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
を
支
援

　
一
、
50
ヵ
国
の
批
准
で
90
日
後
に
条
約
発
効

　
そ
の
一
方
、
交
渉
に
は
１
９
３
ヵ
国
の
う
ち
１
２
０
以
上
が
参

加
し
た
が
、
核
保
有
国
や
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
頼
る
日
本
お
よ

び
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
除

き
参
加
し
な
か
っ
た
。

(2) 

北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯

   

た
と
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ピ
ー
ス
　デ
ポ P

eace  D
epot

」 

の
な
か
で
宗
教
者
も
そ
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市

民
の
手
に
よ
る
平
和
の
た
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
軍
事
力
に
頼
ら
な
い
安
全
保
障
の
実
現
を
目
指
し
て
調
査
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

の
い
の
ち
を
奪
っ
た
。
爆
風
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
建
物
の

下
敷
き
に
な
っ
て
死
ぬ
人
た
ち
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
の

破
片
が
体
に
突
き
刺
さ
っ
た
人
た
ち
も
多
く
、
熱
線
と
爆
風
に
よ

っ
て
火
災
も
広
が
っ
た
。

(3) 

放
射
線
に
よ
る
甚
大
か
つ
深
刻
な
被
害

　
原
子
爆
弾
は
、
通
常
の
爆
弾
で
は
発
生
し
な
い
大
量
の
放
射
線

を
放
出
し
、
人
体
に
深
刻
な
障
害
を
及
ぼ
し
た
。
被
爆
直
後
か
ら

短
期
間
に
現
れ
た
熱
線
・
爆
風
・
放
射
線
に
よ
る
一
連
の
症
状
を

「
急
性
障
害
」
と
い
い
、吐
き
気
や
食
欲
不
振
、下
痢
、頭
痛
、不
眠
、

脱
毛
、
倦
怠
感
、
吐
血
、
血
尿
、
血
便
、
皮
膚
の
出
血
斑
点
、
発

熱
、
口
内
炎
、
白
血
球
・
赤
血
球
の
減
少
、
月
経
異
常
な
ど
が
見

ら
れ
た
。
ま
た
爆
発
し
た
時
の
燃
え
残
り
の
物
が
地
上
に
降
り
注

ぐ
、「
死
の
灰
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
や
、
そ
れ
が
雨
と
な
っ
た
、「
黒

い
雨
」
に
よ
る
放
射
線
の
被
害
も
あ
っ
た
。

　
放
射
線
は
、
ま
た
長
期
に
わ
た
っ
て
人
体
の
奥
深
く
ま
で
入

り
込
ん
で
、
細
胞
を
破
壊
し
、
血
液
を
変
質
さ
せ
、
骨
髄
な
ど

の
造
血
機
能
を
破
壊
し
、
肺
や
肝
臓
等
の
内
臓
を
侵
す
な
ど
の

深
刻
な
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
。
被
爆
後
５
、６
年
が
経
過
し
た

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
ご
ろ
か
ら
白
血
病
患
者
が
増
加
し
、

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
頃
か
ら
は
甲
状
腺
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、
肺

ガ
ン
な
ど
悪
性
腫
瘍
の
発
生
率
が
高
く
な
り
始
め
た
。
胎
内
被
爆

児
は
出
生
後
も
死
亡
率
が
高
く
、
死
を
免
れ
て
も
小
頭
症
な
ど
の
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分科会１

症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
原
爆
に
よ
る
心
身
傷
害
は
時
が
経
過
し
て
も
癒
え
る
こ
と
が
な

く
、
被
爆
者
は
ケ
ロ
イ
ド
や
伝
染
患
者
と
の
理
由
で
差
別
や
偏
見

に
苦
し
み
続
け
た
。
原
爆
は
、
人
間
の
尊
厳
を
残
虐
に
損
な
う
殺

傷
方
法
に
あ
る
。

(4) 

広
島
と
長
崎
の
異
な
る
種
類
の
原
子
爆
弾
は

    

人
体
実
験
の
た
め
で
も
あ
っ
た

　
長
崎
の
原
爆
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
を
使
用
し
た
爆
弾
で
、

イ
ン
プ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
方
式
で
起
爆
す
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
換
算
で

２
万
２
０
０
０
t
（
22
k
t
）
相
当
の
規
模
に
の
ぼ
る
。
こ
の
規

模
は
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
原
爆
（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火

薬
１
万
５
０
０
０
t
相
当
）
の
1,5
倍
の
威
力
で
あ
っ
た
。
米
軍
は

日
本
の
科
学
者
も
動
員
し
て
、
両
市
で
被
害
状
況
を
詳
細
に
調
査

分
析
し
て
、
さ
ら
な
る
兵
器
改
良
に
役
立
て
て
い
っ
た
。

2 

核
兵
器
廃
絶
を
実
現
す
る
努
力

　
上
記
の
よ
う
な
非
人
道
性
極
ま
り
な
い
核
兵
器
は
こ
の
地
球
上

か
ら
徹
底
し
て
廃
絶
す
べ
き
で
あ
る
。

(1) 

核
兵
器
禁
止
条
約

　
２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
核
兵
器
を
非
合
法
化
す
る
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
の
条
約
制
定
交
渉

会
議（N

uclear W
eapons C

onvention ［=
 

N
W
C
］）で
、

30
万
３
１
９
５
人
で
あ
る
。

　
長
崎
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
長
崎

の
人
口
は
約
24
万
人
、
８
月
９
日
の
原
爆
で
そ
の
年
の
12
月
末
ま

で
の
死
者
数
は
７
万
３
８
８
４
人
、
負
傷
者
７
万
４
９
０
９
人
。

市
内
の
戸
数
の
約
36
％
に
あ
た
る
１
万
８
４
０
９
戸
が
被
害
を
受

け
た
。
同
市
原
爆
死
没
者
名
簿
登
録
者
数
は
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
８
月
９
日
の
奉
安
時
点
で
17
万
２
２
３
０
人
で
あ
る
。
長

崎
の
原
子
爆
弾
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
は
広
島
の
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
よ
り
強

力
だ
っ
た
が
、
よ
り
少
な
い
人
口
と
、
山
で
囲
ま
れ
た
地
形
の
た

め
に
犠
牲
者
が
少
な
か
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
10
万
単
位
の
人
間
の
ほ

か
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
命
を
奪
い
、
住
ま
い
や
建
造
物
、
文
化
財
や

自
然
な
ど
を
破
壊
す
る
恐
ろ
し
い
兵
器
で
あ
る
。

(2) 

熱
線
と
爆
風
に
よ
る
被
害

　
長
崎
で
原
爆
が
炸
裂
し
た
時
、
火
球
の
中
心
温
度
は
１
０
０
万

度
、
直
径
約
２
８
０
ｍ
の
火
の
玉
が
で
き
、
表
面
の
温
度
は
太
陽

と
同
じ
く
ら
い
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
近
く
で
は
、
燃

え
る
も
の
す
べ
て
が
火
を
噴
き
、
人
々
の
皮
膚
は
焼
け
た
だ
れ
て

剥
が
れ
落
ち
、
身
体
が
炭
の
よ
う
に
黒
焦
げ
に
な
る
な
ど
、
悲
惨

だ
っ
た
。
翌
年
に
な
る
と
、
火
傷
が
治
っ
た
あ
と
が
盛
り
上
が
る
、

“

ケ
ロ
イ
ド”

症
状
が
現
れ
た
。
ま
た
、
原
爆
の
徹
底
的
な
破
壊
力

は
、
家
族
か
ら
親
兄
弟
や
親
戚
、
知
人
、
多
く
の
子
ど
も
や
女
性

20
年
越
し
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
（『
長

崎
新
聞
』
２
０
１
７
年
７
月
８
日
、
１
面
）。

　
一
、
核
兵
器
使
用
に
よ
る
被
害
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
の
苦
し
み
　

　
　
　
に
留
意
（
前
文
）

　
一
、
平
和
、
核
軍
縮
に
つ
い
て
の
教
育
を
普
及
さ
せ
る
。

　
一
、  

核
兵
器
の
開
発
や
実
験
、製
造
、保
有
（D

evelopm
ent,  

         Testing, P
roduction , S

tocking

）
を
禁
止

　
一
、
核
兵
器
の
使
用
、
使
用
す
る
と
の
威
嚇
（U

se and 

         Threat of U
se

）
を
禁
止

　
一
、
核
兵
器
の
移
譲
（Transfer

）
を
禁
止

　
一
、
被
爆
者
ら
の
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
を
支
援

　
一
、
50
ヵ
国
の
批
准
で
90
日
後
に
条
約
発
効

　
そ
の
一
方
、
交
渉
に
は
１
９
３
ヵ
国
の
う
ち
１
２
０
以
上
が
参

加
し
た
が
、
核
保
有
国
や
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
頼
る
日
本
お
よ

び
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
除

き
参
加
し
な
か
っ
た
。

(2) 

北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯

   

た
と
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ピ
ー
ス
　デ
ポ P

eace  D
epot

」 

の
な
か
で
宗
教
者
も
そ
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市

民
の
手
に
よ
る
平
和
の
た
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
軍
事
力
に
頼
ら
な
い
安
全
保
障
の
実
現
を
目
指
し
て
調
査
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

の
い
の
ち
を
奪
っ
た
。
爆
風
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
建
物
の

下
敷
き
に
な
っ
て
死
ぬ
人
た
ち
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
の

破
片
が
体
に
突
き
刺
さ
っ
た
人
た
ち
も
多
く
、
熱
線
と
爆
風
に
よ

っ
て
火
災
も
広
が
っ
た
。

(3) 

放
射
線
に
よ
る
甚
大
か
つ
深
刻
な
被
害

　
原
子
爆
弾
は
、
通
常
の
爆
弾
で
は
発
生
し
な
い
大
量
の
放
射
線

を
放
出
し
、
人
体
に
深
刻
な
障
害
を
及
ぼ
し
た
。
被
爆
直
後
か
ら

短
期
間
に
現
れ
た
熱
線
・
爆
風
・
放
射
線
に
よ
る
一
連
の
症
状
を

「
急
性
障
害
」
と
い
い
、吐
き
気
や
食
欲
不
振
、下
痢
、頭
痛
、不
眠
、

脱
毛
、
倦
怠
感
、
吐
血
、
血
尿
、
血
便
、
皮
膚
の
出
血
斑
点
、
発

熱
、
口
内
炎
、
白
血
球
・
赤
血
球
の
減
少
、
月
経
異
常
な
ど
が
見

ら
れ
た
。
ま
た
爆
発
し
た
時
の
燃
え
残
り
の
物
が
地
上
に
降
り
注

ぐ
、「
死
の
灰
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
や
、
そ
れ
が
雨
と
な
っ
た
、「
黒

い
雨
」
に
よ
る
放
射
線
の
被
害
も
あ
っ
た
。

　
放
射
線
は
、
ま
た
長
期
に
わ
た
っ
て
人
体
の
奥
深
く
ま
で
入

り
込
ん
で
、
細
胞
を
破
壊
し
、
血
液
を
変
質
さ
せ
、
骨
髄
な
ど

の
造
血
機
能
を
破
壊
し
、
肺
や
肝
臓
等
の
内
臓
を
侵
す
な
ど
の

深
刻
な
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
。
被
爆
後
５
、６
年
が
経
過
し
た

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
ご
ろ
か
ら
白
血
病
患
者
が
増
加
し
、

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
頃
か
ら
は
甲
状
腺
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、
肺

ガ
ン
な
ど
悪
性
腫
瘍
の
発
生
率
が
高
く
な
り
始
め
た
。
胎
内
被
爆

児
は
出
生
後
も
死
亡
率
が
高
く
、
死
を
免
れ
て
も
小
頭
症
な
ど
の
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そ
れ
か
ら
５
年
半
後
の
２
０
１
６
年
11
月
11
日
、
日
本
司
教
団

は
、
以
下
に
つ
い
て
の
認
識
も
新
た
に
し
て
、
再
度
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
し
た
。
(1) 

地
球
上
で
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
核
分
裂
を

人
工
的
に
起
こ
し
て
取
り
出
す
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
命
体
を
維

持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
燃
焼
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
通

常
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
比
べ
、
桁
違
い
に
強
大
で
あ
る
こ
と
。

(2)
 核
分
裂
に
よ
っ
て
生
じ
た
原
子
核
は
不
安
定
で
あ
り
、
そ
れ
を

安
定
さ
せ
る
技
術
（
放
射
性
廃
棄
物
処
理
技
術
）
を
人
類
は
い
ま

だ
獲
得
し
て
は
い
な
い
こ
と
。
(3) 

ひ
と
た
び
原
子
力
発
電
所
で
過

酷
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
市
民
生
活
が
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
放
射
能
に
よ
る
環
境
被
害
の
影
響
は
、
国
境
も
世
代
も
超
え

て
広
が
る
こ
と
。

4
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
主
張

　
教
皇
ヨ
ハ
ネ
23
世
（
在
位
１
９
５
８
～
６
３
）
は
、
そ
の
最

後
の
回
勅
『
パ
ー
チ
ェ
ム
・
イ
ン
・
テ
リ
ス
― 

地
上
の
平
和
』

（
１
９
６
３
年
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
正
義
、
英
知
、
そ
し
て
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
の
た
め
に
は
、
軍

備
競
争
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
、
既
成
の
軍
備
が
同
時
か
つ

平
衡
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
、
核
兵
器
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
最
後
に
、
有
効
な
監
視
を
と
も
な
っ
て
の
軍
備
全
廃
達
成
が

切
実
に
要
求
さ
れ
ま
す
。（
…
…
）
軍
備
の
均
衡
が
平
和
の
条
件
で

(3) 

平
和
市
長
会
議

      

１
９
８
２
年
に
当
時
広
島
市
長
の
荒
木
武
の
呼
び
か
け
に
よ 

   
り
設
立
さ
れ
た
、
反
核
運
動
を
促
進
す
る
世
界
の
地
方
自
治
体

   
で
構
成
さ
れ
る
国
際
機
構
。
２
０
１
７
年
７
月
１
日
現
在
、

  

１
６
２
ヵ
国
、
７
３
９
２
（
う
ち
国
内
１
６
７
９
）
都
市
が 

   

加
盟
。

(4) 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書

   

　「
平
和
市
長
会
議
」
が
２
０
０
８
年
４
月
に
発
表
「
２
０
２
０
　

　
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
に
向
け
た
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

　
Ｐ
Ｔ
）
の
補
足
」。

(5) 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

　
　「
核
兵
器
の
全
面
禁
止
と
廃
絶
」を
ア
ピ
ー
ル（A

ppeal for 

　

　a Total B
an on N

uclear W
eapons

）
す
る
た
め
に

　
被
爆
者
た
ち
が
国
際
的
に
展
開
し
て
い
る
署
名
運
動
。
署
名
の

　
訴
え
先
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
、
特
に
核
保
有
国
と
そ
の
同

　
盟
国
の
国
民
。
目
標
数
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
世
界
数
億
筆
。

　
期
間
は
２
０
１
６
年
４
月
～
２
０
２
０
年
。
そ
の
間
毎
年
10
月

　
に
国
連
総
会
に
提
出
す
る
。

3 

原
子
力
発
電
の
問
題
に
対
し
て

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
８
ヵ
月
後
、
11
月

あ
る
と
い
う
理
解
を
、
真
の
平
和
は
相
互
の
信
頼
の
上
に
し
か
構

築
で
き
な
い
と
い
う
原
則
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
２
０
１
３
年
、
60
、
61
項
）。

　
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
は
、
広
島
で
の
平
和
ア
ピ
ー
ル

（
１
９
８
１
年
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
将
来
に
対
す
る
責
任
を
負
う
こ
と

で
す
。（
…
…
）
あ
の
悲
劇
の
日
以
来
、
世
界
の
核
兵
器
は
ま
す

ま
す
ふ
え
、
破
壊
力
も
増
大
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
は
依
然
と
し

て
製
造
さ
れ
、実
験
さ
れ
、配
備
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。（
…
…
）

核
兵
器
の
ご
く
一
部
だ
け
が
使
わ
れ
た
と
し
て
も
、
戦
争
は
悲
惨

な
も
の
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
人
類
の
滅
亡
が
現
実
の
も
の
と
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
…
…
）
広
島
を
考
え
る
こ
と
は
、

核
戦
争
を
拒
否
す
る
こ
と
で
す
。
広
島
を
考
え
る
こ
と
は
、
平
和

に
対
し
て
の
責
任
を
と
る
こ
と
で
す
」（『
広
島
平
和
ア
ピ
ー
ル
』

三
と
四
、 

中
央
協
議
会
、
２
０
１
１
年
）。

　
さ
ら
に
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』（
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
、２
０
０
２
年
）
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　「
軍
備
拡
張
競
争
は
、
平
和
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
戦

争
の
原
因
を
除
去
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
増
大
さ
せ
る
危
険

を
は
ら
ん
で
い
る
。
新
し
い
兵
器
製
造
に
用
い
ら
れ
る
巨
万
の
富

の
消
費
は
、
貧
し
い
国
の
人
々
を
救
済
す
る
妨
げ
と
な
り
、
諸

民
族
の
発
展
を
阻
害
す
る
（
２
３
１
５
項
）。
武
器
の
製
造
や
売

８
日
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
は
、
司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
い

ま
す
ぐ
原
発
の
廃
止
を 

～
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う

悲
劇
的
な
災
害
を
前
に
し
て
」
を
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
向

け
て
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
わ
た
し
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
と
し

て
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

(1)
神
の
被
造
物
で
あ
る
す
べ
て
の
い
の
ち
と
自
然
を
守
り
、
子
孫 

    

に
、
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る
環
境
を
わ
た
す
責
任
を
果
た
す

　
た
め
に
、
人
間
の
限
界
を
わ
き
ま
え
る
英
知
に
よ
っ
て
、
科
学

　
技
術
を
過
信
せ
ず
原
子
力
発
電
の
「
安
全
神
話
」
の
虚
偽
を
見

　
抜
く
こ
と
。

(2)
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
削
減
の
課
題
に

　
つ
い
て
は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
利
益
や
効
率
を
優
先

　
す
る
経
済
至
上
主
義
に
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
人
間
の
尊
い
い

　
の
ち
、
美
し
い
自
然
を
守
る
立
場
に
立
つ
こ
と
。

(3)
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
放
射
性
廃
棄
物
を
多
量
に

　
生
み
だ
し
、
そ
の
危
険
な
廃
棄
物
の
保
管
責
任
と
い
っ
た
負
の

　
遺
産
を
将
来
世
代
に
負
わ
せ
る
こ
と
を
、
倫
理
的
な
問
題
と
し

　
て
捉
え
な
お
す
こ
と
。

(4)
原
子
力
発
電
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
再
生
可
能
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ

　
こ
か
ら
福
音
の
精
神
に
基
づ
く
単
純
質
素
な
生
活
様
式
を
選
　

　
び
直
し
、「
清
貧
」
の
生
き
方
を
新
た
に
模
索
す
る
こ
と
。
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分科会１

　
そ
れ
か
ら
５
年
半
後
の
２
０
１
６
年
11
月
11
日
、
日
本
司
教
団

は
、
以
下
に
つ
い
て
の
認
識
も
新
た
に
し
て
、
再
度
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
し
た
。
(1) 

地
球
上
で
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
核
分
裂
を

人
工
的
に
起
こ
し
て
取
り
出
す
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
命
体
を
維

持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
燃
焼
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
通

常
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
比
べ
、
桁
違
い
に
強
大
で
あ
る
こ
と
。

(2)
 核
分
裂
に
よ
っ
て
生
じ
た
原
子
核
は
不
安
定
で
あ
り
、
そ
れ
を

安
定
さ
せ
る
技
術
（
放
射
性
廃
棄
物
処
理
技
術
）
を
人
類
は
い
ま

だ
獲
得
し
て
は
い
な
い
こ
と
。
(3) 

ひ
と
た
び
原
子
力
発
電
所
で
過

酷
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
市
民
生
活
が
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
放
射
能
に
よ
る
環
境
被
害
の
影
響
は
、
国
境
も
世
代
も
超
え

て
広
が
る
こ
と
。

4
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
主
張

　
教
皇
ヨ
ハ
ネ
23
世
（
在
位
１
９
５
８
～
６
３
）
は
、
そ
の
最

後
の
回
勅
『
パ
ー
チ
ェ
ム
・
イ
ン
・
テ
リ
ス
― 

地
上
の
平
和
』

（
１
９
６
３
年
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
正
義
、
英
知
、
そ
し
て
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
の
た
め
に
は
、
軍

備
競
争
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
、
既
成
の
軍
備
が
同
時
か
つ

平
衡
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
、
核
兵
器
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
最
後
に
、
有
効
な
監
視
を
と
も
な
っ
て
の
軍
備
全
廃
達
成
が

切
実
に
要
求
さ
れ
ま
す
。（
…
…
）
軍
備
の
均
衡
が
平
和
の
条
件
で

(3) 

平
和
市
長
会
議

      

１
９
８
２
年
に
当
時
広
島
市
長
の
荒
木
武
の
呼
び
か
け
に
よ 

   

り
設
立
さ
れ
た
、
反
核
運
動
を
促
進
す
る
世
界
の
地
方
自
治
体

   

で
構
成
さ
れ
る
国
際
機
構
。
２
０
１
７
年
７
月
１
日
現
在
、

  

１
６
２
ヵ
国
、
７
３
９
２
（
う
ち
国
内
１
６
７
９
）
都
市
が 

   

加
盟
。

(4) 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書

   

　「
平
和
市
長
会
議
」
が
２
０
０
８
年
４
月
に
発
表
「
２
０
２
０
　

　
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
に
向
け
た
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

　
Ｐ
Ｔ
）
の
補
足
」。

(5) 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

　
　「
核
兵
器
の
全
面
禁
止
と
廃
絶
」を
ア
ピ
ー
ル（A

ppeal for 

　

　a Total B
an on N

uclear W
eapons

）
す
る
た
め
に

　
被
爆
者
た
ち
が
国
際
的
に
展
開
し
て
い
る
署
名
運
動
。
署
名
の

　
訴
え
先
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
、
特
に
核
保
有
国
と
そ
の
同

　
盟
国
の
国
民
。
目
標
数
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
世
界
数
億
筆
。

　
期
間
は
２
０
１
６
年
４
月
～
２
０
２
０
年
。
そ
の
間
毎
年
10
月

　
に
国
連
総
会
に
提
出
す
る
。

3 

原
子
力
発
電
の
問
題
に
対
し
て

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
８
ヵ
月
後
、
11
月

あ
る
と
い
う
理
解
を
、
真
の
平
和
は
相
互
の
信
頼
の
上
に
し
か
構

築
で
き
な
い
と
い
う
原
則
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
２
０
１
３
年
、
60
、
61
項
）。

　
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
は
、
広
島
で
の
平
和
ア
ピ
ー
ル

（
１
９
８
１
年
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
将
来
に
対
す
る
責
任
を
負
う
こ
と

で
す
。（
…
…
）
あ
の
悲
劇
の
日
以
来
、
世
界
の
核
兵
器
は
ま
す

ま
す
ふ
え
、
破
壊
力
も
増
大
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
は
依
然
と
し

て
製
造
さ
れ
、実
験
さ
れ
、配
備
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。（
…
…
）

核
兵
器
の
ご
く
一
部
だ
け
が
使
わ
れ
た
と
し
て
も
、
戦
争
は
悲
惨

な
も
の
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
人
類
の
滅
亡
が
現
実
の
も
の
と
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
…
…
）
広
島
を
考
え
る
こ
と
は
、

核
戦
争
を
拒
否
す
る
こ
と
で
す
。
広
島
を
考
え
る
こ
と
は
、
平
和

に
対
し
て
の
責
任
を
と
る
こ
と
で
す
」（『
広
島
平
和
ア
ピ
ー
ル
』

三
と
四
、 

中
央
協
議
会
、
２
０
１
１
年
）。

　
さ
ら
に
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』（
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
、２
０
０
２
年
）
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　「
軍
備
拡
張
競
争
は
、
平
和
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
戦

争
の
原
因
を
除
去
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
増
大
さ
せ
る
危
険

を
は
ら
ん
で
い
る
。
新
し
い
兵
器
製
造
に
用
い
ら
れ
る
巨
万
の
富

の
消
費
は
、
貧
し
い
国
の
人
々
を
救
済
す
る
妨
げ
と
な
り
、
諸

民
族
の
発
展
を
阻
害
す
る
（
２
３
１
５
項
）。
武
器
の
製
造
や
売

８
日
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
は
、
司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
い

ま
す
ぐ
原
発
の
廃
止
を 

～
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う

悲
劇
的
な
災
害
を
前
に
し
て
」
を
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
向

け
て
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
わ
た
し
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
と
し

て
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

(1)
神
の
被
造
物
で
あ
る
す
べ
て
の
い
の
ち
と
自
然
を
守
り
、
子
孫 

    

に
、
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る
環
境
を
わ
た
す
責
任
を
果
た
す

　
た
め
に
、
人
間
の
限
界
を
わ
き
ま
え
る
英
知
に
よ
っ
て
、
科
学

　
技
術
を
過
信
せ
ず
原
子
力
発
電
の
「
安
全
神
話
」
の
虚
偽
を
見

　
抜
く
こ
と
。

(2)
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
削
減
の
課
題
に

　
つ
い
て
は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
利
益
や
効
率
を
優
先

　
す
る
経
済
至
上
主
義
に
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
人
間
の
尊
い
い

　
の
ち
、
美
し
い
自
然
を
守
る
立
場
に
立
つ
こ
と
。

(3)
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
放
射
性
廃
棄
物
を
多
量
に

　
生
み
だ
し
、
そ
の
危
険
な
廃
棄
物
の
保
管
責
任
と
い
っ
た
負
の

　
遺
産
を
将
来
世
代
に
負
わ
せ
る
こ
と
を
、
倫
理
的
な
問
題
と
し

　
て
捉
え
な
お
す
こ
と
。

(4)
原
子
力
発
電
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
再
生
可
能
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ

　
こ
か
ら
福
音
の
精
神
に
基
づ
く
単
純
質
素
な
生
活
様
式
を
選
　

　
び
直
し
、「
清
貧
」
の
生
き
方
を
新
た
に
模
索
す
る
こ
と
。
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私
た
ち
日
本
人
は
そ
の
悲
惨
さ
、
苦
し
み
を
と
お
し
て
「
い
の
ち
」

の
尊
さ
を
世
界
の
人
々
に
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
仏
教
精
神
に
も
と
づ
き
、一
人
ひ
と
り
の
「
い

の
ち
」
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
く
た
め
、
世
界
平
和
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
私
た
ち
は
、
も
っ
と

快
適
に
、
も
っ
と
便
利
に
と
欲
望
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

利
便
性
の
追
求
の
陰
に
は
、
原
子
力
発
電
所
立
地
の
人
々
が
事
故

に
よ
る
「
い
の
ち
」
の
不
安
に
脅
か
さ
れ
な
が
ら 

日
々
生
活
を
送

り
、
さ
ら
に
は
負
の
遺
産
と
な
る
処
理
不
可
能
な
放
射
性
廃
棄
物

を
生
み
出
し
、
未
来
に
問
題
を
残
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
原
発
事
故
に
よ
る

「
い
の
ち
」
と
平
和
な
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
ま
ね
い

た
こ
と
を
深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
全
日
本
仏
教
会
は
「
い
の
ち
」
を
脅
か
す
原
子
力
発
電

へ
の
依
存
を
減
ら
し
、
原
子
力
発
電
に
依
ら
な
い
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
誰
か
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
つ
豊
か
さ
を
願
う
の
で
は
な
く
、
個
人
の
幸
福
が
人

類
の
福
祉
と
調
和
す
る
道
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
こ
の
問
題
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と

し
て
向
き
合
い
、
自
身
の
生
活
の
あ
り
方
を
見
直
す
中
で
、
過
剰

な
物
質
的
欲
望
か
ら
脱
し
、
足
る
こ
と
を
知
り
、
自
然
の
前
で
謙

虚
で
あ
る
生
活
の
実
現
に
む
け
て
最
善
を
尽
く
し
、
一
人
ひ
と
り

買
は
、
諸
国
家
な
ら
び
に
国
際
社
会
の
共
通
善
に
抵
触
す
る
」

（
２
３
１
６
項
）。

　
最
後
に
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
平
和
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　「
平
和
と
は
、
人
間
社
会
の
創
立
者
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
社
会
の

中
に
刻
み
込
ま
れ
、
つ
ね
に
よ
り
完
全
な
正
義
を
求
め
て
人
間
が

実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秩
序
の
成
果
で
あ
る
。（
…
…
）

し
た
が
っ
て
、
平
和
は
永
久
的
に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

絶
え
ず
建
設
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（
…
…
）
平
和
獲
得
の
た

め
に
は
、
各
自
が
絶
え
ず
激
情
を
抑
え
る
こ
と
と
、
正
当
な
権
力

に
よ
る
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
い
。
個
人
の
福
祉
が
保
障
さ
れ
、
人
々
が
信
頼
を
も
っ
て
精

神
と
才
能
の
富
を
互
い
に
自
発
的
に
分
か
ち
合
わ
な
け
れ
ば
、
地

上
に
平
和
は
獲
得
で
き
な
い
。
他
人
お
よ
び
他
国
民
と
、
ま
た
彼

ら
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
確
固
た
る
意
志
お
よ
び
兄
弟
愛
の
積
極
的

な
実
践
は
、
平
和
の
建
設
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
こ
う

し
て
平
和
は
、
正
義
が
も
た
ら
し
う
る
も
の
を
越
え
る
愛
の
実
り

で
も
あ
る
」（
78
項
）。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
ま
し
て
、
全
日
本
仏
教
会
理
事
、
戸
松
義
晴
様
に
お

願
い
し
ま
す
。

の
「
い
の
ち
」
が
守
ら
れ
る
社
会
を
築
く
こ
と
を
宣
言
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
宣
言
文
を
出
し
ま
し
た
ら
「
宗
教
の
プ
ロ
は
い
つ

も
よ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
何
な
の
だ
」

と
い
う
批
判
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
学
者
や
宗
教
者
た
ち
の
組
織
が
エ
コ
な
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
、
成
長
の
家
や
立
正
佼
成
会
や
伝

統
仏
教
か
ら
も
で
す
。
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
で
も
そ
の
活
動
は

認
め
ら
れ
エ
コ
な
寺
院
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
全
日

仏
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
踏
ま
え
て
の
ご
発
言
で
し
た
。

　
で
は
ペ
ニ
エ
ル
・
ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

戸
松
（
仏
教
）

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

12
月
１
日
に
「
原
子
力
発

電
に
よ
ら
な
い
生
き
方
を

求
め
て
」
と
題
す
る
宣
言

文
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
が
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
追
わ
れ
、
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
避
難
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
や
り
場
の
な
い
怒
り
と
見

通
し
の
つ
か
な
い
不
安
の
中
、
苦
悩
の
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
乳
幼
児
や
児
童
を
も
つ
多
く
の
ご
家
族
が
子
ど
も
た

ち
へ
の
放
射
線
に
よ
る
健
康
被
害
を
心
配
し
、「
い
の
ち
」
に
対

す
る
大
き
な
不
安
の
な
か
、
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
広
範
囲
に
拡
散
し
た
放
射
性
物
質
が
、
日
本
だ
け
で
な
く
地
球

規
模
で
自
然
環
境
、
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、
人
間
だ
け
で
な
く

様
々
な
「
い
の
ち
」
を
脅
か
す
可
能
性
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
日
本
は
原
子
爆
弾
に
よ
る
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
ま

す
。
多
く
の
人
々
の
「
い
の
ち
」
が
奪
わ
れ
、
ま
た
、
一
命
を
と

り
と
め
ら
れ
た
人
々
は
現
在
も
な
お
放
射
線
に
よ
る
被
曝
で
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
同
じ
過
ち
を
人
類
が
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

110　111



分科会１

私
た
ち
日
本
人
は
そ
の
悲
惨
さ
、
苦
し
み
を
と
お
し
て
「
い
の
ち
」

の
尊
さ
を
世
界
の
人
々
に
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
仏
教
精
神
に
も
と
づ
き
、一
人
ひ
と
り
の
「
い

の
ち
」
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
く
た
め
、
世
界
平
和
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
私
た
ち
は
、
も
っ
と

快
適
に
、
も
っ
と
便
利
に
と
欲
望
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

利
便
性
の
追
求
の
陰
に
は
、
原
子
力
発
電
所
立
地
の
人
々
が
事
故

に
よ
る
「
い
の
ち
」
の
不
安
に
脅
か
さ
れ
な
が
ら 

日
々
生
活
を
送

り
、
さ
ら
に
は
負
の
遺
産
と
な
る
処
理
不
可
能
な
放
射
性
廃
棄
物

を
生
み
出
し
、
未
来
に
問
題
を
残
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
原
発
事
故
に
よ
る

「
い
の
ち
」
と
平
和
な
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
ま
ね
い

た
こ
と
を
深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
全
日
本
仏
教
会
は
「
い
の
ち
」
を
脅
か
す
原
子
力
発
電

へ
の
依
存
を
減
ら
し
、
原
子
力
発
電
に
依
ら
な
い
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
誰
か
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
つ
豊
か
さ
を
願
う
の
で
は
な
く
、
個
人
の
幸
福
が
人

類
の
福
祉
と
調
和
す
る
道
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
こ
の
問
題
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と

し
て
向
き
合
い
、
自
身
の
生
活
の
あ
り
方
を
見
直
す
中
で
、
過
剰

な
物
質
的
欲
望
か
ら
脱
し
、
足
る
こ
と
を
知
り
、
自
然
の
前
で
謙

虚
で
あ
る
生
活
の
実
現
に
む
け
て
最
善
を
尽
く
し
、
一
人
ひ
と
り

買
は
、
諸
国
家
な
ら
び
に
国
際
社
会
の
共
通
善
に
抵
触
す
る
」

（
２
３
１
６
項
）。

　
最
後
に
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
平
和
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　「
平
和
と
は
、
人
間
社
会
の
創
立
者
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
社
会
の

中
に
刻
み
込
ま
れ
、
つ
ね
に
よ
り
完
全
な
正
義
を
求
め
て
人
間
が

実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秩
序
の
成
果
で
あ
る
。（
…
…
）

し
た
が
っ
て
、
平
和
は
永
久
的
に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

絶
え
ず
建
設
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（
…
…
）
平
和
獲
得
の
た

め
に
は
、
各
自
が
絶
え
ず
激
情
を
抑
え
る
こ
と
と
、
正
当
な
権
力

に
よ
る
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
い
。
個
人
の
福
祉
が
保
障
さ
れ
、
人
々
が
信
頼
を
も
っ
て
精

神
と
才
能
の
富
を
互
い
に
自
発
的
に
分
か
ち
合
わ
な
け
れ
ば
、
地

上
に
平
和
は
獲
得
で
き
な
い
。
他
人
お
よ
び
他
国
民
と
、
ま
た
彼

ら
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
確
固
た
る
意
志
お
よ
び
兄
弟
愛
の
積
極
的

な
実
践
は
、
平
和
の
建
設
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
こ
う

し
て
平
和
は
、
正
義
が
も
た
ら
し
う
る
も
の
を
越
え
る
愛
の
実
り

で
も
あ
る
」（
78
項
）。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
ま
し
て
、
全
日
本
仏
教
会
理
事
、
戸
松
義
晴
様
に
お

願
い
し
ま
す
。

の
「
い
の
ち
」
が
守
ら
れ
る
社
会
を
築
く
こ
と
を
宣
言
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
宣
言
文
を
出
し
ま
し
た
ら
「
宗
教
の
プ
ロ
は
い
つ

も
よ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
何
な
の
だ
」

と
い
う
批
判
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
学
者
や
宗
教
者
た
ち
の
組
織
が
エ
コ
な
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
、
成
長
の
家
や
立
正
佼
成
会
や
伝

統
仏
教
か
ら
も
で
す
。
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
で
も
そ
の
活
動
は

認
め
ら
れ
エ
コ
な
寺
院
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
全
日

仏
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
踏
ま
え
て
の
ご
発
言
で
し
た
。

　
で
は
ペ
ニ
エ
ル
・
ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

戸
松
（
仏
教
）

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

12
月
１
日
に
「
原
子
力
発

電
に
よ
ら
な
い
生
き
方
を

求
め
て
」
と
題
す
る
宣
言

文
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
が
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
追
わ
れ
、
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
避
難
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
や
り
場
の
な
い
怒
り
と
見

通
し
の
つ
か
な
い
不
安
の
中
、
苦
悩
の
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
乳
幼
児
や
児
童
を
も
つ
多
く
の
ご
家
族
が
子
ど
も
た

ち
へ
の
放
射
線
に
よ
る
健
康
被
害
を
心
配
し
、「
い
の
ち
」
に
対

す
る
大
き
な
不
安
の
な
か
、
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
広
範
囲
に
拡
散
し
た
放
射
性
物
質
が
、
日
本
だ
け
で
な
く
地
球

規
模
で
自
然
環
境
、
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、
人
間
だ
け
で
な
く

様
々
な
「
い
の
ち
」
を
脅
か
す
可
能
性
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
日
本
は
原
子
爆
弾
に
よ
る
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
ま

す
。
多
く
の
人
々
の
「
い
の
ち
」
が
奪
わ
れ
、
ま
た
、
一
命
を
と

り
と
め
ら
れ
た
人
々
は
現
在
も
な
お
放
射
線
に
よ
る
被
曝
で
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
同
じ
過
ち
を
人
類
が
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
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し
た
く
な
い
と
い
う
人
間
の
通
常
の
感
情
は
、
先
制
的
暴
力
と
い

う
神
話
に
よ
り
堕
落
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
殺
す
可

能
性
や
殺
さ
れ
る
可
能
性
な
し
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
想
像
で

き
な
い
道
徳
環
境
を
育
て
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
で
は
道
徳
的
想
像
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

人
を
「
我
々
」
と
「
彼
ら
」
に
分
け
て
他
者
を
非
人
格
化
し
、
自

身
の
人
間
性
を
失
わ
せ
る
二
元
論
を
拒
絶
す
る
想
像
力
で
す
。
人

間
の
幸
福
を
、「
イ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
」、
す
な
わ
ち
人
間
同

士
の
相
互
関
連
性
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
る
た
め
の
想
像
力
が

必
要
で
す
。
す
べ
て
の
命
が
互
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
考

え
方
を
中
心
に
持
つ
伝
統
的
諸
宗
教
は
、
こ
の
よ
う
な
想
像
力
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
源
で
す
。
こ
の
想
像
力
は
「
内
な
る
命
」

だ
け
で
な
く
「
外
な
る
命
」、
そ
し
て
「
私
た
ち
の
間
に
あ
る
」
命

に
も
価
値
を
与
え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
道
徳
的
想
像
力
を
育
て
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
共
通

し
て
持
つ
人
道
よ
り
兵
器
を
信
頼
し
て
自
ら
の
人
間
性
を
失
わ
せ

る
こ
と
を
拒
絶
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
想
像
力
は
、
ロ

ー
ワ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
前
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
、「
こ
の
よ
う
な
兵
器
を
中
心
に
戦
略
を
立
て
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
兵
器
に
敗
北
し
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
指
導
者
た
ち
に

理
解
さ
せ
る
た
め
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
核
戦
争
は
、
破
壊
さ
れ

た
者
と
破
壊
し
た
者
、
両
者
の
魂
を
破
壊
す
る
魂
の
戦
い
だ
と
い

ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）

　
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
か
ら
、
ほ
ぼ
72
年
が

経
過
し
た
今
日
、
原
子
力

時
代
の
継
承
者
で
あ
る
私

た
ち
は
こ
の
場
に
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
希

望
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す

が
、
危
険
を
は
ら
ん
だ
時
代
で
も
あ
り
、
大
き
な
機
会
を
秘
め
た

時
代
で
も
あ
り
、
責
任
が
拡
大
す
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
せ
よ
と
の
主
張
に
、
環
境
、
倫
理
、
経

済
の
観
点
か
ら
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
歴
史
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

途
方
も
な
い
投
資
コ
ス
ト
、
誤
り
の
生
じ
る
可
能
性
、
安
全
対
策

の
妥
協
を
余
儀
な
く
す
る
経
済
的
便
宜
主
義
、
責
任
の
免
除
を
前

提
と
し
た
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
を
望
む
政
治
指
導
者
、
電
離

放
射
線
が
特
に
女
性
や
少
女
に
与
え
る
大
き
な
影
響
、
そ
し
て
核

兵
器
が
悪
し
き
者
の
手
に
渡
る
可
能
性
。
こ
れ
ら
は
核
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
を
検
討
す
る
際
に
、
慎
重
に
考
慮
す
る
べ
き
問
題
で
す
。

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
福
島
の
原
子
力
事
故
に

よ
り
、
核
兵
器
だ
け
で
な
く
民
生
用
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も
原
子

力
災
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

う
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
核
兵
器
が
製
造

あ
る
い
は
実
験
さ
れ
る
た
び
に
、
私
た
ち
は
人
間
の
ま
ま
で
い
る

能
力
や
責
任
を
浪
費
し
て
い
る
の
で
す
。

　「
頭
に
よ
る
取
り
組
み
」
は
、「
心
に
よ
る
取
り
組
み
」、
す
な

わ
ち
思
い
や
り
を
原
動
力
と
す
る
信
念
と
の
整
合
性
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
核
兵
器
完
全
廃
絶
の
先
延
ば
し
は
、
そ
の
多
く
が
核
兵
器
を
将

来
的
な
脅
威
と
考
え
る
姿
勢
か
ら
生
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生

き
る
時
代
に
お
い
て
は
核
兵
器
の
脅
威
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
理
解
が
、
往
々
に
し
て
「
い
ま
」
行
動
し
よ
う
と
い
う

意
思
を
鈍
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
核
兵
器
は
私
た
ち
の
生
き
る
現
代
を
脅
か
し
て
い
る
の
だ
と
考

え
れ
ば
、
行
動
し
よ
う
と
い
う
信
念
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
核
兵
器
の
備
蓄
と
い
う
病
的
な
中
毒
の
途

方
も
な
い
対
価
を
、
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
が
払
っ
て
い
る

の
だ
と
気
づ
く
思
い
や
り
の
心
が
必
要
で
す
。
知
的
資
源
や
財
源
、

政
治
的
意
思
を
核
兵
器
の
建
造
や
実
験
に
流
用
す
る
の
は
、
悪
化

す
る
現
代
の
傷
口
に
塩
を
塗
る
以
上
の
こ
と
で
す
。
こ
の
傷
口
と

は
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
貧
困
、
広
が
る
食
糧
不
足
、
安
全

で
な
い
飲
料
水
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
私
が
こ
の

文
を
言
い
終
え
る
間
に
も
何
人
も
の
人
が
亡
く
な
る
原
因
と
な
っ

　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
諸
問
題
、
特
に
核
兵
器
関
連
の
問
題
は
、

私
た
ち
の
共
存
と
い
う
道
徳
構
造
の
核
心
を
打
ち
砕
く
も
の
で

す
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
道
徳
の
抜
け
穴
や
、
核
兵
器
を
め

ぐ
る
道
徳
の
喪
失
は
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ

ュ
ニ
ア
牧
師
が
何
十
年
も
前
に
指
摘
し
た
次
の
言
葉
を
確
認
す
る

も
の
で
す
。「
科
学
の
力
が
精
神
の
力
を
追
い
越
す
と
き
、
残
る

の
は
誘
導
ミ
サ
イ
ル
と
、
誤
っ
た
方
向
に
誘
導
さ
れ
た
人
間
で
あ

る
」（「
人
間
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
性
差
別
的
な
「m

en

」
を

使
う
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）

　
い
ま
、
世
界
を
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
へ
と
向
か
わ
せ
る
た
め
に

何
が
必
要
か
を
探
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
性
の
増
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
三
つ
の
取
り
組
み
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
頭
に
よ
る
取
り
組
み
、
心
に
よ
る
取
り

組
み
、
手
に
よ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
過
去
72
年
間
に
わ
た
っ
て
、
抑
止
力
の
名
の
下
に
多
く
の
人
々

の
道
徳
的
想
像
力
が
人
質
に
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
国
は
核
兵

器
を
予
算
や
国
家
主
義
的
シ
ス
テ
ム
に
永
続
的
に
組
み
込
む
こ
と

で
、
核
兵
器
を
規
範
化
し
て
い
ま
す
。
軍
事
産
業
界
は
政
治
的
衝

動
や
経
済
的
野
心
に
論
拠
を
与
え
る
た
め
に
、
世
界
を
安
全
に
す

る
唯
一
の
方
法
は
、
核
兵
器
の
供
給
を
増
や
し
て
抑
止
力
を
高
め

る
こ
と
だ
と
い
う
嘘
を
売
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
殺
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し
た
く
な
い
と
い
う
人
間
の
通
常
の
感
情
は
、
先
制
的
暴
力
と
い

う
神
話
に
よ
り
堕
落
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
殺
す
可

能
性
や
殺
さ
れ
る
可
能
性
な
し
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
想
像
で

き
な
い
道
徳
環
境
を
育
て
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
で
は
道
徳
的
想
像
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

人
を
「
我
々
」
と
「
彼
ら
」
に
分
け
て
他
者
を
非
人
格
化
し
、
自

身
の
人
間
性
を
失
わ
せ
る
二
元
論
を
拒
絶
す
る
想
像
力
で
す
。
人

間
の
幸
福
を
、「
イ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
」、
す
な
わ
ち
人
間
同

士
の
相
互
関
連
性
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
る
た
め
の
想
像
力
が

必
要
で
す
。
す
べ
て
の
命
が
互
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
考

え
方
を
中
心
に
持
つ
伝
統
的
諸
宗
教
は
、
こ
の
よ
う
な
想
像
力
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
源
で
す
。
こ
の
想
像
力
は
「
内
な
る
命
」

だ
け
で
な
く
「
外
な
る
命
」、
そ
し
て
「
私
た
ち
の
間
に
あ
る
」
命

に
も
価
値
を
与
え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
道
徳
的
想
像
力
を
育
て
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
共
通

し
て
持
つ
人
道
よ
り
兵
器
を
信
頼
し
て
自
ら
の
人
間
性
を
失
わ
せ

る
こ
と
を
拒
絶
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
想
像
力
は
、
ロ

ー
ワ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
前
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
、「
こ
の
よ
う
な
兵
器
を
中
心
に
戦
略
を
立
て
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
兵
器
に
敗
北
し
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
指
導
者
た
ち
に

理
解
さ
せ
る
た
め
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
核
戦
争
は
、
破
壊
さ
れ

た
者
と
破
壊
し
た
者
、
両
者
の
魂
を
破
壊
す
る
魂
の
戦
い
だ
と
い

ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）

　
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
か
ら
、
ほ
ぼ
72
年
が

経
過
し
た
今
日
、
原
子
力

時
代
の
継
承
者
で
あ
る
私

た
ち
は
こ
の
場
に
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
希

望
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す

が
、
危
険
を
は
ら
ん
だ
時
代
で
も
あ
り
、
大
き
な
機
会
を
秘
め
た

時
代
で
も
あ
り
、
責
任
が
拡
大
す
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
せ
よ
と
の
主
張
に
、
環
境
、
倫
理
、
経

済
の
観
点
か
ら
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
歴
史
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

途
方
も
な
い
投
資
コ
ス
ト
、
誤
り
の
生
じ
る
可
能
性
、
安
全
対
策

の
妥
協
を
余
儀
な
く
す
る
経
済
的
便
宜
主
義
、
責
任
の
免
除
を
前

提
と
し
た
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
を
望
む
政
治
指
導
者
、
電
離

放
射
線
が
特
に
女
性
や
少
女
に
与
え
る
大
き
な
影
響
、
そ
し
て
核

兵
器
が
悪
し
き
者
の
手
に
渡
る
可
能
性
。
こ
れ
ら
は
核
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
を
検
討
す
る
際
に
、
慎
重
に
考
慮
す
る
べ
き
問
題
で
す
。

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
福
島
の
原
子
力
事
故
に

よ
り
、
核
兵
器
だ
け
で
な
く
民
生
用
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も
原
子

力
災
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

う
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
核
兵
器
が
製
造

あ
る
い
は
実
験
さ
れ
る
た
び
に
、
私
た
ち
は
人
間
の
ま
ま
で
い
る

能
力
や
責
任
を
浪
費
し
て
い
る
の
で
す
。

　「
頭
に
よ
る
取
り
組
み
」
は
、「
心
に
よ
る
取
り
組
み
」、
す
な

わ
ち
思
い
や
り
を
原
動
力
と
す
る
信
念
と
の
整
合
性
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
核
兵
器
完
全
廃
絶
の
先
延
ば
し
は
、
そ
の
多
く
が
核
兵
器
を
将

来
的
な
脅
威
と
考
え
る
姿
勢
か
ら
生
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生

き
る
時
代
に
お
い
て
は
核
兵
器
の
脅
威
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
理
解
が
、
往
々
に
し
て
「
い
ま
」
行
動
し
よ
う
と
い
う

意
思
を
鈍
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
核
兵
器
は
私
た
ち
の
生
き
る
現
代
を
脅
か
し
て
い
る
の
だ
と
考

え
れ
ば
、
行
動
し
よ
う
と
い
う
信
念
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
核
兵
器
の
備
蓄
と
い
う
病
的
な
中
毒
の
途

方
も
な
い
対
価
を
、
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
が
払
っ
て
い
る

の
だ
と
気
づ
く
思
い
や
り
の
心
が
必
要
で
す
。
知
的
資
源
や
財
源
、

政
治
的
意
思
を
核
兵
器
の
建
造
や
実
験
に
流
用
す
る
の
は
、
悪
化

す
る
現
代
の
傷
口
に
塩
を
塗
る
以
上
の
こ
と
で
す
。
こ
の
傷
口
と

は
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
貧
困
、
広
が
る
食
糧
不
足
、
安
全

で
な
い
飲
料
水
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
私
が
こ
の

文
を
言
い
終
え
る
間
に
も
何
人
も
の
人
が
亡
く
な
る
原
因
と
な
っ

　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
諸
問
題
、
特
に
核
兵
器
関
連
の
問
題
は
、

私
た
ち
の
共
存
と
い
う
道
徳
構
造
の
核
心
を
打
ち
砕
く
も
の
で

す
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
道
徳
の
抜
け
穴
や
、
核
兵
器
を
め

ぐ
る
道
徳
の
喪
失
は
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ

ュ
ニ
ア
牧
師
が
何
十
年
も
前
に
指
摘
し
た
次
の
言
葉
を
確
認
す
る

も
の
で
す
。「
科
学
の
力
が
精
神
の
力
を
追
い
越
す
と
き
、
残
る

の
は
誘
導
ミ
サ
イ
ル
と
、
誤
っ
た
方
向
に
誘
導
さ
れ
た
人
間
で
あ

る
」（「
人
間
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
性
差
別
的
な
「m

en

」
を

使
う
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）

　
い
ま
、
世
界
を
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
へ
と
向
か
わ
せ
る
た
め
に

何
が
必
要
か
を
探
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
性
の
増
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
三
つ
の
取
り
組
み
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
頭
に
よ
る
取
り
組
み
、
心
に
よ
る
取
り

組
み
、
手
に
よ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
過
去
72
年
間
に
わ
た
っ
て
、
抑
止
力
の
名
の
下
に
多
く
の
人
々

の
道
徳
的
想
像
力
が
人
質
に
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
国
は
核
兵

器
を
予
算
や
国
家
主
義
的
シ
ス
テ
ム
に
永
続
的
に
組
み
込
む
こ
と

で
、
核
兵
器
を
規
範
化
し
て
い
ま
す
。
軍
事
産
業
界
は
政
治
的
衝

動
や
経
済
的
野
心
に
論
拠
を
与
え
る
た
め
に
、
世
界
を
安
全
に
す

る
唯
一
の
方
法
は
、
核
兵
器
の
供
給
を
増
や
し
て
抑
止
力
を
高
め

る
こ
と
だ
と
い
う
嘘
を
売
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
殺
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っ
て
い
る
こ
と
に
沈
黙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
我
々
の
命
は

終
わ
り
に
向
か
い
始
め
る
」
と
い
う
名
言
が
文
字
通
り
の
意
味
で

真
実
に
な
る
の
は
、
核
兵
器
に
関
し
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
沈
黙
を
続
け
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ
有
言
実
行

の
と
き
で
す
。
世
界
に
は
人
を
憎
し
み
合
わ
せ
る
に
十
分
な
宗
教

が
存
在
し
、
愛
し
合
わ
せ
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
の
世
界
で
共
に
歩

ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
手
を
取
り
合
っ
て
歩
み
、

思
い
や
り
に
動
か
さ
れ
る
心
を
持
ち
、
一
部
の
命
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
命
が
重
要
と
な
る
世
界
を
作
る
新
し
い
想
像
力
に
満
ち
た

頭
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
。
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
上
席
理
事
の
春
光

様
、
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
毎
分
、
何
百
人
も
の
人
が
、
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
理

由
で
亡
く
な
る
世
界
に
お
い
て
、
核
兵
器
開
発
競
争
は
最
悪
の
形

の
「
血
の
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
り
、
無
辜
の
人
々
の
死
と
血
が
娯
楽

に
供
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
毎
分
、
大
量
死
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
道
徳
的
な
恐
れ
は
、

死
で
は
な
く
命
に
投
資
し
よ
う
と
い
う
方
向
に
私
た
ち
の
心
や
精

神
、
意
志
を
動
か
す
は
ず
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
は
頭
に
よ
る
取
り
組
み
（
道
徳
的
想
像
力
）
と
、
心

に
よ
る
取
り
組
み
（
思
い
や
り
に
基
づ
く
信
念
）
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。
次
は
「
手
に
よ
る
取
り
組
み
」、
す
な
わ
ち
献
身
的

協
力
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
い
ま
、
私
た
ち
は
希
望
の
扉
の
前
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
７

月
７
日
、
１
２
２
ヵ
国
の
賛
成
に
よ
り
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
核
兵
器
を
禁
止
し
完
全
な
廃
絶

へ
と
導
く
法
的
拘
束
力
の
あ
る
手
段
で
す
。
こ
の
希
望
を
現
実
に

す
る
に
は
「
手
に
よ
る
取
り
組
み
」、
す
な
わ
ち
団
結
し
て
作
り
上

げ
る
献
身
的
協
力
が
必
要
で
す
。
宗
教
団
体
に
は
、
政
策
立
案
者
、

市
民
社
会
、
外
交
界
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
よ
り
重
要

な
の
は
、
核
の
暴
力
に
対
し
て
最
も
脆
弱
な
末
端
の
人
々
の
声
と

団
結
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
耳
を
傾
け
る
べ
き
は
、
原
爆
に

よ
り
家
族
を
全
員
失
っ
た
原
爆
生
存
者
の
サ
エ
キ
・
ト
シ
コ
さ
ん

春 

光(

仏
教)

　
１
９
８
７
年
に
、
世
界

の
宗
教
指
導
者
た
ち
が
記

念
す
べ
き
最
初
の
「
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
し
て
か
ら
30
年
。
本
サ

ミ
ッ
ト
は
、
仏
陀
の
教
え

に
基
づ
き
、
人
類
の
平
和

の
た
め
に
大
変
有
意
義
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
宗
教
者
は
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
誓
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
日
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

本
日
お
話
し
す
る
内
容
は
、こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
関
連
す
る
「
核

廃
絶
と
原
子
力
問
題
を
考
え
る
」
で
す
。

　
今
日
、
核
兵
器
の
存
在
は
、
人
類
の
平
和
に
と
っ
て
最
大
の
脅

威
だ
と
言
え
ま
す
。
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
試
験
や
核
実
験

を
推
し
進
め
る
中
、
世
界
は
核
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
核
の
問
題
は
多
く
の
国
の
政
治
的
関
心
や
安
全
保
障
の
問

題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
を
阻
止
す
る

こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
北
朝
鮮
に
お
け
る
核
の
問
題
は
、
朝
鮮
半
島
だ
け
で
な
く
、
世

界
平
和
に
関
す
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
各
国
の
外

交
政
策
や
経
済
政
策
と
い
っ
た
、
軍
事
的
な
領
域
を
超
越
し
た
、

の
よ
う
な
人
々
の
声
で
す
。
彼
女
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
戦
争
は
物
を
壊
し
、
人
を
殺
す
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
も
粉
々

に
す
る
の
で
す
」

　
手
に
よ
る
取
り
組
み
と
は
、
核
兵
器
に
関
す
る
諸
宗
教
間
の
幅

広
い
合
意
を
共
通
の
行
動
へ
と
変
え
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
協

力
の
技
術
を
身
に
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
部
の
宗
教
団

体
は
共
通
の
問
題
へ
の
対
応
計
画
に
お
い
て
、
自
身
が
主
導
的
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
い
ま
だ
他
の
宗
教
と

の
協
力
に
苦
心
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
障
害
を
、
韓
国
人
神

学
者
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
プ
ヤ
ン
氏
は
「
主
催
の
敵
意
」（host-ility

）

ま
た
は
「
主
催
の
意
志
」（w

ill-to-host

）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　「
手
に
よ
る
取
り
組
み
」
の
た
め
に
は
、
常
に
変
化
を
生
み
出

す
主
役
に
な
ろ
う
と
い
う
誘
惑
を
振
り
払
い
、
変
化
を
生
み
出
す

人
を
支
え
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

主
役
に
な
ろ
う
と
望
む
こ
と
が
、
支
配
力
を
行
使
す
る
方
法
に
な

り
う
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
多
い
の
で
す
。
こ
の
望
み
は
、
他
者

か
ら
の
贈
り
物
を
受
け
取
っ
て
協
力
す
れ
ば
、
自
分
は
無
力
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
か
ら
生
じ
る
も
の
で
す
。
人
間

は
自
分
に
関
わ
る
こ
と
の
支
配
力
を
失
う
こ
と
を
心
か
ら
恐
れ
ま

す
。
し
か
し
、
い
ま
必
要
な
の
は
、
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
を
全

世
界
に
広
げ
る
こ
と
で
す
。

　
親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹
の
皆
様
、
も
し
か
す
る
と
、「
問
題
に
な
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っ
て
い
る
こ
と
に
沈
黙
す
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よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
我
々
の
命
は

終
わ
り
に
向
か
い
始
め
る
」
と
い
う
名
言
が
文
字
通
り
の
意
味
で

真
実
に
な
る
の
は
、
核
兵
器
に
関
し
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
沈
黙
を
続
け
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
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い
ま
こ
そ
有
言
実
行

の
と
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で
す
。
世
界
に
は
人
を
憎
し
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合
わ
せ
る
に
十
分
な
宗
教

が
存
在
し
、
愛
し
合
わ
せ
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
も
多
々
あ
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ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
の
世
界
で
共
に
歩

ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
手
を
取
り
合
っ
て
歩
み
、

思
い
や
り
に
動
か
さ
れ
る
心
を
持
ち
、
一
部
の
命
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
命
が
重
要
と
な
る
世
界
を
作
る
新
し
い
想
像
力
に
満
ち
た

頭
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
。
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
上
席
理
事
の
春
光

様
、
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
毎
分
、
何
百
人
も
の
人
が
、
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
理

由
で
亡
く
な
る
世
界
に
お
い
て
、
核
兵
器
開
発
競
争
は
最
悪
の
形

の
「
血
の
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
り
、
無
辜
の
人
々
の
死
と
血
が
娯
楽

に
供
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
毎
分
、
大
量
死
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
道
徳
的
な
恐
れ
は
、

死
で
は
な
く
命
に
投
資
し
よ
う
と
い
う
方
向
に
私
た
ち
の
心
や
精

神
、
意
志
を
動
か
す
は
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で
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こ
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で
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頭
に
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る
取
り
組
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（
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的
想
像
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と
、
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に
よ
る
取
り
組
み
（
思
い
や
り
に
基
づ
く
信
念
）
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。
次
は
「
手
に
よ
る
取
り
組
み
」、
す
な
わ
ち
献
身
的

協
力
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
い
ま
、
私
た
ち
は
希
望
の
扉
の
前
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
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月
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日
、
１
２
２
ヵ
国
の
賛
成
に
よ
り
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
核
兵
器
を
禁
止
し
完
全
な
廃
絶

へ
と
導
く
法
的
拘
束
力
の
あ
る
手
段
で
す
。
こ
の
希
望
を
現
実
に

す
る
に
は
「
手
に
よ
る
取
り
組
み
」、
す
な
わ
ち
団
結
し
て
作
り
上

げ
る
献
身
的
協
力
が
必
要
で
す
。
宗
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団
体
に
は
、
政
策
立
案
者
、

市
民
社
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、
外
交
界
と
の
連
携
が
求
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ら
れ
ま
す
が
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よ
り
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要

な
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、
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の
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力
に
対
し
て
最
も
脆
弱
な
末
端
の
人
々
の
声
と

団
結
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
耳
を
傾
け
る
べ
き
は
、
原
爆
に

よ
り
家
族
を
全
員
失
っ
た
原
爆
生
存
者
の
サ
エ
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・
ト
シ
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さ
ん
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７
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界
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者
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が
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比
叡
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教
サ
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の
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の
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に
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有
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な
取
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組
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を
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し
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。
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者
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弱
者
の
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に
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こ
と
を
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が
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な
い
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と
誓
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た
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は
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今
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。
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。
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中
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く
関
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る
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、
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開
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せ
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世
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と
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、
軍
事
的
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に
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を
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、
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取
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な
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。
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催
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催
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。
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手
に
よ
る
取
り
組
み
」
の
た
め
に
は
、
常
に
変
化
を
生
み
出

す
主
役
に
な
ろ
う
と
い
う
誘
惑
を
振
り
払
い
、
変
化
を
生
み
出
す

人
を
支
え
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

主
役
に
な
ろ
う
と
望
む
こ
と
が
、
支
配
力
を
行
使
す
る
方
法
に
な

り
う
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
多
い
の
で
す
。
こ
の
望
み
は
、
他
者

か
ら
の
贈
り
物
を
受
け
取
っ
て
協
力
す
れ
ば
、
自
分
は
無
力
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
か
ら
生
じ
る
も
の
で
す
。
人
間

は
自
分
に
関
わ
る
こ
と
の
支
配
力
を
失
う
こ
と
を
心
か
ら
恐
れ
ま

す
。
し
か
し
、
い
ま
必
要
な
の
は
、
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
を
全

世
界
に
広
げ
る
こ
と
で
す
。

　
親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹
の
皆
様
、
も
し
か
す
る
と
、「
問
題
に
な
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合
う
こ
と
を
通
じ
て
、
共
存
へ
の
道
筋
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
通
信
、
交
通
手
段
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
現
代
社
会
に
生
き
る

人
々
は
、
私
た
ち
が
皆
、
仏
陀
の
教
え
の
も
と
に
兄
弟
で
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
気
付
き
を
促
す
こ
と
が
、
世

界
中
に
い
る
仏
教
指
導
者
の
役
目
で
も
あ
り
ま
す
。
人
類
の
平
和

は
一
国
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界
全
体
の
問
題
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
共
存
と
繁
栄
を
追
求
す
る
一
方
で
、
常
に
「
縁
起
の
法
」
を

理
解
し
よ
う
と
心
が
け
、
慈
善
を
行
う
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

　
核
兵
器
お
よ
び
原
子
力
に
対
す
る
制
裁
措
置
に
関
し
て
も
、
共

同
体
意
識
の
も
と
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
産
業
開
発
に
専
心

し
て
き
た
人
類
の
歴
史
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一
方
で
、
自
然
が

ひ
ど
く
汚
染
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
深
刻
な
気
候
変
動
と
自
然

災
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
人
類
の
幸
福
の
た
め
、
世
界
の
宗
教
指
導
者
は
、
核
兵
器
の
廃

絶
、
原
子
力
の
適
切
な
管
理
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発
、
自

然
環
境
の
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
に
、
よ
り
実
践
的
な
関

心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

　
今
日
の
神
聖
な
る
集
ま
り
が
、
人
類
平
和
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る

要
素
を
克
服
す
る
知
恵
と
勇
気
を
共
有
し
、
広
く
伝
え
て
い
く
場

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
問
題
と
も
関
連
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
核
拡
散
条

約
お
よ
び
国
際
原
子
力
機
関
に
抵
触
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

北
朝
鮮
の
核
保
有
を
規
制
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
で
す
。 

　
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
核
の
発
明
と
開
発
は
、
20
世
紀
科
学
の
飛

躍
的
な
前
進
で
あ
り
ま
し
た
。
原
子
力
は
、
化
石
燃
料
の
欠
点
を

補
う
こ
と
の
で
き
る
、
と
て
も
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら

で
す
。
原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
た
31
ヵ
国
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
台
湾
を
除
く
27
ヵ
国
は
、
現
在
も
原
子
力

発
電
を
行
う
、
ま
た
は
、
発
電
量
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
17
ヵ
国
で
原
子
力
発
電
所
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
医
療
や
生
活
の
分
野
に
お
け
る
、
平
和
的
か
つ
人

道
的
な
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
良
い
面
と
悪

い
面
と
が
コ
イ
ン
の
裏
表
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
優

れ
た
科
学
技
術
は
武
器
に
転
用
さ
れ
、
人
類
に
と
っ
て
最
大
の
脅

威
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
や
２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
み

る
、
ず
さ
ん
な
管
理
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
や
自
然
災
害
は
、
大
惨

事
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染
を
も
た
ら
す
悪
の
根
源

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
原
子
力
の
負
の
要
素
も
議
論
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
核
兵
器
と
原
子
力
の
問
題
は
、
軍

事
的
立
場
や
産
業
開
発
の
側
面
か
ら
だ
け
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で

　
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
住
　
北
朝
鮮
に
隣
接
す
る
韓
国
と
い
う
お
立
場
、
さ
ら
に
仏
教

者
と
い
う
立
場
か
ら
大
乗
的
な
視
点
で
縁
起
的
秩
序
に
基
づ
く
実

践
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
、
最
初
の
集
い
で
「
宗
教
者
は

弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
ス
タ

ン
ス
は
今
も
き
ち
ん
と
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
核
問
題
を
考
え
る
上
で
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
時
間
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
の
で
、
さ
ら
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　
最
初
に
ウ
ェ
ジ
リ
ド
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ジ
リ
ド
（
キ
リ
ス
ト
教
）　
過
小
評
価
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
理
想
主
義
者
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
実
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
抑
止
力
と
い
い
ま
す
が
、

長
期
的
に
は
現
実
的
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
際
的
な

宗
教
団
体
と
し
て
我
々
に
は
大
き
な
責
任
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は
人
々
と
人
々
を
会
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
他
国
の

人
は
他
者
な
ど
と
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
人
間
な
の
で
す
。

　
我
々
は
国
際
的
な
宗
教
団
体
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
で
き
る
と

は
な
い
の
で
す
。

　
私
た
ち
宗
教
者
は
、
こ
の
問
題
を
幅
広
い
観
点
か
ら
考
察
し
、

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
宗
教
者
に
と
っ
て
核
の
問

題
が
重
要
な
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
宗
教
と
は
常
に
教
え
を
追
求

し
、
個
人
の
幸
福
と
人
類
の
平
和
の
た
め
の
善
行
を
実
践
す
る
も

の
だ
か
ら
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
核
兵
器
と
原
子
力
の
問
題
を
、
仏
教
徒
の
視
点
か

ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
よ
う
な
、
生
態
系
へ
の
負
担
が
少
な
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通

じ
て
、
自
然
と
環
境
の
調
和
を
生
み
出
す
た
め
に
、
仏
教
に
何
が

で
き
る
か
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　
仏
陀
の
重
要
な
教
え
に
「
縁
起
」
が
あ
り
ま
す
。『
阿
含
経
』

に
書
か
れ
た
「
縁
起
の
法
」
は
、「
此
が
あ
れ
ば
彼
が
あ
り
、
此

が
生
ず
れ
ば
彼
が
生
じ
る
」
と
説
い
て
お
り
、
物
事
は
お
互
い
に

関
係
し
合
っ
て
い
て
、
全
体
は
個
か
ら
な
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
個
と
全
体
は
別
の
存
在
で
は
な
い
と
い
う
仏
教
の
教
え
に
は
、

共
存
す
る
こ
と
の
実
用
的
な
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
国
の
政
治
、
外
交
、
経
済
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
の
有
機
的
な

関
係
性
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
相
互
扶
助
が
必
要
で
あ
る
と
、

切
実
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
、
世
界
秩
序
は
自
分
の
こ
と
だ
け
を

考
え
る
こ
と
を
止
め
る
べ
き
で
す
。
相
互
扶
助
と
互
い
を
尊
重
し
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合
う
こ
と
を
通
じ
て
、
共
存
へ
の
道
筋
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
通
信
、
交
通
手
段
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
現
代
社
会
に
生
き
る

人
々
は
、
私
た
ち
が
皆
、
仏
陀
の
教
え
の
も
と
に
兄
弟
で
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
気
付
き
を
促
す
こ
と
が
、
世

界
中
に
い
る
仏
教
指
導
者
の
役
目
で
も
あ
り
ま
す
。
人
類
の
平
和

は
一
国
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界
全
体
の
問
題
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
共
存
と
繁
栄
を
追
求
す
る
一
方
で
、
常
に
「
縁
起
の
法
」
を

理
解
し
よ
う
と
心
が
け
、
慈
善
を
行
う
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

　
核
兵
器
お
よ
び
原
子
力
に
対
す
る
制
裁
措
置
に
関
し
て
も
、
共

同
体
意
識
の
も
と
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
産
業
開
発
に
専
心

し
て
き
た
人
類
の
歴
史
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一
方
で
、
自
然
が

ひ
ど
く
汚
染
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
深
刻
な
気
候
変
動
と
自
然

災
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
人
類
の
幸
福
の
た
め
、
世
界
の
宗
教
指
導
者
は
、
核
兵
器
の
廃

絶
、
原
子
力
の
適
切
な
管
理
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発
、
自

然
環
境
の
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
に
、
よ
り
実
践
的
な
関

心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

　
今
日
の
神
聖
な
る
集
ま
り
が
、
人
類
平
和
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る

要
素
を
克
服
す
る
知
恵
と
勇
気
を
共
有
し
、
広
く
伝
え
て
い
く
場

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
問
題
と
も
関
連
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
核
拡
散
条

約
お
よ
び
国
際
原
子
力
機
関
に
抵
触
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

北
朝
鮮
の
核
保
有
を
規
制
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
で
す
。 

　
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
核
の
発
明
と
開
発
は
、
20
世
紀
科
学
の
飛

躍
的
な
前
進
で
あ
り
ま
し
た
。
原
子
力
は
、
化
石
燃
料
の
欠
点
を

補
う
こ
と
の
で
き
る
、
と
て
も
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら

で
す
。
原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
た
31
ヵ
国
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
台
湾
を
除
く
27
ヵ
国
は
、
現
在
も
原
子
力

発
電
を
行
う
、
ま
た
は
、
発
電
量
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
17
ヵ
国
で
原
子
力
発
電
所
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
医
療
や
生
活
の
分
野
に
お
け
る
、
平
和
的
か
つ
人

道
的
な
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
良
い
面
と
悪

い
面
と
が
コ
イ
ン
の
裏
表
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
優

れ
た
科
学
技
術
は
武
器
に
転
用
さ
れ
、
人
類
に
と
っ
て
最
大
の
脅

威
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
や
２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
み

る
、
ず
さ
ん
な
管
理
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
や
自
然
災
害
は
、
大
惨

事
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染
を
も
た
ら
す
悪
の
根
源

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
原
子
力
の
負
の
要
素
も
議
論
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
核
兵
器
と
原
子
力
の
問
題
は
、
軍

事
的
立
場
や
産
業
開
発
の
側
面
か
ら
だ
け
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で

　
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
住
　
北
朝
鮮
に
隣
接
す
る
韓
国
と
い
う
お
立
場
、
さ
ら
に
仏
教

者
と
い
う
立
場
か
ら
大
乗
的
な
視
点
で
縁
起
的
秩
序
に
基
づ
く
実

践
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
、
最
初
の
集
い
で
「
宗
教
者
は

弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
ス
タ

ン
ス
は
今
も
き
ち
ん
と
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
核
問
題
を
考
え
る
上
で
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
時
間
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
の
で
、
さ
ら
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　
最
初
に
ウ
ェ
ジ
リ
ド
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ジ
リ
ド
（
キ
リ
ス
ト
教
）　
過
小
評
価
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
理
想
主
義
者
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
実
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
抑
止
力
と
い
い
ま
す
が
、

長
期
的
に
は
現
実
的
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
際
的
な

宗
教
団
体
と
し
て
我
々
に
は
大
き
な
責
任
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は
人
々
と
人
々
を
会
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
他
国
の

人
は
他
者
な
ど
と
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
人
間
な
の
で
す
。

　
我
々
は
国
際
的
な
宗
教
団
体
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
で
き
る
と

は
な
い
の
で
す
。

　
私
た
ち
宗
教
者
は
、
こ
の
問
題
を
幅
広
い
観
点
か
ら
考
察
し
、

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
宗
教
者
に
と
っ
て
核
の
問

題
が
重
要
な
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
宗
教
と
は
常
に
教
え
を
追
求

し
、
個
人
の
幸
福
と
人
類
の
平
和
の
た
め
の
善
行
を
実
践
す
る
も

の
だ
か
ら
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
核
兵
器
と
原
子
力
の
問
題
を
、
仏
教
徒
の
視
点
か

ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
よ
う
な
、
生
態
系
へ
の
負
担
が
少
な
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通

じ
て
、
自
然
と
環
境
の
調
和
を
生
み
出
す
た
め
に
、
仏
教
に
何
が

で
き
る
か
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つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　
仏
陀
の
重
要
な
教
え
に
「
縁
起
」
が
あ
り
ま
す
。『
阿
含
経
』

に
書
か
れ
た
「
縁
起
の
法
」
は
、「
此
が
あ
れ
ば
彼
が
あ
り
、
此

が
生
ず
れ
ば
彼
が
生
じ
る
」
と
説
い
て
お
り
、
物
事
は
お
互
い
に

関
係
し
合
っ
て
い
て
、
全
体
は
個
か
ら
な
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
個
と
全
体
は
別
の
存
在
で
は
な
い
と
い
う
仏
教
の
教
え
に
は
、

共
存
す
る
こ
と
の
実
用
的
な
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
国
の
政
治
、
外
交
、
経
済
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
の
有
機
的
な

関
係
性
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
相
互
扶
助
が
必
要
で
あ
る
と
、

切
実
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
、
世
界
秩
序
は
自
分
の
こ
と
だ
け
を

考
え
る
こ
と
を
止
め
る
べ
き
で
す
。
相
互
扶
助
と
互
い
を
尊
重
し
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分科会１

張
し
て
い
る
。
我
々
の
宗
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
も
し
か
し
た
ら
、

日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
同
じ
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
宗
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
規
範
的
な
も
の
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
す
。
し
か
し
現
実
の
人
々
を
救
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
宗
教
者
の
役
割
で
す
。
パ
ス
ト

ラ
ル
な
部
分
と
ノ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
部
分
融
合
で
き
る
の
が
宗
教
者

で
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
が
日
本
の
役
割
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

黒
住
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）      

考
え
て
い
ま
す
。
我
々
が
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
を
共
有
し
て
い
る
の

か
、
そ
れ
を
示
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
我
々
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
お
互
い
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

春 

光
（
仏
教
）　
人
間
の
貪
欲
さ
に
よ
っ
て
環
境
破
壊
、
秩
序
崩
壊
、

人
命
軽
視
な
ど
の
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
生
き

物
で
も
我
々
が
大
事
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
心
、
他
者
の
心
が

浄
化
さ
れ
、
ひ
い
て
は
人
類
平
和
へ
と
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

他
人
を
尊
重
す
る
こ
と
は
自
分
へ
の
尊
重
、
他
人
へ
の
破
壊
は
自

分
へ
の
破
壊
な
の
で
す
。

髙
見
（
キ
リ
ス
ト
教
）　
核
兵
器
を
持
つ
こ
と
で
自
分
が
強
い
の
だ
と

思
う
こ
と
は
愚
か
で
す
。
他
人
を
破
壊
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
も

破
壊
す
る
か
ら
で
す
。
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
そ
ん
な
愚
か
な
考
え
を

持
つ
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
宗
教
者
は
智
恵
を
持
つ
よ
う
に

説
得
す
べ
き
で
す
。
核
を
つ
く
る
た
め
に
は
莫
大
な
カ
ネ
が
か
か

り
、
多
く
の
国
民
が
餓
死
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
苦
し
む
人
を

救
う
よ
う
、
宗
教
者
は
努
力
す
べ
き
で
す
。

戸
松
（
仏
教
）　
仏
教
の
中
心
的
な
教
え
は
、
慈
悲
と
智
恵
で
す
。

苦
し
み
の
根
源
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
精
神
的
の
み
な
ら
ず
社
会

構
造
を
検
討
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
暴
力
に
は
見
え
る
暴
力

と
見
え
な
い
暴
力
が
あ
り
ま
す
。
慈
悲
は
行
動
的
で
あ
っ
て
初
め

て
慈
悲
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
で
、
社
会
は
、
我
々
が
単
に
教
え
た

り
語
っ
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
）　
数
ヶ
月
前
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
航

空
博
物
館
に
息
子
を
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
、

ナ
ガ
サ
キ
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
も
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
10
歳
の

息
子
は
少
し
考
え
て
「
我
々
は
も
っ
と
進
化
し
な
い
と
い
け
な
い

ね
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
革
命
で
は
な
い
、
進
化
だ
と
。
我
々

や
信
者
が
い
か
に
自
己
開
発
し
て
高
み
に
登
れ
る
か
が
重
要
な
の

で
す
。

黒
住
　
そ
れ
で
は
杉
野
先
生
に
ご
意
見
と
い
う
か
ま
と
め
を
お
願

い
し
ま
す
。

杉
野
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）　
大
司
教
様
が
理
想
主
義
と
現
実
主
義
の
対
立
と

い
う
こ
と
を
い
わ
れ
た
。
現
実
主
義
者
の
国
々
は
、
理
想
主
義
者

の
国
は
今
回
の
核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
し
て
非
常
に
ナ
イ
ー
ブ
だ

と
、
無
知
だ
と
、
現
実
の
安
全
保
障
の
厳
し
さ
を
知
ら
な
い
と
い

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
理
想
主
義
グ
ル
ー
プ
は
、
や
は
り
核
兵
器
は

無
差
別
に
人
を
殺
戮
す
る
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
主
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を
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。
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範
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す
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し
現
実
の
人
々
を
救
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
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で
す
。
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ラ
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が
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の
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あ
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が
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。（
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考
え
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い
ま
す
。
我
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が
ど
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ほ
ど
の
こ
と
を
共
有
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の

か
、
そ
れ
を
示
す
こ
と
も
で
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す
。
そ
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が
我
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が
で
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と
で
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。
お
互
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、
ほ
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ん
ど
変
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は
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と
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と

を
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こ
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が
重
要
で
す
。
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の
貪
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環
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破
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壊
、
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な
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。
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、
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な
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を
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的
の
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は
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ま
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は
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と
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い
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が
あ
り
ま
す
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に
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き
ま
し
た
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こ
に
は
ヒ
ロ
シ
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、

ナ
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サ
キ
に
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と
さ
れ
た
原
爆
も
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
10
歳
の

息
子
は
少
し
考
え
て
「
我
々
は
も
っ
と
進
化
し
な
い
と
い
け
な
い

ね
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
革
命
で
は
な
い
、
進
化
だ
と
。
我
々

や
信
者
が
い
か
に
自
己
開
発
し
て
高
み
に
登
れ
る
か
が
重
要
な
の

で
す
。
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そ
れ
で
は
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先
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に
ご
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見
と
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う
か
ま
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め
を
お
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す
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（
Ｗ
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が
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と
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実
主
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の
対
立
と
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う
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を
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の
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の
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は
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に
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。
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れ
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　分科会2

貧
困
の
追
放
と
教
育
の
普
及

分
科
会
２

進
行
役
…
…
…
…
…
…
國
富
啓
二
師
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　日

本
宗
教
代
表
者
会
議
会
議
部
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　西
原
廉
太
師
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　世

界
教
会
協
議
会（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）中
央
委
員

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　立
教
大
学
教
授（
キ
リ
ス
ト
教
）

基
調
発
題
…
…
…
…
…
…
ジ
ョ
ン
・
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
師
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア

ブ
ジ
ャ
大
司
教
区
大
司
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）

パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

テ
ッ
プ
・
ボ
ー
ン
師
（
代
理
）

　カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
会
会
長
（
仏
教
）

ロ
ベ
ル
ト
・
カ
タ
ラ
ー
ノ
師
　

　フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
・
ロ
ー
マ
本
部
諸
宗
教
対
話
事
務
局
共
同
代
表
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）

エ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
師

　ガ
ン
ジ
ー
財
団
創
設
者
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
）

ホ
ミ
・
ダ
ラ
ー
師

　世
界
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
文
化
財
団
理
事
長
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）

デ
ィ
ン
・
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
師

　

　
ア
ジ
ア
宗
教
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
実
務
議
長
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）

シ
ル
ベ
ス
ト
ロ
・
ベ
ハ
ン
師

　

　フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
諸
宗
教
対
話
局
長
（
キ
リ
ス
ト
教
）

國
富
（
進
行
役
）  

本
日
の
司
会
進
行
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
、
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
会
議
部
長
・
國
富
啓
二
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
分
科
会
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
お
つ
と
め

い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
世
界
教
会
協

議
会 (

Ｗ
Ｃ
Ｃ) 

中
央
委
員
で
立
教

大
学
教
授
の
西
原
廉
太
様
で
す
。

　
そ
れ
で
は
西
原
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
原
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）  

分
科
会
２
は
「
貧
困
の
追
放
と
教
育
の

普
及
」
で
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
１
月
に
国

連
が
す
べ
て
の
国
に
適
用

さ
れ
る
普
遍
的
な
目
標
と

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
誰

も
が
置
き
去
り
に
さ
れ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
貧
困
に
終
止
符

を
打
ち
不
平
等
と
戦
う
と
と
も
に
、
気
候
変
動
な
ど
に
も
対
応
す

る
も
の
で
す
。

　
す
べ
て
の
国
に
真
の
豊
か
さ
を
追
求
し
な
が
ら
、
貧
困
に
終
止

符
を
打
つ
た
め
に
は
、
質
の
高
い
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
確
認

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し
て
我
々
宗
教
者
は
ど
の

よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
、
分
科
会
を
通
じ
て
確
認
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
基
調
発
題
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
・
ア
ブ

ジ
ャ
大
司
教
区
大
司
教
様
に
ご
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。 

基
調
発
題
㆐
㆐
ジ
ョ
ン
・
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）

貧
困
の
追
放
と
教
育
の
普
及

　こ
の
集
い
は
、
軽
視
さ

れ
が
ち
な
、
し
か
し
重
要

な
二
つ
の
点
に
重
き
を
置

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
、

世
界
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
祈

り
」
と
「
対
話
」
で
あ
り

ま
す
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
、「
祈
り
」
は
時
間
の
無
駄
で
し
か

な
い
で
し
ょ
う
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
伝
統
に
則
っ
て
と
も
に
祈
る
こ
と
は
、
人
類
が
直
面
す
る
問
題

を
か
た
く
な
に
人
間
の
力
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
、
目
に
見
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ダ
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Ｒ
Ｐ
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行
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日
の
司
会
進
行
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と
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せ
て
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た
だ
き
ま

す
、
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
会
議
部
長
・
國
富
啓
二
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
分
科
会
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始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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お
つ
と
め

い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
世
界
教
会
協

議
会 (

Ｗ
Ｃ
Ｃ) 

中
央
委
員
で
立
教

大
学
教
授
の
西
原
廉
太
様
で
す
。

　
そ
れ
で
は
西
原
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
原
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）  

分
科
会
２
は
「
貧
困
の
追
放
と
教
育
の

普
及
」
で
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
１
月
に
国

連
が
す
べ
て
の
国
に
適
用

さ
れ
る
普
遍
的
な
目
標
と

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
誰

も
が
置
き
去
り
に
さ
れ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
貧
困
に
終
止
符

を
打
ち
不
平
等
と
戦
う
と
と
も
に
、
気
候
変
動
な
ど
に
も
対
応
す

る
も
の
で
す
。

　
す
べ
て
の
国
に
真
の
豊
か
さ
を
追
求
し
な
が
ら
、
貧
困
に
終
止

符
を
打
つ
た
め
に
は
、
質
の
高
い
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
確
認

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し
て
我
々
宗
教
者
は
ど
の

よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
、
分
科
会
を
通
じ
て
確
認
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
基
調
発
題
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
・
ア
ブ

ジ
ャ
大
司
教
区
大
司
教
様
に
ご
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。 

基
調
発
題
㆐
㆐
ジ
ョ
ン
・
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）

貧
困
の
追
放
と
教
育
の
普
及

　こ
の
集
い
は
、
軽
視
さ

れ
が
ち
な
、
し
か
し
重
要

な
二
つ
の
点
に
重
き
を
置

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
、

世
界
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
祈

り
」
と
「
対
話
」
で
あ
り

ま
す
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
、「
祈
り
」
は
時
間
の
無
駄
で
し
か

な
い
で
し
ょ
う
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
伝
統
に
則
っ
て
と
も
に
祈
る
こ
と
は
、
人
類
が
直
面
す
る
問
題

を
か
た
く
な
に
人
間
の
力
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
、
目
に
見
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は
な
い
の
で
す
。

　
し
か
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
広
が
る
な
か
、
こ
の
「
世
界
村
」

の
極
端
な
不
公
平
が
永
遠
に
続
く
こ
と
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
現
在
の
新
し
い
考
え
方
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

も
は
や
、
富
め
る
者
が
貧
し
い
者
に
慈
善
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と

い
う
倫
理
的
な
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
地
球
と
い
う

（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
言
う
）「
共
通
の
家
」
を
共
有
す
る
人
類

一
家
の
平
和
と
協
調
の
た
め
の
地
政
学
上
の
緊
急
の
課
題
な
の
で

す
。
世
界
の
幸
福
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
は
、
富
裕
層
も
貧
困

層
も
関
係
な
く
、
自
己
啓
発
さ
れ
た
者
で
あ
れ
ば
誰
に
と
っ
て
も

利
益
と
な
る
の
で
す
か
ら
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が

利
害
と
関
心
を
共
有
す
る
こ
の
世
界
が
、
全
体
と
し
て
よ
り
良
い

場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
新
た
な
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
出
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
消
費
物
資
ば
か
り
を

優
先
す
る
物
理
的
な
幸
福
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
平
和
な
人

類
社
会
が
精
神
面
、
ま
た
感
情
面
で
の
幸
福
を
実
現
す
る
に
は
ど

ん
な
事
柄
や
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
が
有
効
な
の
か
を
、
私
た
ち
は
理

解
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
包
括
的
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
「
後
進
」、「
途
上
」、「
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

で
な
い
」
地
域
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
今
で
は
私
た
ち
全
員
が
、

人
類
の
開
発
に
お
い
て
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
客
体
で
も
あ
る
の

で
す
。

え
る
成
果
を
ほ
と
ん
ど
あ
げ
て
い
な
い
今
の
世
界
に
対
し
て
、
非

常
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
は
ず
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
の

人
々
が
集
ま
る
こ
と
で
、
多
様
な
境
界
線
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
力
が
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
本
来
な
ら
避
け
ら
れ
る
は
ず
の
苦
し
み
や
破
壊
の
種
を
、
世
界

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
貧
し
い
人
々
に
も
た
ら
し
、
こ
の
世
界
を
分

断
し
て
い
る
紛
争
は
、
対
話
な
く
し
て
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
無
用
な
お
喋
り
に
過
ぎ
な

い
と
一
顧
だ
に
し
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
に
集
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
よ
り
良
い
世
界
を
創
る
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
は
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い

る
こ
と
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
界
に
は
戦
争
屋

が
あ
ま
り
に
大
勢
い
る
の
で
、
平
和
を
愛
す
る
者
は
黙
っ
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
私
は
上
記
の
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
私
に
は
聞
き
慣
れ
な
い
「underserved=

サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
修
正
さ
せ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
あ

り
ふ
れ
た
「underdeveloped=

十
分
開
発
さ
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
言
葉
も
、

こ
こ
で
立
ち
入
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
論
争
を
呼
ぶ
要
素
を
含

ん
で
い
ま
す
。
従
っ
て
、
私
の
テ
ー
マ
は
「
い
か
に
し
て
貧
困
を

な
く
し
、
十
分
開
発
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
教
育
を
普
及
さ
せ
る

2
貧
困

　
貧
困
は
、
従
来
の
「
開
発
途
上
」
の
概
念
を
目
に
見
え
る
形
に

し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
貧
困
と
は
、「
衣
食
住
や
保
健
衛
生
と

い
っ
た
基
本
的
な
生
活
必
需
品
が
量
・
質
と
も
に
足
り
な
い
状
況

で
あ
る
」
と
、
よ
く
説
明
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
貧
困
と
は
相

対
的
な
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
の
人
間
に
ど
れ
だ
け
の

食
料
が
必
要
か
？
　
ど
ん
な
住
居
で
あ
れ
ば
十
分
な
の
か
？
　
身

綺
麗
で
あ
る
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
衣
類
が
必
要
か
？
　
こ
う
い
っ

た
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
も
そ
れ
以
下
の
レ
ベ
ル
に
落
ち

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
最
低
限
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

安
易
に
過
剰
な
基
準
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
す
ぐ
隣
に
い
る
人
た
ち

の
差
し
迫
っ
た
困
窮
状
態
に
目
を
向
け
ま
せ
ん
。

　
貧
困
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、「
所
有
す
る
」
こ

と
と
「
存
在
す
る
」
こ
と
、
生
活
の
「
量
」
と
「
質
」
を
区
別
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
代
の
過
剰
消
費
と
い
う
生
活
様
式
は
、

私
た
ち
自
身
、
ま
た
こ
の
世
界
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い

ま
す
。
分
け
合
い
、
団
結
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
緊
急
の
務
め

な
の
で
す
。
人
類
と
い
う
家
族
の
な
か
で
、
正
義
と
フ
ェ
ア
プ
レ

イ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
な
意
志

を
奮
い
起
こ
す
こ
と
さ
え
で
き
る
な
ら
、
地
球
上
か
ら
み
じ
め
な

貧
困
を
消
滅
さ
せ
る
技
術
的
、
物
質
的
な
資
産
は
あ
る
と
科
学
的

に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

か
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
今
か
ら
私
が
簡
単
に
お
話

す
る
開
発
、
貧
困
、
そ
し
て
教
育
と
い
う
三
つ
の
概
念
を
提
起
し

て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の
順
番
で
今
か
ら
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

1
開
発

　
開
発
と
い
う
課
題
に
お
い
て
は
、
今
日
、
私
に
と
っ
て
歓
迎
す

べ
き
点
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
般
大
衆
の
個
人
、

ま
た
社
会
レ
ベ
ル
で
の
、
ま
た
物
質
面
お
よ
び
精
神
面
で
の
健
康

と
幸
福
、
つ
ま
り
全
体
的
な
人
類
の
発
展
を
目
指
す
と
い
う
点

で
す
。

　
こ
れ
は
、
従
来
の
「
開
発
」
の
概
念
に
と
っ
て
代
わ
る
新
し
い

考
え
方
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
生
活
水
準
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
と
い
っ
た
物
質
的
な
基
準
で
、
開
発
の
度
合
い
を
測
定

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、世
界
は
先
進
国
と
開
発
途
上
国
（
非

開
発
国
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）
と
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
筋
書
き
に
則
れ
ば
、
世
界
の
不
平
等
は
必
然
と
な
り
ま
す
。
貧

富
の
差
が
広
が
る
な
か
で
、
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
、
こ
の
状
況

を
ほ
ん
の
少
し
和
ら
げ
る
こ
と
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
貧
し
い
者
は
、

国
際
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
豊
か
な
人
々
の
冨
を
謳
歌
す

る
姿
を
見
な
が
ら
、
苦
し
み
に
じ
っ
と
耐
え
る
こ
と
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、国
連
で
採
択
さ
れ
た
有
名
な
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
、
貧
困
の
「
消
滅
」
で

は
な
く
「
軽
減
」
を
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
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は
な
い
の
で
す
。

　
し
か
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
広
が
る
な
か
、
こ
の
「
世
界
村
」

の
極
端
な
不
公
平
が
永
遠
に
続
く
こ
と
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
現
在
の
新
し
い
考
え
方
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

も
は
や
、
富
め
る
者
が
貧
し
い
者
に
慈
善
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と

い
う
倫
理
的
な
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
地
球
と
い
う

（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
言
う
）「
共
通
の
家
」
を
共
有
す
る
人
類

一
家
の
平
和
と
協
調
の
た
め
の
地
政
学
上
の
緊
急
の
課
題
な
の
で

す
。
世
界
の
幸
福
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
は
、
富
裕
層
も
貧
困

層
も
関
係
な
く
、
自
己
啓
発
さ
れ
た
者
で
あ
れ
ば
誰
に
と
っ
て
も

利
益
と
な
る
の
で
す
か
ら
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が

利
害
と
関
心
を
共
有
す
る
こ
の
世
界
が
、
全
体
と
し
て
よ
り
良
い

場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
新
た
な
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
出
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
消
費
物
資
ば
か
り
を

優
先
す
る
物
理
的
な
幸
福
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
平
和
な
人

類
社
会
が
精
神
面
、
ま
た
感
情
面
で
の
幸
福
を
実
現
す
る
に
は
ど

ん
な
事
柄
や
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
が
有
効
な
の
か
を
、
私
た
ち
は
理

解
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
包
括
的
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
「
後
進
」、「
途
上
」、「
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

で
な
い
」
地
域
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
今
で
は
私
た
ち
全
員
が
、

人
類
の
開
発
に
お
い
て
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
客
体
で
も
あ
る
の

で
す
。

え
る
成
果
を
ほ
と
ん
ど
あ
げ
て
い
な
い
今
の
世
界
に
対
し
て
、
非

常
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
は
ず
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
の

人
々
が
集
ま
る
こ
と
で
、
多
様
な
境
界
線
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
力
が
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
本
来
な
ら
避
け
ら
れ
る
は
ず
の
苦
し
み
や
破
壊
の
種
を
、
世
界

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
貧
し
い
人
々
に
も
た
ら
し
、
こ
の
世
界
を
分

断
し
て
い
る
紛
争
は
、
対
話
な
く
し
て
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
無
用
な
お
喋
り
に
過
ぎ
な

い
と
一
顧
だ
に
し
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
に
集
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
よ
り
良
い
世
界
を
創
る
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
は
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い

る
こ
と
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
界
に
は
戦
争
屋

が
あ
ま
り
に
大
勢
い
る
の
で
、
平
和
を
愛
す
る
者
は
黙
っ
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
私
は
上
記
の
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
私
に
は
聞
き
慣
れ
な
い
「underserved=

サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
修
正
さ
せ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
あ

り
ふ
れ
た
「underdeveloped=

十
分
開
発
さ
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
言
葉
も
、

こ
こ
で
立
ち
入
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
論
争
を
呼
ぶ
要
素
を
含

ん
で
い
ま
す
。
従
っ
て
、
私
の
テ
ー
マ
は
「
い
か
に
し
て
貧
困
を

な
く
し
、
十
分
開
発
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
教
育
を
普
及
さ
せ
る

2
貧
困

　
貧
困
は
、
従
来
の
「
開
発
途
上
」
の
概
念
を
目
に
見
え
る
形
に

し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
貧
困
と
は
、「
衣
食
住
や
保
健
衛
生
と

い
っ
た
基
本
的
な
生
活
必
需
品
が
量
・
質
と
も
に
足
り
な
い
状
況

で
あ
る
」
と
、
よ
く
説
明
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
貧
困
と
は
相

対
的
な
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
の
人
間
に
ど
れ
だ
け
の

食
料
が
必
要
か
？
　
ど
ん
な
住
居
で
あ
れ
ば
十
分
な
の
か
？
　
身

綺
麗
で
あ
る
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
衣
類
が
必
要
か
？
　
こ
う
い
っ

た
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
も
そ
れ
以
下
の
レ
ベ
ル
に
落
ち

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
最
低
限
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

安
易
に
過
剰
な
基
準
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
す
ぐ
隣
に
い
る
人
た
ち

の
差
し
迫
っ
た
困
窮
状
態
に
目
を
向
け
ま
せ
ん
。

　
貧
困
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、「
所
有
す
る
」
こ

と
と
「
存
在
す
る
」
こ
と
、
生
活
の
「
量
」
と
「
質
」
を
区
別
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
代
の
過
剰
消
費
と
い
う
生
活
様
式
は
、

私
た
ち
自
身
、
ま
た
こ
の
世
界
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い

ま
す
。
分
け
合
い
、
団
結
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
緊
急
の
務
め

な
の
で
す
。
人
類
と
い
う
家
族
の
な
か
で
、
正
義
と
フ
ェ
ア
プ
レ

イ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
な
意
志

を
奮
い
起
こ
す
こ
と
さ
え
で
き
る
な
ら
、
地
球
上
か
ら
み
じ
め
な

貧
困
を
消
滅
さ
せ
る
技
術
的
、
物
質
的
な
資
産
は
あ
る
と
科
学
的

に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

か
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
今
か
ら
私
が
簡
単
に
お
話

す
る
開
発
、
貧
困
、
そ
し
て
教
育
と
い
う
三
つ
の
概
念
を
提
起
し

て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の
順
番
で
今
か
ら
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

1
開
発

　
開
発
と
い
う
課
題
に
お
い
て
は
、
今
日
、
私
に
と
っ
て
歓
迎
す

べ
き
点
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
般
大
衆
の
個
人
、

ま
た
社
会
レ
ベ
ル
で
の
、
ま
た
物
質
面
お
よ
び
精
神
面
で
の
健
康

と
幸
福
、
つ
ま
り
全
体
的
な
人
類
の
発
展
を
目
指
す
と
い
う
点

で
す
。

　
こ
れ
は
、
従
来
の
「
開
発
」
の
概
念
に
と
っ
て
代
わ
る
新
し
い

考
え
方
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
生
活
水
準
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
と
い
っ
た
物
質
的
な
基
準
で
、
開
発
の
度
合
い
を
測
定

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、世
界
は
先
進
国
と
開
発
途
上
国
（
非

開
発
国
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）
と
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
筋
書
き
に
則
れ
ば
、
世
界
の
不
平
等
は
必
然
と
な
り
ま
す
。
貧

富
の
差
が
広
が
る
な
か
で
、
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
、
こ
の
状
況

を
ほ
ん
の
少
し
和
ら
げ
る
こ
と
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
貧
し
い
者
は
、

国
際
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
豊
か
な
人
々
の
冨
を
謳
歌
す

る
姿
を
見
な
が
ら
、
苦
し
み
に
じ
っ
と
耐
え
る
こ
と
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、国
連
で
採
択
さ
れ
た
有
名
な
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
、
貧
困
の
「
消
滅
」
で

は
な
く
「
軽
減
」
を
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
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さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
世
界
で
は
現
在
も
争
い
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
「
共
通
の
家
」
の
存
続
を
か
け
、
同
じ
船
に
乗

っ
て
い
る
運
命
共
同
体
な
の
で
す
。

西
原
　
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
は
教
育
の
欠
落
が
貧
困
を
生
み
、
ま
た
そ
れ
が
負
の

連
鎖
を
超
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
い
か
に
我
々
が
断
ち
切
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
夢
物

語
で
な
く
実
現
可
能
で
あ
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
に
お
話
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
界
を
代
表
し
て
テ
ッ
プ
ボ
ー
ン
様

（
代
理
・
ア
ン
サ
ン
・
ア
ー
ト
様
）
よ
り
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。                                                       

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
夢
の
よ
う
な
理
想
で
は
な
く
、
実
現
可
能
な
目
標
な

の
で
す
。
実
現
可
能
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
現
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
主
イ
エ
ス
は
「
貧
し
い
人
た
ち
は
い
つ
も
あ
な
た
方
と
一
緒
に

い
る
」（
マ
タ
イ
福
音
書
26
：
11
）
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
い
」（
マ
タ
イ
福
音
書
４
：

４
）
と
も
お
っ
し
ゃ
り
、「
心
の
貧
し
い
人
た
ち
は
、
幸
い
で
あ
る
」

（
マ
タ
イ
福
音
書
５
：
３
）
と
言
明
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、

当
時
の
貧
し
い
人
た
ち
に
哀
れ
み
を
示
し
、
空
腹
の
貧
者
ら
に
食

べ
物
を
与
え
る
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
さ
れ
た
の
で
す
。
極
度
の
貧

困
は
解
消
で
き
ま
す
し
、
解
消
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

3
教
育

　
教
育
は
、
人
々
を
無
知
の
世
界
か
ら
引
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
正
規
の
意
味
で
も
非
公
式
の
意
味
で
も
生
涯
に
わ
た
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
ょ
う
。
教
育
と
い
う
と
、
通
常
は
知
識
に
重
点
を

置
き
ま
す
が
、
人
生
の
智
慧
を
授
け
る
と
い
う
さ
ら
に
難
し
い
務

め
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
知
識
と
技

術
は
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
非
常
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
知
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
科
学
技
術
に
捧
げ
ら
れ
た
巨
大
な
力
を
制
御
す
る
の
に
必

要
な
智
慧
に
つ
い
て
、
人
類
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
地
球
の
将
来
は
、
い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い
る
制

テ
ッ
プ
ボ
ー
ン
（
仏
教
）
代
理

　
貧
困
撲
滅
は
主
な
テ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
り
、
過
去

も
現
在
も
、
あ
ら
ゆ
る
国

の
指
導
者
、
国
際
機
関
、

そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の

協
議
の
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。
貧
困
撲
滅
に
つ
い
て

の
話
を
す
る
時
、
私
た
ち
は
人
間
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
四

つ
の
必
需
品
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
四
つ
の
必
需
品
は
、
お
釈
迦

様
が
２
５
０
０
年
以
上
前
に
考
え
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
何
で
し

ょ
う
か
。
　

　
そ
の
四
つ
の
必
需
品
と
は
、

　
1
衣
服

　
2
食
事

　
3
居
住
地
　           

　
4
薬

で
す
。

　1
衣
服

　
　
　
人
間
は
恥
じ
ら
い
を
持
つ
高
等
生
物
で
、
人
間
社
会
の
中
　

　
　
で
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、

　
　
体
を
晒
さ
な
い
よ
う
に
覆
う
衣
服
が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
に
し

御
能
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
技
術
が
発
達
し
て
い
る
先
進
国
で
は
、
研
究
者
が
最
高
レ
ベ
ル

の
研
究
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
一
方
で
私
た
ち
は
、
人

類
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
人
た
ち
に
い
か
に
し
て
基
本
的
な

教
育
を
提
供
す
る
か
と
い
う
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
貧
し
い
人
に
と
っ
て
は
、
読
み
書
き
、
計
算
と
い
っ
た
最
低
限

の
こ
と
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
の
よ
う
な
高
度
な
こ
と
に
思
え
る

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
教
育
の
欠
如
が
さ
ら
な
る
貧
困
を
産
む
と

い
う
悪
循
環
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
悪
循
環
を
ど
こ
か
で
断

ち
切
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
セ
フ
は
、
貧
困
の
た
め
に

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が
何
百
万
人
も
い
る
と
報
告
し
て
い
ま

す
。
世
界
の
軍
事
費
の
ご
く
一
部
で
、
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

全
員
に
学
校
教
育
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の
に
。
私
た
ち
は
、
あ

と
ど
れ
く
ら
い
待
て
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

結 

論
　
い
か
に
し
て
貧
困
を
追
放
す
る
か
？
　
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

で
な
い
地
域
に
、
ど
う
や
っ
て
教
育
を
普
及
さ
せ
る
か
？
　
こ
の

疑
問
か
ら
話
を
始
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
が
考
え
る
と
こ
ろ

か
ら
、
い
く
つ
か
の
点
を
提
起
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
の
幸
福
、
人
類
の
幸
福
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
目

標
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
基
本
的
な
生
活
に
必
要

な
も
の
が
十
分
に
あ
り
、
社
会
が
安
定
し
、
同
時
に
環
境
も
保
護
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さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
世
界
で
は
現
在
も
争
い
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
「
共
通
の
家
」
の
存
続
を
か
け
、
同
じ
船
に
乗

っ
て
い
る
運
命
共
同
体
な
の
で
す
。

西
原
　
オ
ナ
イ
エ
ケ
ン
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
は
教
育
の
欠
落
が
貧
困
を
生
み
、
ま
た
そ
れ
が
負
の

連
鎖
を
超
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
い
か
に
我
々
が
断
ち
切
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
夢
物

語
で
な
く
実
現
可
能
で
あ
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
に
お
話
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
界
を
代
表
し
て
テ
ッ
プ
ボ
ー
ン
様

（
代
理
・
ア
ン
サ
ン
・
ア
ー
ト
様
）
よ
り
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。                                                       

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
夢
の
よ
う
な
理
想
で
は
な
く
、
実
現
可
能
な
目
標
な

の
で
す
。
実
現
可
能
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
現
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
主
イ
エ
ス
は
「
貧
し
い
人
た
ち
は
い
つ
も
あ
な
た
方
と
一
緒
に

い
る
」（
マ
タ
イ
福
音
書
26
：
11
）
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
い
」（
マ
タ
イ
福
音
書
４
：

４
）
と
も
お
っ
し
ゃ
り
、「
心
の
貧
し
い
人
た
ち
は
、
幸
い
で
あ
る
」

（
マ
タ
イ
福
音
書
５
：
３
）
と
言
明
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、

当
時
の
貧
し
い
人
た
ち
に
哀
れ
み
を
示
し
、
空
腹
の
貧
者
ら
に
食

べ
物
を
与
え
る
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
さ
れ
た
の
で
す
。
極
度
の
貧

困
は
解
消
で
き
ま
す
し
、
解
消
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

3
教
育

　
教
育
は
、
人
々
を
無
知
の
世
界
か
ら
引
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
正
規
の
意
味
で
も
非
公
式
の
意
味
で
も
生
涯
に
わ
た
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
ょ
う
。
教
育
と
い
う
と
、
通
常
は
知
識
に
重
点
を

置
き
ま
す
が
、
人
生
の
智
慧
を
授
け
る
と
い
う
さ
ら
に
難
し
い
務

め
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
知
識
と
技

術
は
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
非
常
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
知
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
科
学
技
術
に
捧
げ
ら
れ
た
巨
大
な
力
を
制
御
す
る
の
に
必

要
な
智
慧
に
つ
い
て
、
人
類
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
地
球
の
将
来
は
、
い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い
る
制

テ
ッ
プ
ボ
ー
ン
（
仏
教
）
代
理

　
貧
困
撲
滅
は
主
な
テ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
り
、
過
去

も
現
在
も
、
あ
ら
ゆ
る
国

の
指
導
者
、
国
際
機
関
、

そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の

協
議
の
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。
貧
困
撲
滅
に
つ
い
て

の
話
を
す
る
時
、
私
た
ち
は
人
間
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
四

つ
の
必
需
品
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
四
つ
の
必
需
品
は
、
お
釈
迦

様
が
２
５
０
０
年
以
上
前
に
考
え
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
何
で
し

ょ
う
か
。
　

　
そ
の
四
つ
の
必
需
品
と
は
、

　
1
衣
服

　
2
食
事

　
3
居
住
地
　           

　
4
薬

で
す
。

　1
衣
服

　
　
　
人
間
は
恥
じ
ら
い
を
持
つ
高
等
生
物
で
、
人
間
社
会
の
中
　

　
　
で
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、

　
　
体
を
晒
さ
な
い
よ
う
に
覆
う
衣
服
が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
に
し

御
能
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
技
術
が
発
達
し
て
い
る
先
進
国
で
は
、
研
究
者
が
最
高
レ
ベ
ル

の
研
究
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
一
方
で
私
た
ち
は
、
人

類
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
人
た
ち
に
い
か
に
し
て
基
本
的
な

教
育
を
提
供
す
る
か
と
い
う
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
貧
し
い
人
に
と
っ
て
は
、
読
み
書
き
、
計
算
と
い
っ
た
最
低
限

の
こ
と
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
の
よ
う
な
高
度
な
こ
と
に
思
え
る

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
教
育
の
欠
如
が
さ
ら
な
る
貧
困
を
産
む
と

い
う
悪
循
環
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
悪
循
環
を
ど
こ
か
で
断

ち
切
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
セ
フ
は
、
貧
困
の
た
め
に

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が
何
百
万
人
も
い
る
と
報
告
し
て
い
ま

す
。
世
界
の
軍
事
費
の
ご
く
一
部
で
、
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

全
員
に
学
校
教
育
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の
に
。
私
た
ち
は
、
あ

と
ど
れ
く
ら
い
待
て
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

結 

論
　
い
か
に
し
て
貧
困
を
追
放
す
る
か
？
　
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

で
な
い
地
域
に
、
ど
う
や
っ
て
教
育
を
普
及
さ
せ
る
か
？
　
こ
の

疑
問
か
ら
話
を
始
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
が
考
え
る
と
こ
ろ

か
ら
、
い
く
つ
か
の
点
を
提
起
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
の
幸
福
、
人
類
の
幸
福
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
目

標
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
基
本
的
な
生
活
に
必
要

な
も
の
が
十
分
に
あ
り
、
社
会
が
安
定
し
、
同
時
に
環
境
も
保
護
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　2
資
源
を
利
用
で
き
な
い
／
誤
っ
た
方
法
で
利
用
す
る

　
　
　
一
部
の
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国
は
天
然
資
源
が

　
　
豊
富
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
な
か
に
は
、
国
民
が
こ
れ
ら

　
　
の
天
然
資
源
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
キ
ル
を
持
た
な
い
た

　
　
め
に
、
何
も
で
き
ず
に
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
に
一
切
の
利
　

　
　
益
を
も
た
ら
さ
な
い
誤
っ
た
方
法
で
、
天
然
資
源
が
利
用
さ
　

　
　
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
一
部
の
豊

　
　
か
な
国
の
人
間
が
一
部
の
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国

　
　
の
天
然
資
源
が
非
常
に
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ら

　
　
の
国
の
利
己
的
な
政
府
首
脳
や
高
官
と
共
謀
し
て
、
こ
れ
ら
　

　
　
の
天
然
資
源
を
す
べ
て
搾
取
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
3
一
部
の
豊
か
な
人
々
と
国
が
富
を
分
け
与
え
な
い

　
　
　
貧
困
率
が
高
く
識
字
率
が
低
い
国
々
、
と
く
に
後
発
開
　

　
　
発
途
上
国
ま
た
は
発
展
途
上
国
の
一
部
の
人
々
は
非
常
に
裕

　
　
福
で
あ
る
も
の
の
、
国
内
の
人
々
の
発
展
、
教
育
促
進
、
ま

　
　
た
は
雇
用
創
出
を
助
け
る
た
め
に
富
を
分
け
与
え
た
が
ら

　
　
ず
、
む
し
ろ
国
外
の
銀
行
に
資
金
を
預
け
て
い
ま
す
。
い

　
　
ず
れ
に
し
て
も
、
世
界
の
一
部
の
裕
福
な
国
々
は
こ
れ
ら
の

　
　
後
発
開
発
途
上
国
ま
た
は
発
展
途
上
国
の
教
育
促
進
の
た
め

　
　
に
富
を
分
け
与
え
ま
せ
ん
。

　4
市
民
戦
争
／
社
会
紛
争

　
　
　
人
々
の
無
知
さ
と
貧
困
さ
の
度
合
い
が
非
常
に
高
い
こ
と
　
　

　
　
て
も
、
人
間
は
寒
さ
や
暑
さ
と
い
っ
た
気
温
の
変
化
か
ら
体

　
　
を
守
る
た
め
、
ま
た
昆
虫
や
動
物
に
噛
ま
れ
た
り
刺
さ
れ
た

　
　
り
し
な
い
よ
う
に
、衣
服
を
身
に
着
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　2
食
事

　
　
　
生
活
を
維
持
し
て
生
き
て
い
く
に
は
、食
事
が
必
要
で
す
。
　

　
　
人
間
が
生
き
延
び
る
に
は
、
非
常
に
高
価
で
買
え
な
い
よ
う

　
　
な
特
別
な
食
品
は
不
要
で
す
。ま
ず
ま
ず
の
品
質
で
、
日
々

　
　
の
生
活
に
十
分
な
量
の
食
事
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
　
　
　
　

　3
居
住
地

　
　
　
生
活
の
た
め
に
日
夜
働
い
た
ら
、
疲
れ
切
っ
た
仕
事
の

　
　
後
に
休
息
と
安
息
（
睡
眠
）
を
取
り
、
そ
し
て
雨
風
か
ら
身

　
　
を
守
る
居
住
地
を
必
要
と
し
ま
す
。
人
間
が
必
要
と
す
る

　
　
居
住
地
は
、
生
活
を
送
り
、
身
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
十
分

　
　
な
場
所
で
構
い
ま
せ
ん
。

　4
薬

　
　
　
人
間
に
生
ま
れ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
も
病
気
や
老
化
の
　

　
　
対
象
と
な
る
た
め
、病
気
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
そ
の
た
め
、
病
気
に
な
っ
た
時
に
治
療
で
き
る
薬
が
必
要

　
　
で
す
。
人
々
は
病
気
に
な
っ
て
よ
う
や
く
薬
物
療
法
を
探
し

　
　
始
め
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
何
ら
か
の

　
　
薬
を
備
え
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
人
々
は
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
現
在
も
同
様
の
貧
困
の
状
況
に
直

　
　
か
ら
、
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国
の
人
々
の
あ
い
だ

　
　
の
利
益
相
反
は
注
意
を
要
す
る
問
題
で
す
。
一
方
、
無
知

　
　
で
貧
し
い
と
、
人
々
は
貪
欲
な
人
々
や
あ
く
ど
い
政
治
家
に

　
　
よ
っ
て
た
や
す
く
利
用
さ
れ
、
悪
行
へ
と
誘
導
さ
れ
ま
す
。

貧
困
撲
滅
に
向
け
た
解
決
策

　
貧
困
を
撲
滅
す
る
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

   

　
す
べ
て
の
人
々
に
適
切
か
つ
十
分
な
教
育
を
施
す

　
　
　
教
育
は
、
人
々
の
全
面
的
な
社
会
参
加
を
可
能
に
し
、
暮

　
　
ら
し
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。
教
育
は
持
続
可
能
な

     

発
展
の
原
動
力
で
あ
り
、
貧
困
撲
滅
の
最
善
の
手
段
で
す
。
南

　
　
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
は
、　

　
　「
教
育
は
社
会
と
世
界
全
体
を
変
え
る
潜
在
力
が
最
も
高
い
武
　

　
　
器
で
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク

　
　
ア
ン
・
ユ
ー
元
首
相
は
「
あ
る
国
が
強
固
で
あ
る
。
そ
の
　

　
　
国
は
全
国
民
の
優
れ
た
頭
脳
に
強
く
頼
っ
て
い
る
。
国
民
の
　

　
　
頭
脳
が
優
れ
て
い
る
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
優
れ
た
教

　
　
育
と
技
能
を
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
言
い
ま
　

　
　
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
　

　
　
上
国
の
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
教
育
を
政
府
お
よ
び
行
政
の

　
　
最
優
先
事
項
と
す
る
政
策
お
よ
び
活
動
を
策
定
す
べ
き
で
す
。

　
　
・
児
童
の
早
期
保
育
・
教
育
を
通
じ
て
強
力
な
基
盤
を
築
く

面
し
て
お
り
、
適
切
な
解
決
策
が
施
さ
れ
な
け
れ
ば
今
後
も
そ
う

な
る
で
し
ょ
う
。
以
前
は
、
１
日
に
１
ド
ル
の
お
金
を
稼
げ
な
け

れ
ば
、
貧
し
い
、
ま
た
は
貧
困
線
上
で
暮
ら
し
て
い
る
と
見
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
日
の
流
れ
と
と
も
に
世
界
が
変
化

し
続
け
る
の
に
伴
い
、
生
活
水
準
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

１
日
に
1.5
ド
ル
を
稼
げ
な
け
れ
ば
、
貧
困
線
上
で
暮
ら
し
て
い
る

と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　
貧
困
の
根
本
的
な
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
？
　

　
貧
困
に
つ
な
が
る
理
由
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
こ

に
挙
げ
る
の
は
そ
の
う
ち
の
ご
く
一
部
で
す
。

　
1
無
知
　

　
2
資
源
を
利
用
で
き
な
い
／
誤
っ
た
方
法
で
利
用
す
る    

　
3
一
部
の
豊
か
な
人
々
と
国
が
富
を
分
け
与
え
な
い
　
　 　
　
　

　
4
市
民
戦
争
／
社
会
紛
争

   

1
無
知

          

後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国
で
は
読
み
書
き
で
き
　
　
　

　
　
な
い
人
々
の
比
率
が
非
常
に
高
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
国
々
は

　
　
よ
り
良
い
経
済
へ
と
発
展
で
き
ず
、
貧
困
を
撲
滅
で
き
て
い

　
　
ま
せ
ん
。
国
民
が
教
育
を
受
け
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
教
育

　
　
水
準
が
非
常
に
低
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
大
半
は
脱
却
の
方
法

　
　
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
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　2
資
源
を
利
用
で
き
な
い
／
誤
っ
た
方
法
で
利
用
す
る

　
　
　
一
部
の
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国
は
天
然
資
源
が

　
　
豊
富
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
な
か
に
は
、
国
民
が
こ
れ
ら

　
　
の
天
然
資
源
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
キ
ル
を
持
た
な
い
た

　
　
め
に
、
何
も
で
き
ず
に
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
に
一
切
の
利
　

　
　
益
を
も
た
ら
さ
な
い
誤
っ
た
方
法
で
、
天
然
資
源
が
利
用
さ
　

　
　
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
一
部
の
豊

　
　
か
な
国
の
人
間
が
一
部
の
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国

　
　
の
天
然
資
源
が
非
常
に
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ら

　
　
の
国
の
利
己
的
な
政
府
首
脳
や
高
官
と
共
謀
し
て
、
こ
れ
ら
　

　
　
の
天
然
資
源
を
す
べ
て
搾
取
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
3
一
部
の
豊
か
な
人
々
と
国
が
富
を
分
け
与
え
な
い

　
　
　
貧
困
率
が
高
く
識
字
率
が
低
い
国
々
、
と
く
に
後
発
開
　

　
　
発
途
上
国
ま
た
は
発
展
途
上
国
の
一
部
の
人
々
は
非
常
に
裕

　
　
福
で
あ
る
も
の
の
、
国
内
の
人
々
の
発
展
、
教
育
促
進
、
ま

　
　
た
は
雇
用
創
出
を
助
け
る
た
め
に
富
を
分
け
与
え
た
が
ら

　
　
ず
、
む
し
ろ
国
外
の
銀
行
に
資
金
を
預
け
て
い
ま
す
。
い

　
　
ず
れ
に
し
て
も
、
世
界
の
一
部
の
裕
福
な
国
々
は
こ
れ
ら
の

　
　
後
発
開
発
途
上
国
ま
た
は
発
展
途
上
国
の
教
育
促
進
の
た
め

　
　
に
富
を
分
け
与
え
ま
せ
ん
。

　4
市
民
戦
争
／
社
会
紛
争

　
　
　
人
々
の
無
知
さ
と
貧
困
さ
の
度
合
い
が
非
常
に
高
い
こ
と
　
　

　
　
て
も
、
人
間
は
寒
さ
や
暑
さ
と
い
っ
た
気
温
の
変
化
か
ら
体

　
　
を
守
る
た
め
、
ま
た
昆
虫
や
動
物
に
噛
ま
れ
た
り
刺
さ
れ
た

　
　
り
し
な
い
よ
う
に
、衣
服
を
身
に
着
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　2
食
事

　
　
　
生
活
を
維
持
し
て
生
き
て
い
く
に
は
、食
事
が
必
要
で
す
。
　

　
　
人
間
が
生
き
延
び
る
に
は
、
非
常
に
高
価
で
買
え
な
い
よ
う

　
　
な
特
別
な
食
品
は
不
要
で
す
。ま
ず
ま
ず
の
品
質
で
、
日
々

　
　
の
生
活
に
十
分
な
量
の
食
事
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
　
　
　
　

　3
居
住
地

　
　
　
生
活
の
た
め
に
日
夜
働
い
た
ら
、
疲
れ
切
っ
た
仕
事
の

　
　
後
に
休
息
と
安
息
（
睡
眠
）
を
取
り
、
そ
し
て
雨
風
か
ら
身

　
　
を
守
る
居
住
地
を
必
要
と
し
ま
す
。
人
間
が
必
要
と
す
る

　
　
居
住
地
は
、
生
活
を
送
り
、
身
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
十
分

　
　
な
場
所
で
構
い
ま
せ
ん
。

　4
薬

　
　
　
人
間
に
生
ま
れ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
も
病
気
や
老
化
の
　

　
　
対
象
と
な
る
た
め
、病
気
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
そ
の
た
め
、
病
気
に
な
っ
た
時
に
治
療
で
き
る
薬
が
必
要

　
　
で
す
。
人
々
は
病
気
に
な
っ
て
よ
う
や
く
薬
物
療
法
を
探
し

　
　
始
め
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
何
ら
か
の

　
　
薬
を
備
え
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
人
々
は
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
現
在
も
同
様
の
貧
困
の
状
況
に
直

　
　
か
ら
、
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国
の
人
々
の
あ
い
だ

　
　
の
利
益
相
反
は
注
意
を
要
す
る
問
題
で
す
。
一
方
、
無
知

　
　
で
貧
し
い
と
、
人
々
は
貪
欲
な
人
々
や
あ
く
ど
い
政
治
家
に

　
　
よ
っ
て
た
や
す
く
利
用
さ
れ
、
悪
行
へ
と
誘
導
さ
れ
ま
す
。

貧
困
撲
滅
に
向
け
た
解
決
策

　
貧
困
を
撲
滅
す
る
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

   

　
す
べ
て
の
人
々
に
適
切
か
つ
十
分
な
教
育
を
施
す

　
　
　
教
育
は
、
人
々
の
全
面
的
な
社
会
参
加
を
可
能
に
し
、
暮

　
　
ら
し
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。
教
育
は
持
続
可
能
な

     

発
展
の
原
動
力
で
あ
り
、
貧
困
撲
滅
の
最
善
の
手
段
で
す
。
南

　
　
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
は
、　

　
　「
教
育
は
社
会
と
世
界
全
体
を
変
え
る
潜
在
力
が
最
も
高
い
武
　

　
　
器
で
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク

　
　
ア
ン
・
ユ
ー
元
首
相
は
「
あ
る
国
が
強
固
で
あ
る
。
そ
の
　

　
　
国
は
全
国
民
の
優
れ
た
頭
脳
に
強
く
頼
っ
て
い
る
。
国
民
の
　

　
　
頭
脳
が
優
れ
て
い
る
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
優
れ
た
教

　
　
育
と
技
能
を
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
言
い
ま
　

　
　
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
　

　
　
上
国
の
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
教
育
を
政
府
お
よ
び
行
政
の

　
　
最
優
先
事
項
と
す
る
政
策
お
よ
び
活
動
を
策
定
す
べ
き
で
す
。

　
　
・
児
童
の
早
期
保
育
・
教
育
を
通
じ
て
強
力
な
基
盤
を
築
く

面
し
て
お
り
、
適
切
な
解
決
策
が
施
さ
れ
な
け
れ
ば
今
後
も
そ
う

な
る
で
し
ょ
う
。
以
前
は
、
１
日
に
１
ド
ル
の
お
金
を
稼
げ
な
け

れ
ば
、
貧
し
い
、
ま
た
は
貧
困
線
上
で
暮
ら
し
て
い
る
と
見
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
日
の
流
れ
と
と
も
に
世
界
が
変
化

し
続
け
る
の
に
伴
い
、
生
活
水
準
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

１
日
に
1.5
ド
ル
を
稼
げ
な
け
れ
ば
、
貧
困
線
上
で
暮
ら
し
て
い
る

と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　
貧
困
の
根
本
的
な
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
？
　

　
貧
困
に
つ
な
が
る
理
由
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
こ

に
挙
げ
る
の
は
そ
の
う
ち
の
ご
く
一
部
で
す
。

　
1
無
知
　

　
2
資
源
を
利
用
で
き
な
い
／
誤
っ
た
方
法
で
利
用
す
る    

　
3
一
部
の
豊
か
な
人
々
と
国
が
富
を
分
け
与
え
な
い
　
　 　
　
　

　
4
市
民
戦
争
／
社
会
紛
争

   

1
無
知

          

後
発
開
発
途
上
国
や
発
展
途
上
国
で
は
読
み
書
き
で
き
　
　
　

　
　
な
い
人
々
の
比
率
が
非
常
に
高
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
国
々
は

　
　
よ
り
良
い
経
済
へ
と
発
展
で
き
ず
、
貧
困
を
撲
滅
で
き
て
い

　
　
ま
せ
ん
。
国
民
が
教
育
を
受
け
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
教
育

　
　
水
準
が
非
常
に
低
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
大
半
は
脱
却
の
方
法

　
　
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
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て
、
政
府
は
、
豊
か
な
人
々
や
企
業
に
土
地
を
配
分
す
る
　

　
　
の
で
は
な
く
、
十
分
な
農
地
を
持
た
な
い
世
帯
や
地
域
に
よ
り
　

　
　
多
く
の
土
地
を
与
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　　〉

森
林
管
理
〉

　
　
　
森
林
は
経
済
発
展
と
貧
困
の
緩
和
も
極
め
て
重
要
な
役
　

　
　
割
を
果
た
し
ま
す
。
森
林
（
多
雨
林
）
は
季
節
や
天
候
の
規

　
　
則
性
を
保
ち
、土
地
の
侵
食
（
地
質
、池
・
河
川
・
海
な
ど
の

　
　
地
滑
り
）
を
予
防
し
、
持
続
可
能
な
環
境
の
生
態
系
を
維
持

　
　
す
る
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
天
候
が
規
則
的
で
あ
る
と
き
、
地

　
　
質
は
良
好
に
保
た
れ
、
環
境
の
生
態
系
は
適
切
に
維
持
さ
れ
、

　
　
農
家
は
十
分
な
栽
培
が
で
き
ま
す
。

　　〉

水
管
理
〉

　
　
　
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
で
は
、
多
く
の
　

　
　
人
々
の
知
識
や
技
能
は
な
お
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま

　
　
す
。
よ
っ
て
、
で
き
る
こ
と
と
言
え
ば
農
業
で
す
。
農
業
を

　
　
す
る
た
め
に
は
、
農
地
に
灌
注
す
る
た
め
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム

      

が
必
要
で
す
。

      

　
す
べ
て
の
国
の
政
府
が
上
記
の
よ
う
な
優
れ
た
資
源
管
理

　
　
を
行
っ
て
い
れ
ば
、数
々
の
点
で
有
益
で
す
。具
体
的
に
は

　
　
以
下
を
実
現
で
き
ま
す
。

         

・
食
品
の
安
全

         

・
農
産
物
の
販
売
を
通
じ
た
収
益
性

         

・
リ
ス
ク
回
避
と
将
来
起
こ
り
得
る
紛
争
の
減
少

         

・
貧
困
の
軽
減

         

・
将
来
世
代
の
福
祉

         

・
環
境
保
護

         

・
社
会
・
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展

　　
豊
か
な
国
／
人
々
は
余
剰
の
富
を
雇
用
創
出
や
教
育
支
援
の

　

　
　た
め
に
分
け
与
え
る
べ
き

         

こ
れ
ま
で
も
現
在
も
、
世
界
の
国
々
は
教
育
の
向
上
よ
り
　

　
　
も
軍
事
に
多
く
の
資
金
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で
　

　
　
貧
困
が
な
お
世
界
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で

　
　
あ
り
、
あ
ま
り
に
多
く
の
人
々
が
正
し
い
方
法
、
よ
り
良
い
暮

　
　
ら
し
に
つ
な
が
る
十
分
な
知
識
と
技
能
を
も
た
な
い
た
め
、

　
　
社
会
お
よ
び
世
界
で
多
く
の
紛
争
を
招
く
結
果
に
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。
過
去
十
年
を
見
る
と
、
世
界
は
年
間
1
兆
５
千
７
０
０

　
　
億
ド
ル
ま
た
は
１
兆
６
８
６
０
億
ド
ル
を
軍
事
に
支
出
し
て
　

　
　
い
ま
す
。一
方
で
、
教
育
の
強
化
お
よ
び
進
展
の
た
め
に
は
い

　
　
く
ら
の
資
金
が
使
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
よ
り
も
極
め
て
　

　
　
少
額
で
す
。
つ
ま
り
、
将
来
の
貧
困
、
紛
争
、
戦
争
を
撲
滅

　
　
す
る
に
は
、

　
　
・（
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
の
）
国
内
の
豊
　

　
　
か
な
人
々
は
資
金
を
海
外
の
銀
行
に
保
管
し
、
何
も
せ
ず
持

　
　
て
余
す
の
で
は
な
く
、
教
育
支
援
や
雇
用
創
出
に
配
分
す
べ

　
　
・
技
能
と
適
正
の
あ
る
分
野
で
仕
事
さ
せ
る

　
　
・
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
関
与
さ
せ
る

　
　
・
最
良
の
仕
事
を
す
る
よ
う
動
機
づ
け
る

　
　
・
人
材
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
優
れ
た
業
務
ま
た

　
　
　
は
成
果
を
高
く
評
価
す
る

　
　
・
優
れ
た
仕
事
ぶ
り
に
対
し
て
報
酬
を
与
え
る

　
　
・
信
頼
す
る

　
　
　
以
上
の
点
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
優
れ
た
知
識
と
技
能
　

　
　
を
持
つ
人
々
は
国
内
で
生
活
で
き
ず
、
自
由
を
与
え
ら
れ
、
知

　
　
識
と
技
能
を
活
か
せ
る
別
の
国
に
移
住
す
る
こ
と
を
決
断

　
　
し
ま
す
。
人
的
資
源
の
能
力
を
開
発
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
人

　
　
材
を
国
内
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
国
を
発
展

　
　
さ
せ
、
貧
困
を
撲
滅
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
発
開
発

　
　
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
お
い
て
頭
脳
流
出
は
最
も

　
　
恐
れ
る
べ
き
問
題
で
す
。

      【
天
然
資
源
】

         

天
然
資
源
に
は
非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　　 〉

土
地
管
理
〉

　
　
　
一
部
の
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
は
膨
　

　
　
大
な
土
地
が
あ
り
、
人
口
が
少
な
く
、
人
々
の
識
字
率
が
非
　

　
　
常
に
低
く
、
有
能
な
労
働
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、 

大 

     

半
の
人
々
は
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
　

　
　
・
す
べ
て
の
児
童
に
優
良
な
基
本
的
教
育
を
施
す

　
　
・
生
涯
学
習
の
重
要
部
分
と
し
て
、
青
年
・
成
人
、
お
よ
び
識

　
　
　
字
率
の
向
上
に
向
け
て
教
育
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

　
　
・
基
本
的
な
読
み
書
き
の
能
力
と
技
能
の
な
い
青
年
・
成
人
の

　
　
　
た
め
に
機
能
的
識
字
率
を
上
げ
る

　
　
・
技
能
の
低
い
人
々
向
け
に
職
業
訓
練
を
実
施
す
る

　
　
・
識
字
環
境
を
向
上
す
る

　　
資
源
は
慎
重
に
利
用
す
る

　
　
　
貧
困
の
罠
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
後
発
開
発
途
上
国 

お

　
　
よ
び
発
展
途
上
国
は
資
源
を
慎
重
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
り
　

　
　
ま
せ
ん
。
資
源
に
は
、
人
的
資
源
と
天
然
資
源
の
２
種
類
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
　【人
的
資
源
】

　
　
　
人
的
資
源
は
、
国
の
発
達
に
利
用
で
き
る
最
も
重
要
な
資

　
　
産
で
す
。
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
で
は
、
自

　
　
国
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
、
自
国
の
人
的
資
源
を
開
発
す

　
　
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
す
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
大
き

　
　
な
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
人
的
資
本
を
効
果
的
に
利
用

　
　
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
国
の
指
導
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

　
　
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
職
場
で
の
汚
職
や
縁
故
ひ
い
き
に
よ

　
　
り
、
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
の
人
的
資
源
で

　
　
は
以
下
の
こ
と
が
実
現
し
得
ま
せ
ん
。
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て
、
政
府
は
、
豊
か
な
人
々
や
企
業
に
土
地
を
配
分
す
る
　

　
　
の
で
は
な
く
、
十
分
な
農
地
を
持
た
な
い
世
帯
や
地
域
に
よ
り
　

　
　
多
く
の
土
地
を
与
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　　〉

森
林
管
理
〉

　
　
　
森
林
は
経
済
発
展
と
貧
困
の
緩
和
も
極
め
て
重
要
な
役
　

　
　
割
を
果
た
し
ま
す
。
森
林
（
多
雨
林
）
は
季
節
や
天
候
の
規

　
　
則
性
を
保
ち
、土
地
の
侵
食
（
地
質
、池
・
河
川
・
海
な
ど
の

　
　
地
滑
り
）
を
予
防
し
、
持
続
可
能
な
環
境
の
生
態
系
を
維
持

　
　
す
る
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
天
候
が
規
則
的
で
あ
る
と
き
、
地

　
　
質
は
良
好
に
保
た
れ
、
環
境
の
生
態
系
は
適
切
に
維
持
さ
れ
、

　
　
農
家
は
十
分
な
栽
培
が
で
き
ま
す
。

　　〉

水
管
理
〉

　
　
　
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
で
は
、
多
く
の
　

　
　
人
々
の
知
識
や
技
能
は
な
お
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま

　
　
す
。
よ
っ
て
、
で
き
る
こ
と
と
言
え
ば
農
業
で
す
。
農
業
を

　
　
す
る
た
め
に
は
、
農
地
に
灌
注
す
る
た
め
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム

      

が
必
要
で
す
。

      

　
す
べ
て
の
国
の
政
府
が
上
記
の
よ
う
な
優
れ
た
資
源
管
理

　
　
を
行
っ
て
い
れ
ば
、数
々
の
点
で
有
益
で
す
。具
体
的
に
は

　
　
以
下
を
実
現
で
き
ま
す
。

         

・
食
品
の
安
全

         

・
農
産
物
の
販
売
を
通
じ
た
収
益
性

         

・
リ
ス
ク
回
避
と
将
来
起
こ
り
得
る
紛
争
の
減
少

         

・
貧
困
の
軽
減

         

・
将
来
世
代
の
福
祉

         

・
環
境
保
護

         

・
社
会
・
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展

　　
豊
か
な
国
／
人
々
は
余
剰
の
富
を
雇
用
創
出
や
教
育
支
援
の

　

　
　た
め
に
分
け
与
え
る
べ
き

         

こ
れ
ま
で
も
現
在
も
、
世
界
の
国
々
は
教
育
の
向
上
よ
り
　

　
　
も
軍
事
に
多
く
の
資
金
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で
　

　
　
貧
困
が
な
お
世
界
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で

　
　
あ
り
、
あ
ま
り
に
多
く
の
人
々
が
正
し
い
方
法
、
よ
り
良
い
暮

　
　
ら
し
に
つ
な
が
る
十
分
な
知
識
と
技
能
を
も
た
な
い
た
め
、

　
　
社
会
お
よ
び
世
界
で
多
く
の
紛
争
を
招
く
結
果
に
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。
過
去
十
年
を
見
る
と
、
世
界
は
年
間
1
兆
５
千
７
０
０

　
　
億
ド
ル
ま
た
は
１
兆
６
８
６
０
億
ド
ル
を
軍
事
に
支
出
し
て
　

　
　
い
ま
す
。一
方
で
、
教
育
の
強
化
お
よ
び
進
展
の
た
め
に
は
い

　
　
く
ら
の
資
金
が
使
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
よ
り
も
極
め
て
　

　
　
少
額
で
す
。
つ
ま
り
、
将
来
の
貧
困
、
紛
争
、
戦
争
を
撲
滅

　
　
す
る
に
は
、

　
　
・（
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
の
）
国
内
の
豊
　

　
　
か
な
人
々
は
資
金
を
海
外
の
銀
行
に
保
管
し
、
何
も
せ
ず
持

　
　
て
余
す
の
で
は
な
く
、
教
育
支
援
や
雇
用
創
出
に
配
分
す
べ

　
　
・
技
能
と
適
正
の
あ
る
分
野
で
仕
事
さ
せ
る

　
　
・
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
関
与
さ
せ
る

　
　
・
最
良
の
仕
事
を
す
る
よ
う
動
機
づ
け
る

　
　
・
人
材
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
優
れ
た
業
務
ま
た

　
　
　
は
成
果
を
高
く
評
価
す
る

　
　
・
優
れ
た
仕
事
ぶ
り
に
対
し
て
報
酬
を
与
え
る

　
　
・
信
頼
す
る

　
　
　
以
上
の
点
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
優
れ
た
知
識
と
技
能
　

　
　
を
持
つ
人
々
は
国
内
で
生
活
で
き
ず
、
自
由
を
与
え
ら
れ
、
知

　
　
識
と
技
能
を
活
か
せ
る
別
の
国
に
移
住
す
る
こ
と
を
決
断

　
　
し
ま
す
。
人
的
資
源
の
能
力
を
開
発
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
人

　
　
材
を
国
内
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
国
を
発
展

　
　
さ
せ
、
貧
困
を
撲
滅
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
発
開
発

　
　
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
お
い
て
頭
脳
流
出
は
最
も

　
　
恐
れ
る
べ
き
問
題
で
す
。

      【
天
然
資
源
】

         

天
然
資
源
に
は
非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　　 〉

土
地
管
理
〉

　
　
　
一
部
の
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
は
膨
　

　
　
大
な
土
地
が
あ
り
、
人
口
が
少
な
く
、
人
々
の
識
字
率
が
非
　

　
　
常
に
低
く
、
有
能
な
労
働
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、 

大 

     

半
の
人
々
は
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
　

　
　
・
す
べ
て
の
児
童
に
優
良
な
基
本
的
教
育
を
施
す

　
　
・
生
涯
学
習
の
重
要
部
分
と
し
て
、
青
年
・
成
人
、
お
よ
び
識

　
　
　
字
率
の
向
上
に
向
け
て
教
育
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

　
　
・
基
本
的
な
読
み
書
き
の
能
力
と
技
能
の
な
い
青
年
・
成
人
の

　
　
　
た
め
に
機
能
的
識
字
率
を
上
げ
る

　
　
・
技
能
の
低
い
人
々
向
け
に
職
業
訓
練
を
実
施
す
る

　
　
・
識
字
環
境
を
向
上
す
る

　　
資
源
は
慎
重
に
利
用
す
る

　
　
　
貧
困
の
罠
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
後
発
開
発
途
上
国 

お

　
　
よ
び
発
展
途
上
国
は
資
源
を
慎
重
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
り
　

　
　
ま
せ
ん
。
資
源
に
は
、
人
的
資
源
と
天
然
資
源
の
２
種
類
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
　【人
的
資
源
】

　
　
　
人
的
資
源
は
、
国
の
発
達
に
利
用
で
き
る
最
も
重
要
な
資

　
　
産
で
す
。
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
で
は
、
自

　
　
国
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
、
自
国
の
人
的
資
源
を
開
発
す

　
　
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
す
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
大
き

　
　
な
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
人
的
資
本
を
効
果
的
に
利
用

　
　
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
国
の
指
導
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

　
　
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
職
場
で
の
汚
職
や
縁
故
ひ
い
き
に
よ

　
　
り
、
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
の
人
的
資
源
で

　
　
は
以
下
の
こ
と
が
実
現
し
得
ま
せ
ん
。
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フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
運
動
を
代

表
し
て
、
本
日
こ
こ
に
出

席
し
て
い
る
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
。
フ
ォ
コ
ラ

ー
レ
運
動
は
、
独
創
的
で

カ
リ
ス
マ
的
な
山
田
恵
諦

師
の
元
に
組
織
さ
れ
た
第

１
回
大
会
以
来
、
こ
の
比
叡
山
で
の
取
り
組
み
に
ず
っ
と
加
盟
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　「
森
の
中
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
て
き
た
本
当
の
物
語
を
お
伝
え

す
る
こ
と
で
、
私
の
思
い
を
話
し
ま
す
。
主
人
公
は
、
カ
メ
ル
ー

ン
の
英
語
圏
に
あ
る
ブ
ジ
ャ
地
方
の
森
の
中
央
部
に
住
ん
で
い
る

バ
ン
グ
ワ
族
で
す
。
１
９
６
０
年
代
、
こ
の
部
族
は
ひ
ど
い
貧
困

の
な
か
で
生
き
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
睡
眠
病
と
い
う
難
病
に
よ
っ

て
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
部
族
の
人
た
ち
は
、

彼
ら
の
王
で
あ
る
フ
ォ
ン
と
と
も
に
、
地
域
の
ア
フ
リ
カ
伝
統
宗

教
の
神
に
祈
り
ま
し
た
。
し
か
し
満
足
な
結
果
を
得
ら
れ
ず
、
地

域
の
キ
リ
ス
ト
教
の
司
教
に
神
に
祈
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。
キ
リ

ス
ト
教
は
、
そ
の
地
域
で
は
わ
ず
か
に
進
出
し
て
い
た
だ
け
で
し

た
が
、
司
教
は
医
者
を
呼
ん
で
こ
の
貧
困
地
域
で
働
か
せ
ま
し
た
。

彼
ら
は
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
運
動
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と

　
　
き
で
す
。

　
　
・
か
つ
て
貧
し
い
国
々
を
軍
需
品
で
支
援
し
て
い
た
豊
か
な

　
　
国
々
は
、
教
育
分
野
に
資
金
を
振
り
向
け
る
べ
き
で
す
。

　
　
・
世
界
の
豊
か
な
人
々
、一
部
の
豊
か
な
人
々
は
世
界
の
一
部

　
　
の
貧
し
い
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
多
く
の
富
を
有
し
て
い
ま

　
　
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
資
金
や
財
産
の
一
部
を
貧

　
　
し
い
国
々
の
教
育
分
野
の
促
進
に
寄
付
す
べ
き
で
す
。

　　
人
々
が
進
ん
で
教
育
促
進
や
他
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を

　

　
　す
る
よ
う
仕
向
け
る

　
　
　
現
在
、
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
は
、
教
　
　
　

　
　
育
分
野
で
働
く
べ
き
十
分
な
教
師
、
人
員
、
技
能
に
長
け
た

　
　
知
識
人
が
い
な
い
学
校
や
地
域
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　
　
よ
っ
て
、
仕
事
の
な
い
人
々
や
定
年
退
職
し
た
人
々
は
、
何

　
　
も
せ
ず
に
過
ご
し
た
り
、
価
値
の
な
い
物
事
に
時
間
を
費
や

　
　
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
志
願
し
て
有
益
な
時
間
を
後
発
開
発

　
　
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
学
校
・
地

　
　
域
社
会
の
た
め
に
費
や
し
、
知
識
や
技
能
を
持
て
る
よ
う
生

　
　
徒
や
地
域
社
会
の
指
導
を
支
援
す
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
米

　
　
国
は
Ｕ
Ｓ

－

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
と
称
し
て
、
国
民
を
絶
え
ず
世
界
の

　
　
多
く
の
国
々
に
派
遣
し
、
教
育
を
必
要
と
す
る
学
校
や
地
域

　
　
社
会
で
英
語
や
そ
の
他
の
技
能
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
世
界

　
　
は
、
こ
う
し
た
行
動
を
す
る
よ
り
多
く
の
組
織
や
個
人
を
必

は
何
も
言
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
決
し
て
触
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
ら
は
、
愛
、
共
感
、
慈
悲
の
精
神
で
医
者
と
し
て
た

だ
働
い
た
の
で
す
。
後
に
、
彼
ら
は
地
域
の
学
童
の
た
め
に
学
校

を
開
き
、
数
年
後
、
そ
れ
は
カ
レ
ッ
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

続
く
数
十
年
で
、
状
況
は
全
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
生

活
水
準
は
急
激
に
上
が
り
、
同
時
に
人
間
的
尊
厳
も
向
上
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
の
こ
の
地
域
は
、
行
政
官
の
い
る

文
明
化
し
た
地
域
に
な
り
、
病
院
が
地
域
の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
戦
略
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業

し
た
多
く
の
学
生
が
、
こ
の
ア
フ
リ
カ
の
国
の
他
の
地
域
や
国
外

で
職
業
を
見
つ
け
、
家
族
に
送
金
を
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ン
テ
ム
族
や
バ
ン
グ
ワ
族
の
成
功
し
た
話
の
一
つ
で
す
。

私
た
ち
の
多
く
が
、
自
分
た
ち
の
属
す
る
宗
教
組
織
が
成
し
遂
げ

た
、
こ
う
し
た
例
の
い
く
つ
か
を
共
有
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
、
公
式
や
非
公
式
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
促

進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
の
に
役
立
つ
の

で
す
。
事
実
、
世
界
の
抑
圧
さ
れ
た
地
域
で
、
貧
困
を
な
く
し
教

育
を
振
興
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
み
な
経

験
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
そ
う
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的

な
分
断
や
憎
し
み
が
、
貧
し
い
者
と
豊
か
な
者
と
の
間
の
、
あ
る

い
は
教
育
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
者
と
教
育
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て

い
る
者
と
の
間
の
ず
っ
と
続
い
て
い
る
二
分
化
か
ら
起
き
る
こ

　
　
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
貧
困
を
撲
滅
す
る
に
は
、
十
分
か
つ
正
当
な
教
育
を
施
す
こ
と 

が
非
常
に
重
要
で
す
。
我
々
は
十
分
な
資
源
管
理
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
、
豊
か
な
国
や
人
々
に
は
余
剰
資
金
を
教
育
支
援
や
雇

用
創
出
の
支
援
に
分
け
与
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
後

に
、
高
度
な
知
識
と
技
能
を
持
つ
人
々
に
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
と

技
能
を
持
つ
術
を
知
ら
な
い
人
々
の
指
導
に
能
力
を
使
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
貧
困
の
撲
滅
は
確
実
に
実

現
す
る
で
し
ょ
う
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
原
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
は
、

す
べ
て
の
人
々
に
十
分
な
教
育
を
施
す
必
要
性
と
資
源
を
大
事
に

使
う
こ
と
、
富
め
る
国
が
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
ご
指
摘

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
き
ま
し
て
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
・
ロ
ー
マ
本
部
諸
宗
教
対
話
事
務

局
共
同
代
表
・
ロ
べ
ル
ト
・
カ
タ
ラ
ー
ノ
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。 
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フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
運
動
を
代

表
し
て
、
本
日
こ
こ
に
出

席
し
て
い
る
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
。
フ
ォ
コ
ラ

ー
レ
運
動
は
、
独
創
的
で

カ
リ
ス
マ
的
な
山
田
恵
諦

師
の
元
に
組
織
さ
れ
た
第

１
回
大
会
以
来
、
こ
の
比
叡
山
で
の
取
り
組
み
に
ず
っ
と
加
盟
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　「
森
の
中
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
て
き
た
本
当
の
物
語
を
お
伝
え

す
る
こ
と
で
、
私
の
思
い
を
話
し
ま
す
。
主
人
公
は
、
カ
メ
ル
ー

ン
の
英
語
圏
に
あ
る
ブ
ジ
ャ
地
方
の
森
の
中
央
部
に
住
ん
で
い
る

バ
ン
グ
ワ
族
で
す
。
１
９
６
０
年
代
、
こ
の
部
族
は
ひ
ど
い
貧
困

の
な
か
で
生
き
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
睡
眠
病
と
い
う
難
病
に
よ
っ

て
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
部
族
の
人
た
ち
は
、

彼
ら
の
王
で
あ
る
フ
ォ
ン
と
と
も
に
、
地
域
の
ア
フ
リ
カ
伝
統
宗

教
の
神
に
祈
り
ま
し
た
。
し
か
し
満
足
な
結
果
を
得
ら
れ
ず
、
地

域
の
キ
リ
ス
ト
教
の
司
教
に
神
に
祈
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。
キ
リ

ス
ト
教
は
、
そ
の
地
域
で
は
わ
ず
か
に
進
出
し
て
い
た
だ
け
で
し

た
が
、
司
教
は
医
者
を
呼
ん
で
こ
の
貧
困
地
域
で
働
か
せ
ま
し
た
。

彼
ら
は
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
運
動
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と

　
　
き
で
す
。

　
　
・
か
つ
て
貧
し
い
国
々
を
軍
需
品
で
支
援
し
て
い
た
豊
か
な

　
　
国
々
は
、
教
育
分
野
に
資
金
を
振
り
向
け
る
べ
き
で
す
。

　
　
・
世
界
の
豊
か
な
人
々
、一
部
の
豊
か
な
人
々
は
世
界
の
一
部

　
　
の
貧
し
い
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
多
く
の
富
を
有
し
て
い
ま

　
　
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
資
金
や
財
産
の
一
部
を
貧

　
　
し
い
国
々
の
教
育
分
野
の
促
進
に
寄
付
す
べ
き
で
す
。

　　
人
々
が
進
ん
で
教
育
促
進
や
他
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を

　

　
　す
る
よ
う
仕
向
け
る

　
　
　
現
在
、
後
発
開
発
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
は
、
教
　
　
　

　
　
育
分
野
で
働
く
べ
き
十
分
な
教
師
、
人
員
、
技
能
に
長
け
た

　
　
知
識
人
が
い
な
い
学
校
や
地
域
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　
　
よ
っ
て
、
仕
事
の
な
い
人
々
や
定
年
退
職
し
た
人
々
は
、
何

　
　
も
せ
ず
に
過
ご
し
た
り
、
価
値
の
な
い
物
事
に
時
間
を
費
や

　
　
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
志
願
し
て
有
益
な
時
間
を
後
発
開
発

　
　
途
上
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
学
校
・
地

　
　
域
社
会
の
た
め
に
費
や
し
、
知
識
や
技
能
を
持
て
る
よ
う
生

　
　
徒
や
地
域
社
会
の
指
導
を
支
援
す
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
米

　
　
国
は
Ｕ
Ｓ

－

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
と
称
し
て
、
国
民
を
絶
え
ず
世
界
の

　
　
多
く
の
国
々
に
派
遣
し
、
教
育
を
必
要
と
す
る
学
校
や
地
域

　
　
社
会
で
英
語
や
そ
の
他
の
技
能
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
世
界

　
　
は
、
こ
う
し
た
行
動
を
す
る
よ
り
多
く
の
組
織
や
個
人
を
必

は
何
も
言
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
決
し
て
触
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
ら
は
、
愛
、
共
感
、
慈
悲
の
精
神
で
医
者
と
し
て
た

だ
働
い
た
の
で
す
。
後
に
、
彼
ら
は
地
域
の
学
童
の
た
め
に
学
校

を
開
き
、
数
年
後
、
そ
れ
は
カ
レ
ッ
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

続
く
数
十
年
で
、
状
況
は
全
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
生

活
水
準
は
急
激
に
上
が
り
、
同
時
に
人
間
的
尊
厳
も
向
上
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
の
こ
の
地
域
は
、
行
政
官
の
い
る

文
明
化
し
た
地
域
に
な
り
、
病
院
が
地
域
の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
戦
略
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業

し
た
多
く
の
学
生
が
、
こ
の
ア
フ
リ
カ
の
国
の
他
の
地
域
や
国
外

で
職
業
を
見
つ
け
、
家
族
に
送
金
を
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ン
テ
ム
族
や
バ
ン
グ
ワ
族
の
成
功
し
た
話
の
一
つ
で
す
。

私
た
ち
の
多
く
が
、
自
分
た
ち
の
属
す
る
宗
教
組
織
が
成
し
遂
げ

た
、
こ
う
し
た
例
の
い
く
つ
か
を
共
有
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
、
公
式
や
非
公
式
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
促

進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
の
に
役
立
つ
の

で
す
。
事
実
、
世
界
の
抑
圧
さ
れ
た
地
域
で
、
貧
困
を
な
く
し
教

育
を
振
興
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
み
な
経

験
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
そ
う
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的

な
分
断
や
憎
し
み
が
、
貧
し
い
者
と
豊
か
な
者
と
の
間
の
、
あ
る

い
は
教
育
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
者
と
教
育
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て

い
る
者
と
の
間
の
ず
っ
と
続
い
て
い
る
二
分
化
か
ら
起
き
る
こ

　
　
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
貧
困
を
撲
滅
す
る
に
は
、
十
分
か
つ
正
当
な
教
育
を
施
す
こ
と 

が
非
常
に
重
要
で
す
。
我
々
は
十
分
な
資
源
管
理
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
、
豊
か
な
国
や
人
々
に
は
余
剰
資
金
を
教
育
支
援
や
雇

用
創
出
の
支
援
に
分
け
与
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
後

に
、
高
度
な
知
識
と
技
能
を
持
つ
人
々
に
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
と

技
能
を
持
つ
術
を
知
ら
な
い
人
々
の
指
導
に
能
力
を
使
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
貧
困
の
撲
滅
は
確
実
に
実

現
す
る
で
し
ょ
う
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
原
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
は
、

す
べ
て
の
人
々
に
十
分
な
教
育
を
施
す
必
要
性
と
資
源
を
大
事
に

使
う
こ
と
、
富
め
る
国
が
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
ご
指
摘

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
き
ま
し
て
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
・
ロ
ー
マ
本
部
諸
宗
教
対
話
事
務

局
共
同
代
表
・
ロ
べ
ル
ト
・
カ
タ
ラ
ー
ノ
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。 
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と
繰
り
返
し
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
悪
な
こ
と
は
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
自
分
た
ち
の
考
え
を
広
げ
る
た
め
に
教
育
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
現
在
の
危
機
的
状
態
を
変
化

さ
せ
る
た
め
に
、
取
る
べ
き
幾
つ
か
の
手
段
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
レ
ベ
ル
で
も
地
域
的
レ
ベ
ル
で
も
、
今
明
ら
か
に
私
た
ち

が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、「
教
育
を
よ
り
人
間
的
な
も
の
に
す
る

こ
と
」
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
全
体
的
な
人
格
を
形
成

す
る
た
め
に
働
く
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
新
た
な
自
己
中
心
的
男

性
、
女
性
を
作
り
出
す
と
い
う
罠
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
の
み
可
能
な
の
で
す
。
教
育
は
、
壁
や
差
別
を
作
る
人
間
の

ク
ロ
ー
ン
を
作
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
平
和
的
で
正
し
い
世
界
を

築
く
者
と
な
れ
る
よ
う
な
、
全
体
的
な
人
間
を
作
り
出
す
こ
と
を

目
指
す
べ
き
で
す
。

　
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
第
二
の
要
素
は
、「
対
話
の
文
化
」
に

貢
献
す
る
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
で
す
。
対
話
と
は
、
人
生
に
お

け
る
基
本
的
態
度
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
実
行

す
べ
き
か
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
世
界
は
グ
ロ

ー
バ
ル
な
村
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
大
き
な
家
族
で

も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
宗
教
の
聖
書
や
創
始
者
は
、
や
り
方
は

様
々
で
す
が
、
常
に
そ
う
述
べ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
同
じ
起

源
か
ら
や
っ
て
き
て
、
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

と
を
、
私
た
ち
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
い
え
ば
、
宗
教

的
原
理
主
義
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
、
ま
さ
に
貧
困
の
た
だ
中
や
適
切

な
教
育
の
欠
如
に
そ
の
ル
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
解
決
の

た
め
の
持
続
可
能
な
提
言
を
持
っ
て
、
貧
困
や
教
育
の
欠
如
に
適

切
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
社
会
全
体
は
混
沌
と
し

て
不
安
定
さ
を
増
し
続
け
ま
す
。
私
た
ち
が
現
在
経
験
し
て
い
る

集
団
全
体
と
し
て
の
強
制
的
な
退
去
や
前
例
の
な
い
移
住
の
波
の

よ
う
な
、
大
規
模
で
克
服
で
き
そ
う
に
な
い
問
題
は
、
決
し
て
縮

小
す
る
こ
と
も
解
決
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
、
最
近

の
示
唆
に
富
む
考
察
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼
は

機
会
を
と
ら
え
て
は
強
調
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世

界
は
、
は
る
か
昔
や
少
し
前
よ
り
も
、
金
や
富
が
ず
っ
と
遠
く
ま

で
循
環
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
な
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
、
宗
教
、
言
語
集
団
の
な

か
に
、
い
か
に
多
様
な
種
類
の
壁
や
差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
か
、

そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
多
く
の
場
合
、
豊
か

さ
は
、
不
法
な
活
動
や
人
間
の
尊
厳
を
恐
ろ
し
い
ほ
ど
に
搾
取
す

る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
貧
困
は
、
こ
の
世
界

の
多
く
の
社
会
的
領
域
や
多
く
の
国
で
広
が
っ
て
い
な
が
ら
、
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
困
難
な
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
驚
き
で

こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
私
た
ち
は
み
な
、
真
実
に
向
か
っ
て
、

ま
た
正
義
や
平
和
に
向
か
っ
て
、
と
も
に
歩
む
こ
と
を
命
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
し
、
対
話
を
す
る
精
神
構
造
に
な
る
よ
う
心
を
形

成
す
る
こ
と
に
努
め
れ
ば
、
異
な
っ
た
世
界
に
も
貢
献
で
き
る
の

で
す
。
ど
ん
な
状
況
の
な
か
で
あ
れ
、
自
分
を
「
他
者
」
と
関
係

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
け
が
、
本
当
に
対
話
の
文
化
に
向
か

っ
て
自
分
た
ち
を
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

　
三
番
目
に
、
私
た
ち
は
、
教
育
を
通
じ
て
「
希
望
の
種
を
ま
く
」

よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
教
育
は
未
来
に
希
望
を
生

み
出
し
ま
す
。
異
な
っ
た
社
会
を
築
く
た
め
の
希
望
、
子
ど
も
た

ち
や
次
の
世
代
の
た
め
の
希
望
、
よ
り
健
康
で
よ
り
健
全
な
存
在

に
な
る
た
め
の
希
望
等
で
す
。

　
貧
困
や
教
育
の
欠
如
に
根
付
く
問
題
に
対
す
る
積
極
的
か
つ
建

設
的
な
答
え
に
な
り
得
る
、
こ
う
い
っ
た
や
り
方
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
行
す
る
た
め
に
、
ど
こ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
？
　
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
集
会
は
、
す
で
に
数
千
、
恐
ら
く
数
百
万
の
人
々
の

苦
難
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
非
常
に
多
く
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
、
ま
さ
に
そ
の

環
境
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
そ

こ
が
行
動
す
る
場
所
、
持
続
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
場
所
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
二
番
目
に
、
苦
痛
を

す
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
目
に
は
見
え
ず
無
視
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
と
、
最
近
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
論
じ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
無
数
の
方
法
で
、
貧
困
は
毎
日
、
私
た
ち
に
挑
戦
し

て
き
ま
す
。
苦
痛
、
疎
外
、
抑
圧
、
暴
力
、
虐
待
、
投
獄
、　
戦
争
、

自
由
や
尊
厳
の
剥
奪
、
無
視
、
無
知
、
医
療
的
緊
急
事
態
、
仕
事

の
不
足
、
密
輸
、
奴
隷
状
態
、
亡
命
、
極
端
な
貧
困
、
強
制
的
移

住
と
い
っ
た
特
徴
を
も
っ
た
外
見
を
し
て
い
ま
す
。
貧
困
は
、

卑
し
い
利
害
関
係
者
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
、
力
や
金
の
陰
謀
に

よ
っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
た
人
々
の
こ
と
で
す
。

　
世
界
レ
ベ
ル
や
国
家
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
地
域
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ

る
こ
の
大
き
な
格
差
は
、
子
ど
も
や
若
者
が
、
教
育
か
ら
妨
げ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま

す
。
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
不
利
な
状
態

を
克
服
す
る
た
め
の
、
人
間
ら
し
い
、
心
理
的
、
精
神
的
契
機
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
差
別
の
犠
牲
者
で
あ
る
人
の

集
団
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お
り
、
そ
れ
は
現
代
世
界
に
お
け
る
支

配
的
な
風
潮
だ
と
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
し
ば
し
ば
言

っ
て
い
ま
す
。
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
恐
ろ
し
く
高
価
な
場
合
も

多
く
、
社
会
の
多
く
の
場
所
で
は
、
夢
見
る
こ
と
す
ら
で
き
な

い
で
い
ま
す
。
宗
教
指
導
者
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
「
こ
の
社
会
の
現
実
を
恥
じ
て
い
る
」
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と
繰
り
返
し
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
悪
な
こ
と
は
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
自
分
た
ち
の
考
え
を
広
げ
る
た
め
に
教
育
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
現
在
の
危
機
的
状
態
を
変
化

さ
せ
る
た
め
に
、
取
る
べ
き
幾
つ
か
の
手
段
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
レ
ベ
ル
で
も
地
域
的
レ
ベ
ル
で
も
、
今
明
ら
か
に
私
た
ち

が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、「
教
育
を
よ
り
人
間
的
な
も
の
に
す
る

こ
と
」
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
全
体
的
な
人
格
を
形
成

す
る
た
め
に
働
く
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
新
た
な
自
己
中
心
的
男

性
、
女
性
を
作
り
出
す
と
い
う
罠
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
の
み
可
能
な
の
で
す
。
教
育
は
、
壁
や
差
別
を
作
る
人
間
の

ク
ロ
ー
ン
を
作
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
平
和
的
で
正
し
い
世
界
を

築
く
者
と
な
れ
る
よ
う
な
、
全
体
的
な
人
間
を
作
り
出
す
こ
と
を

目
指
す
べ
き
で
す
。

　
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
第
二
の
要
素
は
、「
対
話
の
文
化
」
に

貢
献
す
る
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
で
す
。
対
話
と
は
、
人
生
に
お

け
る
基
本
的
態
度
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
実
行

す
べ
き
か
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
世
界
は
グ
ロ

ー
バ
ル
な
村
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
大
き
な
家
族
で

も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
宗
教
の
聖
書
や
創
始
者
は
、
や
り
方
は

様
々
で
す
が
、
常
に
そ
う
述
べ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
同
じ
起

源
か
ら
や
っ
て
き
て
、
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

と
を
、
私
た
ち
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
い
え
ば
、
宗
教

的
原
理
主
義
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
、
ま
さ
に
貧
困
の
た
だ
中
や
適
切

な
教
育
の
欠
如
に
そ
の
ル
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
解
決
の

た
め
の
持
続
可
能
な
提
言
を
持
っ
て
、
貧
困
や
教
育
の
欠
如
に
適

切
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
社
会
全
体
は
混
沌
と
し

て
不
安
定
さ
を
増
し
続
け
ま
す
。
私
た
ち
が
現
在
経
験
し
て
い
る

集
団
全
体
と
し
て
の
強
制
的
な
退
去
や
前
例
の
な
い
移
住
の
波
の

よ
う
な
、
大
規
模
で
克
服
で
き
そ
う
に
な
い
問
題
は
、
決
し
て
縮

小
す
る
こ
と
も
解
決
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
、
最
近

の
示
唆
に
富
む
考
察
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼
は

機
会
を
と
ら
え
て
は
強
調
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世

界
は
、
は
る
か
昔
や
少
し
前
よ
り
も
、
金
や
富
が
ず
っ
と
遠
く
ま

で
循
環
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
な
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
、
宗
教
、
言
語
集
団
の
な

か
に
、
い
か
に
多
様
な
種
類
の
壁
や
差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
か
、

そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
多
く
の
場
合
、
豊
か

さ
は
、
不
法
な
活
動
や
人
間
の
尊
厳
を
恐
ろ
し
い
ほ
ど
に
搾
取
す

る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
貧
困
は
、
こ
の
世
界

の
多
く
の
社
会
的
領
域
や
多
く
の
国
で
広
が
っ
て
い
な
が
ら
、
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
困
難
な
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
驚
き
で

こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
私
た
ち
は
み
な
、
真
実
に
向
か
っ
て
、

ま
た
正
義
や
平
和
に
向
か
っ
て
、
と
も
に
歩
む
こ
と
を
命
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
し
、
対
話
を
す
る
精
神
構
造
に
な
る
よ
う
心
を
形

成
す
る
こ
と
に
努
め
れ
ば
、
異
な
っ
た
世
界
に
も
貢
献
で
き
る
の

で
す
。
ど
ん
な
状
況
の
な
か
で
あ
れ
、
自
分
を
「
他
者
」
と
関
係

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
け
が
、
本
当
に
対
話
の
文
化
に
向
か

っ
て
自
分
た
ち
を
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

　
三
番
目
に
、
私
た
ち
は
、
教
育
を
通
じ
て
「
希
望
の
種
を
ま
く
」

よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
教
育
は
未
来
に
希
望
を
生

み
出
し
ま
す
。
異
な
っ
た
社
会
を
築
く
た
め
の
希
望
、
子
ど
も
た

ち
や
次
の
世
代
の
た
め
の
希
望
、
よ
り
健
康
で
よ
り
健
全
な
存
在

に
な
る
た
め
の
希
望
等
で
す
。

　
貧
困
や
教
育
の
欠
如
に
根
付
く
問
題
に
対
す
る
積
極
的
か
つ
建

設
的
な
答
え
に
な
り
得
る
、
こ
う
い
っ
た
や
り
方
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
行
す
る
た
め
に
、
ど
こ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
？
　
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
集
会
は
、
す
で
に
数
千
、
恐
ら
く
数
百
万
の
人
々
の

苦
難
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
非
常
に
多
く
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
、
ま
さ
に
そ
の

環
境
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
そ

こ
が
行
動
す
る
場
所
、
持
続
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
場
所
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
二
番
目
に
、
苦
痛
を

す
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
目
に
は
見
え
ず
無
視
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
と
、
最
近
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
論
じ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
無
数
の
方
法
で
、
貧
困
は
毎
日
、
私
た
ち
に
挑
戦
し

て
き
ま
す
。
苦
痛
、
疎
外
、
抑
圧
、
暴
力
、
虐
待
、
投
獄
、　
戦
争
、

自
由
や
尊
厳
の
剥
奪
、
無
視
、
無
知
、
医
療
的
緊
急
事
態
、
仕
事

の
不
足
、
密
輸
、
奴
隷
状
態
、
亡
命
、
極
端
な
貧
困
、
強
制
的
移

住
と
い
っ
た
特
徴
を
も
っ
た
外
見
を
し
て
い
ま
す
。
貧
困
は
、

卑
し
い
利
害
関
係
者
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
、
力
や
金
の
陰
謀
に

よ
っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
た
人
々
の
こ
と
で
す
。

　
世
界
レ
ベ
ル
や
国
家
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
地
域
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ

る
こ
の
大
き
な
格
差
は
、
子
ど
も
や
若
者
が
、
教
育
か
ら
妨
げ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま

す
。
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
不
利
な
状
態

を
克
服
す
る
た
め
の
、
人
間
ら
し
い
、
心
理
的
、
精
神
的
契
機
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
差
別
の
犠
牲
者
で
あ
る
人
の

集
団
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お
り
、
そ
れ
は
現
代
世
界
に
お
け
る
支

配
的
な
風
潮
だ
と
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
し
ば
し
ば
言

っ
て
い
ま
す
。
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
恐
ろ
し
く
高
価
な
場
合
も

多
く
、
社
会
の
多
く
の
場
所
で
は
、
夢
見
る
こ
と
す
ら
で
き
な

い
で
い
ま
す
。
宗
教
指
導
者
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
「
こ
の
社
会
の
現
実
を
恥
じ
て
い
る
」
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続
き
ま
し
て
、
ガ
ン
ジ
ー
財
団
創
設
者
の
ガ
ン
ジ
ー
様
か
ら
お

話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ガ
ン
ジ
ー
（
ヒ
ン
ド
ゥ
教
）

　
こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
る

上
で
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

は
、「
貧
困
」
と
「
教
育
」

で
す
。
こ
の
二
つ
は
互
い

に
関
連
し
て
い
ま
す
。
教

育
が
な
け
れ
ば
、
貧
困
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し

く
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
で
は
、
質
の
良
い
教
育
を
受
け

る
機
会
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。  

　
で
は
、
こ
の
悪
循
環
を
打
破
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
経
済
・
貧
困
・
教
育
の
間
に
関
連
性
を
見
出
し
た
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
は
、
人
々
の
文
化
、
生
活
、
ニ
ー
ズ
に
根
ざ
し
た
教
育

に
重
き
を
お
く
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
唱
し
、
心
身
と
体

と
精
神
の
発
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
制
度
は
、
性

別
や
階
級
、
カ
ー
ス
ト
と
い
っ
た
に
障
壁
に
関
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
普
遍
的
な
も
の
で
し
た
。
ガ
ン

ジ
ー
は
、「
知
性
あ
る
真
の
教
育
は
、
手
足
や
目
耳
鼻
を
は
じ
め
と

和
ら
げ
、
本
当
の
教
育
を
進
め
る
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
が
、
い

か
に
宗
教
間
の
対
話
を
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
の
素
晴
ら
し
い

方
法
で
あ
る
か
を
、
私
た
ち
は
み
な
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
的
な
経
験
を
お
話
し
し
て
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
約
20
年
前
、
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
を
ひ
ど
い
洪
水
が
襲
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
水
が
町
に
浸
入

し
て
き
て
、
あ
ち
こ
ち
で
大
被
害
が
出
ま
し
た
。
私
が
自
分
の
宗

教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と
も
に
住
ん
で
い
た
周
辺
の
ス
ラ
ム
も
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。
友
達
と
一
緒
に
、
災
害
に
あ
っ
た
家
族
を
訪
問

す
る
た
め
に
歩
き
回
り
ま
し
た
。
目
の
前
の
絶
望
感
を
目
撃
し
て
、

そ
こ
の
数
人
の
人
と
一
緒
に
、
急
を
要
す
る
問
題
の
い
く
つ
か
を

解
決
す
る
の
に
役
立
と
う
と
、
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
を
決
心
し

ま
し
た
。「
ウ
デ
ィ
シ
ャ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
こ
う
し
て
、
ム

ン
バ
イ
の
は
ず
れ
に
あ
る
私
た
ち
の
地
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
小
さ
い
事
業
で
す
が
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
そ
の
場
所
で

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
が
私
た
ち
が
変
化
を
起
こ
せ
る
場
所

だ
か
ら
で
す
。
今
は
、
４
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
子
ど
も
や
若
者

１
２
０
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
20
年
を
経
て
、
も
っ
と
多
く

の
人
の
生
活
を
変
化
さ
せ
る
の
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
初
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
健
全

な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
競
争
の
非
常

に
激
し
い
ム
ン
バ
イ
の
学
習
環
境
で
は
、
こ
の
地
域
の
ス
ラ
ム
の

す
る
身
体
器
官
の
適
度
な
運
動
と
訓
練
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ

る
。
子
ど
も
の
教
育
は
、
役
に
立
つ
手
仕
事
を
教
え
る
こ
と
か
ら

始
め
、
学
び
始
め
て
す
ぐ
か
ら
生
産
的
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
が
よ
い
。
こ
う
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
の
み
、
心

と
精
神
は
最
大
の
発
展
を
遂
げ
る
。
一
方
、
あ
ら
ゆ
る
手
仕
事
は
、

今
日
の
よ
う
に
機
械
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
プ
ロ
セ
ス

が
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
子
ど
も
た
ち
が
科
学

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
正
し
く
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
を
確
証
も
な
く
提
案
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私

自
身
、
サ
ン
ダ
ル
作
り
や
糸
紡
ぎ
を
教
え
る
中
で
、
よ
い
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
村
の
産
業
を
媒
介
と
し
た
基
礎
教
育
の
伝
播
と

い
う
私
の
構
想
は
、
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
影
響
を
は
ら
む
、

静
か
な
社
会
革
命
の
原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
園
芸
、
農
業
、
酪
農
、
紡
績
、
そ
の
他
の
村
の
工
芸
と
い
っ
た

経
済
的
生
産
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
各
村
の
学
校
が
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
算
数
や
理
科
や
音
楽
や
文
学
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
労
働
を
楽
し
い
も
の

に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。  

　
何
年
か
前
に
、
イ
タ
リ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
『
イ
タ
リ

ア
の
学
校
変
革
論
―
落
第
生
か
ら
女
教
師
へ
の
手
紙
』
と
い
う
本

を
読
み
ま
し
た
。
彼
ら
が
住
ん
で
い
る
の
は
バ
ル
ビ
ア
ナ
と
い
う

小
さ
な
村
で
す
。
本
の
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
本
は
、
貧

子
ど
も
た
ち
は
試
験
に
合
格
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ウ

デ
ィ
シ
ャ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
１
０
０
人
以
上
の
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
、
午
後
の
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を
し
、

今
で
は
最
終
試
験
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は

試
験
に
合
格
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
素
晴
ら
し
い
成

績
を
と
る
こ
と
で
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
の
よ
い
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
か

に
は
卒
業
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
た
子
も
い
ま
す
。
１
９
９
７
年

に
勉
強
を
始
め
た
子
ど
も
の
多
く
は
、
今
で
は
雇
用
さ
れ
、
そ
の

中
に
は
、
自
分
の
生
計
や
両
親
の
た
め
に
国
外
で
働
い
て
い
る
者

も
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
と
周
囲
の
豊

か
な
地
域
出
身
の
子
ど
も
た
ち
と
の
間
に
対
話
の
文
化
を
生
み
だ

し
、
未
来
の
生
活
に
大
き
な
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
小
さ
い
例
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
問
題
の
側
よ
り
も
、
解
決
す
る
側
に
常
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
非
常
に
よ
く
表
し
て
い
る
の
で
す
。

西
原
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
引
用
し
な

が
ら
、
教
育
を
よ
り
人
間
的
な
も
の
に
、
ま
た
対
話
の
文
化
に
貢

献
す
る
こ
と
、
ま
た
教
育
を
通
じ
て
希
望
の
種
を
ま
く
こ
と
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
、
そ
の
こ
と
が
宗
教
間
対
話

の
目
的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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続
き
ま
し
て
、
ガ
ン
ジ
ー
財
団
創
設
者
の
ガ
ン
ジ
ー
様
か
ら
お

話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ガ
ン
ジ
ー
（
ヒ
ン
ド
ゥ
教
）

　
こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
る

上
で
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

は
、「
貧
困
」
と
「
教
育
」

で
す
。
こ
の
二
つ
は
互
い

に
関
連
し
て
い
ま
す
。
教

育
が
な
け
れ
ば
、
貧
困
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し

く
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
で
は
、
質
の
良
い
教
育
を
受
け

る
機
会
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。  

　
で
は
、
こ
の
悪
循
環
を
打
破
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
経
済
・
貧
困
・
教
育
の
間
に
関
連
性
を
見
出
し
た
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
は
、
人
々
の
文
化
、
生
活
、
ニ
ー
ズ
に
根
ざ
し
た
教
育

に
重
き
を
お
く
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
唱
し
、
心
身
と
体

と
精
神
の
発
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
制
度
は
、
性

別
や
階
級
、
カ
ー
ス
ト
と
い
っ
た
に
障
壁
に
関
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
普
遍
的
な
も
の
で
し
た
。
ガ
ン

ジ
ー
は
、「
知
性
あ
る
真
の
教
育
は
、
手
足
や
目
耳
鼻
を
は
じ
め
と

和
ら
げ
、
本
当
の
教
育
を
進
め
る
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
が
、
い

か
に
宗
教
間
の
対
話
を
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
の
素
晴
ら
し
い

方
法
で
あ
る
か
を
、
私
た
ち
は
み
な
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
的
な
経
験
を
お
話
し
し
て
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
約
20
年
前
、
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
を
ひ
ど
い
洪
水
が
襲
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
水
が
町
に
浸
入

し
て
き
て
、
あ
ち
こ
ち
で
大
被
害
が
出
ま
し
た
。
私
が
自
分
の
宗

教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と
も
に
住
ん
で
い
た
周
辺
の
ス
ラ
ム
も
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。
友
達
と
一
緒
に
、
災
害
に
あ
っ
た
家
族
を
訪
問

す
る
た
め
に
歩
き
回
り
ま
し
た
。
目
の
前
の
絶
望
感
を
目
撃
し
て
、

そ
こ
の
数
人
の
人
と
一
緒
に
、
急
を
要
す
る
問
題
の
い
く
つ
か
を

解
決
す
る
の
に
役
立
と
う
と
、
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
を
決
心
し

ま
し
た
。「
ウ
デ
ィ
シ
ャ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
こ
う
し
て
、
ム

ン
バ
イ
の
は
ず
れ
に
あ
る
私
た
ち
の
地
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
小
さ
い
事
業
で
す
が
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
そ
の
場
所
で

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
が
私
た
ち
が
変
化
を
起
こ
せ
る
場
所

だ
か
ら
で
す
。
今
は
、
４
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
子
ど
も
や
若
者

１
２
０
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
20
年
を
経
て
、
も
っ
と
多
く

の
人
の
生
活
を
変
化
さ
せ
る
の
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
初
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
健
全

な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
競
争
の
非
常

に
激
し
い
ム
ン
バ
イ
の
学
習
環
境
で
は
、
こ
の
地
域
の
ス
ラ
ム
の

す
る
身
体
器
官
の
適
度
な
運
動
と
訓
練
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ

る
。
子
ど
も
の
教
育
は
、
役
に
立
つ
手
仕
事
を
教
え
る
こ
と
か
ら

始
め
、
学
び
始
め
て
す
ぐ
か
ら
生
産
的
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
が
よ
い
。
こ
う
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
の
み
、
心

と
精
神
は
最
大
の
発
展
を
遂
げ
る
。
一
方
、
あ
ら
ゆ
る
手
仕
事
は
、

今
日
の
よ
う
に
機
械
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
プ
ロ
セ
ス

が
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
子
ど
も
た
ち
が
科
学

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
正
し
く
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
を
確
証
も
な
く
提
案
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私

自
身
、
サ
ン
ダ
ル
作
り
や
糸
紡
ぎ
を
教
え
る
中
で
、
よ
い
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
村
の
産
業
を
媒
介
と
し
た
基
礎
教
育
の
伝
播
と

い
う
私
の
構
想
は
、
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
影
響
を
は
ら
む
、

静
か
な
社
会
革
命
の
原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
園
芸
、
農
業
、
酪
農
、
紡
績
、
そ
の
他
の
村
の
工
芸
と
い
っ
た

経
済
的
生
産
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
各
村
の
学
校
が
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
算
数
や
理
科
や
音
楽
や
文
学
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
労
働
を
楽
し
い
も
の

に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。  

　
何
年
か
前
に
、
イ
タ
リ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
『
イ
タ
リ

ア
の
学
校
変
革
論
―
落
第
生
か
ら
女
教
師
へ
の
手
紙
』
と
い
う
本

を
読
み
ま
し
た
。
彼
ら
が
住
ん
で
い
る
の
は
バ
ル
ビ
ア
ナ
と
い
う

小
さ
な
村
で
す
。
本
の
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
本
は
、
貧

子
ど
も
た
ち
は
試
験
に
合
格
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ウ

デ
ィ
シ
ャ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
１
０
０
人
以
上
の
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
、
午
後
の
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を
し
、

今
で
は
最
終
試
験
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は

試
験
に
合
格
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
素
晴
ら
し
い
成

績
を
と
る
こ
と
で
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
の
よ
い
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
か

に
は
卒
業
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
た
子
も
い
ま
す
。
１
９
９
７
年

に
勉
強
を
始
め
た
子
ど
も
の
多
く
は
、
今
で
は
雇
用
さ
れ
、
そ
の

中
に
は
、
自
分
の
生
計
や
両
親
の
た
め
に
国
外
で
働
い
て
い
る
者

も
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
と
周
囲
の
豊

か
な
地
域
出
身
の
子
ど
も
た
ち
と
の
間
に
対
話
の
文
化
を
生
み
だ

し
、
未
来
の
生
活
に
大
き
な
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
小
さ
い
例
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
問
題
の
側
よ
り
も
、
解
決
す
る
側
に
常
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
非
常
に
よ
く
表
し
て
い
る
の
で
す
。

西
原
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
引
用
し
な

が
ら
、
教
育
を
よ
り
人
間
的
な
も
の
に
、
ま
た
対
話
の
文
化
に
貢

献
す
る
こ
と
、
ま
た
教
育
を
通
じ
て
希
望
の
種
を
ま
く
こ
と
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
、
そ
の
こ
と
が
宗
教
間
対
話

の
目
的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
学
習
は
学
校
だ
け
で
生
じ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
空
っ
ぽ
の
器
で
、

学
校
が
そ
こ
に
知
識
を
注
ぎ
込
む
わ
け
で
は
な
い
。
教
育
を
考
え

る
上
で
、
こ
の
考
え
方
は
極
め
て
重
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
い

つ
か
学
校
を
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
自
分
の
能
力
に

誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
困
難
に
自
信
を
持
っ
て
立

ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
に
書
か
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
彼
ら
が
享
受
す
る
べ
き
理
解
と
評
価
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
自
分
に
対
す
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
落
胆
、

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
の
思
考
形
成
に
お
い
て
、
両
親
、
教
師
、
友
人
、
親
戚

た
ち
は
、
と
て
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
、
大
人
が
手
本
を
示
す
こ
と
で
学
習
は
喚
起
さ
れ
ま
す
。
自
分

た
ち
が
実
践
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
よ
い
教
師
ま
た
は
親
が
最
初
に
す
る
べ

き
こ
と
は
、
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
実
践
し
、
子
ど

も
た
ち
が
一
挙
一
動
を
み
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
話
す
言
葉
一

つ
一
つ
に
も
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
周
囲
の
大
人
の
手
本
こ
そ

が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
行
動
規
範
と
な
る
の
で
す
。 

　
次
に
す
る
べ
き
こ
と
は
、
学
習
者
で
あ
る
子
ど
も
の
関
心
と
彼

ら
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
知
識
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
が
間
違
っ
た
も
の

し
い
農
家
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
と
い
う
教
育
シ
ス
テ
ム
で
経

験
す
る
窮
状
の
物
語
。
中
産
階
級
や
裕
福
な
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

が
、
難
な
く
学
校
生
活
に
溶
け
込
み
、
担
任
の
先
生
に
気
に
入
ら

れ
る
一
方
で
、
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
無
知
だ
と
い
う
レ

ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
、
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
へ
の
怒
り
の
声
で
も

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
著
者
で
あ
る
貧
し
い
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
は
、
現
行
の
教
育
シ

ス
テ
ム
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、
勇
気
を
出
し
て
、
富
裕
層
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
馴
染
も
う
と
す

る
中
で
直
面
し
て
き
た
、
自
分
た
ち
の
困
難
に
つ
い
て
書
い
て
い

ま
す
。
色
々
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
多
く
の
教
師
た
ち
が
、
貧
困
層
の
子
ど
も
が
抱
え
る
生
活

上
の
困
難
や
学
校
に
通
う
大
変
さ
を
理
解
し
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
授
業
内
容
も
、
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち
の
経
験
値
を

視
野
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
富
裕
層
の
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
見

合
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困

層
の
子
ど
も
た
ち
は
明
ら
か
に
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
こ

と
が
原
因
で
、学
習
意
欲
を
失
う
と
い
う
連
鎖
が
起
き
て
い
ま
す
。 

　
異
な
る
対
象
者
に
異
な
る
教
育
を
提
供
す
る
必
要
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
す
べ
て
の
人
に
有
効
な
、
一
つ
の
教
育
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
は
、
多
く
の
国
で

議
論
さ
れ
て
い
る
難
し
い
問
題
で
す
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ア
パ

で
あ
れ
ば
、
修
正
す
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
育
の

現
場
に
は
、
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
る
多
く
の
神
話
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
よ
い
教
育
者
は
、
こ
う
し
た
神
話
の
存
在
を
認
識
し
、
適

切
な
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
習
と
は
、
高
収
入
や
社

会
的
地
位
を
得
る
た
め
に
取
得
す
る
学
位
の
こ
と
で
は
な
く
、
知

識
の
泉
を
よ
り
豊
か
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
べ
き
で
す
。 

　
三
つ
目
に
す
る
べ
き
こ
と
は
、
心
身
と
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
意

識
す
る
こ
と
で
す
。
も
し
お
腹
が
空
い
て
い
た
ら
、
そ
の
子
は
学

習
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
き
ち
ん
と
休
息
を

取
れ
て
い
な
い
子
も
、
集
中
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
子
ど
も
の
栄
養
と
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
気

を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
１
日
1
回
の
学
校
給
食
だ
っ

た
と
し
て
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
提
供
や
ス
ト
レ
ス
・

疲
労
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
を
伝
授
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

心
と
身
体
を
ケ
ア
す
る
一
助
に
な
り
ま
す
。
本
に
は
、
遠
方
か
ら

徒
歩
ま
た
は
交
通
機
関
を
乗
り
継
い
で
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の

様
子
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
や
っ
と
た
ど
り
つ
た
学
校

で
、
尊
重
さ
れ
る
こ
と
な
く
扱
わ
れ
た
ら
、
彼
ら
は
落
胆
し
、
学

校
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
子
ど
も
の

知
識
欲
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も

の
関
心
を
刺
激
す
る
に
は
、
教
師
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

指
導
法
が
最
も
効
果
的
で
す
。 

ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
に
人
種
間
で
異
な
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
一
つ
の
人
種
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
学
習
内
容
や
学
習
法
に
お
い
て
多
く
の
機
会
を
提
供
す
る
一

方
、
別
の
人
種
に
属
す
る
子
ど
も
た
ち
に
は
学
習
機
会
を
制
限
す

る
こ
と
で
、
前
者
の
子
ど
も
た
ち
を
優
遇
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
た

抑
圧
的
な
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
教
育
を
差
異
化
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
本
で
は
、
新

し
い
革
新
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
学
習
を
強
要
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
き
、
学
習
者
に
学
習
意
欲
が
芽
生
え
た
と
い
う
興

味
深
い
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
入
学
す
る
時
点
で
、
富
裕
層
の
子
ど
も
と
貧
困
層
の
子
ど
も
と

の
間
に
知
識
の
差
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
育
シ
ス
テ
ム
に
は

富
裕
層
の
子
ど
も
向
け
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
貧

困
層
の
子
ど
も
に
は
明
ら
か
に
不
利
な
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で
著

者
ら
は
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
彼
ら
の
状
況
も
汲
み
と
る
こ

と
、
教
育
は
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
も
見
合
う
必
要
が
あ
る
と

学
校
側
に
提
案
し
ま
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
学
力
不

足
で
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
る
た
め
だ
け
に
、
学
校
に
来
て
も
仕
方

が
な
い
、
知
識
の
多
様
性
が
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
れ
ば
、
彼
ら
の

持
つ
知
識
や
知
恵
も
、
富
裕
層
の
子
ど
も
の
そ
れ
と
同
じ
価
値
を

有
し
て
い
る
は
ず
だ
と
。 
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こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
学
習
は
学
校
だ
け
で
生
じ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
空
っ
ぽ
の
器
で
、

学
校
が
そ
こ
に
知
識
を
注
ぎ
込
む
わ
け
で
は
な
い
。
教
育
を
考
え

る
上
で
、
こ
の
考
え
方
は
極
め
て
重
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
い

つ
か
学
校
を
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
自
分
の
能
力
に

誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
困
難
に
自
信
を
持
っ
て
立

ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
に
書
か
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
彼
ら
が
享
受
す
る
べ
き
理
解
と
評
価
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
自
分
に
対
す
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
落
胆
、

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
の
思
考
形
成
に
お
い
て
、
両
親
、
教
師
、
友
人
、
親
戚

た
ち
は
、
と
て
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
、
大
人
が
手
本
を
示
す
こ
と
で
学
習
は
喚
起
さ
れ
ま
す
。
自
分

た
ち
が
実
践
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
よ
い
教
師
ま
た
は
親
が
最
初
に
す
る
べ

き
こ
と
は
、
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
実
践
し
、
子
ど

も
た
ち
が
一
挙
一
動
を
み
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
話
す
言
葉
一

つ
一
つ
に
も
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
周
囲
の
大
人
の
手
本
こ
そ

が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
行
動
規
範
と
な
る
の
で
す
。 

　
次
に
す
る
べ
き
こ
と
は
、
学
習
者
で
あ
る
子
ど
も
の
関
心
と
彼

ら
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
知
識
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
が
間
違
っ
た
も
の

し
い
農
家
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
と
い
う
教
育
シ
ス
テ
ム
で
経

験
す
る
窮
状
の
物
語
。
中
産
階
級
や
裕
福
な
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

が
、
難
な
く
学
校
生
活
に
溶
け
込
み
、
担
任
の
先
生
に
気
に
入
ら

れ
る
一
方
で
、
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
無
知
だ
と
い
う
レ

ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
、
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
へ
の
怒
り
の
声
で
も

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
著
者
で
あ
る
貧
し
い
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
は
、
現
行
の
教
育
シ

ス
テ
ム
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、
勇
気
を
出
し
て
、
富
裕
層
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
馴
染
も
う
と
す

る
中
で
直
面
し
て
き
た
、
自
分
た
ち
の
困
難
に
つ
い
て
書
い
て
い

ま
す
。
色
々
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
多
く
の
教
師
た
ち
が
、
貧
困
層
の
子
ど
も
が
抱
え
る
生
活

上
の
困
難
や
学
校
に
通
う
大
変
さ
を
理
解
し
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
授
業
内
容
も
、
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち
の
経
験
値
を

視
野
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
富
裕
層
の
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
見

合
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困

層
の
子
ど
も
た
ち
は
明
ら
か
に
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
こ

と
が
原
因
で
、学
習
意
欲
を
失
う
と
い
う
連
鎖
が
起
き
て
い
ま
す
。 

　
異
な
る
対
象
者
に
異
な
る
教
育
を
提
供
す
る
必
要
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
す
べ
て
の
人
に
有
効
な
、
一
つ
の
教
育
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
は
、
多
く
の
国
で

議
論
さ
れ
て
い
る
難
し
い
問
題
で
す
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ア
パ

で
あ
れ
ば
、
修
正
す
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
育
の

現
場
に
は
、
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
る
多
く
の
神
話
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
よ
い
教
育
者
は
、
こ
う
し
た
神
話
の
存
在
を
認
識
し
、
適

切
な
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
習
と
は
、
高
収
入
や
社

会
的
地
位
を
得
る
た
め
に
取
得
す
る
学
位
の
こ
と
で
は
な
く
、
知

識
の
泉
を
よ
り
豊
か
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
べ
き
で
す
。 

　
三
つ
目
に
す
る
べ
き
こ
と
は
、
心
身
と
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
意

識
す
る
こ
と
で
す
。
も
し
お
腹
が
空
い
て
い
た
ら
、
そ
の
子
は
学

習
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
き
ち
ん
と
休
息
を

取
れ
て
い
な
い
子
も
、
集
中
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
子
ど
も
の
栄
養
と
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
気

を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
１
日
1
回
の
学
校
給
食
だ
っ

た
と
し
て
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
提
供
や
ス
ト
レ
ス
・

疲
労
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
を
伝
授
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

心
と
身
体
を
ケ
ア
す
る
一
助
に
な
り
ま
す
。
本
に
は
、
遠
方
か
ら

徒
歩
ま
た
は
交
通
機
関
を
乗
り
継
い
で
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の

様
子
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
や
っ
と
た
ど
り
つ
た
学
校

で
、
尊
重
さ
れ
る
こ
と
な
く
扱
わ
れ
た
ら
、
彼
ら
は
落
胆
し
、
学

校
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
子
ど
も
の

知
識
欲
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も

の
関
心
を
刺
激
す
る
に
は
、
教
師
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

指
導
法
が
最
も
効
果
的
で
す
。 

ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
に
人
種
間
で
異
な
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
一
つ
の
人
種
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
学
習
内
容
や
学
習
法
に
お
い
て
多
く
の
機
会
を
提
供
す
る
一

方
、
別
の
人
種
に
属
す
る
子
ど
も
た
ち
に
は
学
習
機
会
を
制
限
す

る
こ
と
で
、
前
者
の
子
ど
も
た
ち
を
優
遇
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
た

抑
圧
的
な
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
教
育
を
差
異
化
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
本
で
は
、
新

し
い
革
新
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
学
習
を
強
要
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
き
、
学
習
者
に
学
習
意
欲
が
芽
生
え
た
と
い
う
興

味
深
い
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
入
学
す
る
時
点
で
、
富
裕
層
の
子
ど
も
と
貧
困
層
の
子
ど
も
と

の
間
に
知
識
の
差
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
育
シ
ス
テ
ム
に
は

富
裕
層
の
子
ど
も
向
け
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
貧

困
層
の
子
ど
も
に
は
明
ら
か
に
不
利
な
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で
著

者
ら
は
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
彼
ら
の
状
況
も
汲
み
と
る
こ

と
、
教
育
は
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
も
見
合
う
必
要
が
あ
る
と

学
校
側
に
提
案
し
ま
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
学
力
不

足
で
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
る
た
め
だ
け
に
、
学
校
に
来
て
も
仕
方

が
な
い
、
知
識
の
多
様
性
が
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
れ
ば
、
彼
ら
の

持
つ
知
識
や
知
恵
も
、
富
裕
層
の
子
ど
も
の
そ
れ
と
同
じ
価
値
を

有
し
て
い
る
は
ず
だ
と
。 
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
は
衛
生
や
大
気
汚
染
、
死
亡
率
の
面

で
劣
っ
て
お
り
、
他
の
多
く
の
国
々
の
後
塵
を
拝
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
10
月
に
提
出
さ
れ
た
別
の
報
告
、
世
界
飢
餓
指
数
を

見
る
と
、
イ
ン
ド
は
１
１
８
ヵ
国
中
97
位
で
す
。
イ
ン
ド
は
世
界

最
大
級
の
２
つ
の
子
ど
も
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
、
６
歳

未
満
を
対
象
と
す
る
統
合
的
乳
幼
児
発
達
サ
ー
ビ
ス
と
14
歳
ま
で

の
児
童
・
生
徒
が
対
象
の
昼
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
栄
養
不
良
は
今
日
に
至
る
ま
で
何
百
万
人
も
の
子
ど
も
を
悩

ま
せ
続
け
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ド
は
幼
児
期
に
お
け
る
脅
威
の
大
き
さ
を
示
す
グ
ロ
ー
バ

ル
指
数
で
１
１
６
位
と
振
る
わ
ず
、
他
の
多
く
の
国
々
に
後
れ
を

取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
数
は
、２
０
１
７
年
６
月
に
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
が
発
表
し
た
最
新
報
告
「
奪
わ
れ
た
子
ど
も
時
代
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
で
は

毎
日
３
２
０
０
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
、
た
い
て
い
予
防
可

能
な
原
因
で
、
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
７
８
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
い
な
が
ら
働
か
さ

れ
、
８
２
２
万
人
が
児
童
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
０
～

59
ヵ
月
の
子
ど
も
た
ち
の
3
8.

7
％
が
深
刻
な
栄
養
不
良
で
す
。

５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
４
８
０
０
万
人
が
十
分
に
成
長
し
て
お

ら
ず
、
８
４
０
０
万
人
が
学
校
に
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
非

常
に
暗
い
見
通
し
で
す
。
こ
の
悲
惨
な
状
況
は
我
が
国
の
赤
貧
と

　
ま
た
、
子
ど
も
の
悪
い
面
を
叱
る
よ
り
、
よ
い
面
を
褒
め
る
こ

と
の
方
が
は
る
か
に
効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
が
し
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
間
違
い
を
気
に
す
る
よ
り
も
、
や
ろ
う
と
し
て

い
る
気
持
ち
を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
よ
い
教
育
者

は
、
子
ど
も
を
た
し
な
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
間
違
い
が

生
じ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
四
つ
目
、
そ
し
て
最
後
に
す
る
べ
き
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育

が
有
意
義
で
あ
る
た
め
に
は
、
常
に
倫
理
と
道
徳
の
視
点
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
は
各
授
業
を
通
し
て
教
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
別
途
、
話
の
読
み
聞
か
せ
や
、
よ
い
倫
理

実
践
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
暴
力
を
抑
え
る
の
は
心

で
、
心
を
決
め
る
の
は
教
育
で
す
。
教
育
で
は
宗
教
間
の
相
互
尊

厳
を
う
な
が
す
べ
き
で
す
。
信
仰
、
尊
敬
、
道
徳
が
重
視
さ
れ
る

教
育
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

西
原
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貧
困
と
教
育
の
悪
循
環
を

打
ち
破
る
具
体
的
な
方
策
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
世
界
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
文
化
財
団
理
事
長
の
ホ

ミ
・
ダ
ラ
ー
先
生
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

直
接
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
人
権
活
動
家
ジ
ェ
シ
ー
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
師
は
２
０
１
４
年
３
月
に
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
、「
貧

困
は
大
量
破
壊
兵
器
だ
―
―
貧
困
と
闘
う
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
師
は
さ
ら
に
「
資
本
と
技
術
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
て
い
る
が
、
人
権
や
労
働
者
の
権
利
、
女
性
の
権
利
、
子

ど
も
の
権
利
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
私
た
ち
が

成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　
イ
ン
ド
政
府
は
、
幼
児
死
亡
率
の
低
下
と
女
性
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
９
月
、
イ
ン
ド
新
生
児
行
動
計
画
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
で
は
毎
年
５
歳
未
満
の
子
ど
も
が
１
３
３
万
人
、
生

後
１
ヵ
月
以
内
の
乳
児
が
75
万
６
０
０
０
人
も
死
亡
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
は
、
数
十
億
ド
ル
を

寄
付
し
て
村
落
で
貴
重
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

の
お
か
げ
で
数
百
万
人
の
命
が
救
わ
れ
、
生
活
状
況
も
変
わ
り
ま

し
た
。

　
不
幸
に
も
、
人
口
の
時
限
爆
弾
が
世
界
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
半
ば
、
世
界
の
人
口
は
75
億
５
０
０
０
万

人
で
、
毎
年
８
３
０
０
万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
イ
ン

ド
の
人
口
は
現
在
13
億
４
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
、
２
０
３
０

年
に
は
15
億
１
０
０
０
万
人
に
増
え
る
で
し
ょ
う
。
イ
ン
ド
の
貧

ダ
ラ
ー
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）

　
イ
ン
ド
は
新
時
代
の
入

口
に
立
っ
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
目
覚
ま

し
い
進
歩
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
２
月

２
日
に
は
１
０
４
基
の
人

工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成

功
し
、
世
界
記
録
を
塗
り
替
え
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
国
際

開
発
セ
ン
タ
ー
の
最
新
報
告
（
２
０
１
７
年
７
月
）
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
は
経
済
成
長
率
が
最
も
高
く
、
二
〇
二
五
年
ま
で
７
・
７

％
で
成
長
す
る
見
込
み
で
す
。
イ
ン
ド
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
ア

ジ
ア
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
世
界
で
も
第
３
位
に
つ
け
て
い
ま
す
。

大
富
豪
も
23
万
６
０
０
０
人
い
ま
す
が
、
貧
富
の
差
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の
研
究
（
２
０
１
７
年
１
月
）
に
よ

る
と
、
イ
ン
ド
で
は
現
在
、
上
位
１
％
の
富
裕
層
が
総
資
産
額
の

58
％
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
で
所
得
不
平
等
が
悪

化
し
て
い
る
徴
候
で
も
あ
り
ま
す
。

　
貧
困
の
問
題
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、
三
つ

の
重
要
な
報
告
を
取
り
上
げ
ま
す
。
２
０
１
６
年
９
月
に
『
ラ
ン

セ
ッ
ト
』
誌
が
発
表
し
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
評
価
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
は
１
８
８
ヵ
国
中
１
４
３
位
で
す
。
高
度
経
済
成
長
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
は
衛
生
や
大
気
汚
染
、
死
亡
率
の
面

で
劣
っ
て
お
り
、
他
の
多
く
の
国
々
の
後
塵
を
拝
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
10
月
に
提
出
さ
れ
た
別
の
報
告
、
世
界
飢
餓
指
数
を

見
る
と
、
イ
ン
ド
は
１
１
８
ヵ
国
中
97
位
で
す
。
イ
ン
ド
は
世
界

最
大
級
の
２
つ
の
子
ど
も
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
、
６
歳

未
満
を
対
象
と
す
る
統
合
的
乳
幼
児
発
達
サ
ー
ビ
ス
と
14
歳
ま
で

の
児
童
・
生
徒
が
対
象
の
昼
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
栄
養
不
良
は
今
日
に
至
る
ま
で
何
百
万
人
も
の
子
ど
も
を
悩

ま
せ
続
け
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ド
は
幼
児
期
に
お
け
る
脅
威
の
大
き
さ
を
示
す
グ
ロ
ー
バ

ル
指
数
で
１
１
６
位
と
振
る
わ
ず
、
他
の
多
く
の
国
々
に
後
れ
を

取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
数
は
、２
０
１
７
年
６
月
に
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
が
発
表
し
た
最
新
報
告
「
奪
わ
れ
た
子
ど
も
時
代
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
で
は

毎
日
３
２
０
０
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
、
た
い
て
い
予
防
可

能
な
原
因
で
、
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
７
８
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
い
な
が
ら
働
か
さ

れ
、
８
２
２
万
人
が
児
童
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
０
～

59
ヵ
月
の
子
ど
も
た
ち
の
3
8.

7
％
が
深
刻
な
栄
養
不
良
で
す
。

５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
４
８
０
０
万
人
が
十
分
に
成
長
し
て
お

ら
ず
、
８
４
０
０
万
人
が
学
校
に
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
非

常
に
暗
い
見
通
し
で
す
。
こ
の
悲
惨
な
状
況
は
我
が
国
の
赤
貧
と

　
ま
た
、
子
ど
も
の
悪
い
面
を
叱
る
よ
り
、
よ
い
面
を
褒
め
る
こ

と
の
方
が
は
る
か
に
効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
が
し
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
間
違
い
を
気
に
す
る
よ
り
も
、
や
ろ
う
と
し
て

い
る
気
持
ち
を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
よ
い
教
育
者

は
、
子
ど
も
を
た
し
な
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
間
違
い
が

生
じ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
四
つ
目
、
そ
し
て
最
後
に
す
る
べ
き
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育

が
有
意
義
で
あ
る
た
め
に
は
、
常
に
倫
理
と
道
徳
の
視
点
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
は
各
授
業
を
通
し
て
教
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
別
途
、
話
の
読
み
聞
か
せ
や
、
よ
い
倫
理

実
践
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
暴
力
を
抑
え
る
の
は
心

で
、
心
を
決
め
る
の
は
教
育
で
す
。
教
育
で
は
宗
教
間
の
相
互
尊

厳
を
う
な
が
す
べ
き
で
す
。
信
仰
、
尊
敬
、
道
徳
が
重
視
さ
れ
る

教
育
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

西
原
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貧
困
と
教
育
の
悪
循
環
を

打
ち
破
る
具
体
的
な
方
策
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
世
界
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
文
化
財
団
理
事
長
の
ホ

ミ
・
ダ
ラ
ー
先
生
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

直
接
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
人
権
活
動
家
ジ
ェ
シ
ー
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
師
は
２
０
１
４
年
３
月
に
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
、「
貧

困
は
大
量
破
壊
兵
器
だ
―
―
貧
困
と
闘
う
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
師
は
さ
ら
に
「
資
本
と
技
術
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
て
い
る
が
、
人
権
や
労
働
者
の
権
利
、
女
性
の
権
利
、
子

ど
も
の
権
利
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
私
た
ち
が

成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　
イ
ン
ド
政
府
は
、
幼
児
死
亡
率
の
低
下
と
女
性
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
９
月
、
イ
ン
ド
新
生
児
行
動
計
画
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
で
は
毎
年
５
歳
未
満
の
子
ど
も
が
１
３
３
万
人
、
生

後
１
ヵ
月
以
内
の
乳
児
が
75
万
６
０
０
０
人
も
死
亡
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
は
、
数
十
億
ド
ル
を

寄
付
し
て
村
落
で
貴
重
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

の
お
か
げ
で
数
百
万
人
の
命
が
救
わ
れ
、
生
活
状
況
も
変
わ
り
ま

し
た
。

　
不
幸
に
も
、
人
口
の
時
限
爆
弾
が
世
界
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
半
ば
、
世
界
の
人
口
は
75
億
５
０
０
０
万

人
で
、
毎
年
８
３
０
０
万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
イ
ン

ド
の
人
口
は
現
在
13
億
４
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
、
２
０
３
０

年
に
は
15
億
１
０
０
０
万
人
に
増
え
る
で
し
ょ
う
。
イ
ン
ド
の
貧

ダ
ラ
ー
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）

　
イ
ン
ド
は
新
時
代
の
入

口
に
立
っ
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
目
覚
ま

し
い
進
歩
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
２
月

２
日
に
は
１
０
４
基
の
人

工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成

功
し
、
世
界
記
録
を
塗
り
替
え
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
国
際

開
発
セ
ン
タ
ー
の
最
新
報
告
（
２
０
１
７
年
７
月
）
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
は
経
済
成
長
率
が
最
も
高
く
、
二
〇
二
五
年
ま
で
７
・
７

％
で
成
長
す
る
見
込
み
で
す
。
イ
ン
ド
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
ア

ジ
ア
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
世
界
で
も
第
３
位
に
つ
け
て
い
ま
す
。

大
富
豪
も
23
万
６
０
０
０
人
い
ま
す
が
、
貧
富
の
差
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の
研
究
（
２
０
１
７
年
１
月
）
に
よ

る
と
、
イ
ン
ド
で
は
現
在
、
上
位
１
％
の
富
裕
層
が
総
資
産
額
の

58
％
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
で
所
得
不
平
等
が
悪

化
し
て
い
る
徴
候
で
も
あ
り
ま
す
。

　
貧
困
の
問
題
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、
三
つ

の
重
要
な
報
告
を
取
り
上
げ
ま
す
。
２
０
１
６
年
９
月
に
『
ラ
ン

セ
ッ
ト
』
誌
が
発
表
し
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
評
価
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
は
１
８
８
ヵ
国
中
１
４
３
位
で
す
。
高
度
経
済
成
長
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４
億
人
以
上
の
出
生
が
防
止
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
は
、
人
口
過
剰

を
予
防
し
て
経
済
成
長
を
促
進
し
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　「
教
育
は
世
界
を
変
え
る
た
め
に
利
用
で
き
る
最
も
強
力
な
武

器
だ
」
―
―
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

　
イ
ン
ド
に
お
け
る
大
衆
教
育
の
問
題
は
、
他
の
要
因
も
関
与
し

て
い
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
出
し
て
研
究
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
子
ど
も
の
権
利
活
動
家
カ
イ
ラ
シ

ュ
・
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
２
０
１
６
年
11
月
、
世
界
の
軍
事
費

は
年
間
１
兆
６
７
６
０
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
驚
異
的
な
予
算
の
う
ち
、
子
ど
も
た
ち
全
員
を
小
学
校
に
通

わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
金
額
は
わ
ず
か
２
２
０
億
ド
ル
―
―
世
界

の
軍
事
費
の
４.

５
日
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
彼
は
さ
ら
に
、
全
世

界
で
１
億
６
８
０
０
万
人
の
子
ど
も
が
働
き
、
５
５
０
万
人
が
奴

隷
状
態
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
人
身
売
買
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

６
年
ほ
ど
前
に
は
４
５
０
億
ド
ル
で
し
た
が
、
最
新
の
数
字
で
は

１
５
０
０
億
ド
ル
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
は
世
界
で
最
も
急
成

長
し
て
い
る
経
済
だ
が
、
児
童
奴
隷
や
人
身
売
買
、
危
険
な
職
業

へ
の
従
事
、
麻
薬
の
密
売
な
ど
、
最
悪
の
形
態
の
児
童
労
働
の
汚

名
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
に
は
、
学

困
問
題
を
研
究
す
る
に
は
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
と
い
っ
た
要
因

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
間
約
１
６
０
０
万
人
が
生

ま
れ
て
い
る
中
で
、
政
府
は
追
加
の
住
宅
や
学
校
、
病
院
、
食
糧

生
産
な
ど
に
対
処
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
毎
月
１
０
０
万
人
の
若

者
が
労
働
力
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
仕
事
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が
国
の
人
口
抑
制
政
策
は
あ
ま
り
成
功
し

て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
多
面
的
な
戦
略
で
あ
り
、
女
性
の
権

限
を
強
化
す
べ
き
で
す
。
イ
ン
ド
の
大
部
分
の
地
域
で
、
女
性
は

自
分
が
産
む
子
ど
も
の
数
を
ほ
と
ん
ど
管
理
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
今
も
男
児
に
こ
だ
わ
る
農
村
部
に
特
に
当
て
は
ま
り
ま
す
―

―
家
族
は
今
後
も
、
ま
ず
1
人
、
さ
ら
に
は
2
人
目
の
男
の
子
を

持
と
う
と
必
死
に
な
る
で
し
ょ
う
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
入
手
し
や
す

く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
意
に
反
し
た
妊
娠
の

防
止
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ/

エ
イ
ズ
対
策
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。
男
女
の
避
妊
手
術
も
広
く
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

タ
イ
は
コ
ン
ド
ー
ム
の
大
規
模
な
使
用
・
普
及
に
よ
っ
て
家
族
安

定
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
痛
ま
し
い
こ
と
に
、
イ
ン
ド
で
は
毎
日
２
０
０
人
の
女
性
が
出

産
の
際
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
開
始
さ
れ
た

P
radhan M

antri S
urakshit M

atriva A
bhiyan

は
、
毎

月
９
日
に
全
国
の
指
定
病
院
で
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
無
料
の
妊

婦
管
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
５
０
０
万

校
に
通
っ
て
い
る
は
ず
の
年
齢
な
の
に
通
っ
て
い
な
い
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
２
億
人
い
ま
す
。
６
０
０
０
万
人
の
子
ど
も
が
一
度

も
学
校
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
１
億
４
０
０
０
万
人
が
学
校
を

中
退
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
、
負

の
三
角
関
係
（
児
童
労
働
、
貧
困
、
非
識
字
）
が
あ
る
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
親
が
極
貧
で
失
業
し
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
は
働
か

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
２
０
１
７
年
７
月
に
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
タ
ー
マ
ン
・
シ
ャ
ン
ム
ガ
ラ
ト
ナ
ム
副
総
理
は
、

２
０
１
７
年
デ
リ
ー
経
済
秘
密
会
議
で
「
イ
ン
ド
に
と
っ
て
最
大

の
課
題
は
雇
用
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
さ
ら
に
こ
う
言
い
ま
す
。「
教
育
は

２
０
０
９
年
教
育
権
法
に
定
め
る
基
本
的
権
利
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
施
の
失
敗
と
政
策
ギ
ャ
ッ
プ
が
原

因
で
教
育
効
果
が
低
下
し
て
い
る
」。
毎
年
６
月
12
日
を
児
童
労

働
反
対
世
界
デ
ー
と
し
て
記
念
す
る
と
い
う
２
０
１
２
年
の
国
際

労
働
機
関
に
よ
る
決
定
は
、
前
向
き
な
一
歩
で
し
た
。
イ
ン
ド
政

府
の
福
祉
制
度
、
と
く
に
昼
食
制
度
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
の
就

学
率
が
大
幅
に
上
昇
し
て
児
童
労
働
が
減
少
し
た
、
と
彼
は
指
摘

し
ま
す
。
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
、
宗
教
指
導
者
が
人
身
売
買
と

児
童
労
働
に
反
論
す
べ
き
だ
と
さ
ら
に
示
唆
し
、
児
童
福
祉
に
取

り
組
も
う
と
い
う
政
治
的
意
思
と
社
会
意
識
が
足
り
な
い
と
述
べ

て
い
ま
す
。

人
を
超
え
る
女
性
が
質
の
高
い
妊
産
婦
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
５
６
０
万
人
以
上
の
妊
婦
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ド
ラ

ダ
ヌ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
も
と
で
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
た
。

家
族
計
画
は
イ
ン
ド
で
最
も
重
要
的
な
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

で
す
。
イ
ン
ド
は
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
て
お
り
、
過
去
10
年
間
に

出
産
率
が
２
・
７
か
ら
２
・
１
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。
政
府
は
保
健

制
度
に
、
注
射
や
週
１
回
の
無
料
の
ピ
ル
と
い
っ
た
避
妊
方
法
も

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
推
計
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

お
か
げ
で
、
２
０
１
７
年
に
は
１
億
３
７
０
０
万
人
近
く
の
女

性
が
現
代
的
な
避
妊
法
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
利
用
の
結

果
、
３
９
０
０
万
件
の
望
ま
な
い
妊
娠
が
防
止
さ
れ
、
ほ
ぼ

１
２
０
０
万
件
の
危
険
な
妊
娠
中
絶
と
４
万
３
０
０
０
件
の
妊
産

婦
死
亡
が
回
避
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
貧
困
水
準
も
低

下
す
る
は
ず
で
す
。

　
貧
困
を
根
絶
し
、
飢
餓
や
栄
養
不
良
の
苦
難
と
闘
い
、
教
育
水

準
と
就
学
率
を
高
め
、
効
果
的
な
保
健
イ
ン
フ
ラ
を
確
保
す
る
た

め
に
、
イ
ン
ド
は
積
極
的
に
人
口
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
国
の
一
人
っ
子
政
策
は
妊
娠
中
絶
の
強
制
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
、
こ
れ
は
人
権
侵
害
で
し
た
。
２
０
１
５
年
10
月
、
中
国
は
40

年
近
く
続
い
た
旧
政
策
を
廃
止
し
、
夫
婦
が
２
人
目
の
子
ど
も
を

産
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
前
の
政
策
に
よ
り
、
中
国
全
土
で

140　141



分科会2

４
億
人
以
上
の
出
生
が
防
止
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
は
、
人
口
過
剰

を
予
防
し
て
経
済
成
長
を
促
進
し
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　「
教
育
は
世
界
を
変
え
る
た
め
に
利
用
で
き
る
最
も
強
力
な
武

器
だ
」
―
―
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

　
イ
ン
ド
に
お
け
る
大
衆
教
育
の
問
題
は
、
他
の
要
因
も
関
与
し

て
い
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
出
し
て
研
究
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
子
ど
も
の
権
利
活
動
家
カ
イ
ラ
シ

ュ
・
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
２
０
１
６
年
11
月
、
世
界
の
軍
事
費

は
年
間
１
兆
６
７
６
０
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
驚
異
的
な
予
算
の
う
ち
、
子
ど
も
た
ち
全
員
を
小
学
校
に
通

わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
金
額
は
わ
ず
か
２
２
０
億
ド
ル
―
―
世
界

の
軍
事
費
の
４.

５
日
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
彼
は
さ
ら
に
、
全
世

界
で
１
億
６
８
０
０
万
人
の
子
ど
も
が
働
き
、
５
５
０
万
人
が
奴

隷
状
態
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
人
身
売
買
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

６
年
ほ
ど
前
に
は
４
５
０
億
ド
ル
で
し
た
が
、
最
新
の
数
字
で
は

１
５
０
０
億
ド
ル
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
は
世
界
で
最
も
急
成

長
し
て
い
る
経
済
だ
が
、
児
童
奴
隷
や
人
身
売
買
、
危
険
な
職
業

へ
の
従
事
、
麻
薬
の
密
売
な
ど
、
最
悪
の
形
態
の
児
童
労
働
の
汚

名
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
に
は
、
学

困
問
題
を
研
究
す
る
に
は
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
と
い
っ
た
要
因

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
間
約
１
６
０
０
万
人
が
生

ま
れ
て
い
る
中
で
、
政
府
は
追
加
の
住
宅
や
学
校
、
病
院
、
食
糧

生
産
な
ど
に
対
処
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
毎
月
１
０
０
万
人
の
若

者
が
労
働
力
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
仕
事
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が
国
の
人
口
抑
制
政
策
は
あ
ま
り
成
功
し

て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
多
面
的
な
戦
略
で
あ
り
、
女
性
の
権

限
を
強
化
す
べ
き
で
す
。
イ
ン
ド
の
大
部
分
の
地
域
で
、
女
性
は

自
分
が
産
む
子
ど
も
の
数
を
ほ
と
ん
ど
管
理
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
今
も
男
児
に
こ
だ
わ
る
農
村
部
に
特
に
当
て
は
ま
り
ま
す
―

―
家
族
は
今
後
も
、
ま
ず
1
人
、
さ
ら
に
は
2
人
目
の
男
の
子
を

持
と
う
と
必
死
に
な
る
で
し
ょ
う
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
入
手
し
や
す

く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
意
に
反
し
た
妊
娠
の

防
止
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ/

エ
イ
ズ
対
策
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。
男
女
の
避
妊
手
術
も
広
く
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

タ
イ
は
コ
ン
ド
ー
ム
の
大
規
模
な
使
用
・
普
及
に
よ
っ
て
家
族
安

定
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
痛
ま
し
い
こ
と
に
、
イ
ン
ド
で
は
毎
日
２
０
０
人
の
女
性
が
出

産
の
際
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
開
始
さ
れ
た

P
radhan M

antri S
urakshit M

atriva A
bhiyan

は
、
毎

月
９
日
に
全
国
の
指
定
病
院
で
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
無
料
の
妊

婦
管
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
５
０
０
万

校
に
通
っ
て
い
る
は
ず
の
年
齢
な
の
に
通
っ
て
い
な
い
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
２
億
人
い
ま
す
。
６
０
０
０
万
人
の
子
ど
も
が
一
度

も
学
校
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
１
億
４
０
０
０
万
人
が
学
校
を

中
退
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
、
負

の
三
角
関
係
（
児
童
労
働
、
貧
困
、
非
識
字
）
が
あ
る
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
親
が
極
貧
で
失
業
し
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
は
働
か

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
２
０
１
７
年
７
月
に
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
タ
ー
マ
ン
・
シ
ャ
ン
ム
ガ
ラ
ト
ナ
ム
副
総
理
は
、

２
０
１
７
年
デ
リ
ー
経
済
秘
密
会
議
で
「
イ
ン
ド
に
と
っ
て
最
大

の
課
題
は
雇
用
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
さ
ら
に
こ
う
言
い
ま
す
。「
教
育
は

２
０
０
９
年
教
育
権
法
に
定
め
る
基
本
的
権
利
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
施
の
失
敗
と
政
策
ギ
ャ
ッ
プ
が
原

因
で
教
育
効
果
が
低
下
し
て
い
る
」。
毎
年
６
月
12
日
を
児
童
労

働
反
対
世
界
デ
ー
と
し
て
記
念
す
る
と
い
う
２
０
１
２
年
の
国
際

労
働
機
関
に
よ
る
決
定
は
、
前
向
き
な
一
歩
で
し
た
。
イ
ン
ド
政

府
の
福
祉
制
度
、
と
く
に
昼
食
制
度
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
の
就

学
率
が
大
幅
に
上
昇
し
て
児
童
労
働
が
減
少
し
た
、
と
彼
は
指
摘

し
ま
す
。
サ
テ
ィ
ー
ア
ー
テ
ィ
は
、
宗
教
指
導
者
が
人
身
売
買
と

児
童
労
働
に
反
論
す
べ
き
だ
と
さ
ら
に
示
唆
し
、
児
童
福
祉
に
取

り
組
も
う
と
い
う
政
治
的
意
思
と
社
会
意
識
が
足
り
な
い
と
述
べ

て
い
ま
す
。

人
を
超
え
る
女
性
が
質
の
高
い
妊
産
婦
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
５
６
０
万
人
以
上
の
妊
婦
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ド
ラ

ダ
ヌ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
も
と
で
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
た
。

家
族
計
画
は
イ
ン
ド
で
最
も
重
要
的
な
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

で
す
。
イ
ン
ド
は
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
て
お
り
、
過
去
10
年
間
に

出
産
率
が
２
・
７
か
ら
２
・
１
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。
政
府
は
保
健

制
度
に
、
注
射
や
週
１
回
の
無
料
の
ピ
ル
と
い
っ
た
避
妊
方
法
も

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
推
計
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

お
か
げ
で
、
２
０
１
７
年
に
は
１
億
３
７
０
０
万
人
近
く
の
女

性
が
現
代
的
な
避
妊
法
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
利
用
の
結

果
、
３
９
０
０
万
件
の
望
ま
な
い
妊
娠
が
防
止
さ
れ
、
ほ
ぼ

１
２
０
０
万
件
の
危
険
な
妊
娠
中
絶
と
４
万
３
０
０
０
件
の
妊
産

婦
死
亡
が
回
避
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
貧
困
水
準
も
低

下
す
る
は
ず
で
す
。

　
貧
困
を
根
絶
し
、
飢
餓
や
栄
養
不
良
の
苦
難
と
闘
い
、
教
育
水

準
と
就
学
率
を
高
め
、
効
果
的
な
保
健
イ
ン
フ
ラ
を
確
保
す
る
た

め
に
、
イ
ン
ド
は
積
極
的
に
人
口
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
国
の
一
人
っ
子
政
策
は
妊
娠
中
絶
の
強
制
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
、
こ
れ
は
人
権
侵
害
で
し
た
。
２
０
１
５
年
10
月
、
中
国
は
40

年
近
く
続
い
た
旧
政
策
を
廃
止
し
、
夫
婦
が
２
人
目
の
子
ど
も
を

産
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
前
の
政
策
に
よ
り
、
中
国
全
土
で
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ま
し
た
。
こ
の
N
G
O
は
、
こ
れ
ま
で
に
イ
ン
ド
の
僻
地
で
31
万

人
以
上
の
少
女
の
教
育
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ル
ド
フ

ァ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
僻
地
の
少
女
に
必
要
性
の

高
い
自
転
車
を
与
え
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
し
、
教
育
を
受
け
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
イ
ン
ド
を
は
じ
め

11
ヵ
国
に
普
及
し
て
い
る
ド
リ
ー
ム
・
バ
イ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

西
原
　
イ
ン
ド
の
具
体
的
状
況
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貧
困
を
漠
然
と
し
た
概
念
と
し
て
語
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な

デ
ー
タ
ー
を
も
っ
て
そ
の
根
源
を
探
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
事
務
議
長
の
デ
ィ
ン
・
シ

ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
少
女
に
関
す
る
限
り
、
イ
ン
ド
は
不
平
等
と
の
闘
い
に
惨
敗
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
７
月
に
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム

と
開
発
金
融
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
ま
と
め
た
不
平
等
指
数
レ

ポ
ー
ト
で
、
イ
ン
ド
は
１
５
２
ヵ
国
中
１
３
２
位
で
し
た
。
こ
の

指
数
は
、
不
平
等
の
削
減
に
対
す
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
各
国
を

評
価
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
現
在
も
未
成
年
者
の
結
婚
が

続
い
て
お
り
、
女
児
の
教
育
の
大
き
な
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
９
月
に
提
出
さ
れ
た
国
連
報
告
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド

は
世
界
で
２
番
目
に
未
成
年
者
の
結
婚
が
多
い
国
で
す
。
未
成
年

者
の
結
婚
は
違
法
で
す
が
、
２
０
１
１
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

イ
ン
ド
に
は
10
～
14
歳
の
年
齢
層
で
離
婚
を
経
験
し
て
い
る
未
成

年
者
が
１
万
２
１
０
５
人
お
り
、
さ
ら
に
数
千
人
の
未
登
録
者
が

い
ま
す
。

　
女
児
が
直
面
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
災
難
は
、
女
の
胎
児
の
堕

胎
で
す
。
女
児
の
生
存
の
た
め
の
闘
い
は
子
宮
の
な
か
で
始
ま
り

ま
す
。
２
０
１
１
年
の
国
勢
調
査
を
見
る
と
、
合
計
３
８
０
０
万

人
の
女
性
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
エ
イ

ド
の
報
告
書
「
姿
を
消
す
娘
た
ち
を
探
し
て
」（
２
０
０
８
年
６
月
）

に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
は
過
去
20
年
間
に
１
０
０
０
万
人
以
上
の

女
の
胎
児
が
親
に
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
女
児
向
け
に
政
府
が
開
始
し
た
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、B

eti B
achao B

eti P
adhao

（
女
児
の
保
護
と
教
育
）

シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）

　
国
家
元
首
・
政
府
首
班

経
験
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
る

と
、
い
ま
世
界
中
で
被
害

が
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
被
害
は
貧
困
、
非

識
字
、
後
進
性
、
不
公
正
、
差
別
、
環
境
破
壊
、
多
様
な
暴
力
の

形
で
表
れ
て
お
り
、
貧
困
と
非
識
字
の
二
つ
が
と
く
に
目
立
ち
ま

す
。

　
貧
困
と
貧
困
線
以
下
の
生
活
は
、
世
界
の
多
く
の
地
域
、
特
に

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る

現
象
で
す
。
世
界
銀
行
が
発
表
し
た
世
界
の
貧
困
に
関
す
る
最
新

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、約
7
億
6,
7
0
0
万
人
が
国
際
貧
困
線
（
１

人
当
た
り
１
日
１
・
9
0
ド
ル
の
所
得
）
以
下
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
１
日
の
最
低
所
得
を
１
人
当
た
り
１
ド
ル
ま
で
引
き
下
げ
る

と
、
貧
困
者
の
数
は
10
億
人
を
超
え
ま
す
。M

ax R
oser and 

Esteban O
rtiz-O

spina

に
よ
る
と
、
国
際
貧
困
線
は
極
め
て

低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
低
水
準
以
下
の

生
活
を
表
現
す
る
に
は
「
極
貧
」
と
い
う
言
葉
が
適
切
で
す
。
極

貧
は
ま
さ
に
最
も
困
窮
し
て
い
る
人
々
を
表
す
が
ゆ
え
に
、
こ
の

で
す
。
要
す
る
に
女
の
子
に
、
生
ま
れ
、
愛
さ
れ
、
成
長
す
る
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

は
、
現
在
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
男
女
比
や
少
女
の
栄
養
状
態
を
改
善

し
、
適
切
な
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
２
０
１
７
年
７
月
９

日
に
元
イ
ン
ド
大
統
領
の
プ
ラ
ナ
ブ
・
ム
カ
ル
ジ
ー
氏
が
開
始
し

た
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
僻
地
に
教
育
を
導
入
す
る
た
め
の

「S
w

ayam

」
と
「S

w
ayam

 P
rabha

」
で
し
た
。
こ
の
大
規

模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
ま
す
。
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
、
１
０
０
万
人
の
学
生
が
同
時
に
受
講
で
き
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
ポ
ー
タ
ル
で
４
０
８
の
コ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
座
は
デ
ジ
タ
ル
教
室
を
通
し
て
提
供

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
無
料
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
ラ
ト
ナ
・
ニ
デ
ィ
が
ア
リ
バ
バ
・
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
ク
ロ
ス

ワ
ー
ズ
と
協
力
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
に

教
育
を
提
供
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

２
０
１
６
年
8
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ミ
リ
オ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
（
Ｍ
Ｍ
Ｂ
）
と
い
う

名
称
で
、
イ
ン
ド
国
内
の1

万
の
学
校
や
大
学
に
１
０
０
万
冊

の
本
を
無
料
で
寄
贈
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
数
千
人
が

20
万
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
21
年
前
に
実
業
家
の
ア
ナ

ン
ド
・
マ
ヒ
ン
ド
ラ
が
ナ
ニ
・
カ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
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ま
し
た
。
こ
の
N
G
O
は
、
こ
れ
ま
で
に
イ
ン
ド
の
僻
地
で
31
万

人
以
上
の
少
女
の
教
育
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ル
ド
フ

ァ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
僻
地
の
少
女
に
必
要
性
の

高
い
自
転
車
を
与
え
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
し
、
教
育
を
受
け
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
イ
ン
ド
を
は
じ
め

11
ヵ
国
に
普
及
し
て
い
る
ド
リ
ー
ム
・
バ
イ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

西
原
　
イ
ン
ド
の
具
体
的
状
況
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貧
困
を
漠
然
と
し
た
概
念
と
し
て
語
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な

デ
ー
タ
ー
を
も
っ
て
そ
の
根
源
を
探
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
事
務
議
長
の
デ
ィ
ン
・
シ

ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
少
女
に
関
す
る
限
り
、
イ
ン
ド
は
不
平
等
と
の
闘
い
に
惨
敗
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
７
月
に
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム

と
開
発
金
融
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
ま
と
め
た
不
平
等
指
数
レ

ポ
ー
ト
で
、
イ
ン
ド
は
１
５
２
ヵ
国
中
１
３
２
位
で
し
た
。
こ
の

指
数
は
、
不
平
等
の
削
減
に
対
す
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
各
国
を

評
価
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
現
在
も
未
成
年
者
の
結
婚
が

続
い
て
お
り
、
女
児
の
教
育
の
大
き
な
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
９
月
に
提
出
さ
れ
た
国
連
報
告
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド

は
世
界
で
２
番
目
に
未
成
年
者
の
結
婚
が
多
い
国
で
す
。
未
成
年

者
の
結
婚
は
違
法
で
す
が
、
２
０
１
１
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

イ
ン
ド
に
は
10
～
14
歳
の
年
齢
層
で
離
婚
を
経
験
し
て
い
る
未
成

年
者
が
１
万
２
１
０
５
人
お
り
、
さ
ら
に
数
千
人
の
未
登
録
者
が

い
ま
す
。

　
女
児
が
直
面
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
災
難
は
、
女
の
胎
児
の
堕

胎
で
す
。
女
児
の
生
存
の
た
め
の
闘
い
は
子
宮
の
な
か
で
始
ま
り

ま
す
。
２
０
１
１
年
の
国
勢
調
査
を
見
る
と
、
合
計
３
８
０
０
万

人
の
女
性
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
エ
イ

ド
の
報
告
書
「
姿
を
消
す
娘
た
ち
を
探
し
て
」（
２
０
０
８
年
６
月
）

に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
は
過
去
20
年
間
に
１
０
０
０
万
人
以
上
の

女
の
胎
児
が
親
に
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
女
児
向
け
に
政
府
が
開
始
し
た
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、B

eti B
achao B

eti P
adhao

（
女
児
の
保
護
と
教
育
）

シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
（
諸
宗
教
対
話
組
織
）

　
国
家
元
首
・
政
府
首
班

経
験
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
る

と
、
い
ま
世
界
中
で
被
害

が
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
被
害
は
貧
困
、
非

識
字
、
後
進
性
、
不
公
正
、
差
別
、
環
境
破
壊
、
多
様
な
暴
力
の

形
で
表
れ
て
お
り
、
貧
困
と
非
識
字
の
二
つ
が
と
く
に
目
立
ち
ま

す
。

　
貧
困
と
貧
困
線
以
下
の
生
活
は
、
世
界
の
多
く
の
地
域
、
特
に

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る

現
象
で
す
。
世
界
銀
行
が
発
表
し
た
世
界
の
貧
困
に
関
す
る
最
新

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、約
7
億
6,
7
0
0
万
人
が
国
際
貧
困
線
（
１

人
当
た
り
１
日
１
・
9
0
ド
ル
の
所
得
）
以
下
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
１
日
の
最
低
所
得
を
１
人
当
た
り
１
ド
ル
ま
で
引
き
下
げ
る

と
、
貧
困
者
の
数
は
10
億
人
を
超
え
ま
す
。M

ax R
oser and 

Esteban O
rtiz-O

spina

に
よ
る
と
、
国
際
貧
困
線
は
極
め
て

低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
低
水
準
以
下
の

生
活
を
表
現
す
る
に
は
「
極
貧
」
と
い
う
言
葉
が
適
切
で
す
。
極

貧
は
ま
さ
に
最
も
困
窮
し
て
い
る
人
々
を
表
す
が
ゆ
え
に
、
こ
の

で
す
。
要
す
る
に
女
の
子
に
、
生
ま
れ
、
愛
さ
れ
、
成
長
す
る
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

は
、
現
在
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
男
女
比
や
少
女
の
栄
養
状
態
を
改
善

し
、
適
切
な
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
２
０
１
７
年
７
月
９

日
に
元
イ
ン
ド
大
統
領
の
プ
ラ
ナ
ブ
・
ム
カ
ル
ジ
ー
氏
が
開
始
し

た
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
僻
地
に
教
育
を
導
入
す
る
た
め
の

「S
w

ayam

」
と
「S

w
ayam

 P
rabha

」
で
し
た
。
こ
の
大
規

模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
ま
す
。
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
、
１
０
０
万
人
の
学
生
が
同
時
に
受
講
で
き
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
ポ
ー
タ
ル
で
４
０
８
の
コ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
座
は
デ
ジ
タ
ル
教
室
を
通
し
て
提
供

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
無
料
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
ラ
ト
ナ
・
ニ
デ
ィ
が
ア
リ
バ
バ
・
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
ク
ロ
ス

ワ
ー
ズ
と
協
力
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
に

教
育
を
提
供
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

２
０
１
６
年
8
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ミ
リ
オ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
（
Ｍ
Ｍ
Ｂ
）
と
い
う

名
称
で
、
イ
ン
ド
国
内
の1

万
の
学
校
や
大
学
に
１
０
０
万
冊

の
本
を
無
料
で
寄
贈
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
数
千
人
が

20
万
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
21
年
前
に
実
業
家
の
ア
ナ

ン
ド
・
マ
ヒ
ン
ド
ラ
が
ナ
ニ
・
カ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
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状
態
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
国
際
貧

困
線
よ
り
か
な
り
上
の
生
活
条
件
も
貧
困
・
困
窮
と
表
現
で
き
る

点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
１
・
9
0
ド
ル
の
国
際
貧
困
線
よ
り
高
い
貧
困
線
の
下
で
生
活

す
る
人
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
布
も
取
り
上
げ
ま
す
（"G

lobal 

Extrem
e P

overty", O
ur W

orld in D
ata, 2

7
 M

arch, 

2
0

1
7

）。

　
非
識
字
も
同
様
で
、
依
然
と
し
て
世
界
的
な
問
題
で
す
。
世

界
の
識
字
率
は
男
性
が
9
0
・
０
％
、
女
性
が
8
2
・
７
％
で

す
。
こ
の
率
は
国
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
先
進
国
9
9
・
２
％

（
２
０
１
３
年
）、
オ
セ
ア
ニ
ア
7
1
・
３
％
、
南
ア
ジ
ア
・
西

ア
ジ
ア
7
0
・
２
％
（
２
０
１
５
年
）、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ

6
4
・
０
％
（W

ikipedia

、
２
０
１
５
年
）
で
す
。
非
識
字
は

発
展
途
上
国
で
特
に
広
く
見
ら
れ
ま
す
。
南
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
お

よ
び
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
国
々
は
、
非
識
字
率
が
約
40
～

50
％
と
最
も
高
い
地
域
で
す
。
東
ア
ジ
ア
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

非
識
字
率
は
10
～
15
％
で
す
が
、
先
進
国
の
非
識
字
率
は
数
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
子
ど
も
の
非
識
字
で
す
。
読

み
書
き
能
力
は
人
間
の
潜
在
能
力
を
解
き
放
ち
、
発
達
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。
健
康
状
態
を
改
善
し
、
雇
用
機
会
を
広
げ
、
よ

り
安
全
で
安
定
し
た
社
会
を
生
み
出
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ム
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
、
強
力
な
正
当
化
の
根
拠

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗
教
的
な
教
え
、
宗
教
指
導
者
、
宗

教
法
人
・
団
体
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
道
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
り
大
き
な
成
功
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
異
教
徒
間
の
連
絡
や
協
力
が
急
速
に
深
ま
れ
ば
、
宗
教
を

真
剣
に
受
け
止
め
る
人
々
が
加
わ
る
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

功
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
一
方
で
は
、
宗
教
が
社
会
に
深
く
根
づ
い
て
お
り
、
宗

教
が
人
間
の
現
代
的
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
は
、
万
人
に
と
っ
て
の
恩
恵
・
慈
悲

と
し
て
の
宗
教
の
意
味
を
実
現
す
る
方
法
や
、
現
代
生
活
に
お
い

て
宗
教
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
り
よ
い
役
割
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　
現
代
に
お
い
て
は
、
人
々
は
宗
教
を
、
開
発
課
題
の
成
功
を
促

進
す
る
有
意
義
な
教
示
や
価
値
観
と
み
な
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
宗
教
が
今
な
お
社
会
で
強
力
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
多
く
の

ア
ジ
ア
諸
国
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
が
宗
教
団

体
に
よ
っ
て
強
力
に
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。
儀
式
の
い
く
つ
か
の

面
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
宗
教
に
は
繁
栄
と
安
全
、
平
和
を
生
み

出
す
と
い
う
共
通
の
使
命
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
の
こ
の
普
遍
的
な

使
命
は
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
の
人
々
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

２
０
１
３
／
２
０
１
４
年
の
ユ
ネ
ス
コ
報
告
に
よ
る
と
、
世
界
中

で
２
億
５
０
０
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
読
み
書
き
・
計
算
の
基

礎
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
５
７
０
０
万
人

―
―
恵
ま
れ
な
い
生
い
立
ち
の
子
ど
も
や
紛
争
地
域
に
暮
ら
す

子
ど
も
、
障
害
児
、
少
女
が
不
釣
合
い
に
多
い
―
―
は
、
そ
も

そ
も
学
校
に
入
学
し
て
い
ま
せ
ん
（A

ll C
hildren R

eading, 

２
０
１
７
）。
非
識
字
の
問
題
は
各
国
の
教
育
水
準
と
密
接
に
関

連
し
て
い
ま
す
。
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
の
水
準
が
高
い
ほ
ど
、

非
識
字
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
非
識
字
の
問
題
は
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
い
て
い
な
い
地
域
や
僻
地
で
目
立
ち
ま
す
。

　
宗
教
は
、
世
界
の
貧
困
・
非
識
字
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
、
と
く
に
多
く
の
国
々
で
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
地
域
や
僻
地
に
暮
ら
す
恵
ま
れ
な

い
人
々
の
た
め
に
、
人
道
的
行
動
に
関
し
て
他
宗
教
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
ま
す
。

　〈宗
教
の
役
割
〉

　
宗
教
の
最
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
は
、
国
内
レ
ベ
ル
か
ら
国
際

レ
ベ
ル
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
貧
困
、
非
識
字
、
病
気
、

災
害
か
ら
暴
力
的
過
激
主
義
や
テ
ロ
ま
で
多
く
の
問
題
に
お
い

て
、
人
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
支
援

す
る
こ
と
で
す
。
宗
教
は
、
人
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ

分
野
の
開
発
行
為
や
人
道
的
行
動
の
た
め
に
建
設
的
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
構
築
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
私
見
に

よ
れ
ば
、
宗
教
は
ま
さ
に
人
類
の
た
め
に
神
が
与
え
て
く
れ
た
も

の
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
信
仰
を
異
に
す
る
人
々
が
協
力
し
て
共
通
の
行
動
を
発
展
さ

せ
、
共
通
の
責
任
で
共
通
の
敵
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
近
代
化
の
過
程
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
恵
ま
れ
な
い
人
々

は
、
開
発
の
犠
牲
者
で
す
。
通
常
、
開
発
は
都
市
部
に
集
中
し
て

お
り
、
農
村
や
僻
地
に
暮
ら
す
人
々
は
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
ず
、

教
育
を
受
け
ず
、
貧
し
い
状
態
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
発
展
途

上
国
や
低
開
発
国
の
開
発
は
多
く
の
場
合
、
非
識
字
と
貧
困
の
悪

循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

層
、
主
に
貧
困
層
と
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
々
に
配
慮
す
る
こ

と
は
、
社
会
の
責
任
で
あ
る
と
と
も
に
宗
教
の
責
任
で
も
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
の
宗
教
が
信
奉
者
に
人
間
の
救
済
に
取
り
組
む
よ
う

教
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
悪
循
環
を
好
循
環
に
変
え
る
の
は
宗
教

の
高
潔
な
責
務
で
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
の
人
々
が
、
サ

ー
ビ
ス
の
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
や
僻
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

分科会２
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状
態
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
国
際
貧

困
線
よ
り
か
な
り
上
の
生
活
条
件
も
貧
困
・
困
窮
と
表
現
で
き
る

点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
１
・
9
0
ド
ル
の
国
際
貧
困
線
よ
り
高
い
貧
困
線
の
下
で
生
活

す
る
人
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
布
も
取
り
上
げ
ま
す
（"G

lobal 

Extrem
e P

overty", O
ur W

orld in D
ata, 2

7
 M

arch, 

2
0

1
7

）。

　
非
識
字
も
同
様
で
、
依
然
と
し
て
世
界
的
な
問
題
で
す
。
世

界
の
識
字
率
は
男
性
が
9
0
・
０
％
、
女
性
が
8
2
・
７
％
で

す
。
こ
の
率
は
国
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
先
進
国
9
9
・
２
％

（
２
０
１
３
年
）、
オ
セ
ア
ニ
ア
7
1
・
３
％
、
南
ア
ジ
ア
・
西

ア
ジ
ア
7
0
・
２
％
（
２
０
１
５
年
）、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ

6
4
・
０
％
（W

ikipedia

、
２
０
１
５
年
）
で
す
。
非
識
字
は

発
展
途
上
国
で
特
に
広
く
見
ら
れ
ま
す
。
南
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
お

よ
び
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
国
々
は
、
非
識
字
率
が
約
40
～

50
％
と
最
も
高
い
地
域
で
す
。
東
ア
ジ
ア
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

非
識
字
率
は
10
～
15
％
で
す
が
、
先
進
国
の
非
識
字
率
は
数
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
子
ど
も
の
非
識
字
で
す
。
読

み
書
き
能
力
は
人
間
の
潜
在
能
力
を
解
き
放
ち
、
発
達
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。
健
康
状
態
を
改
善
し
、
雇
用
機
会
を
広
げ
、
よ

り
安
全
で
安
定
し
た
社
会
を
生
み
出
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ム
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
、
強
力
な
正
当
化
の
根
拠

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗
教
的
な
教
え
、
宗
教
指
導
者
、
宗

教
法
人
・
団
体
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
道
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
り
大
き
な
成
功
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
異
教
徒
間
の
連
絡
や
協
力
が
急
速
に
深
ま
れ
ば
、
宗
教
を

真
剣
に
受
け
止
め
る
人
々
が
加
わ
る
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

功
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
一
方
で
は
、
宗
教
が
社
会
に
深
く
根
づ
い
て
お
り
、
宗

教
が
人
間
の
現
代
的
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
は
、
万
人
に
と
っ
て
の
恩
恵
・
慈
悲

と
し
て
の
宗
教
の
意
味
を
実
現
す
る
方
法
や
、
現
代
生
活
に
お
い

て
宗
教
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
り
よ
い
役
割
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　
現
代
に
お
い
て
は
、
人
々
は
宗
教
を
、
開
発
課
題
の
成
功
を
促

進
す
る
有
意
義
な
教
示
や
価
値
観
と
み
な
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
宗
教
が
今
な
お
社
会
で
強
力
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
多
く
の

ア
ジ
ア
諸
国
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
が
宗
教
団

体
に
よ
っ
て
強
力
に
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。
儀
式
の
い
く
つ
か
の

面
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
宗
教
に
は
繁
栄
と
安
全
、
平
和
を
生
み

出
す
と
い
う
共
通
の
使
命
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
の
こ
の
普
遍
的
な

使
命
は
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
の
人
々
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

２
０
１
３
／
２
０
１
４
年
の
ユ
ネ
ス
コ
報
告
に
よ
る
と
、
世
界
中

で
２
億
５
０
０
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
読
み
書
き
・
計
算
の
基

礎
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
５
７
０
０
万
人

―
―
恵
ま
れ
な
い
生
い
立
ち
の
子
ど
も
や
紛
争
地
域
に
暮
ら
す

子
ど
も
、
障
害
児
、
少
女
が
不
釣
合
い
に
多
い
―
―
は
、
そ
も

そ
も
学
校
に
入
学
し
て
い
ま
せ
ん
（A

ll C
hildren R

eading, 

２
０
１
７
）。
非
識
字
の
問
題
は
各
国
の
教
育
水
準
と
密
接
に
関

連
し
て
い
ま
す
。
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
の
水
準
が
高
い
ほ
ど
、

非
識
字
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
非
識
字
の
問
題
は
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
い
て
い
な
い
地
域
や
僻
地
で
目
立
ち
ま
す
。

　
宗
教
は
、
世
界
の
貧
困
・
非
識
字
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
、
と
く
に
多
く
の
国
々
で
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
地
域
や
僻
地
に
暮
ら
す
恵
ま
れ
な

い
人
々
の
た
め
に
、
人
道
的
行
動
に
関
し
て
他
宗
教
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
ま
す
。

　〈宗
教
の
役
割
〉

　
宗
教
の
最
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
は
、
国
内
レ
ベ
ル
か
ら
国
際

レ
ベ
ル
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
貧
困
、
非
識
字
、
病
気
、

災
害
か
ら
暴
力
的
過
激
主
義
や
テ
ロ
ま
で
多
く
の
問
題
に
お
い

て
、
人
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
支
援

す
る
こ
と
で
す
。
宗
教
は
、
人
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ

分
野
の
開
発
行
為
や
人
道
的
行
動
の
た
め
に
建
設
的
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
構
築
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
私
見
に

よ
れ
ば
、
宗
教
は
ま
さ
に
人
類
の
た
め
に
神
が
与
え
て
く
れ
た
も

の
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
信
仰
を
異
に
す
る
人
々
が
協
力
し
て
共
通
の
行
動
を
発
展
さ

せ
、
共
通
の
責
任
で
共
通
の
敵
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
近
代
化
の
過
程
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
恵
ま
れ
な
い
人
々

は
、
開
発
の
犠
牲
者
で
す
。
通
常
、
開
発
は
都
市
部
に
集
中
し
て

お
り
、
農
村
や
僻
地
に
暮
ら
す
人
々
は
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
ず
、

教
育
を
受
け
ず
、
貧
し
い
状
態
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
発
展
途

上
国
や
低
開
発
国
の
開
発
は
多
く
の
場
合
、
非
識
字
と
貧
困
の
悪

循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

層
、
主
に
貧
困
層
と
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
々
に
配
慮
す
る
こ

と
は
、
社
会
の
責
任
で
あ
る
と
と
も
に
宗
教
の
責
任
で
も
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
の
宗
教
が
信
奉
者
に
人
間
の
救
済
に
取
り
組
む
よ
う

教
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
悪
循
環
を
好
循
環
に
変
え
る
の
は
宗
教

の
高
潔
な
責
務
で
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
の
人
々
が
、
サ

ー
ビ
ス
の
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
や
僻
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
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実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
テ
ッ
プ
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
第

一
に
、
年
齢
別
に
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
る
た
め
に
実
態
を
調

査
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
戦
略
計
画
に
従
っ
て
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
案
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
よ
り
自
発
的
な
方
針
と
持
続
可

能
な
開
発
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
・
実
施
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
貧
困
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
教
育
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
両
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
貧
困
撲
滅
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
権
限
強
化
戦
略
を
利
用
し
、
魚
で
は

な
く
「
釣
り
針
」
を
与
え
て
人
々
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
起
業
家
向
け
の
訓
練

や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
込
み
、
資
本
や
練
習
、
実
習
に

よ
っ
て
人
々
が
事
業
を
経
営
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関
を
設
立
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
経
済
権
限
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
好
例
は
、
社
会
に
お
い
て
協
同
組
合
か
グ
ラ
ミ

ン
銀
行
モ
デ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
機
関
は
、
ひ
い
て

は
人
々
の
自
己
開
発
を
支
援
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
最
初
に
十
分
な
資
本
ま
た
は
回
転
資
金
と
、
発
展
力
の

あ
る
販
売
網
を
必
要
と
し
ま
す
。
回
転
資
金
は
出
資
機
関
か
ら
、

あ
る
い
は
協
同
組
合
を
通
し
て
地
域
社
会
内
部
か
ら
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
各
製
品
を
地
域
外
に
販
売
す
る
た
め
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
が

性
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
諸
宗
教
対
話
局
長
の
シ
ル
ベ

ス
ト
ロ
・
ベ
ハ
ン
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

ベ
ハ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）

　「
主
が
平
和
を
も
た
ら
し

ま
す
よ
う
に
！
」（
ア
ッ

シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

こ
の
祝
福
は
、「
ア
ッ
シ
ジ

の
精
神
」
に
沿
っ
て
組
織

さ
れ
た
、
日
本
で
の
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年

記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
際
し
て
、
ア
ッ
シ

ジ
市
の
中
心
か
ら
、
聖
な
る
托
鉢
修
道
会
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
名

に
お
い
て
、
ま
た
、
全
て
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
か
ら
、
届
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ロ
ー
マ
法
王
、
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
は
、
１
９
８
６
年
10

月
27
日
ア
ッ
シ
ジ
に
お
い
て
祝
福
さ
れ
た
祈
り
の
集
い
か
ら
生
ま

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
私
た
ち
全
員
に
実
現
す
る
よ
う
求
め
、
次

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
私
た
ち
は
、
本
当
の<

ア
ッ
シ
ジ
の
精
神>

を
生
か
し
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
一
貫
性
と
誠
実
さ
の
た
め
だ

大
き
な
障
害
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
他
の
地
域
に
対
し
て

門
戸
を
開
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
人
々
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
権
限
強
化
は
、
サ

ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
で
貧
困
を
根
絶
す
る
効
果
的

な
方
法
で
す
。
喜
捨
や
慈
善
な
ど
の
宗
教
的
な
教
え
が
重
要
で
あ

り
、
貧
困
撲
滅
の
た
め
に
う
ま
く
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
者
へ
の
配
慮
と
他
者
と
の
共
有
は
、
こ
の
点
で
二
つ
の
重
要
な

宗
教
的
価
値
観
で
す
。
宗
教
的
博
愛
は
、
資
本
主
義
経
済
に
起
因

す
る
経
済
格
差
や
経
済
的
不
公
平
の
実
行
可
能
な
解
決
策
で
す
。

　
人
々
の
経
済
権
限
強
化
は
社
会
の
非
識
字
問
題
を
解
決
す
る
道

を
開
く
で
し
ょ
う
。
教
育
の
欠
如
は
貧
困
に
影
響
を
与
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
貧
困
も
ま
た
教
育
の
欠
如
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
問
題
は
同
時
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
宗
教
団
体
は
、
地
域
社
会
の
教
育
開
発
に
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
系
組
織
が
世
界
中
で

何
千
も
の
学
校
を
運
営
し
て
い
る
事
実
は
、
宗
教
が
非
識
字
問
題

の
解
決
策
で
あ
る
と
い
う
証
拠
に
な
る
で
し
ょ
う
。
宗
教
が
問
題

の
一
部
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
原
　
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
先
生
か
ら
は
、
教
育
の
欠
如
と
い
う

も
の
が
貧
困
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
貧
困
が
教
育
の
欠
如
を
も
た

ら
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
の
重
要

け
で
は
な
く
、
未
来
の
世
代
に
向
け
て
希
望
の
原
動
力
を
与
え
る

た
め
で
す
。『
貧
し
き
者
（P

overello
）』
の
市
に
お
い
て
、
私

た
ち
は
継
続
す
べ
き
共
通
の
旅
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
他
の
道

を
探
す
こ
と
を
排
除
し
ま
せ
ん
し
、
精
神
的
基
盤
の
上
に
築
か
れ

た
確
固
た
る
平
和
に
向
け
た
新
し
い
手
段
を
模
索
す
る
こ
と
も
排

除
し
ま
せ
ん
」　（
第
25
回
世
界
平
和
の
日
へ
向
け
た
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
Ⅱ
世
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
１
９
９
２
年
１
月
１
日
）。

　
そ
の
た
め
に
、
ロ
ー
マ
法
王
は
ア
ッ
シ
ジ
に
赴
き
、
神
か
ら
の

平
和
の
贈
り
物
を
祈
願
す
る
の
で
す
。
ア
ッ
シ
ジ
で
、
平
和
の
構

築
に
自
分
自
身
も
参
加
し
、
全
て
の
よ
き
信
仰
の
人
々
を
も
参
加

さ
せ
、
地
球
の
平
和
へ
の
道
筋
を
実
際
に
可
能
に
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
貧
し
く
あ
る
よ
う
勧
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
貧
困
と
平
和

の
間
に
は
強
い
関
連
が
あ
る
の
で
す
。
事
実
、
貧
困
は
平
和
の
源

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
平
和
を
模
索
す
る
者
は
、
貧
し
い
者

に
手
を
差
し
伸
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　
人
類
の
歴
史
を
通
じ
て
、
こ
の
世
界
の
富
め
る
者
は
、
弱
者
を

犠
牲
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
進
ん
で
質
素
な
生
活
を
す
る

と
い
う
選
択
を
し
、
貧
困
の
中
で
喜
ん
で
生
き
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
豊
か
な
家
庭
に
生
れ
ま
し

た
が
、
貧
し
く
な
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
彼
は
、「
貧
し
い
者
を
熱
烈
に
愛
す
る
」
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
自
分
の
綺
麗
な
衣
服
を
貧
し
い
者
の
衣
服
と
交
換
し
、
彼
ら
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実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
テ
ッ
プ
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
第

一
に
、
年
齢
別
に
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
る
た
め
に
実
態
を
調

査
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
戦
略
計
画
に
従
っ
て
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
案
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
よ
り
自
発
的
な
方
針
と
持
続
可

能
な
開
発
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
・
実
施
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
貧
困
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
教
育
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
両
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
貧
困
撲
滅
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
権
限
強
化
戦
略
を
利
用
し
、
魚
で
は

な
く
「
釣
り
針
」
を
与
え
て
人
々
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
起
業
家
向
け
の
訓
練

や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
込
み
、
資
本
や
練
習
、
実
習
に

よ
っ
て
人
々
が
事
業
を
経
営
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関
を
設
立
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
経
済
権
限
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
好
例
は
、
社
会
に
お
い
て
協
同
組
合
か
グ
ラ
ミ

ン
銀
行
モ
デ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
機
関
は
、
ひ
い
て

は
人
々
の
自
己
開
発
を
支
援
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
最
初
に
十
分
な
資
本
ま
た
は
回
転
資
金
と
、
発
展
力
の

あ
る
販
売
網
を
必
要
と
し
ま
す
。
回
転
資
金
は
出
資
機
関
か
ら
、

あ
る
い
は
協
同
組
合
を
通
し
て
地
域
社
会
内
部
か
ら
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
各
製
品
を
地
域
外
に
販
売
す
る
た
め
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
が

性
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
諸
宗
教
対
話
局
長
の
シ
ル
ベ

ス
ト
ロ
・
ベ
ハ
ン
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

ベ
ハ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）

　「
主
が
平
和
を
も
た
ら
し

ま
す
よ
う
に
！
」（
ア
ッ

シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

こ
の
祝
福
は
、「
ア
ッ
シ
ジ

の
精
神
」
に
沿
っ
て
組
織

さ
れ
た
、
日
本
で
の
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
30
周
年

記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
際
し
て
、
ア
ッ
シ

ジ
市
の
中
心
か
ら
、
聖
な
る
托
鉢
修
道
会
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
名

に
お
い
て
、
ま
た
、
全
て
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
か
ら
、
届
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ロ
ー
マ
法
王
、
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
は
、
１
９
８
６
年
10

月
27
日
ア
ッ
シ
ジ
に
お
い
て
祝
福
さ
れ
た
祈
り
の
集
い
か
ら
生
ま

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
私
た
ち
全
員
に
実
現
す
る
よ
う
求
め
、
次

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
私
た
ち
は
、
本
当
の<

ア
ッ
シ
ジ
の
精
神>

を
生
か
し
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
一
貫
性
と
誠
実
さ
の
た
め
だ

大
き
な
障
害
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
他
の
地
域
に
対
し
て

門
戸
を
開
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
人
々
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
権
限
強
化
は
、
サ

ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
で
貧
困
を
根
絶
す
る
効
果
的

な
方
法
で
す
。
喜
捨
や
慈
善
な
ど
の
宗
教
的
な
教
え
が
重
要
で
あ

り
、
貧
困
撲
滅
の
た
め
に
う
ま
く
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
者
へ
の
配
慮
と
他
者
と
の
共
有
は
、
こ
の
点
で
二
つ
の
重
要
な

宗
教
的
価
値
観
で
す
。
宗
教
的
博
愛
は
、
資
本
主
義
経
済
に
起
因

す
る
経
済
格
差
や
経
済
的
不
公
平
の
実
行
可
能
な
解
決
策
で
す
。

　
人
々
の
経
済
権
限
強
化
は
社
会
の
非
識
字
問
題
を
解
決
す
る
道

を
開
く
で
し
ょ
う
。
教
育
の
欠
如
は
貧
困
に
影
響
を
与
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
貧
困
も
ま
た
教
育
の
欠
如
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
問
題
は
同
時
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
宗
教
団
体
は
、
地
域
社
会
の
教
育
開
発
に
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
系
組
織
が
世
界
中
で

何
千
も
の
学
校
を
運
営
し
て
い
る
事
実
は
、
宗
教
が
非
識
字
問
題

の
解
決
策
で
あ
る
と
い
う
証
拠
に
な
る
で
し
ょ
う
。
宗
教
が
問
題

の
一
部
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
原
　
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
先
生
か
ら
は
、
教
育
の
欠
如
と
い
う

も
の
が
貧
困
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
貧
困
が
教
育
の
欠
如
を
も
た

ら
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
の
重
要

け
で
は
な
く
、
未
来
の
世
代
に
向
け
て
希
望
の
原
動
力
を
与
え
る

た
め
で
す
。『
貧
し
き
者
（P

overello

）』
の
市
に
お
い
て
、
私

た
ち
は
継
続
す
べ
き
共
通
の
旅
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
他
の
道

を
探
す
こ
と
を
排
除
し
ま
せ
ん
し
、
精
神
的
基
盤
の
上
に
築
か
れ

た
確
固
た
る
平
和
に
向
け
た
新
し
い
手
段
を
模
索
す
る
こ
と
も
排

除
し
ま
せ
ん
」　（
第
25
回
世
界
平
和
の
日
へ
向
け
た
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
Ⅱ
世
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
１
９
９
２
年
１
月
１
日
）。

　
そ
の
た
め
に
、
ロ
ー
マ
法
王
は
ア
ッ
シ
ジ
に
赴
き
、
神
か
ら
の

平
和
の
贈
り
物
を
祈
願
す
る
の
で
す
。
ア
ッ
シ
ジ
で
、
平
和
の
構

築
に
自
分
自
身
も
参
加
し
、
全
て
の
よ
き
信
仰
の
人
々
を
も
参
加

さ
せ
、
地
球
の
平
和
へ
の
道
筋
を
実
際
に
可
能
に
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
貧
し
く
あ
る
よ
う
勧
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
貧
困
と
平
和

の
間
に
は
強
い
関
連
が
あ
る
の
で
す
。
事
実
、
貧
困
は
平
和
の
源

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
平
和
を
模
索
す
る
者
は
、
貧
し
い
者

に
手
を
差
し
伸
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　
人
類
の
歴
史
を
通
じ
て
、
こ
の
世
界
の
富
め
る
者
は
、
弱
者
を

犠
牲
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
進
ん
で
質
素
な
生
活
を
す
る

と
い
う
選
択
を
し
、
貧
困
の
中
で
喜
ん
で
生
き
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
豊
か
な
家
庭
に
生
れ
ま
し

た
が
、
貧
し
く
な
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
彼
は
、「
貧
し
い
者
を
熱
烈
に
愛
す
る
」
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
自
分
の
綺
麗
な
衣
服
を
貧
し
い
者
の
衣
服
と
交
換
し
、
彼
ら
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と
一
緒
に
い
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
楽
し
ん
で
や
り
な
が

ら
、
貧
し
い
者
た
ち
の
見
方
で
世
界
を
見
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

父
親
の
織
物
を
売
り
さ
ば
い
て
は
、
貧
し
い
者
に
そ
の
利
益
を
与

え
ま
し
た
。

　
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
自
分
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
い
と
欲
す

る
者
す
べ
て
に
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
全
て
の
兄
弟
は
、

わ
れ
ら
の
主
、
キ
リ
ス
ト
の
謙
虚
さ
と
貧
し
さ
と
に
続
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
使
徒
が
言
う
よ
う
に
、<

食
べ
物
と
衣
服

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
よ
う>

と
い
う
こ
と
以
外
、
私

た
ち
は
こ
の
世
で
は
何
も
所
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
」。

　
こ
れ
は
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
教
え
で
、
困
難
で

す
が
学
ぶ
べ
き
必
要
な
教
訓
で
す
。「
何
も
自
分
の
も
の
は
持
た

な
い
」
生
活
を
す
る
と
い
う
、
彼
が
選
ん
だ
、
ア
ッ
シ
ジ
の
「
貧

し
い
小
さ
き
男
」
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
生
活
の
試
み
は
、
至
上
の

愛
や
お
互
い
へ
の
尊
敬
が
ゆ
き
わ
た
っ
た
町
の
生
き
た
モ
デ
ル
で

あ
り
、
実
際
に
可
能
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
文
明
で
は
、

人
々
は
自
分
の
人
生
を
経
験
や
所
有
物
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
捧

げ
て
お
り
、
極
端
に
貧
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
ア
ッ
シ

ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
選
択
は
、
か
え
っ
て
私
た
ち
を
強
く
感

動
さ
せ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
公
然
と
貧
し
く
あ

る
こ
と
は
、
人
の
人
生
に
新
し
い
場
所
を
切
り
開
い
て
い
く
か
ら

で
す
。

効
率
性
、外
見
の
文
化
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
、カ
ウ
ン
タ
ー
（
逆

向
き
の
）
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
を
取
り

戻
し
、
特
に
貧
し
い
も
の
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
指
す
公
平
無
私

な
奉
仕
の
文
化
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
分
自
身
の
人
間
性

以
外
に
、
愛
さ
れ
る
他
の
手
段
を
持
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
貧
し
さ
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、
心

理
的
、
神
学
的
、
人
類
学
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

た
だ
物
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
、
態
度
、
物
事
を
す
る

方
法
、
生
き
方
、
あ
り
方
、
周
り
の
全
て
の
こ
と
に
対
す
る
対
処

の
仕
方
に
関
わ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
、
人
と
か
物
と
か
、
可
能
性

と
か
は
関
係
な
い
の
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
清
貧
は
知

恵
を
育
て
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
知
恵
が
、
生
き
方
や
、
人
生
そ
の
も

の
や
、
こ
の
人
生
で
起
こ
る
全
て
の
事
を
ど
う
処
理
し
て
い
く
か

と
い
う
方
法
を
生
み
出
す
か
ら
で
す
。
全
て
の
も
の
や
所
有
し
て

い
る
全
て
の
財
産
を
捨
て
る
こ
と
は
、
や
が
て
私
た
ち
に
新
し
い

地
平
線
を
広
げ
、
新
し
い
見
方
を
開
い
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
論
理
に
よ
る
と
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
、

人
は
神
、
人
、
神
の
創
造
物
と
の
正
し
い
関
係
を
築
け
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
こ
の
見
方
に
立
つ
人
の
人
生
は
、
人

間
性
は
全
て
の
創
造
物
を
愛
す
る
神
に
明
ら
か
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
り
、
物
質
的
な
所
有
は
全
て
の
よ
き
も
の

に
対
す
る
神
の
贈
り
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
自
分
の

　
そ
の
書
物
の
な
か
で
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
所

有
と
超
然
を
表
す
動
詞
や
単
語
を
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
持
つ
、
所
持
す
る
、
大
事
に
す
る
、
独
り
占

め
す
る
、
所
有
す
る
、
所
属
す
る
、
貪
欲
、
強
欲
、
利
害
関
係
、

な
ど
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
放
棄
す
る
、
捨
て
る
、
失
う
、
嫌
う
、

与
え
る
、
寄
付
す
る
、
謙
虚
さ
、
簡
潔
さ
、
貧
し
さ
な
ど
が
反
対

に
あ
り
ま
す
。

　
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
彼
に
従
う
者
た
ち
に
、「
自
分
の
所
有

す
る
も
の
を
何
も
持
た
ず
に
」
生
活
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
物
質

的
な
所
有
物
か
ら
離
れ
、
名
誉
や
自
尊
心
、
知
識
、
責
任
や
役
割
、

自
分
の
意
志
、
利
点
、
才
能
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
人
生
す
ら
離

れ
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
の
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
兄
弟
は
、「
卑
し
い
、
軽
蔑
さ
れ
た

人
、
貧
し
く
弱
い
人
、
衰
え
た
者
や
世
間
か
ら
の
け
者
に
さ
れ
る

人
、
そ
し
て
通
り
で
物
乞
い
を
す
る
人
と
会
話
す
る
と
き
に
喜
び

を
感
じ
る
べ
き
で
あ
る
」(R

egola non B
ollata 9

)

。
貧
し

い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
人
々
と
の
団
結
心
、
友
情
に
向
け

て
、
心
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
さ
え
も
、
２
０
１
３
年
の
最
初

の
一
般
謁
見
の
と
き
に
、
貧
し
き
者
に
自
分
の
思
い
を
は
せ
て
、

人
々
に
、「
他
者
と
交
流
す
る
必
要
性
、
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た

存
在
の
元
に
行
く
こ
と
」
を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
力
、
成
功
、

も
の
を
何
も
持
た
ず
に
生
き
る
こ
と
」
で
、
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
、
平
和
が
神
の
愛
や
慈
悲
か
ら
賜
っ
た
贈
り
物
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、「
神
、
全
能
の
神
、
何
よ

り
も
絶
大
な
も
の
」
に
立
ち
戻
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
す
べ
て

の
も
の
は
主
の
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
全
て
に
つ
い
て
主
に
感

謝
を
捧
げ
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
て
が
主
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
」。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
論
理
に
よ
る
と
、
愛
や
友
愛
は
、
世

界
の
悲
惨
さ
を
軽
減
す
る
努
力
の
実
際
的
な
基
盤
で
す
。
何
よ
り

も
貧
し
い
者
を
深
く
愛
し
、
彼
ら
の
人
間
的
で
な
い
状
況
を
い
と

わ
な
か
っ
た
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
本
当
に
貧
し
い
者

の
味
方
な
の
で
す
。
兄
弟
の
中
の
兄
弟
と
し
て
生
き
る
こ
と
で
、

会
話
や
友
情
を
築
き
、
日
々
の
喜
び
や
困
難
を
分
か
ち
合
い
、
全

て
の
物
も
全
て
の
人
も
受
け
入
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、「
申
命
記
」

が
私
た
ち
に
警
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
現
実
的
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
地
球
上
に
は
い
つ
も
貧
し
い
人
々
が

い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
土
地
の
貧
し
く
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
あ
な
た
の
仲
間
に
、
惜
し
み
な
く
与
え
て
く
だ
さ

い
」。
一
方
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、「
彼
ら
の
中
に

貧
し
い
も
の
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
全
て
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
呼
び
か
け
る
中
で
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
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と
一
緒
に
い
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
楽
し
ん
で
や
り
な
が

ら
、
貧
し
い
者
た
ち
の
見
方
で
世
界
を
見
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

父
親
の
織
物
を
売
り
さ
ば
い
て
は
、
貧
し
い
者
に
そ
の
利
益
を
与

え
ま
し
た
。

　
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
自
分
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
い
と
欲
す

る
者
す
べ
て
に
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
全
て
の
兄
弟
は
、

わ
れ
ら
の
主
、
キ
リ
ス
ト
の
謙
虚
さ
と
貧
し
さ
と
に
続
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
使
徒
が
言
う
よ
う
に
、<

食
べ
物
と
衣
服

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
よ
う>

と
い
う
こ
と
以
外
、
私

た
ち
は
こ
の
世
で
は
何
も
所
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
」。

　
こ
れ
は
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
教
え
で
、
困
難
で

す
が
学
ぶ
べ
き
必
要
な
教
訓
で
す
。「
何
も
自
分
の
も
の
は
持
た

な
い
」
生
活
を
す
る
と
い
う
、
彼
が
選
ん
だ
、
ア
ッ
シ
ジ
の
「
貧

し
い
小
さ
き
男
」
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
生
活
の
試
み
は
、
至
上
の

愛
や
お
互
い
へ
の
尊
敬
が
ゆ
き
わ
た
っ
た
町
の
生
き
た
モ
デ
ル
で

あ
り
、
実
際
に
可
能
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
文
明
で
は
、

人
々
は
自
分
の
人
生
を
経
験
や
所
有
物
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
捧

げ
て
お
り
、
極
端
に
貧
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
ア
ッ
シ

ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
選
択
は
、
か
え
っ
て
私
た
ち
を
強
く
感

動
さ
せ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
公
然
と
貧
し
く
あ

る
こ
と
は
、
人
の
人
生
に
新
し
い
場
所
を
切
り
開
い
て
い
く
か
ら

で
す
。

効
率
性
、外
見
の
文
化
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
、カ
ウ
ン
タ
ー
（
逆

向
き
の
）
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
を
取
り

戻
し
、
特
に
貧
し
い
も
の
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
指
す
公
平
無
私

な
奉
仕
の
文
化
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
分
自
身
の
人
間
性

以
外
に
、
愛
さ
れ
る
他
の
手
段
を
持
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
貧
し
さ
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、
心

理
的
、
神
学
的
、
人
類
学
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

た
だ
物
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
、
態
度
、
物
事
を
す
る

方
法
、
生
き
方
、
あ
り
方
、
周
り
の
全
て
の
こ
と
に
対
す
る
対
処

の
仕
方
に
関
わ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
、
人
と
か
物
と
か
、
可
能
性

と
か
は
関
係
な
い
の
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
清
貧
は
知

恵
を
育
て
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
知
恵
が
、
生
き
方
や
、
人
生
そ
の
も

の
や
、
こ
の
人
生
で
起
こ
る
全
て
の
事
を
ど
う
処
理
し
て
い
く
か

と
い
う
方
法
を
生
み
出
す
か
ら
で
す
。
全
て
の
も
の
や
所
有
し
て

い
る
全
て
の
財
産
を
捨
て
る
こ
と
は
、
や
が
て
私
た
ち
に
新
し
い

地
平
線
を
広
げ
、
新
し
い
見
方
を
開
い
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
論
理
に
よ
る
と
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
、

人
は
神
、
人
、
神
の
創
造
物
と
の
正
し
い
関
係
を
築
け
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
こ
の
見
方
に
立
つ
人
の
人
生
は
、
人

間
性
は
全
て
の
創
造
物
を
愛
す
る
神
に
明
ら
か
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
り
、
物
質
的
な
所
有
は
全
て
の
よ
き
も
の

に
対
す
る
神
の
贈
り
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
自
分
の

　
そ
の
書
物
の
な
か
で
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
所

有
と
超
然
を
表
す
動
詞
や
単
語
を
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
持
つ
、
所
持
す
る
、
大
事
に
す
る
、
独
り
占

め
す
る
、
所
有
す
る
、
所
属
す
る
、
貪
欲
、
強
欲
、
利
害
関
係
、

な
ど
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
放
棄
す
る
、
捨
て
る
、
失
う
、
嫌
う
、

与
え
る
、
寄
付
す
る
、
謙
虚
さ
、
簡
潔
さ
、
貧
し
さ
な
ど
が
反
対

に
あ
り
ま
す
。

　
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
彼
に
従
う
者
た
ち
に
、「
自
分
の
所
有

す
る
も
の
を
何
も
持
た
ず
に
」
生
活
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
物
質

的
な
所
有
物
か
ら
離
れ
、
名
誉
や
自
尊
心
、
知
識
、
責
任
や
役
割
、

自
分
の
意
志
、
利
点
、
才
能
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
人
生
す
ら
離

れ
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
の
で
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
兄
弟
は
、「
卑
し
い
、
軽
蔑
さ
れ
た

人
、
貧
し
く
弱
い
人
、
衰
え
た
者
や
世
間
か
ら
の
け
者
に
さ
れ
る

人
、
そ
し
て
通
り
で
物
乞
い
を
す
る
人
と
会
話
す
る
と
き
に
喜
び

を
感
じ
る
べ
き
で
あ
る
」(R

egola non B
ollata 9

)

。
貧
し

い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
人
々
と
の
団
結
心
、
友
情
に
向
け

て
、
心
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
さ
え
も
、
２
０
１
３
年
の
最
初

の
一
般
謁
見
の
と
き
に
、
貧
し
き
者
に
自
分
の
思
い
を
は
せ
て
、

人
々
に
、「
他
者
と
交
流
す
る
必
要
性
、
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た

存
在
の
元
に
行
く
こ
と
」
を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
力
、
成
功
、

も
の
を
何
も
持
た
ず
に
生
き
る
こ
と
」
で
、
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
、
平
和
が
神
の
愛
や
慈
悲
か
ら
賜
っ
た
贈
り
物
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、「
神
、
全
能
の
神
、
何
よ

り
も
絶
大
な
も
の
」
に
立
ち
戻
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
す
べ
て

の
も
の
は
主
の
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
全
て
に
つ
い
て
主
に
感

謝
を
捧
げ
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
て
が
主
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
」。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
論
理
に
よ
る
と
、
愛
や
友
愛
は
、
世

界
の
悲
惨
さ
を
軽
減
す
る
努
力
の
実
際
的
な
基
盤
で
す
。
何
よ
り

も
貧
し
い
者
を
深
く
愛
し
、
彼
ら
の
人
間
的
で
な
い
状
況
を
い
と

わ
な
か
っ
た
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
本
当
に
貧
し
い
者

の
味
方
な
の
で
す
。
兄
弟
の
中
の
兄
弟
と
し
て
生
き
る
こ
と
で
、

会
話
や
友
情
を
築
き
、
日
々
の
喜
び
や
困
難
を
分
か
ち
合
い
、
全

て
の
物
も
全
て
の
人
も
受
け
入
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、「
申
命
記
」

が
私
た
ち
に
警
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
現
実
的
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
地
球
上
に
は
い
つ
も
貧
し
い
人
々
が

い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
土
地
の
貧
し
く
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
あ
な
た
の
仲
間
に
、
惜
し
み
な
く
与
え
て
く
だ
さ

い
」。
一
方
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、「
彼
ら
の
中
に

貧
し
い
も
の
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
全
て
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
呼
び
か
け
る
中
で
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
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ラ
ン
シ
ス
コ
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。「
わ
れ
ら
の
主
に
倣

っ
て
、
わ
れ
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
兄
弟
の
苦
悩
を
見
つ
け
、
そ
れ

に
触
れ
、
対
処
し
、
効
果
的
に
行
動
し
て
、
そ
の
苦
悩
を
和
ら
げ

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
」。
貧
し
い
者
に
与
え
る
援
助
は
、

常
に
世
界
中
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
全
員
の
重
要
な
務
め
で
し

た
。
し
か
し
、
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人

間
の
発
展
の
た
め
に
自
分
た
ち
の
努
力
を
高
め
る
こ
と
も
同
じ
よ

う
に
必
要
だ
か
ら
で
す
。
人
々
に
食
物
を
与
え
る
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
い
の
で
す
。
尊
厳
の
あ
る
丁
寧
な
や
り
方
で
、彼
ら
が
日
々

の
糧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
わ
け
で
、
私
た
ち
が
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
重
要
な

側
面
は
、
新
し
い
世
代
の
教
育
で
あ
り
、
そ
れ
は
平
和
な
未
来
を

期
待
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
世
界
中
で
の
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修

道
会
は
、
様
々
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
弱
者
を
支
援

し
、
直
接
的
に
、
あ
る
い
は
地
域
の
政
府
と
協
力
し
な
が
ら
、
新

し
い
世
代
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
障
害
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
貧
困
家
庭
、
未
来
の
社
会
を
代
表
す
る
多

く
の
若
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
、「
豊
か
さ
」
の
中
に
多
く
の
貧
困
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
、「
貧
し
さ
」
の
中
の
豊
か
さ
に
よ
っ
て
癒
さ
れ

得
る
も
の
で
す
。
た
だ
「
豊
か
さ
」
と
「
貧
し
さ
」
が
出
会
い
、

全
て
の
国
が
真
の
豊
か
さ
を
追
求
し
な
が
ら
、
貧
困
に
終
止
符
を

打
つ
た
め
に
本
物
の
教
育
を
行
う
重
要
性
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
、

全
て
の
宗
教
者
が
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
、
本
日
の
分
科
会

を
通
し
て
確
信
し
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
） 

お
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会
の
理
論
で
は
、
世
界
の
救
済
は
貧
し
き
者
に
よ
っ
て
確
か

な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
貧
し
き
者
と
は
、
本
物
の
貧
し

さ
で
す
。
清
貧
の
誓
い
を
決
し
て
立
て
た
こ
と
は
な
い
が
、
常
に

そ
の
手
に
何
も
持
た
な
い
貧
し
き
者
で
す
。
神
が
彼
ら
の
手
に
穴

を
開
け
た
た
め
、
彼
ら
は
そ
の
手
に
ど
ん
な
富
を
も
持
つ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
世
界
を
救
う
貧
し
さ
と
は
不
思
議
な
使

命
で
す
。
そ
れ
は
、
た
と
え
金
を
嫌
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ

れ
で
も
本
当
に
金
を
欲
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
よ
う
に

た
だ
金
を
夢
見
る
だ
け
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。

　
神
と
平
和
の
下
僕
で
あ
る
ブ
ラ
ザ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
例
の

な
か
に
、
今
日
の
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
使
命
を
、「
平
和
の
手
段
」

と
し
て
再
発
見
し
た
い
も
の
で
す
。
密
か
に
希
望
を
持
つ
「
貧
し

き
者
」
の
よ
う
に
、
分
裂
さ
せ
る
壁
で
は
な
く
結
合
さ
せ
る
「
橋
」

の
よ
う
に
、
謙
虚
で
貧
し
い
手
段
と
し
て
、
従
順
で
透
明
で
、
傷

を
与
え
る
不
正
の
手
段
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
使

命
を
再
発
見
し
た
い
も
の
で
す
。

　
現
代
世
界
は
、「
真
摯
な
平
和
の
預
言
者
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

恐
れ
や
疑
念
か
ら
解
き
放
た
れ
た
若
い
創
造
的
な
精
神
を
求
め
て

い
ま
す
。
全
て
に
平
和
と
よ
き
こ
と
を
！

西
原
　
教
育
と
貧
困
の
連
鎖
を
我
々
は
い
か
に
断
ち
切
る
の
か
。
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ラ
ン
シ
ス
コ
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。「
わ
れ
ら
の
主
に
倣

っ
て
、
わ
れ
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
兄
弟
の
苦
悩
を
見
つ
け
、
そ
れ

に
触
れ
、
対
処
し
、
効
果
的
に
行
動
し
て
、
そ
の
苦
悩
を
和
ら
げ

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
」。
貧
し
い
者
に
与
え
る
援
助
は
、

常
に
世
界
中
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
全
員
の
重
要
な
務
め
で
し

た
。
し
か
し
、
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人

間
の
発
展
の
た
め
に
自
分
た
ち
の
努
力
を
高
め
る
こ
と
も
同
じ
よ

う
に
必
要
だ
か
ら
で
す
。
人
々
に
食
物
を
与
え
る
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
い
の
で
す
。
尊
厳
の
あ
る
丁
寧
な
や
り
方
で
、彼
ら
が
日
々

の
糧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
わ
け
で
、
私
た
ち
が
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
重
要
な

側
面
は
、
新
し
い
世
代
の
教
育
で
あ
り
、
そ
れ
は
平
和
な
未
来
を

期
待
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
世
界
中
で
の
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修

道
会
は
、
様
々
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
弱
者
を
支
援

し
、
直
接
的
に
、
あ
る
い
は
地
域
の
政
府
と
協
力
し
な
が
ら
、
新

し
い
世
代
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
障
害
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
貧
困
家
庭
、
未
来
の
社
会
を
代
表
す
る
多

く
の
若
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
、「
豊
か
さ
」
の
中
に
多
く
の
貧
困
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
、「
貧
し
さ
」
の
中
の
豊
か
さ
に
よ
っ
て
癒
さ
れ

得
る
も
の
で
す
。
た
だ
「
豊
か
さ
」
と
「
貧
し
さ
」
が
出
会
い
、

全
て
の
国
が
真
の
豊
か
さ
を
追
求
し
な
が
ら
、
貧
困
に
終
止
符
を

打
つ
た
め
に
本
物
の
教
育
を
行
う
重
要
性
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
、

全
て
の
宗
教
者
が
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
、
本
日
の
分
科
会

を
通
し
て
確
信
し
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
） 

お
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会
の
理
論
で
は
、
世
界
の
救
済
は
貧
し
き
者
に
よ
っ
て
確
か

な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
貧
し
き
者
と
は
、
本
物
の
貧
し

さ
で
す
。
清
貧
の
誓
い
を
決
し
て
立
て
た
こ
と
は
な
い
が
、
常
に

そ
の
手
に
何
も
持
た
な
い
貧
し
き
者
で
す
。
神
が
彼
ら
の
手
に
穴

を
開
け
た
た
め
、
彼
ら
は
そ
の
手
に
ど
ん
な
富
を
も
持
つ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
世
界
を
救
う
貧
し
さ
と
は
不
思
議
な
使

命
で
す
。
そ
れ
は
、
た
と
え
金
を
嫌
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ

れ
で
も
本
当
に
金
を
欲
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
よ
う
に

た
だ
金
を
夢
見
る
だ
け
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。

　
神
と
平
和
の
下
僕
で
あ
る
ブ
ラ
ザ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
例
の

な
か
に
、
今
日
の
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
使
命
を
、「
平
和
の
手
段
」

と
し
て
再
発
見
し
た
い
も
の
で
す
。
密
か
に
希
望
を
持
つ
「
貧
し

き
者
」
の
よ
う
に
、
分
裂
さ
せ
る
壁
で
は
な
く
結
合
さ
せ
る
「
橋
」

の
よ
う
に
、
謙
虚
で
貧
し
い
手
段
と
し
て
、
従
順
で
透
明
で
、
傷

を
与
え
る
不
正
の
手
段
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
使

命
を
再
発
見
し
た
い
も
の
で
す
。

　
現
代
世
界
は
、「
真
摯
な
平
和
の
預
言
者
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

恐
れ
や
疑
念
か
ら
解
き
放
た
れ
た
若
い
創
造
的
な
精
神
を
求
め
て

い
ま
す
。
全
て
に
平
和
と
よ
き
こ
と
を
！

西
原
　
教
育
と
貧
困
の
連
鎖
を
我
々
は
い
か
に
断
ち
切
る
の
か
。

分科会２
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主
催
者
代
表
挨
拶

　
本
日
こ
こ
に
世
界
の
代
表
的
宗
教
指
導
者
の
皆
様
と
共
に
比
叡
山
に
集
い
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
三
十
周
年
記
念
『
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
』」
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
、
神
仏
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
、
ま
た
開
催
に
至
る
ま
で
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
ど
も
は
、
毎
年
の
「
祈
り
」
と
は
別
に
、
日
本
宗
教
界
の
総
力
を
結
集
し
て
「
日
本

宗
教
代
表
者
会
議
」
を
組
織
し
そ
の
節
目
の
年
ご
と
に
大
き
な
集
い
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
三
十
周
年
の
記
念
の
集
い
開
催
は
誠
に
感
無
量
な
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
世
界
は
抑
止
力
が
失
わ
れ
、
地
域
の
力
関
係
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
、
国
々
は

自
国
の
利
益
の
み
を
最
優
先
す
る
国
家
主
義
的
な
方
向
へ
と
急
速
に
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

 

　
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
極
東
地
域
は
、
核
爆
弾
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
危
機
を
取
り

除
か
ん
と
す
る
た
め
、
急
速
に
軍
事
衝
突
の
危
機
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
深
く
憂

慮
す
る
と
共
に
人
類
の
叡
智
に
よ
っ
て
戦
争
が
回
避
さ
れ
ん
こ
と
を
心
よ
り
切
に
念
じ
ま
す
。

　
人
類
は
、
こ
れ
ま
で
た
と
え
実
現
が
難
し
く
て
も
、
決
し
て
捨
て
て
は
い
け
な
い
、
捨
て
る
こ
と

の
で
き
な
い
理
想
を
追
い
求
め
続
け
る
こ
と
で
明
日
に
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
切
り
開
い
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
自
由
で
あ
り
、
ま
た
人
権
や
平
等
と
い
う
理
想
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

  

そ
の
実
現
に
努
力
し
た
人
々
は
時
に
嘲
笑
さ
れ
、
時
に
危
険
者
扱
い
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
を
求
め
続
け
る
努
力
が
な
け
れ
ば
、
世
界
は
未
だ
に
暗
黒
の
ま
ま
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
達
の

世
界
平
和
を
求
め
る
サ
ミ
ッ
ト
三
十
年
の
歴
史
も
、
そ
れ
ら
人
類
の
未
来
に
向
け
て
の
ひ
と
つ
の
歩

み
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
国
憲
法
の
前
文
に
は
「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上

か
ら
永
遠
に
除
去
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
ま
だ
理
想
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

  

し
か
し
、
そ
の
「
理
想
」
に
む
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
、
私
達
の
団
結
と
連
帯
を
よ
り
一
層
強
固
な

も
の
と
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
地
球
上
の
す
べ
て
人
々
が
、
あ
ら
ゆ
る
恐
怖
や
差
別
、
貧
困
か
ら

免
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
世
界
平
和
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
共
に
手
を
携
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
「
平
和
の
祈
り
」
で
は
世
界
を
覆
い
つ
つ
あ
る
「
排
除
と
孤
立
」
で
は
な
く
「
相
互
理
解

と
連
帯
」
こ
そ
が
人
類
に
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
信
仰
を
持
つ
者
ど
う
し
の
連
帯
と
信
頼
が
よ
り
深
く
な
り
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
、
そ
の
こ
と
が
人

類
の
未
来
と
平
和
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
神
仏
の
深
い
ご
加
護
を
念
じ
ま
す
。

　
二
〇
一
七
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
名
誉
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
台
座
主
　
大
僧
正
　
森
　
川
　
宏
　
映

比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

154155



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
者
代
表
挨
拶
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こ
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に
世
界
の
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皆
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と
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に
比
叡
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に
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「
比
叡
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記
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を
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ま
す
こ
と
、
神
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感
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を
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ま
た
開
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に
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ご
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を
賜
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厚
く
御
礼
を
申
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ま
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。

　
こ
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で
私
ど
も
は
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年
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と
は
別
に
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本
宗
教
界
の
総
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を
結
集
し
て
「
日
本

宗
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会
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そ
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の
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ご
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に
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ま
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た
。

今
回
三
十
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の
記
念
の
集
い
開
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は
誠
に
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無
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も
の
が
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ま
す
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さ
て
、
現
在
の
世
界
は
抑
止
力
が
失
わ
れ
、
地
域
の
力
関
係
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
、
国
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は

自
国
の
利
益
の
み
を
最
優
先
す
る
国
家
主
義
的
な
方
向
へ
と
急
速
に
舵
を
切
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う
と
し
て
い
る
よ
う

に
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す
。

 

　
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
極
東
地
域
は
、
核
爆
弾
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
危
機
を
取
り

除
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と
す
る
た
め
、
急
速
に
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突
の
危
機
が
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憂
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す
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叡
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が
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と
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。
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が
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も
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は
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、
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て
る
こ
と

の
で
き
な
い
理
想
を
追
い
求
め
続
け
る
こ
と
で
明
日
に
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
切
り
開
い
て
き
ま
し

た
。
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あ
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、
ま
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人
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や
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と
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う
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の
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と
で
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ま
す
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の
実
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に
努
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し
た
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々
は
時
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時
に
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扱
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し
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そ
れ
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る
努
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が
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ば
、
世
界
は
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だ
に
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黒
の
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で
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で
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三
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の
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そ
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ら
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に
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て
の
ひ
と
つ
の
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で
あ
り
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い
と
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て
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ま
す
。

　
日
本
国
憲
法
の
前
文
に
は
「
わ
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平
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を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上

か
ら
永
遠
に
除
去
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
ま
だ
理
想
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

  

し
か
し
、
そ
の
「
理
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」
に
む
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
、
私
達
の
団
結
と
連
帯
を
よ
り
一
層
強
固
な

も
の
と
し
ま
す
。

　
私
た
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は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
地
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上
の
す
べ
て
人
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が
、
あ
ら
ゆ
る
恐
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や
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、
貧
困
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ら

免
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る
よ
う
、
そ
し
て
世
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和
が
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る
よ
う
に
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携
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ま
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う
。

　
今
回
の
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で
は
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つ
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「
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」
で
は
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と
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こ
そ
が
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に
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を
も
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す
も
の
で
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る
こ
と
を
世
界
に
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た
い
と
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じ
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す
。
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を
持
つ
者
ど
う
し
の
連
帯
と
信
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が
よ
り
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く
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、
固
い
絆
で
結
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れ
、
そ
の
こ
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が
人
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を
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比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

・
平
成
２８
年
１０
月
５
日（
水
）
国
立
京
都
国
際
会
館

　
　
第
１
回
常
任
委
員
会
・
運
営
委
員
会
合
同
委
員
会

　
　「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
設
立
会
議

　
　
記
者
会
見

　
　「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
発
会
式

・
平
成
２８
年
１２
月
９
日（
金
）
立
正
佼
成
会
京
都
教
会

　
　 

第
１
回
事
務
局
会
議

・
平
成
２９
年
２
月
１０
日（
金
）
天
台
宗
務
庁

第
２
回
事
務
局
会
議

・
平
成
２９
年
３
月
２９
日（
月
）
立
正
佼
成
会
京
都
教
会

第
３
回
事
務
局
会
議

第
１
回
各
部
会

・
平
成
２９
年
４
月
２７
日（
木
）真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー

　し
ん
ら
ん
交
流
館

第
４
回
事
務
局
会
議

第
２
回
各
部
会

・
平
成
２９
年
５
月
１１
日（
木
）
天
台
宗
務
庁

第
３
回
会
議
部
会

・
平
成
２９
年
５
月
１６
日（
火
）
天
台
宗
務
庁

第
３
回
総
務
部
会

・
平
成
２９
年
５
月
１８
日（
木
）
天
台
宗
務
庁

第
３
回
渉
外
・
接
遇
部
会

・
平
成
２９
年
５
月
２２
日（
月
）
天
台
宗
務
庁

第
３
回
儀
典
部
会

・
平
成
２９
年
６
月
８
日（
木
）
上
野
寛
永
寺
両
大
師
堂

第
１
回
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
起
草
委
員
会

・
平
成
２９
年
６
月
９
日（
金
）
天
台
宗
務
庁

第
４
回
総
務
部
会

・
平
成
２９
年
６
月
１９
日（
月
）
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

第
５
回
事
務
局
会
議

各
部
部
会

・
平
成
２９
年
６
月
２８
日（
水
）
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都

第
２
回
常
任
委
員
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議

記
者
会
見

・
平
成
２９
年
７
月
２０
日（
木
）
天
台
宗
務
庁

第
６
回
事
務
局
会
議

各
部
部
会

・
平
成
２９
年
７
月
２５
日（
火
）
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

第
２
回
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
起
草
委
員
会

・
平
成
２９
年
８
月
２
日（
水
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都

第
７
回
事
務
局
会
議

各
部
部
会

             

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト

３０
周
年
記
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日
本
宗
教
代
表
者
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」
経
過
報
告
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比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

・
平
成
２８
年
１０
月
５
日（
水
）
国
立
京
都
国
際
会
館

　
　
第
１
回
常
任
委
員
会
・
運
営
委
員
会
合
同
委
員
会

　
　「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
設
立
会
議

　
　
記
者
会
見

　
　「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
発
会
式

・
平
成
２８
年
１２
月
９
日（
金
）
立
正
佼
成
会
京
都
教
会

　
　 

第
１
回
事
務
局
会
議

・
平
成
２９
年
２
月
１０
日（
金
）
天
台
宗
務
庁

第
２
回
事
務
局
会
議

・
平
成
２９
年
３
月
２９
日（
月
）
立
正
佼
成
会
京
都
教
会

第
３
回
事
務
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会
議

第
１
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会
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平
成
２９
年
４
月
２７
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木
）真
宗
教
化
セ
ン
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　し
ん
ら
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流
館

第
４
回
事
務
局
会
議

第
２
回
各
部
会
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平
成
２９
年
５
月
１１
日（
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）
天
台
宗
務
庁

第
３
回
会
議
部
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平
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年
５
月
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）
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宗
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庁

第
３
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総
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平
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２９
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５
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日（
木
）
天
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宗
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庁

第
３
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平
成
２９
年
５
月
２２
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）
天
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宗
務
庁

第
３
回
儀
典
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会

・
平
成
２９
年
６
月
８
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木
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上
野
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永
寺
両
大
師
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第
１
回
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
起
草
委
員
会

・
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成
２９
年
６
月
９
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金
）
天
台
宗
務
庁

第
４
回
総
務
部
会

・
平
成
２９
年
６
月
１９
日（
月
）
真
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宗
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山
派
宗
務
庁

第
５
回
事
務
局
会
議

各
部
部
会

・
平
成
２９
年
６
月
２８
日（
水
）
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都

第
２
回
常
任
委
員
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議

記
者
会
見

・
平
成
２９
年
７
月
２０
日（
木
）
天
台
宗
務
庁

第
６
回
事
務
局
会
議

各
部
部
会

・
平
成
２９
年
７
月
２５
日（
火
）
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

第
２
回
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
起
草
委
員
会

・
平
成
２９
年
８
月
２
日（
水
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都

第
７
回
事
務
局
会
議

各
部
部
会

             

比
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山
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教
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年
記
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本
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教
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表
者
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議
」
経
過
報
告
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比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

１．本会議は日本宗教代表者会議（The Japan Conference of Religious Representatives）
　　＝ J.C.R.R. と称し事務局を比叡山延暦寺内に置く。
２．本会議は比叡山宗教サミット３０周年記念世界宗教者平和の祈りの集いの主催団体
      として設置する。
３．本会議は日本宗教連盟及び日本宗教連盟協賛五団体の協力を得て前条の目的に賛同
      する代表的宗教者をもって構成する。
４．本会議の運営をはかるため次の役員を置く。

（１）名誉議長 　１　名 名誉顧問 若干名
　　  顧問 　若干名 相談役 若干名
　　  参与 　若干名 議長団 若干名
　　  常任委員 　若干名 事務総長 １　名
　　  運営委員 　若干名 事務次長 ３　名
　　  監事 　３　名 

（２）  イ、名誉議長・名誉顧問は本会議を代表する。
        ロ、 顧問、相談役並びに参与は本会議の運営に助言を行う。                   
        ハ、 議長団は比叡山宗教サミット３０周年記念世界宗教者平和の祈りの集い 
               における会議を運営すると共に常任委員会に出席し助言を行う。
        ニ、 常任委員は常任委員会を組織し本会議の業務を議決する。
        ホ、 事務総長は本会議の事務を統理する。
        へ、 運営委員は運営委員会を組織し常任委員会に提案する事項の立案及び議 
               決された事項の執行にあたる。
        ト、 事務次長は事務総長を補佐し事務を推進する。                               
        チ、 監事は本会議の業務並びに会計を監査する。

５．本会議は必要に応じて各種委員会並びに事務局に顧問 ･ 担当部を置くことができる。
６．本会議の経費は寄付金その他をもって充当する。
７．その他必要な事項は、常任委員会の議決を経て定めることができる。
８．本会議は所期の目的を達成した後、常任委員会の議決を経て解散する。
９．この規約は平成２８年１０月５日より施行する。

顧問・相談役・参与

議長団

比叡山メッセージ
起草委員会

事務次長

総
務
部

会
議
部

儀
典
部

渉
外
・
接
遇
部

財
務
部

日本宗教代表者会議組織図

名誉議長
名誉顧問

日本宗教代表者会議規約

事務総長

常任委員会

運営委員会

160161



比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

１．本会議は日本宗教代表者会議（The Japan Conference of Religious Representatives）
　　＝ J.C.R.R. と称し事務局を比叡山延暦寺内に置く。
２．本会議は比叡山宗教サミット３０周年記念世界宗教者平和の祈りの集いの主催団体
      として設置する。
３．本会議は日本宗教連盟及び日本宗教連盟協賛五団体の協力を得て前条の目的に賛同
      する代表的宗教者をもって構成する。
４．本会議の運営をはかるため次の役員を置く。

（１）名誉議長 　１　名 名誉顧問 若干名
　　  顧問 　若干名 相談役 若干名
　　  参与 　若干名 議長団 若干名
　　  常任委員 　若干名 事務総長 １　名
　　  運営委員 　若干名 事務次長 ３　名
　　  監事 　３　名 

（２）  イ、名誉議長・名誉顧問は本会議を代表する。
        ロ、 顧問、相談役並びに参与は本会議の運営に助言を行う。                   
        ハ、 議長団は比叡山宗教サミット３０周年記念世界宗教者平和の祈りの集い 
               における会議を運営すると共に常任委員会に出席し助言を行う。
        ニ、 常任委員は常任委員会を組織し本会議の業務を議決する。
        ホ、 事務総長は本会議の事務を統理する。
        へ、 運営委員は運営委員会を組織し常任委員会に提案する事項の立案及び議 
               決された事項の執行にあたる。
        ト、 事務次長は事務総長を補佐し事務を推進する。                               
        チ、 監事は本会議の業務並びに会計を監査する。

５．本会議は必要に応じて各種委員会並びに事務局に顧問 ･ 担当部を置くことができる。
６．本会議の経費は寄付金その他をもって充当する。
７．その他必要な事項は、常任委員会の議決を経て定めることができる。
８．本会議は所期の目的を達成した後、常任委員会の議決を経て解散する。
９．この規約は平成２８年１０月５日より施行する。

顧問・相談役・参与

議長団

比叡山メッセージ
起草委員会

事務次長

総
務
部

会
議
部

儀
典
部

渉
外
・
接
遇
部

財
務
部

日本宗教代表者会議組織図

名誉議長
名誉顧問

日本宗教代表者会議規約

事務総長

常任委員会

運営委員会
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比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

仏教 

　パロップ・タイアリー 　　　　　世界仏教徒連盟（ＷＦＢ）事務局長 　       　 タイ
   春　光                       　　韓国仏教宗団協議会上席副会長          　              韓国
   ベランウィラ・ウィマララタナ   　     スリジャヤワルダナプラ大学学長　                       スリランカ

キリスト教 

   ペニエル・ラジクマール 　世界教会協議会（ＷＣＣ）プログラム部長   スイス
   アンデシュ・ウェジリド 　世界教会協議会（ＷＣＣ）ヨーロッパ総幹事           スウェーデン
   エマニュエル            　　　　　 ギリシャ正教会フランス府主教           　  フランス
   ジョン・トン・ホン                ローマ教皇御名代・カトリック香港教区司教（枢機卿）      バチカン
  ミゲル・アンヘル・アユソ・ギクソット     ローマ教皇庁諸宗教対話評議会（ＰＣＩＤ）次官              バチカン
   シルベストロ・ベハン 　　　　   フランシスコ修道会諸宗教対話局長    イタリア
   ジョン・オナイエケン 　　　　   アブジャ大司教区大司教（枢機卿）    ナイジェリア
   パンザラン３世                世界福音同盟（ＷＥＡ）諸宗教関係担当共同議長     アメリカ

イスラーム 

   ムハンマド・ビン・アブドルカリーム・アルイーサー  　世界イスラーム連盟事務総長　　　                       サウジアラビア
   ファローク・アクビック    アブヌール・モスク代表　　　　　　　　              シリア
   ムスタファー・ツエリッチ    前ボスニアイスラム共同体最高指導者          　   ボスニア

ユダヤ教 

   デビット・ローゼン                米国ユダヤ人協会諸宗教対話部長    イスラエル

ヒンドゥー教 

   エラ・ガンジー                ガンジー財団創設者            　　南アフリカ

ゾロアスター教 

   ホミ ･ ダラー               　　　　 世界ゾロアスター教徒文化財団理事長          　　インド

諸宗教対話組織 

   ウィリアム・ベンドレイ    世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）国際事務総長        アメリカ
   杉野　恭一                            世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）国際副事務総長     アメリカ
   ディン・シャムスディーン    アジア宗教平和会議（ＡＣＲＰ）実務議長   インドネシア
   アルベルト・クワトルッチ    聖エジディオ共同体事務局長           　  イタリア
   アゴスティーノ・ジョバニョーリ   　  聖エジディオ共同体アジア地域担当部長　　　        イタリア
   ロベルト・カタラーノ    　　　   フォコラーレローマ本部諸宗教対話事務局共同代表     イタリア
   ファイサル・ビン・アブドゥルラハマン・ビン・ムアンマール　  ＫＡＩＣＩＩＤ事務総長　　　　　　　                     オーストリア

海外招請者一覧
順不同・敬称略

○名誉議長・名誉顧問	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

名誉議長	 　森　川　宏　映	 　　　　天台座主
名誉顧問	 　出　口　　　紅	 　　　　大本教主
名誉顧問　　　　　小　峰　一　允　　　　　　　　全日本仏教会会長
名誉顧問　　　　　髙　見　三　明　　　　　　　　日本カトリック司教協議会会長
名誉顧問	 　北白川　道　久	 　　　　神社本庁統理
名誉顧問	 　深　田　充　啓	 　　　　新日本宗教団体連合会名誉会長
名誉顧問	 　庭　野　日　鑛	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会会長
	 	
○議長団	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

議長団	 　　　　　芳　村　正　徳	 　　　　教派神道連合会理事長
議長団	 　　　　　石　上　智　康	 　　　　全日本仏教会理事長
議長団	 　　　　　植　松　　　誠	 　　　　日本キリスト教連合会委員長
議長団	 　　　　　田　中　恆　清	 　　　　神社本庁総長
議長団	 　　　　　保　積　秀　胤	 　　　　新日本宗教団体連合会理事長
	 	
○顧問	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

顧問	 　　　　　新　田　邦　夫	 　　　　神道修成派管長
顧問	 　　　　　坂　田　安　儀	 　　　　禊教教主
顧問	 　　　　　菊　池　重　敏	 　　　　神道大教管長
顧問	 　　　　　柴　田　尋　之		　　　	　　　　實行教管長
顧問	 　　　　　黒　住　宗　晴	 　　　　黒住教教主
顧問	 　　　　　村　鳥　邦　夫	 　　　　御嶽教管長
顧問	 　　　　　巫　部　祐　彦	 　　　　神理教管長
顧問	 　　　　　千　家　隆比古	 　　　　出雲大社教管長
顧問	 　　　　　中　西　玄　禮	 　　　　全日本仏教会副会長
顧問	 　　　　　田　仲　日　紘	 　　　　全日本仏教会副会長
顧問	 　　　　　多　川　俊　映	 　　　　全日本仏教会副会長
顧問	 　　　　　福　山　諦　法	 　　　　曹洞宗管長
顧問	 　　　　　大　谷　暢　顯	 　　　　真宗大谷派門首
顧問	 　　　　　伊　藤　唯　眞	 　　　　浄土門主
顧問	 　　　　　内　野　日　総	 　　　　日蓮宗管長
顧問	 　　　　　中　西　啓　寶	 　　　　高野山真言宗管長
顧問	 　　　　　嶺　　　興　嶽	 　　　　臨済宗妙心寺派管長
顧問	 　　　　　田　代　弘　興	 　　　　真言宗豊山派管長
顧問	 　　　　　江　川　辰　三	 　　　　曹洞宗大本山總持寺貫首
顧問	 　　　　　田　中　昭　德	 　　　　聖観音宗管長
顧問	 　　　　　森　田　俊　朗	 　　　　和宗管長
顧問	 　　　　　稲　山　霊　芳	 　　　　念法眞教燈主
顧問	 　　　　　桶　屋　良　祐	 　　　　念法眞教燈主代行

日本宗教代表者会議役員名簿（順不同）

162163



比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

仏教 

　パロップ・タイアリー 　　　　　世界仏教徒連盟（ＷＦＢ）事務局長 　       　 タイ
   春　光                       　　韓国仏教宗団協議会上席副会長          　              韓国
   ベランウィラ・ウィマララタナ   　     スリジャヤワルダナプラ大学学長　                       スリランカ

キリスト教 

   ペニエル・ラジクマール 　世界教会協議会（ＷＣＣ）プログラム部長   スイス
   アンデシュ・ウェジリド 　世界教会協議会（ＷＣＣ）ヨーロッパ総幹事           スウェーデン
   エマニュエル            　　　　　 ギリシャ正教会フランス府主教           　  フランス
   ジョン・トン・ホン                ローマ教皇御名代・カトリック香港教区司教（枢機卿）      バチカン
  ミゲル・アンヘル・アユソ・ギクソット     ローマ教皇庁諸宗教対話評議会（ＰＣＩＤ）次官              バチカン
   シルベストロ・ベハン 　　　　   フランシスコ修道会諸宗教対話局長    イタリア
   ジョン・オナイエケン 　　　　   アブジャ大司教区大司教（枢機卿）    ナイジェリア
   パンザラン３世                世界福音同盟（ＷＥＡ）諸宗教関係担当共同議長     アメリカ

イスラーム 

   ムハンマド・ビン・アブドルカリーム・アルイーサー  　世界イスラーム連盟事務総長　　　                       サウジアラビア
   ファローク・アクビック    アブヌール・モスク代表　　　　　　　　              シリア
   ムスタファー・ツエリッチ    前ボスニアイスラム共同体最高指導者          　   ボスニア

ユダヤ教 

   デビット・ローゼン                米国ユダヤ人協会諸宗教対話部長    イスラエル

ヒンドゥー教 

   エラ・ガンジー                ガンジー財団創設者            　　南アフリカ

ゾロアスター教 

   ホミ ･ ダラー               　　　　 世界ゾロアスター教徒文化財団理事長          　　インド

諸宗教対話組織 

   ウィリアム・ベンドレイ    世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）国際事務総長        アメリカ
   杉野　恭一                            世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）国際副事務総長     アメリカ
   ディン・シャムスディーン    アジア宗教平和会議（ＡＣＲＰ）実務議長   インドネシア
   アルベルト・クワトルッチ    聖エジディオ共同体事務局長           　  イタリア
   アゴスティーノ・ジョバニョーリ   　  聖エジディオ共同体アジア地域担当部長　　　        イタリア
   ロベルト・カタラーノ    　　　   フォコラーレローマ本部諸宗教対話事務局共同代表     イタリア
   ファイサル・ビン・アブドゥルラハマン・ビン・ムアンマール　  ＫＡＩＣＩＩＤ事務総長　　　　　　　                     オーストリア

海外招請者一覧
順不同・敬称略

○名誉議長・名誉顧問	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

名誉議長	 　森　川　宏　映	 　　　　天台座主
名誉顧問	 　出　口　　　紅	 　　　　大本教主
名誉顧問　　　　　小　峰　一　允　　　　　　　　全日本仏教会会長
名誉顧問　　　　　髙　見　三　明　　　　　　　　日本カトリック司教協議会会長
名誉顧問	 　北白川　道　久	 　　　　神社本庁統理
名誉顧問	 　深　田　充　啓	 　　　　新日本宗教団体連合会名誉会長
名誉顧問	 　庭　野　日　鑛	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会会長
	 	
○議長団	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

議長団	 　　　　　芳　村　正　徳	 　　　　教派神道連合会理事長
議長団	 　　　　　石　上　智　康	 　　　　全日本仏教会理事長
議長団	 　　　　　植　松　　　誠	 　　　　日本キリスト教連合会委員長
議長団	 　　　　　田　中　恆　清	 　　　　神社本庁総長
議長団	 　　　　　保　積　秀　胤	 　　　　新日本宗教団体連合会理事長
	 	
○顧問	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

顧問	 　　　　　新　田　邦　夫	 　　　　神道修成派管長
顧問	 　　　　　坂　田　安　儀	 　　　　禊教教主
顧問	 　　　　　菊　池　重　敏	 　　　　神道大教管長
顧問	 　　　　　柴　田　尋　之		　　　	　　　　實行教管長
顧問	 　　　　　黒　住　宗　晴	 　　　　黒住教教主
顧問	 　　　　　村　鳥　邦　夫	 　　　　御嶽教管長
顧問	 　　　　　巫　部　祐　彦	 　　　　神理教管長
顧問	 　　　　　千　家　隆比古	 　　　　出雲大社教管長
顧問	 　　　　　中　西　玄　禮	 　　　　全日本仏教会副会長
顧問	 　　　　　田　仲　日　紘	 　　　　全日本仏教会副会長
顧問	 　　　　　多　川　俊　映	 　　　　全日本仏教会副会長
顧問	 　　　　　福　山　諦　法	 　　　　曹洞宗管長
顧問	 　　　　　大　谷　暢　顯	 　　　　真宗大谷派門首
顧問	 　　　　　伊　藤　唯　眞	 　　　　浄土門主
顧問	 　　　　　内　野　日　総	 　　　　日蓮宗管長
顧問	 　　　　　中　西　啓　寶	 　　　　高野山真言宗管長
顧問	 　　　　　嶺　　　興　嶽	 　　　　臨済宗妙心寺派管長
顧問	 　　　　　田　代　弘　興	 　　　　真言宗豊山派管長
顧問	 　　　　　江　川　辰　三	 　　　　曹洞宗大本山總持寺貫首
顧問	 　　　　　田　中　昭　德	 　　　　聖観音宗管長
顧問	 　　　　　森　田　俊　朗	 　　　　和宗管長
顧問	 　　　　　稲　山　霊　芳	 　　　　念法眞教燈主
顧問	 　　　　　桶　屋　良　祐	 　　　　念法眞教燈主代行

日本宗教代表者会議役員名簿（順不同）
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常任委員	 　一　宮　良　範	 　　　　念法眞教教務総長
常任委員	 　小　堀　光　實	 　　　　天台宗総本山延暦寺執行
常任委員	 　高　地　　　敬	 　　　　日本聖公会京都教区主教
常任委員	 　網　中　彰　子	 　　　　日本キリスト教協議会総幹事
常任委員	 　大　塚　喜　直	 　　　　カトリック京都司教区司教
常任委員	 　𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
常任委員	 　𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
常任委員	 　藤　江　正　謹	 　　　　大阪府神社庁庁長
常任委員	 　泉　　　和　慶	 　　　　兵庫県神社庁庁長
常任委員	 　森　　　正　光	 　　　　奈良県神社庁庁長
常任委員	 　山　本　賢　司	 　　　　滋賀県神社庁庁長
常任委員	 　九　　　家　隆	 　　　　和歌山県神社庁庁長
常任委員	 　宮　西　修　治	 　　　　日枝神社宮司
常任委員	 　打　田　文　博	 　　　　小國神社宮司
常任委員	 　西高辻　信　良	 　　　　太宰府天満宮宮司
常任委員	 　九　條　道　成	 　　　　明治神宮権宮司
常任委員	 　宮　本　惠　司	 　　　　妙智會教団法嗣
常任委員	 　江　口　陽　一	 　　　　大法輪台意光妙教会理事長
常任委員	 　石　倉　寿　一	 　　　　大慧會教団次代会長
常任委員	 　川　端　健　之	 　　　　立正佼成会理事長
常任委員	 　田　澤　清　喜	 　　　　松緑神道大和山教主
常任委員	 　岡　田　光　央	 　　　　崇教真光三代教え主
常任委員	 　藤　原　裕　康	 　　　　妙道会教団常務理事
常任委員	 　赤　銅　重　夫	 　　　　円応教理事長
常任委員	 　田　中　庸　仁	 　　　　真生会会長
常任委員	 　力　久　道　臣	 　　　　善隣教教主
常任委員	 　深　田　惠　子	 　　　　円応教恵主
常任委員	 　庭　野　光　祥	 　　　　立正佼成会次代会長
常任委員	 　保　積　志　胤	 　　　　大和教団統理
常任委員	 　出　居　徳　久	 　　　　修養団捧誠会総裁
常任委員	 　北　浦　幸　代	 　　　　祖神道教団理事
常任委員	 　道　下　三　夫	 　　　　パーフェクトリバティー教団ＰＬ教校長
常任委員	 　中　村　憲一郎	 　　　　立正佼成会常務理事
常任委員	 　杉　谷　義　純	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会理事長
常任委員	 　三　宅　光　雄	 　　　　金光教泉尾教会教会長
常任委員	 　徳　増　公　明	 　　　　日本ムスリム協会会長
常任委員	 　中　田　善　亮	 　　　　天理教教会本部表統領
	 	
○監事	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

監事	 　　　　　久　喜　和　裕	 　　　　全日本仏教会事務総長
監事	 　　　　　渋　谷　宣　寛	 　　　　神社本庁監事
監事	 　　　　　鉢　呂　神　龍	 　　　　新日本宗教団体連合会理事
	 	

顧問	 　　　　　岡　野　正　純	 　　　　孝道教団統理
顧問	 　　　　　菅　原　信　海	 　　　　天台宗妙法院門跡門主
顧問	 　　　　　堀　澤　祖　門	 　　　　天台宗三千院門跡門主
顧問	 　　　　　加　藤　隆　久	 　　　　神社本庁長老・生田神社名誉宮司
顧問	 　　　　　亀　田　幸　弘	 　　　　神宮少宮司
顧問	 　　　　　本　多　和　夫	 　　　　平安神宮宮司代務者
顧問	 　　　　　千　家　尊　祐	 　　　　出雲大社宮司
顧問	 　　　　　中　島　精太郎	 　　　　明治神宮宮司
顧問	 　　　　　力　久　隆　積	 　　　　善隣教聖主
顧問	 　　　　　岡　野　聖　法	 　　　　解脱会長老
顧問	 　　　　　仲　田　順　和	 　　　　真言宗醍醐派管長
顧問	 　　　　　西　田　多戈止	 　　　　燈園当番
顧問	 　　　　　安　田　暎　胤	 　　　　法相宗大本山薬師寺長老
顧問	 　　　　　北河原　公　敬	 　　　　華厳宗大本山東大寺長老
顧問	 　　　　　大　野			玄　妙	 　　　　聖徳宗総本山法隆寺管長
顧問	 　　　　　中　山　善　司	 　　　　天理教真柱
	 	
○相談役	 	
役職名	 　　　　　				 氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

相談役	 　　　　　齋　藤　明　聖	 　　　　全日本仏教会理事
相談役	 　　　　　戸　松　義　晴	 　　　　全日本仏教会理事
相談役	 　　　　　山　北　宣　久	 　　　　日本キリスト教連合会顧問
相談役	 　　　　　渡　邉　純　幸	 　　　　日本キリスト教連合会顧問
相談役	 　　　　　叡　南　覺　範	 　　　　世界連邦日本仏教徒協議会会長
相談役	 　　　　　樋　口　美　作	 　　　　日本ムスリム協会理事
	 	
○常任委員	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

常任委員長	 　小　串　和　夫	 　　　　神社本庁副総長
常任副委員長	 　黒　住　宗　道	 　　　　黒住教副教主
常任委員	 　宍　野　史　生	 　　　　扶桑教管長
常任委員	 　千　家　活　彦	 　　　　出雲大社教東京出張所所長
常任委員	 　柴　田　良　彦	 　　　　實行教総務
常任委員	 　鴨　下　清　司	 　　　　御嶽教宣教部長
常任委員	 　鈴　木　頴　一	 　　　　大本本部長
常任委員	 　釜　田　隆　文	 　　　　曹洞宗宗務総長
常任委員	 　但　馬　　　弘	 　　　　真宗大谷派宗務総長
常任委員	 　豊　岡　鐐　尓	 　　　　浄土宗宗務総長
常任委員	 　小　林　順　光	 　　　　日蓮宗宗務総長
常任委員	 　添　田　隆　昭	 　　　　高野山真言宗宗務総長
常任委員	 　栗　原　正　雄	 　　　　臨済宗妙心寺派宗務総長
常任委員	 　芙　蓉　良　英	 　　　　真言宗智山派宗務総長
常任委員	 　星　野　英　紀	 　　　　真言宗豊山派宗務総長
常任委員	 　守　山　雄　順	 　　　　聖観音宗宗務総長
常任委員	 　瀧　藤　尊　淳	 　　　　和宗宗務総長
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常任委員	 　一　宮　良　範	 　　　　念法眞教教務総長
常任委員	 　小　堀　光　實	 　　　　天台宗総本山延暦寺執行
常任委員	 　高　地　　　敬	 　　　　日本聖公会京都教区主教
常任委員	 　網　中　彰　子	 　　　　日本キリスト教協議会総幹事
常任委員	 　大　塚　喜　直	 　　　　カトリック京都司教区司教
常任委員	 　𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
常任委員	 　𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
常任委員	 　藤　江　正　謹	 　　　　大阪府神社庁庁長
常任委員	 　泉　　　和　慶	 　　　　兵庫県神社庁庁長
常任委員	 　森　　　正　光	 　　　　奈良県神社庁庁長
常任委員	 　山　本　賢　司	 　　　　滋賀県神社庁庁長
常任委員	 　九　　　家　隆	 　　　　和歌山県神社庁庁長
常任委員	 　宮　西　修　治	 　　　　日枝神社宮司
常任委員	 　打　田　文　博	 　　　　小國神社宮司
常任委員	 　西高辻　信　良	 　　　　太宰府天満宮宮司
常任委員	 　九　條　道　成	 　　　　明治神宮権宮司
常任委員	 　宮　本　惠　司	 　　　　妙智會教団法嗣
常任委員	 　江　口　陽　一	 　　　　大法輪台意光妙教会理事長
常任委員	 　石　倉　寿　一	 　　　　大慧會教団次代会長
常任委員	 　川　端　健　之	 　　　　立正佼成会理事長
常任委員	 　田　澤　清　喜	 　　　　松緑神道大和山教主
常任委員	 　岡　田　光　央	 　　　　崇教真光三代教え主
常任委員	 　藤　原　裕　康	 　　　　妙道会教団常務理事
常任委員	 　赤　銅　重　夫	 　　　　円応教理事長
常任委員	 　田　中　庸　仁	 　　　　真生会会長
常任委員	 　力　久　道　臣	 　　　　善隣教教主
常任委員	 　深　田　惠　子	 　　　　円応教恵主
常任委員	 　庭　野　光　祥	 　　　　立正佼成会次代会長
常任委員	 　保　積　志　胤	 　　　　大和教団統理
常任委員	 　出　居　徳　久	 　　　　修養団捧誠会総裁
常任委員	 　北　浦　幸　代	 　　　　祖神道教団理事
常任委員	 　道　下　三　夫	 　　　　パーフェクトリバティー教団ＰＬ教校長
常任委員	 　中　村　憲一郎	 　　　　立正佼成会常務理事
常任委員	 　杉　谷　義　純	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会理事長
常任委員	 　三　宅　光　雄	 　　　　金光教泉尾教会教会長
常任委員	 　徳　増　公　明	 　　　　日本ムスリム協会会長
常任委員	 　中　田　善　亮	 　　　　天理教教会本部表統領
	 	
○監事	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

監事	 　　　　　久　喜　和　裕	 　　　　全日本仏教会事務総長
監事	 　　　　　渋　谷　宣　寛	 　　　　神社本庁監事
監事	 　　　　　鉢　呂　神　龍	 　　　　新日本宗教団体連合会理事
	 	

顧問	 　　　　　岡　野　正　純	 　　　　孝道教団統理
顧問	 　　　　　菅　原　信　海	 　　　　天台宗妙法院門跡門主
顧問	 　　　　　堀　澤　祖　門	 　　　　天台宗三千院門跡門主
顧問	 　　　　　加　藤　隆　久	 　　　　神社本庁長老・生田神社名誉宮司
顧問	 　　　　　亀　田　幸　弘	 　　　　神宮少宮司
顧問	 　　　　　本　多　和　夫	 　　　　平安神宮宮司代務者
顧問	 　　　　　千　家　尊　祐	 　　　　出雲大社宮司
顧問	 　　　　　中　島　精太郎	 　　　　明治神宮宮司
顧問	 　　　　　力　久　隆　積	 　　　　善隣教聖主
顧問	 　　　　　岡　野　聖　法	 　　　　解脱会長老
顧問	 　　　　　仲　田　順　和	 　　　　真言宗醍醐派管長
顧問	 　　　　　西　田　多戈止	 　　　　燈園当番
顧問	 　　　　　安　田　暎　胤	 　　　　法相宗大本山薬師寺長老
顧問	 　　　　　北河原　公　敬	 　　　　華厳宗大本山東大寺長老
顧問	 　　　　　大　野			玄　妙	 　　　　聖徳宗総本山法隆寺管長
顧問	 　　　　　中　山　善　司	 　　　　天理教真柱
	 	
○相談役	 	
役職名	 　　　　　				 氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

相談役	 　　　　　齋　藤　明　聖	 　　　　全日本仏教会理事
相談役	 　　　　　戸　松　義　晴	 　　　　全日本仏教会理事
相談役	 　　　　　山　北　宣　久	 　　　　日本キリスト教連合会顧問
相談役	 　　　　　渡　邉　純　幸	 　　　　日本キリスト教連合会顧問
相談役	 　　　　　叡　南　覺　範	 　　　　世界連邦日本仏教徒協議会会長
相談役	 　　　　　樋　口　美　作	 　　　　日本ムスリム協会理事
	 	
○常任委員	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

常任委員長	 　小　串　和　夫	 　　　　神社本庁副総長
常任副委員長	 　黒　住　宗　道	 　　　　黒住教副教主
常任委員	 　宍　野　史　生	 　　　　扶桑教管長
常任委員	 　千　家　活　彦	 　　　　出雲大社教東京出張所所長
常任委員	 　柴　田　良　彦	 　　　　實行教総務
常任委員	 　鴨　下　清　司	 　　　　御嶽教宣教部長
常任委員	 　鈴　木　頴　一	 　　　　大本本部長
常任委員	 　釜　田　隆　文	 　　　　曹洞宗宗務総長
常任委員	 　但　馬　　　弘	 　　　　真宗大谷派宗務総長
常任委員	 　豊　岡　鐐　尓	 　　　　浄土宗宗務総長
常任委員	 　小　林　順　光	 　　　　日蓮宗宗務総長
常任委員	 　添　田　隆　昭	 　　　　高野山真言宗宗務総長
常任委員	 　栗　原　正　雄	 　　　　臨済宗妙心寺派宗務総長
常任委員	 　芙　蓉　良　英	 　　　　真言宗智山派宗務総長
常任委員	 　星　野　英　紀	 　　　　真言宗豊山派宗務総長
常任委員	 　守　山　雄　順	 　　　　聖観音宗宗務総長
常任委員	 　瀧　藤　尊　淳	 　　　　和宗宗務総長
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○運営委員	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

運営委員長	 　山　田　匡　男	 　　　　新日本宗教団体連合会総局長
運営副委員長	 　和　多　善　秀	 　　　　全日本仏教会総務部部長
運営委員	 　松　田　　　一	 　　　　大本総務
運営委員	 　永　澤　　　穣	 　　　　神道大教教務部長
運営委員	 　黒　住　忠　親	 　　　　黒住教本部公室長
運営委員	 　薄　井　秀　夫	 　　　　禊教総務
運営委員	 　猪　子　　　恒	 　　　　大本東京宣教センター次長
運営委員	 　栗　田　幸　子	 　　　　實行教総務補佐
運営委員	 　松　原　道　一	 　　　　曹洞宗人事部長
運営委員	 　東　森　尚　人	 　　　　浄土真宗本願寺派所務部長
運営委員	 　下　野　真　人	 　　　　真宗大谷派総務部長
運営委員	 　谷　上　昌　賢	 　　　　浄土宗財務局長
運営委員	 　川　口　智　康	 　　　　日蓮宗総務部長
運営委員	 　長谷部　真　道	 　　　　高野山真言宗総務部長
運営委員	 　上　沼　雅　龍	 　　　　臨済宗妙心寺派総務部長
運営委員	 　馬　場　修　任	 　　　　真言宗智山派総務部長
運営委員	 　小　島　一　雄	 　　　　真言宗豊山派総務部長
運営委員	 　掬　池　友　絢	 　　　　全日本仏教会国際部部長
運営委員	 　阿　部　昌　宏	 　　　　天台宗総務部長
運営委員	 　獅子王　圓　明	 　　　　延暦寺総務部長
運営委員	 　宮　下　良　平	 　　　　カトリック中央協議会事務局長
運営委員	 　柳　本　　　昭	 　　　　カトリック京都司教区司祭
運営委員	 　矢　萩　新　一	 　　　　日本キリスト教連合会副委員長
運営委員	 　浦　地　洪　一	 　　　　日本聖公会京都教区司祭
運営委員	 　山　本　行　恭	 　　　　椿大神社宮司
運営委員	 　南坊城　光　興	 　　　　道明寺天満宮宮司
運営委員	 　室　田　一　樹	 　　　　岩屋神社宮司
運営委員	 　加　藤　芳　哉	 　　　　服部天神宮宮司
運営委員	 　瀬　尾　芳　也	 　　　　神社本庁教化広報部長
運営委員	 　伊　藤　守　康	 　　　　明治神宮権禰宜
運営委員	 　中　村　史　郎	 　　　　円応教副理事長
運営委員	 　斎　藤　謙　次	 　　　　新日本宗教団体連合会事務局長
運営委員	 　生　田　茂　夫	 　　　　新日本宗教団体連合会事務局次長
運営委員	 　佐　藤　益　弘	 　　　　立正佼成会京都教会教会長
運営委員	 　澤　田　晃　成	 　　　　立正佼成会総務部長
運営委員	 　鈴　木　裕　治	 　　　　妙智會教団理事
運営委員	 　國　富　敬　二	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会事務局長
運営委員	 　和　田　惠久巳	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会総務部長
運営委員	 　可　児　光　永	 　　　　世界連邦日本仏教徒協議会理事長
運営委員	 　田　中　朋　清	 　　　　世界連邦日本宗教委員会事務局長
運営委員	 　佐　藤　裕　一	 　　　　日本ムスリム協会理事
	 	

○参与	 	
役職名	 　　　　　　		氏　名	 																																														 所　属　役　職　名

参与	 　　　　　勝　部　盛　行	 　　　　黒住教教務総長
参与	 　　　　　石　原　秀　則	 　　　　黒住教教団総務
参与	 　　　　　野　口　知　志	 　　　　御嶽教教務総長
参与	 　　　　　井　上　慶　山	 　　　　御嶽教代議員会議長
参与	 　　　　　北　川　茂　廣	 　　　　御嶽教総務部長
参与	 　　　　　百　田　吉　男	 　　　　御嶽教企画部長
参与	 　　　　　亀　井　一　秋	 　　　　御嶽教代議員会副議長
参与	 　　　　　大　橋　昭　夫	 　　　　御嶽教大本庁主事
参与	 　　　　　横　井　真　之	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　松　原　功　人	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　柴　田　達　也	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　宮　林　雄　彦	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　鈴　木　英　全	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　小　寺　秀　仁	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　坂　井　智　宏	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　杜　多　徳　雄	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　深　澤　照　生	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　新　美　昌　道	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　都　築　哲　二	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　木　村　盛　雄	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　井　桁　雄　弘	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　伊　藤　正　導	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　一　月　正　人	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　小　野　貴　嗣	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　根　津　泰	　昇	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　吉　田　源　彦	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　面　山　浩　康	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　櫻　井　豊　彦	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　加　藤　治　樹	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　川　村　公　彦	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　池　田　剛　康	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　岡　村　吉　明	 　　　　神社本庁監事
参与	 　　　　　田　中　安比呂	 　　　　京都府神社庁副庁長
参与	 　　　　　林　　　秀　俊	 　　　　京都府神社庁副庁長
参与	 　　　　　新　木　直　人	 　　　　賀茂御祖神社宮司
参与	 　　　　　生　嶌　經　和	 　　　　松尾大社宮司
参与	 　　　　　尾　崎　保　博	 　　　　平野神社宮司
参与	 　　　　　森　　　壽　雄	 　　　　八坂神社宮司
参与	 　　　　　高　井　和　大	 　　　　貴船神社宮司
参与	 　　　　　齋　藤　昌　通	 　　　　大原野神社宮司
参与	 　　　　　橘　　　重十九	 　　　　北野天満宮宮司
参与	 　　　　　海　部　光　彦	 　　　　籠神社宮司
参与	 　　　　　文　室　隆　紀	 　　　　護王神社宮司
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○運営委員	 	
役職名	 　　　　　				氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

運営委員長	 　山　田　匡　男	 　　　　新日本宗教団体連合会総局長
運営副委員長	 　和　多　善　秀	 　　　　全日本仏教会総務部部長
運営委員	 　松　田　　　一	 　　　　大本総務
運営委員	 　永　澤　　　穣	 　　　　神道大教教務部長
運営委員	 　黒　住　忠　親	 　　　　黒住教本部公室長
運営委員	 　薄　井　秀　夫	 　　　　禊教総務
運営委員	 　猪　子　　　恒	 　　　　大本東京宣教センター次長
運営委員	 　栗　田　幸　子	 　　　　實行教総務補佐
運営委員	 　松　原　道　一	 　　　　曹洞宗人事部長
運営委員	 　東　森　尚　人	 　　　　浄土真宗本願寺派所務部長
運営委員	 　下　野　真　人	 　　　　真宗大谷派総務部長
運営委員	 　谷　上　昌　賢	 　　　　浄土宗財務局長
運営委員	 　川　口　智　康	 　　　　日蓮宗総務部長
運営委員	 　長谷部　真　道	 　　　　高野山真言宗総務部長
運営委員	 　上　沼　雅　龍	 　　　　臨済宗妙心寺派総務部長
運営委員	 　馬　場　修　任	 　　　　真言宗智山派総務部長
運営委員	 　小　島　一　雄	 　　　　真言宗豊山派総務部長
運営委員	 　掬　池　友　絢	 　　　　全日本仏教会国際部部長
運営委員	 　阿　部　昌　宏	 　　　　天台宗総務部長
運営委員	 　獅子王　圓　明	 　　　　延暦寺総務部長
運営委員	 　宮　下　良　平	 　　　　カトリック中央協議会事務局長
運営委員	 　柳　本　　　昭	 　　　　カトリック京都司教区司祭
運営委員	 　矢　萩　新　一	 　　　　日本キリスト教連合会副委員長
運営委員	 　浦　地　洪　一	 　　　　日本聖公会京都教区司祭
運営委員	 　山　本　行　恭	 　　　　椿大神社宮司
運営委員	 　南坊城　光　興	 　　　　道明寺天満宮宮司
運営委員	 　室　田　一　樹	 　　　　岩屋神社宮司
運営委員	 　加　藤　芳　哉	 　　　　服部天神宮宮司
運営委員	 　瀬　尾　芳　也	 　　　　神社本庁教化広報部長
運営委員	 　伊　藤　守　康	 　　　　明治神宮権禰宜
運営委員	 　中　村　史　郎	 　　　　円応教副理事長
運営委員	 　斎　藤　謙　次	 　　　　新日本宗教団体連合会事務局長
運営委員	 　生　田　茂　夫	 　　　　新日本宗教団体連合会事務局次長
運営委員	 　佐　藤　益　弘	 　　　　立正佼成会京都教会教会長
運営委員	 　澤　田　晃　成	 　　　　立正佼成会総務部長
運営委員	 　鈴　木　裕　治	 　　　　妙智會教団理事
運営委員	 　國　富　敬　二	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会事務局長
運営委員	 　和　田　惠久巳	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会総務部長
運営委員	 　可　児　光　永	 　　　　世界連邦日本仏教徒協議会理事長
運営委員	 　田　中　朋　清	 　　　　世界連邦日本宗教委員会事務局長
運営委員	 　佐　藤　裕　一	 　　　　日本ムスリム協会理事
	 	

○参与	 	
役職名	 　　　　　　		氏　名	 																																														 所　属　役　職　名

参与	 　　　　　勝　部　盛　行	 　　　　黒住教教務総長
参与	 　　　　　石　原　秀　則	 　　　　黒住教教団総務
参与	 　　　　　野　口　知　志	 　　　　御嶽教教務総長
参与	 　　　　　井　上　慶　山	 　　　　御嶽教代議員会議長
参与	 　　　　　北　川　茂　廣	 　　　　御嶽教総務部長
参与	 　　　　　百　田　吉　男	 　　　　御嶽教企画部長
参与	 　　　　　亀　井　一　秋	 　　　　御嶽教代議員会副議長
参与	 　　　　　大　橋　昭　夫	 　　　　御嶽教大本庁主事
参与	 　　　　　横　井　真　之	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　松　原　功　人	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　柴　田　達　也	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　宮　林　雄　彦	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　鈴　木　英　全	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　小　寺　秀　仁	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　坂　井　智　宏	 　　　　全日本仏教会評議員
参与	 　　　　　杜　多　徳　雄	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　深　澤　照　生	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　新　美　昌　道	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　都　築　哲　二	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　木　村　盛　雄	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　井　桁　雄　弘	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　伊　藤　正　導	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　一　月　正　人	 　　　　全日本仏教会理事
参与	 　　　　　小　野　貴　嗣	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　根　津　泰	　昇	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　吉　田　源　彦	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　面　山　浩　康	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　櫻　井　豊　彦	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　加　藤　治　樹	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　川　村　公　彦	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　池　田　剛　康	 　　　　神社本庁理事
参与	 　　　　　岡　村　吉　明	 　　　　神社本庁監事
参与	 　　　　　田　中　安比呂	 　　　　京都府神社庁副庁長
参与	 　　　　　林　　　秀　俊	 　　　　京都府神社庁副庁長
参与	 　　　　　新　木　直　人	 　　　　賀茂御祖神社宮司
参与	 　　　　　生　嶌　經　和	 　　　　松尾大社宮司
参与	 　　　　　尾　崎　保　博	 　　　　平野神社宮司
参与	 　　　　　森　　　壽　雄	 　　　　八坂神社宮司
参与	 　　　　　高　井　和　大	 　　　　貴船神社宮司
参与	 　　　　　齋　藤　昌　通	 　　　　大原野神社宮司
参与	 　　　　　橘　　　重十九	 　　　　北野天満宮宮司
参与	 　　　　　海　部　光　彦	 　　　　籠神社宮司
参与	 　　　　　文　室　隆　紀	 　　　　護王神社宮司
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参与	 　　　　　松　原　　　宏	 　　　　建勲神社宮司
参与	 　　　　　吉　田　武　雄	 　　　　豊國神社宮司
参与	 　　　　　高　松　利　行	 　　　　愛宕神社宮司
参与	 　　　　　粟田口　幹　男	 　　　　白峯神宮宮司
参与	 　　　　　田　所　貞　文	 　　　　大阪府神社庁副庁長
参与	 　　　　　足　立　博　史	 　　　　大阪府神社庁副庁長
参与	 　　　　　芦　立　幸　正	 　　　　大阪府神社庁参事
参与	 　　　　　中　東　　　弘	 　　　　枚岡神社宮司
参与	 　　　　　中　山　幸　彦	 　　　　生國魂神社宮司
参与	 　　　　　水無瀬　忠　成	 　　　　水無瀬神宮宮司
参与	 　　　　　渡　邉　紘　一	 　　　　坐摩神社宮司
参与	 　　　　　中　塚　昌　宏	 　　　　阿部野神社宮司
参与	 　　　　　寺　井　種　伯	 　　　　大阪天満宮宮司
参与	 　　　　　髙　井　道　弘	 　　　　住吉大社宮司
参与	 　　　　　柳　澤　忠　麿	 　　　　大阪護國神社宮司
参与	 　　　　　小　谷　真　功	 　　　　高津宮宮司
参与	 　　　　　津　江　明　宏	 　　　　今宮戎神社宮司
参与	 　　　　　垣　田　宗　彦	 　　　　兵庫県神社庁副庁長
参与	 　　　　　善　見　壽　男	 　　　　兵庫県神社庁副庁長代理
参与	 　　　　　大　部　昭　彦	 　　　　兵庫県神社庁参事
参与	 　　　　　本　名　孝　至	 　　　　伊弉諾神宮宮司
参与	 　　　　　西　井　　　璋	 　　　　廣田神社宮司
参与	 　　　　　脇　　　延　秀	 　　　　長田神社宮司
参与	 　　　　　安　藤　範　和	 　　　　海神社宮司
参与	 　　　　　長　尾　家　典	 　　　　出石神社宮司
参与	 　　　　　安　黒　秀　幸	 　　　　伊和神社宮司
参与	 　　　　　吉　井　良　昭	 　　　　西宮神社宮司
参与	 　　　　　西　本　和　俊	 　　　　射楯兵主神社宮司
参与	 　　　　　幸　田　精　久	 　　　　廣峯神社宮司
参与	 　　　　　久保田　梅　継	 　　　　兵庫県神戸護國神社宮司
参与	 　　　　　飯　尾　義　明	 　　　　赤穂大石神社宮司
参与	 　　　　　福　本　賀　郎	 　　　　多田神社宮司
参与	 　　　　　樋　口　俊　夫	 　　　　奈良県神社庁副庁長
参与	 　　　　　鈴　鹿　義　胤	 　　　　奈良県神社庁副庁長
参与	 　　　　　中　川　行　夫	 　　　　奈良県神社庁参事
参与	 　　　　　鈴　木　寛　治	 　　　　大神神社宮司
参与	 　　　　　花山院　弘　匡	 　　　　春日大社宮司
参与	 　　　　　久保田　昌　孝	 　　　　橿原神宮宮司
参与	 　　　　　上　田　安　德	 　　　　龍田大社宮司
参与	 　　　　　長　岡　千　尋	 　　　　談山神社宮司
参与	 　　　　　望　月　康　麿	 　　　　丹生川上神社上社宮司
参与	 　　　　　皆　見　元　久	 　　　　丹生川上神社下社宮司
参与	 　　　　　日　下　康　寛	 　　　　丹生川上神社宮司
参与	 　　　　　河　﨑　　　宏	 　　　　吉野神宮宮司
参与	 　　　　　塩　谷　陸　男	 　　　　大和神社宮司

参与	 　　　　　宮　田　康　弘	 　　　　奈良県護国神社宮司
参与	 　　　　　吉　村　光　嗣	 　　　　石園座多久虫玉神社宮司
参与	 　　　　　馬　渕　直　樹	 　　　　滋賀県神社庁副庁長
参与	 　　　　　犬　上　　　岳	 　　　　滋賀県神社庁副庁長
参与	 　　　　　笠　島　実　俊	 　　　　滋賀県神社庁参事
参与	 　　　　　平　尾　千　藏	 　　　　建部大社宮司
参与	 　　　　　佐　藤　久　忠	 　　　　近江神宮宮司
参与	 　　　　　垣　内　宏　之	 　　　　御上神社宮司
参与	 　　　　　奥　田　素　之	 　　　　阿賀神社宮司
参与	 　　　　　岳　　　尋　幸	 　　　　日牟禮八幡宮宮司
参与	 　　　　　三　家　邦　明	 　　　　長濱八幡宮宮司
参与	 　　　　　上　野　　　顯	 　　　　和歌山県神社庁副庁長
参与	 　　　　　温　井　敬　忠	 　　　　和歌山県神社庁副庁長
参与	 　　　　　中　谷　承　平	 　　　　和歌山県神社庁事務局長
参与	 　　　　　吉　良　義　章	 　　　　竈山神社宮司
参与	 　　　　　奥　　　重　視	 　　　　伊太祁曽神社宮司
参与	 　　　　　男　成　洋　三	 　　　　熊野那智大社宮司
参与	 　　　　　丹　生　晃　一	 　　　　丹生都比賣神社宮司
参与	 　　　　　長　澤　好　晃	 　　　　鬪雞神社宮司
参与	 　　　　　利　根　康　教	 　　　　寒川神社宮司
参与	 　　　　　加　納　理　孝	 　　　　加納太霊教院院長
参与	 　　　　　齋　藤　賢一郎	 　　　　妙智會教団理事長
参与	 　　　　　佐々木　堯　章	 　　　　崇教真光事務局長
参与	 　　　　　左　藤　滋　光	 　　　　澄禅律院住職
参与	 　　　　　宮　坂　保　徳	 　　　　解脱会理事
参与	 　　　　　山　本　行　徳	 　　　　八津御獄神社宮司
参与	 　　　　　井　上　瑞　雄	 　　　　日蓮宗久遠寺総務
参与	 　　　　　小　橋　孝　一	 　　　　日本キリスト教協議会議長
参与	 　　　　　深　水　正　勝	 　　　　カトリック東京大司教区司祭
参与	 　　　　　齋　藤　郁　雄	 　　　　神宮司廳総務部長
参与	 　　　　　森　　　元　亨	 　　　　曹洞宗宗議会議員・東昌寺住職
参与	 　　　　　山　本　俊　正	 　　　　関西学院大学教授
参与	 　　　　　山　崎　龍　明	 　　　　浄土真宗本願寺派法善寺前住職
参与	 　　　　　森　脇　友紀子	 　　　　カトリック東京大司教区アレルヤ会
参与	 　　　　　根　本　昌　廣	 　　　　立正佼成会時務部主席
参与	 　　　　　藤　田　隆　乗	 　　　　真言宗智山派大本山平間寺貫首
参与	 　　　　　菅　野　日　彰	 　　　　日蓮宗大本山池上本門寺貫首
参与	 　　　　　東伏見　慈　晃	 　　　　天台宗青蓮院門跡門主
参与	 　　　　　藤　　　光　賢	 　　　　天台宗曼殊院門跡門主
参与	 　　　　　西園寺　昌　美	 　　　　白光真宏会会長
参与	 　　　　　桑　原　恒　明	 　　　　氣比神宮名誉宮司
参与	 　　　　　三　島　喜　徳	 　　　　大山祗神社宮司
参与	 　　　　　池　田　光　輝	 　　　　真言宗中山寺派元老
参与	 　　　　　北　川　一　有	 　　　　浄土宗総本山知恩院執事長
参与	 　　　　　野　下　千　年	 　　　　長崎県宗教者懇話会顧問
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参与	 　　　　　松　原　　　宏	 　　　　建勲神社宮司
参与	 　　　　　吉　田　武　雄	 　　　　豊國神社宮司
参与	 　　　　　高　松　利　行	 　　　　愛宕神社宮司
参与	 　　　　　粟田口　幹　男	 　　　　白峯神宮宮司
参与	 　　　　　田　所　貞　文	 　　　　大阪府神社庁副庁長
参与	 　　　　　足　立　博　史	 　　　　大阪府神社庁副庁長
参与	 　　　　　芦　立　幸　正	 　　　　大阪府神社庁参事
参与	 　　　　　中　東　　　弘	 　　　　枚岡神社宮司
参与	 　　　　　中　山　幸　彦	 　　　　生國魂神社宮司
参与	 　　　　　水無瀬　忠　成	 　　　　水無瀬神宮宮司
参与	 　　　　　渡　邉　紘　一	 　　　　坐摩神社宮司
参与	 　　　　　中　塚　昌　宏	 　　　　阿部野神社宮司
参与	 　　　　　寺　井　種　伯	 　　　　大阪天満宮宮司
参与	 　　　　　髙　井　道　弘	 　　　　住吉大社宮司
参与	 　　　　　柳　澤　忠　麿	 　　　　大阪護國神社宮司
参与	 　　　　　小　谷　真　功	 　　　　高津宮宮司
参与	 　　　　　津　江　明　宏	 　　　　今宮戎神社宮司
参与	 　　　　　垣　田　宗　彦	 　　　　兵庫県神社庁副庁長
参与	 　　　　　善　見　壽　男	 　　　　兵庫県神社庁副庁長代理
参与	 　　　　　大　部　昭　彦	 　　　　兵庫県神社庁参事
参与	 　　　　　本　名　孝　至	 　　　　伊弉諾神宮宮司
参与	 　　　　　西　井　　　璋	 　　　　廣田神社宮司
参与	 　　　　　脇　　　延　秀	 　　　　長田神社宮司
参与	 　　　　　安　藤　範　和	 　　　　海神社宮司
参与	 　　　　　長　尾　家　典	 　　　　出石神社宮司
参与	 　　　　　安　黒　秀　幸	 　　　　伊和神社宮司
参与	 　　　　　吉　井　良　昭	 　　　　西宮神社宮司
参与	 　　　　　西　本　和　俊	 　　　　射楯兵主神社宮司
参与	 　　　　　幸　田　精　久	 　　　　廣峯神社宮司
参与	 　　　　　久保田　梅　継	 　　　　兵庫県神戸護國神社宮司
参与	 　　　　　飯　尾　義　明	 　　　　赤穂大石神社宮司
参与	 　　　　　福　本　賀　郎	 　　　　多田神社宮司
参与	 　　　　　樋　口　俊　夫	 　　　　奈良県神社庁副庁長
参与	 　　　　　鈴　鹿　義　胤	 　　　　奈良県神社庁副庁長
参与	 　　　　　中　川　行　夫	 　　　　奈良県神社庁参事
参与	 　　　　　鈴　木　寛　治	 　　　　大神神社宮司
参与	 　　　　　花山院　弘　匡	 　　　　春日大社宮司
参与	 　　　　　久保田　昌　孝	 　　　　橿原神宮宮司
参与	 　　　　　上　田　安　德	 　　　　龍田大社宮司
参与	 　　　　　長　岡　千　尋	 　　　　談山神社宮司
参与	 　　　　　望　月　康　麿	 　　　　丹生川上神社上社宮司
参与	 　　　　　皆　見　元　久	 　　　　丹生川上神社下社宮司
参与	 　　　　　日　下　康　寛	 　　　　丹生川上神社宮司
参与	 　　　　　河　﨑　　　宏	 　　　　吉野神宮宮司
参与	 　　　　　塩　谷　陸　男	 　　　　大和神社宮司

参与	 　　　　　宮　田　康　弘	 　　　　奈良県護国神社宮司
参与	 　　　　　吉　村　光　嗣	 　　　　石園座多久虫玉神社宮司
参与	 　　　　　馬　渕　直　樹	 　　　　滋賀県神社庁副庁長
参与	 　　　　　犬　上　　　岳	 　　　　滋賀県神社庁副庁長
参与	 　　　　　笠　島　実　俊	 　　　　滋賀県神社庁参事
参与	 　　　　　平　尾　千　藏	 　　　　建部大社宮司
参与	 　　　　　佐　藤　久　忠	 　　　　近江神宮宮司
参与	 　　　　　垣　内　宏　之	 　　　　御上神社宮司
参与	 　　　　　奥　田　素　之	 　　　　阿賀神社宮司
参与	 　　　　　岳　　　尋　幸	 　　　　日牟禮八幡宮宮司
参与	 　　　　　三　家　邦　明	 　　　　長濱八幡宮宮司
参与	 　　　　　上　野　　　顯	 　　　　和歌山県神社庁副庁長
参与	 　　　　　温　井　敬　忠	 　　　　和歌山県神社庁副庁長
参与	 　　　　　中　谷　承　平	 　　　　和歌山県神社庁事務局長
参与	 　　　　　吉　良　義　章	 　　　　竈山神社宮司
参与	 　　　　　奥　　　重　視	 　　　　伊太祁曽神社宮司
参与	 　　　　　男　成　洋　三	 　　　　熊野那智大社宮司
参与	 　　　　　丹　生　晃　一	 　　　　丹生都比賣神社宮司
参与	 　　　　　長　澤　好　晃	 　　　　鬪雞神社宮司
参与	 　　　　　利　根　康　教	 　　　　寒川神社宮司
参与	 　　　　　加　納　理　孝	 　　　　加納太霊教院院長
参与	 　　　　　齋　藤　賢一郎	 　　　　妙智會教団理事長
参与	 　　　　　佐々木　堯　章	 　　　　崇教真光事務局長
参与	 　　　　　左　藤　滋　光	 　　　　澄禅律院住職
参与	 　　　　　宮　坂　保　徳	 　　　　解脱会理事
参与	 　　　　　山　本　行　徳	 　　　　八津御獄神社宮司
参与	 　　　　　井　上　瑞　雄	 　　　　日蓮宗久遠寺総務
参与	 　　　　　小　橋　孝　一	 　　　　日本キリスト教協議会議長
参与	 　　　　　深　水　正　勝	 　　　　カトリック東京大司教区司祭
参与	 　　　　　齋　藤　郁　雄	 　　　　神宮司廳総務部長
参与	 　　　　　森　　　元　亨	 　　　　曹洞宗宗議会議員・東昌寺住職
参与	 　　　　　山　本　俊　正	 　　　　関西学院大学教授
参与	 　　　　　山　崎　龍　明	 　　　　浄土真宗本願寺派法善寺前住職
参与	 　　　　　森　脇　友紀子	 　　　　カトリック東京大司教区アレルヤ会
参与	 　　　　　根　本　昌　廣	 　　　　立正佼成会時務部主席
参与	 　　　　　藤　田　隆　乗	 　　　　真言宗智山派大本山平間寺貫首
参与	 　　　　　菅　野　日　彰	 　　　　日蓮宗大本山池上本門寺貫首
参与	 　　　　　東伏見　慈　晃	 　　　　天台宗青蓮院門跡門主
参与	 　　　　　藤　　　光　賢	 　　　　天台宗曼殊院門跡門主
参与	 　　　　　西園寺　昌　美	 　　　　白光真宏会会長
参与	 　　　　　桑　原　恒　明	 　　　　氣比神宮名誉宮司
参与	 　　　　　三　島　喜　徳	 　　　　大山祗神社宮司
参与	 　　　　　池　田　光　輝	 　　　　真言宗中山寺派元老
参与	 　　　　　北　川　一　有	 　　　　浄土宗総本山知恩院執事長
参与	 　　　　　野　下　千　年	 　　　　長崎県宗教者懇話会顧問
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参与	 　　　　　鴨　下　　　博	 　　　　御嶽教顧問
参与	 　　　　　納　谷　智　彦	 　　　　白光真宏会理事長
参与	 　　　　　漆　間　宣　隆	 　　　　世界連邦岡山県宗教者の会会長
参与	 　　　　　天　江　喜七郎	 　　　　元特命全権大使
参与	 　　　　　下　窄　英　知	 　　　　カトリック長崎大司教区本部事務局長
参与	 　　　　　鶴　野　重　雄	 　　　　浄土宗総本山知恩院執事
参与	 　　　　　浄　見　　　譲	 　　　　宮地嶽神社宮司
参与	 　　　　　奥　　　茂　宣	 　　　　沼名前神社宮司
参与	 　　　　　梶　　　道　嗣	 　　　　北野天満宮禰宜
参与	 　　　　　水　谷　栄　寛	 　　　　世界連邦日本仏教徒協議会事務総長
参与	 　　　　　小　田　義　海	 　　　　浄土宗教誨師会副理事長
参与	 　　　　　三　宅　善　信	 　　　　金光教泉尾教会総長
参与	 　　　　　坂　田　安　弘	 　　　　神道禊教教主
参与	 　　　　　林　　　丈　嗣	 　　　　弓矢八幡副教主
参与	 　　　　　菊　地　恵　祐	 　　　　世界連邦岡山県宗教者の会専務理事
参与	 　　　　　宮　西　惟　道	 　　　　日枝神社名誉宮司
参与	 　　　　　福　間　武　子	 　　　　社会福祉法人太陽の町理事副理事長
参与	 　　　　　神　　　日出男	 　　　　八幡朝見神社宮司
参与	 　　　　　小　林　一　朗	 　　　　久伊豆神社宮司
参与	 　　　　　小　林　敬　直	 　　　　白山神社宮司
参与	 　　　　　澤　井　隆　男	 　　　　吉田神社宮司
参与	 　　　　　中　田　幹　男	 　　　　伏見神寶神社宮司
参与	 　　　　　河　合　孝　俊	 　　　　浄土宗百万遍瑞林院住職
参与	 　　　　　竹　内　日　祥	 　　　　日蓮宗妙見閣寺代表役員
参与	 　　　　　武　田　喚　三	 　　　　竜泉寺東堂慈照園主
参与	 　　　　　曽　宮　良　幸	 　　　　御嶽教本部事務長
参与	 　　　　　三　原　照　正	 　　　　扶桑教参元
参与	 　　　　　三　宅　　　修	 　　　　金光教泉尾教会執行
参与	 　　　　　川　本　浩　司	 　　　　世界連邦岡山県宗教者の会事務局長
参与	 　　　　　大　島　幹　夫	 　　　　月ノ宮行院代表
参与	 　　　　　正　垣　　　肇	 　　　　杜の友社寺の友社代表取締役
参与	 　　　　　鈴　木　宏　明	 　　　　防府天満宮宮司
参与	 　　　　　鎌　田　紀　彦	 　　　　大宮八幡宮宮司
参与	 　　　　　矢田部　盛　男	 　　　　三嶋大社宮司
参与	 　　　　　八　田　尚　彦	 　　　　無量寺住職

○比叡山メッセージ２０１７起草委員会	 	
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委員	 　　　　　島　薗　　　進	 　　　　上智大学グリーフケア研究所所長
委員	 　　　　　竹　村　牧　男	 　　　　東洋大学学長
委員	 　　　　　吉　澤　健　吉	 　　　　京都新聞総合研究所特別理事・京都産業大学教授
	 	

○事務局	 	
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部長	 　　　　　阿　部　昌　宏	 　　　　天台宗総務部長
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事務局員	 　松　田　　　一	 　　　　大本総務・亀岡宣教センター長
事務局員	 　澤　田　晃　成	 　　　　立正佼成会総務部長
事務局員	 　獅子王　圓　明	 　　　　延暦寺総務部長
事務局員	 　三　善　健　雄	 　　　　立正佼成会総務部渉外グループ広報渉外担当
事務局員	 　福　井　邦　彦	 　　　　天台宗務庁総務課長・国際課長
事務局員	 　梅　山　恵　匡	 　　　　天台宗祖師先徳鑽仰大法会事務局幹事
事務局員	 　礒　村　良　定	 　　　　延暦寺総務部主事
	 	
○会議部	 	
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部長	 　　　　　國　富　敬　二	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会事務局長
次長	 　　　　　田　中　朋　清	 　　　　世界連邦日本宗教委員会事務局長
事務局員	 　齊　藤　哲　圓	 　　　　全日本仏教会国際部次長
事務局員	 　鈴　木　裕　治	 　　　　妙智會教団理事
事務局員	 　和　田　惠久巳	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会総務部長
事務局員	 　水　尾　寂　芳	 　　　　延暦寺財務部長
事務局員	 　西　村　智　秀	 　　　　天台宗務庁教学課長
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部長	 　　　　　山　田　　　歌	 　　　　大本本部総務課主幹
次長	 　　　　　小　寺　照　依	 　　　　延暦寺法務部長
事務局員	 　小　森　文　道	 　　　　延暦寺管理部長
事務局員	 　奥　脇　俊　臣	 　　　　大本本部国際愛善宣教課主任
事務局員	 　東伏見　光　晋	 　　　　天台宗青蓮院門跡執事長
事務局員	 　高　見　昌　良	 　　　　天台宗務庁社会課長
事務局員	 　松　岡　順　海	 　　　　天台宗務庁人権啓発課長
事務局員	 　志　井　浩　順	 　　　　天台宗務庁一隅を照らす運動総本部次長
事務局員	 　山　形　宗　湛	 　　　　延暦寺法務部主事
事務局員	 　武　　　円　超	 　　　　延暦寺管理部主事
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参与	 　　　　　鴨　下　　　博	 　　　　御嶽教顧問
参与	 　　　　　納　谷　智　彦	 　　　　白光真宏会理事長
参与	 　　　　　漆　間　宣　隆	 　　　　世界連邦岡山県宗教者の会会長
参与	 　　　　　天　江　喜七郎	 　　　　元特命全権大使
参与	 　　　　　下　窄　英　知	 　　　　カトリック長崎大司教区本部事務局長
参与	 　　　　　鶴　野　重　雄	 　　　　浄土宗総本山知恩院執事
参与	 　　　　　浄　見　　　譲	 　　　　宮地嶽神社宮司
参与	 　　　　　奥　　　茂　宣	 　　　　沼名前神社宮司
参与	 　　　　　梶　　　道　嗣	 　　　　北野天満宮禰宜
参与	 　　　　　水　谷　栄　寛	 　　　　世界連邦日本仏教徒協議会事務総長
参与	 　　　　　小　田　義　海	 　　　　浄土宗教誨師会副理事長
参与	 　　　　　三　宅　善　信	 　　　　金光教泉尾教会総長
参与	 　　　　　坂　田　安　弘	 　　　　神道禊教教主
参与	 　　　　　林　　　丈　嗣	 　　　　弓矢八幡副教主
参与	 　　　　　菊　地　恵　祐	 　　　　世界連邦岡山県宗教者の会専務理事
参与	 　　　　　宮　西　惟　道	 　　　　日枝神社名誉宮司
参与	 　　　　　福　間　武　子	 　　　　社会福祉法人太陽の町理事副理事長
参与	 　　　　　神　　　日出男	 　　　　八幡朝見神社宮司
参与	 　　　　　小　林　一　朗	 　　　　久伊豆神社宮司
参与	 　　　　　小　林　敬　直	 　　　　白山神社宮司
参与	 　　　　　澤　井　隆　男	 　　　　吉田神社宮司
参与	 　　　　　中　田　幹　男	 　　　　伏見神寶神社宮司
参与	 　　　　　河　合　孝　俊	 　　　　浄土宗百万遍瑞林院住職
参与	 　　　　　竹　内　日　祥	 　　　　日蓮宗妙見閣寺代表役員
参与	 　　　　　武　田　喚　三	 　　　　竜泉寺東堂慈照園主
参与	 　　　　　曽　宮　良　幸	 　　　　御嶽教本部事務長
参与	 　　　　　三　原　照　正	 　　　　扶桑教参元
参与	 　　　　　三　宅　　　修	 　　　　金光教泉尾教会執行
参与	 　　　　　川　本　浩　司	 　　　　世界連邦岡山県宗教者の会事務局長
参与	 　　　　　大　島　幹　夫	 　　　　月ノ宮行院代表
参与	 　　　　　正　垣　　　肇	 　　　　杜の友社寺の友社代表取締役
参与	 　　　　　鈴　木　宏　明	 　　　　防府天満宮宮司
参与	 　　　　　鎌　田　紀　彦	 　　　　大宮八幡宮宮司
参与	 　　　　　矢田部　盛　男	 　　　　三嶋大社宮司
参与	 　　　　　八　田　尚　彦	 　　　　無量寺住職

○比叡山メッセージ２０１７起草委員会	 	
役職名	 　　　　　					氏　名	 　　　　　　　　																							所　属　役　職　名

委員	 　　　　　島　薗　　　進	 　　　　上智大学グリーフケア研究所所長
委員	 　　　　　竹　村　牧　男	 　　　　東洋大学学長
委員	 　　　　　吉　澤　健　吉	 　　　　京都新聞総合研究所特別理事・京都産業大学教授
	 	

○事務局	 	
役職名	 　　　　　　		氏　名	 　　　　　　　　																						所　属　役　職　名

事務総長	 　杜　多　道　雄	 　　　　天台宗宗務総長
事務局顧問	 　杉　谷　義　純	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会理事長
事務次長	 　宍　野　史　生	 　　　　扶桑教管長
事務次長	 　中　村　憲一郎	 　　　　立正佼成会常務理事
事務次長	 　宮　下　良　平	 　　　　カトリック中央協議会事務局長

○総務部	 	
役職名	 　　　　　　	氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　阿　部　昌　宏	 　　　　天台宗総務部長
次長	 　　　　　斎　藤　謙　次	 　　　　新日本宗教団体連合会事務局長
事務局員	 　松　田　　　一	 　　　　大本総務・亀岡宣教センター長
事務局員	 　澤　田　晃　成	 　　　　立正佼成会総務部長
事務局員	 　獅子王　圓　明	 　　　　延暦寺総務部長
事務局員	 　三　善　健　雄	 　　　　立正佼成会総務部渉外グループ広報渉外担当
事務局員	 　福　井　邦　彦	 　　　　天台宗務庁総務課長・国際課長
事務局員	 　梅　山　恵　匡	 　　　　天台宗祖師先徳鑽仰大法会事務局幹事
事務局員	 　礒　村　良　定	 　　　　延暦寺総務部主事
	 	
○会議部	 	
役職名	 　　　　　　		氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　國　富　敬　二	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会事務局長
次長	 　　　　　田　中　朋　清	 　　　　世界連邦日本宗教委員会事務局長
事務局員	 　齊　藤　哲　圓	 　　　　全日本仏教会国際部次長
事務局員	 　鈴　木　裕　治	 　　　　妙智會教団理事
事務局員	 　和　田　惠久巳	 　　　　ＷＣＲＰ日本委員会総務部長
事務局員	 　水　尾　寂　芳	 　　　　延暦寺財務部長
事務局員	 　西　村　智　秀	 　　　　天台宗務庁教学課長
事務局員	 　星　野　貴　宣	 　　　　天台宗務庁布教課長
	 	
○式典部	 	
役職名	 																			氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　山　田　　　歌	 　　　　大本本部総務課主幹
次長	 　　　　　小　寺　照　依	 　　　　延暦寺法務部長
事務局員	 　小　森　文　道	 　　　　延暦寺管理部長
事務局員	 　奥　脇　俊　臣	 　　　　大本本部国際愛善宣教課主任
事務局員	 　東伏見　光　晋	 　　　　天台宗青蓮院門跡執事長
事務局員	 　高　見　昌　良	 　　　　天台宗務庁社会課長
事務局員	 　松　岡　順　海	 　　　　天台宗務庁人権啓発課長
事務局員	 　志　井　浩　順	 　　　　天台宗務庁一隅を照らす運動総本部次長
事務局員	 　山　形　宗　湛	 　　　　延暦寺法務部主事
事務局員	 　武　　　円　超	 　　　　延暦寺管理部主事
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○渉外・接遇部		
役職名	 																			氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　佐　藤　益　弘	 　　　　立正佼成会京都教会長
次長	 　　　　　中　嶋			茂　博	 　　　　京都府神社庁参事
事務局員	 　柳　本　　　昭	 　　　　カトリック京都司教区司祭
事務局員	 　瀬　尾　芳　也	 　　　　神社本庁教化広報部長
事務局員	 　岩　橋　克　二	 　　　　神社本庁広報国際課長
事務局員	 　柳　田　季巳江	 　　　　立正佼成会総務部次長
事務局員	 　齋　藤　和　子	 　　　　立正佼成会総務部渉外グループ
事務局員	 　草　別　善　哉	 　　　　天台宗務庁庶務課長
事務局員	 　林　　　昌　伸	 　　　　天台宗務庁財務課長
事務局員	 　譽　田　玄　樹	 　　　　延暦寺参拝部職員
	 	
○財務部	 	
役職名	 　　　　　　	氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　甘　井　亮　淳	 　　　　天台宗財務部長
次長	 　　　　　掬　池　友　絢	 　　　　全日本仏教会国際部部長
事務局員	 　林　　　昌　伸	 　　　　天台宗務庁財務課長
	 	
※役職については２０１７年８月４日現在の役職を掲載	 	 																										
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○渉外・接遇部		
役職名	 																			氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　佐　藤　益　弘	 　　　　立正佼成会京都教会長
次長	 　　　　　中　嶋			茂　博	 　　　　京都府神社庁参事
事務局員	 　柳　本　　　昭	 　　　　カトリック京都司教区司祭
事務局員	 　瀬　尾　芳　也	 　　　　神社本庁教化広報部長
事務局員	 　岩　橋　克　二	 　　　　神社本庁広報国際課長
事務局員	 　柳　田　季巳江	 　　　　立正佼成会総務部次長
事務局員	 　齋　藤　和　子	 　　　　立正佼成会総務部渉外グループ
事務局員	 　草　別　善　哉	 　　　　天台宗務庁庶務課長
事務局員	 　林　　　昌　伸	 　　　　天台宗務庁財務課長
事務局員	 　譽　田　玄　樹	 　　　　延暦寺参拝部職員
	 	
○財務部	 	
役職名	 　　　　　　	氏　名	 																																														所　属　役　職　名

部長	 　　　　　甘　井　亮　淳	 　　　　天台宗財務部長
次長	 　　　　　掬　池　友　絢	 　　　　全日本仏教会国際部部長
事務局員	 　林　　　昌　伸	 　　　　天台宗務庁財務課長
	 	
※役職については２０１７年８月４日現在の役職を掲載	 	 																										
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174175

産経新聞　2017年 8月4日

無断転載不可

毎日新聞社提供

京都新聞社提供

読売新聞社提供

京都新聞　2017年 8月4日

読売新聞　2017年 8月4日

毎日新聞　2017年 8月4日
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174175

産経新聞　2017年 8月4日

無断転載不可

毎日新聞社提供

京都新聞社提供

読売新聞社提供

京都新聞　2017年 8月4日

読売新聞　2017年 8月4日

毎日新聞　2017年 8月4日
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176177

京都新聞　2017年 8月4日産経新聞　2017年 8月５日

読売新聞　2017年 8月５日

中日新聞　2017年 8月4日

読売新聞社提供

中日新聞社提供

京都新聞社提供

無断転載不可
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京都新聞　2017年 8月4日産経新聞　2017年 8月５日

読売新聞　2017年 8月５日

中日新聞　2017年 8月4日

読売新聞社提供

中日新聞社提供

京都新聞社提供

無断転載不可
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178179

毎日新聞　2017 年 8月５日

中日新聞　2017 年 8月５日

朝日新聞　2017 年 8月５日

中日新聞社提供

毎日新聞社提供

  記者会見  2017 年 8 月 4 日

17-6973
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178179

毎日新聞　2017 年 8月５日

中日新聞　2017 年 8月５日

朝日新聞　2017 年 8月５日

中日新聞社提供

毎日新聞社提供

  記者会見  2017 年 8 月 4 日

17-6973
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朝日新聞　2017年９月１３日

京都新聞　2017年９月５日

京都新聞社提供

17-6973
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朝日新聞　2017年９月１３日

京都新聞　2017年９月５日

京都新聞社提供

17-6973
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毎日新聞　2017 年９月１２日

中外日報　2017 年 8 月 4 日

毎日新聞社提供



比叡山宗教サミット 30 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い 新聞報道

182183

毎日新聞　2017 年９月１２日

中外日報　2017 年 8 月 4 日

毎日新聞社提供
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文化時報　2017年８月１９日仏教タイムス　2017年８月１０日
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　「
憎
悪
と
排
除
か
ら
は
争
い
し
か
生
ま
れ
な
い
。
忍
耐
強
い

対
話
と
他
者
の
存
在
を
受
け
容
れ
る
努
力
こ
そ
、
平
和
へ
の

近
道
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。
そ
し
て
我
々
の
切
な
る

願
い
が
神
仏
に
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
、
行
動
し
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
」

　
排
他
的
傾
向
が
広
が
り
、
対
立
と
分
裂
へ
の
動
き
が
深
刻

化
す
る
世
界
を
憂
慮
す
る
国
内
外
十
八
ヵ
国
二
千
余
名
の
参

加
者
た
ち
は
、
比
叡
山
上
で
「
相
互
理
解
と
連
帯
」
を
心
新

た
に
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
主
催
団
体
と
し
て
「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
が
初
め
て

結
成
さ
れ
、「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
て
三
十
年
。

企
画
推
進
の
た
め
の
会
議
自
体
が
、「
侃か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
諤
々
の
前
向
き

な
議
論
と
い
う
よ
り
も
、
喧け
ん
け
ん
ご
う
ご
う

々
囂
々
の
自
己
主
張
の
場
に
な

る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
…
」
と
い
う
、
日
本
国
内
に
お

い
て
さ
え
異
な
る
宗
教
の
指
導
者
が
集
っ
て
一
つ
事
を
為
す

こ
と
の
難
し
か
っ
た
時
を
経
て
、「
諸
宗
教
の
対
話
と
協
力
・

協
働
は
、
自
然
で
あ
り
当
然
で
あ
り
必
然
」
と
言
え
る
時
代

を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
、
何
は
さ
て
お
き
三
十
年
の
成
果
で

す
。
ま
ず
は
先
人
・
先
輩
方
の
ご
苦
労
に
対
し
て
、
心
か
ら

の
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
今
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
心
一
つ
に
祈
り
、

行
動
で
き
る
国
内
外
の“
同
志
”と
と
も
に
為
す
べ
き
こ
と
は
、

他
者
を
認
め
な
い
人
々
へ
の
不
断
・
不
屈
の
働
き
か
け
と
、

「
宗
教
は
協
力
で
き
る
」と
い
う
我
々
に
と
っ
て
の
当
た
り
前
を
、

そ
の
事
実
を
知
ら
な
い
多
く
の
一
般
市
民
・
国
民
の
方
々
に
発

信
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

　
他
宗
教
を
認
め
な
い
人
々
に
他
宗
教
の
者
が
語
り
か
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
同
じ
宗
教
を
信
じ
る“
同
志
”諸
氏
の
命
が

け
の
説
得
に
対
し
て
、
常
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
可
能

な
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
の
で
き
る
私
た
ち
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
孤
立
・
対
立
よ
り
も
連
携
・
連
帯
が
世
界
の
主

流
に
な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
か
ら
宗
教
協
力
の
実
践
を

広
く
社
会
に
対
し
て
伝
え
示
す“
同
志
”で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。

　
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
次
な
る
四
十
周
年
は
半
世
紀
に

向
け
た
重
要
な
節
目
で
あ
り
、
そ
れ
は
百
周
年
と
い
う“
世
紀
”

の
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
始
動
の
時
で
す
。
冒
頭
に
掲
げ
た
今
大
会
の

宣
言
文
を
自
ら
の
決
意
と
し
て
、
と
も
に
祈
り
行
動
し
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
今
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
成
功

裏
に
事
終
え
ら
れ
た
の
は
、
十
年
に
一
度
結
成
さ
れ
る
「
日
本

宗
教
代
表
者
会
議
」
の
委
員
各
位
の
ご
尽
力
あ
れ
ば
こ
そ
で
す

が
、
煩
雑
な
実
務
を
預
か
っ
て
下
さ
っ
た
天
台
宗
の
方
々
、
と

り
わ
け
事
務
局
の
皆
様
に
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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排
除
か
ら
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か
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い
。
忍
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強
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対
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存
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を
受
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る
努
力
こ
そ
、
平
和
へ
の

近
道
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。
そ
し
て
我
々
の
切
な
る

願
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が
神
仏
に
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
、
行
動
し
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
」

　
排
他
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傾
向
が
広
が
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対
立
と
分
裂
へ
の
動
き
が
深
刻

化
す
る
世
界
を
憂
慮
す
る
国
内
外
十
八
ヵ
国
二
千
余
名
の
参

加
者
た
ち
は
、
比
叡
山
上
で
「
相
互
理
解
と
連
帯
」
を
心
新

た
に
誓
い
合
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ま
し
た
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主
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団
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し
て
「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」
が
初
め
て

結
成
さ
れ
、「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
て
三
十
年
。

企
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推
進
の
た
め
の
会
議
自
体
が
、「
侃か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
諤
々
の
前
向
き

な
議
論
と
い
う
よ
り
も
、
喧け
ん
け
ん
ご
う
ご
う

々
囂
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の
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主
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な
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な
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な
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た
…
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に
お
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っ
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時
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協
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・

協
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は
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あ
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あ
り
必
然
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と
言
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る
時
代

を
迎
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て
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こ
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は
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果
で
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。
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す
。
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